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　日直の号令に合わせて、「いただきます」をしてから約六分。俺が牛乳にストローを刺さしたタイミングで、他ほかの班から歓かん声せいが上がった。どうやら、決着がついたらしい。

「今日もダイキ君が一番だったみたいだね」

　向かい合って座るマコトが言った。それを聞いた俺は、一班のほうに目を向ける。すると、勝負に負けたヤッチが、ほんの少しだけ悔くやしそうな顔をしていた。誰だれが勝っても負けても俺には関係なかったけれど、ヤッチが勝てなかったことを少し残念に思った。




　ウチのクラスには、ひとり学校に来ない子がいた。詳くわしい事情は知らない。ただそのせいでいつも一人分の給食がまるごと余った。他のクラスなら、まず残ることのないデザートも含ふくめて。そのデザートを狙ねらって、いつからか《争そう奪だつ戦》が始まっていた。

　ルールは単純明快。早い者勝ち。全すべて食べ終わった人から、おかわりできるのだ。デザートも例外ではなく、最初に完食した人に権利が与あたえられる。それが、五年二組のルールだった。毎日、数人の男子がデザートを巡めぐって、早食い競争を繰くり広げていた。

　でも、これはあくまで表面上の話。実のところ、勝者はほとんど決まっていたのだ。

　その勝者というのは、運動も勉強も得意なダイキだ。単純に食べるのが早い、というわけではない。確かに食べるのも早かったが、それ以上に「クラスでの立場が強い」ということのほうが大きかった。周囲が恐おそれをなして、ダイキに勝ちを譲ゆずるのである。

　クラスの男子は、ダイキに目をつけられることを恐れていた。ダイキの反感を買うと、酷ひどい嫌いやがらせをされるのだ。今日も図工の時間に、ダイキの落とした絵の具をあやまって踏ふんでしまったトモヒロが課題の絵を台無しにされていた。ダイキが直接手をくだしたのではない。彼には数人の取り巻きがいて、そいつらにやらせるのだ。

　こうした力関係があるせいで、いつしか給食争奪戦においても、クラスの男子はダイキに気を使うようになっていた。要は二番手狙い。ダイキが気まぐれに権利を放ほう棄きするおこぼれを狙っているのだ。

　争奪戦と言いつつ、中身はとんだ《茶番》だった。

　しかし、そうした暗あん黙もくのルールがあるなかで、無神経にもダイキを差し置いて一番をかっさらうヤツがいた。それが、ヤッチだった。「空気を読む」ということを知らず、デザートが食べたいから勝負に勝とうとする、という分かりやすい性格だ。その分かりやすさが周囲を安心させるのかもしれないし、楽しい気持ちにさせるのかもしれない。とにかく不思議なヤツで、口数は多くないけれど男女両方に人気があった。負けず嫌ぎらいのダイキも、ヤッチに先を越こされたときだけは、「ヤッチ、早過ぎ」とかいって笑っているのだった。

　そんなわけでウチのクラスでは、ヤッチが勝負に勝つという例外を除いて、欠席者のデザートはダイキが手にするというシステムが出来上がっていたのである。




　給食は班ごとに机をくっつけて食べることになっていた。すでにクラスのほとんどが食べ終わっていたが、「ごちそうさま」の挨あい拶さつまでは、その状態でいることになっている。

「明日は、オレンジゼリーだよ。パンの日だから、ヤッチが勝つかもね」

　目の前に座るマコトが、手元の献こん立だて表を見ながら言った。ヤッチはパンの日に異常な強さを見せるのだ。それにしても献立表を持ち帰らずに、いつも机の中に入れているなんてマコトは変わっている。献立表の《バレンタイン》という文字が、チラリと見えた。

　その瞬しゆん間かん、自分の体が緊きん張ちようしたのが分かった。思わず、ゴクリと唾つばを飲み込む。

　これまで、俺はデザートの争そう奪だつ戦に参加したことはなかった。ダイキに気を使った出来レースに参加するのは馬ば鹿からしかったし、かといってヤッチのように一番を狙ねらいに行く勇気はなかった。たまに、デザート以外のメニューをおかわりする程度だったのだ。

　もちろん、目の前に座っているマコトも不参加組。こいつは特に気の弱いヤツだから、おかわり自体を一いつ切さいしない。目立つことを極きよく端たんに嫌きらうのだ。争奪戦に参加するのが怖こわいというならまだしも、おかわりすることの何が怖いのだろうかと、不思議に思う。

　日直の号令に合わせて「ごちそうさま」をした後、ダイキとその取り巻きが体育館に遊びに行ったのを見計らって、俺はマコトに言った。

「バレンタインのチョコレートケーキは、俺がゲットするよ」

　マコトは一瞬、意味が分からなかったようだ。無理もない。このクラスでダイキを差し置いてデザートを手にすることは、自殺行こう為いに等しいのだ。

　冗じよう談だんだと思ったのか、マコトは曖あい昧まいな笑え顔がおを浮かべている。

「なに、その冗談。全然、笑えないけど」

「冗談じゃないよ。ダイキにケーキは渡わたさない」

　俺があまりに直接的に宣言したからか、マコトが息を吞のんだのが分かった。そして、周囲を気にしながら、声のボリュームを落として聞き返してくる。

「テッちゃん、本気？」

　マコトは俺のことを《テッちゃん》と呼ぶ。俺の名前が《鉄てつ》だからだ。俺はマコトのほうを真っすぐ見据すえて、はっきりと答えた。「本気。もう決めたんだ」




　毎年、バレンタインの日にだけ登場するチョコレートケーキは、誰だれもが認める人気ナンバーワンメニューだった。給食とは思えない高級感が漂ただよっていて、ひと口食べただけでほっぺたが落ちそうになる。これまで食べたどんなケーキよりも美お味いしかった。

　ダイキは、そのケーキを今年は二個食べられると思っているに違ちがいない。これまでダイキはどうしても欲しいデザートのときにはズルをしていた。裏で手をまわし、ヤッチの給食を大盛りにすることで競争を有利に運んでいたのだ。しかし、今年のバレンタインはそうはさせない。ダイキには渡さない。俺はケーキを奪うばうことを誓ちかった。

　俺が危険を冒おかしてまでチョコレートケーキを狙ねらうのには、理由があった。それは、昨年のクリスマスのこと。俺は不覚にも風か邪ぜを引いて学校を休んでいた。その日のデザートはクリスマス特製プリンで、ケーキに負けず劣おとらずの人気メニューだった。

　この日、プリンの余りは二個。いつものように争そう奪だつ戦となり、ダイキとヤッチがそれを手にした。ただ、ヤッチはそれを自分では食べずに、「鉄てつに持って帰りなよ」とマコトに渡わたしてくれたらしい。ヤッチのこうしたさりげない優やさしさが、俺は好きだった。

　でも、プリンがウチに届くことはなかった。ダイキがマコトの気の弱さにつけこんで、このプリンを横取りしたのだ。「自分のほうが鉄の家に近いから」と言ったという。

　俺はこの話を風邪が治ってから知った。これには腹が立った。余り物の争奪戦で、周囲が勝手に譲ゆずる分には良い。だが、これはあまりにも卑ひ怯きようだ。許せなかった。

　なにより、マコトが可か哀わいそうだった。プリンを死守できなかった責任を感じて、「テッちゃん、ゴメン」と何度も謝ってきた。謝りながら、泣いていた。マコトが悪いことなんて一つもないのに。こんなに心の優しいヤツを傷つけたダイキが憎にくかった。

　このままでは終われない。そう思った俺は、《リベンジ》を決心した。ダイキが一年で最も欲しているチョコレートケーキを横取りしてやろうと決めたのだった。

　俺はケーキを狙うに至った理由を、マコトに伝えるつもりはなかった。わざわざ、苦い記き憶おくを思い出させる必要はない。代わりに、ひとつ約束をした。

「ケーキをゲットできたら、半分やるよ」

「良いの？」マコトの顔がパッと明るくなる。「ヤッター。ぼく、応おう援えんするよ」

「なんだよ、ケーキもらえなきゃ応援しないつもりだったのかよ」

　俺が意地悪く言うと、マコトは必死に弁解した。ほんの冗じよう談だんのつもりだったのに、マコトがあまりに必死に否定するのが、おかしかった。




　昼休みが終わって、五時間目は算数だった。俺はノートを開いていたけれど、先生の話はほとんど聞いていなかった。どうやって、ダイキに勝とうかと考えていたのだ。

　マコトは、俺が純じゆん粋すいに《早食い競争》に参戦するものだと、信じて疑っていない。だけど、ふつうに勝負してもダイキやヤッチに勝てないことは、自分が一番よく知っていた。

　チョコレートケーキを奪うばうためには、作戦を立てなければいけない。俺は計算問題を解くふりをしながら、必死に知ち恵えを絞しぼった。

　単純に早食い競争に勝つ方法なら、すぐに思いついた。ダイキの姑こ息そくな手段を真ま似ねて、自分の給食の量を少なくしたり、自分の分をマコトの皿に移したりすればいいのだ。

　しかし、それでは全く意味がないことに、すぐに気づく。早食い競争に勝ってチョコレートケーキをゲットしたところで、ダイキに酷ひどい仕返しをされて終わりだ。ケーキを奪いつつ、ダイキに目をつけられない、そんな夢のような作戦を立てる必要があった。

　いくつかアイデアが浮かんだが、どれも上う手まくはいきそうになかった。行ゆき詰づまった末に、ダイキの給食に《お腹なかをくだす薬》を混ぜることまで考えたほどだ。もちろん、実際にそんなことをしたら大問題になる。なかなか思うようにいかなかった。

　俺は一いつ旦たん、鉛えん筆ぴつを置いた。現状のシステムでは、どう頑がん張ばってもダイキに勝てる気がしなかった。もっと根っこの部分から見直したほうが良いのかもしれない。

　視点を変えてみると、少しずつ自分のするべきことが見えてきたような気がした。

　そして授業が終わる頃ころには、ぼんやりとだが作戦が完成していた。上手くいけば、欠席者の分だけでなく、ダイキ自身のケーキまで奪うばうことができるかもしれない。

　俺は、作戦の鍵かぎを握にぎる人物のほうを眺ながめた。

　──ヤッチはスヤスヤと眠ねむっていた。




　翌日、二時間目の理科が終わった後、俺はヤッチに声をかけた。

「ヤッチ、今ちょっといい？」

　他ほかのクラスメイトが理科室から五年二組の教室に戻もどっていくなか、俺とヤッチだけが理科室に残るカタチとなった。ヤッチは無言のまま、俺の次の言葉を待っていた。

「あのさ、このまま何もしなきゃ、バレンタインのチョコレートケーキは確実にダイキの手に渡わたると思うんだ。まともに勝負しても、ヤッチは不利だよ」

　ヤッチは少し意外そうな顔をしていた。ヤッチとはよく話をするほうだが、これまで給食争そう奪だつ戦に関する話は一度もしたことがなかったからかもしれない。

「だから？」

「もし、ズルされない状じよう況きようでダイキと真しん剣けん勝負できるとしたら、どうする？」

　俺はマコトから借りてきた献こん立だて表を見せながら、ケーキを賭かけた公平な早食い競争を実現するための大まかな作戦内容を伝えた。勝負に負けた場合はケーキを一個も食べられない可能性があることも。対戦の準備のために今日のオレンジゼリーを諦あきらめてもらう必要があることも。もしかしたら俺の読みが外れて対戦が実現しない可能性があることも。

　ヤッチは俺の説明を黙だまって聞いていた。

「……話は分かった」

「ヤッチが嫌いやなら、無理にとは言わないけど」

「鉄てつは、おれにやってほしいのか？」

　ヤッチに聞かれて、俺は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。ヤッチを個人的なリベンジに利用するようで、気が引けたからだ。でも、もうこの方法しかない。俺は素す直なおに答えた。

「ダイキにクリスマスの借りを返したいんだ」

　ヤッチの太めの眉まゆがピクリと動いた。どうやら、クリスマスの一件を覚えていてくれたらしい。なぜ俺がこんな話を持ちかけたのか、なんとなく理解したようだった。

「分かった。鉄てつの言う通りにする」

　すんなりと話がまとまったことに、俺は少し驚おどろいていた。ヤッチの性格からして、こうした計画を煩わずらわしく思うような気がしていたのだ。本来、策略とは無む縁えんの人物であるし。

「ヤッチって結構、俺に甘いよね」

　なんとなく、思ったことをそのまま言ってみた。普ふ段だんは他人に無関心なのに、俺には優やさしい気がする。クリスマスには、俺のためにプリンをゲットしてくれたくらいだ。

　すると、ヤッチは少し困ったような顔で言った。

「……マコトがノートを破られそうになったとき、おれ、何もできなかったんだ」

　意外な告白に俺は驚いた。ヤッチが《あの件》を気にしていたなんて知らなかった。




　五年二組の教室に戻もどると、マコトが席で俺の帰りを待っていた。

「ヤッチに《早食い》のコツでも聞いてたの？」

「まあ、そんなとこ。これ、ありがとな」

　俺はヤッチに持ちかけた話のことは伝えずに、借りていた献こん立だて表を返した。

「じゃ、《白紙の冒ぼう険けん》の続きやる？」

　マコトが《自由帳》を開くのを、俺は懐なつかしい気持ちで眺ながめていた。




　俺とマコトは五年生になって、初めて同じクラスになった。それまで一言も話したことはなかったし、同じクラスになってからも、しばらく関かかわることはなかった。

　マコトはクラスの誰だれとも話そうとはせずに、休み時間はずっと席でノートに絵を描かいているようなヤツだったからだ。俺はトモヒロとか他ほかのクラスメイトと遊びながら横目で、きっとコイツとは一生話す機会はないだろうな、と勝手に決めつけていた。

　そのうち、クラスではダイキがリーダーシップを取るようになった。すると、それまで小さなグループに分かれて遊んでいたクラスメイトが、自然とダイキの周りに集まるようになった。ダイキを中心に、最初はふつうに楽しく遊んでいたような気がする。

　しかし、いつからかダイキは遊びのなかで他人を《いじられキャラ》に仕立て上げて、笑いものにするようになった。そのことについて、みんなは違い和わ感がなかったのかもしれないし、心の中では「何かおかしいぞ」と思っていたのかもしれない。みんなの気持ちは分からなかったけれど、次し第だいにダイキが《王様》のごとく振ふる舞まうようになっても、いじられキャラへの仕打ちがエスカレートしても、誰も何も言わなかった。

　あるとき、それまでの遊びに飽あきたのか、ダイキはマコトに目をつけた。

「なあ、誰があいつに一番面おも白しろいイタズラできるか、競争ね」

　ダイキの発案を受けて、もともとダイキの遊びに率そつ先せんして参加していたヤマダが、マコトに向かって消しゴムを投げつけた。当たらなかったが、マコトが体をビクッとさせたのが分かった。それを見て、何人かがクスクスと笑う。

　ダイキが巨きよ漢かんのヒロシに小声で、「あいつの大切なノート、破いてやれよ」と命令しているのが聞こえた。ヒロシはニヤリと笑えみを浮かべ、マコトの席に向かって歩き始める。そして怯おびえるマコトを無視して、ヒロシはノートをひったくった。

「やめろよ！」

　突とつ然ぜんの大声に、ヒロシは破ろうとしていた手を止めた。男子だけじゃなく女子も含ふくめてクラス中が驚おどろいていた。ただ、一番驚いたのは俺だ。その声の主が、自分だったからだ。俺は自分の行動が理解できなかった。ただ、腹が立っているのだけは分かった。

「まあ、なんだ。これは違ちがうだろ」

　俺は自分に言い聞かせるように言った。どこか、言い訳のようにも聞こえた。そのままヒロシに近づくと、ノートを奪うばい返した。クラス中が呆あつ気けにとられているのが分かった。俺はもとの輪に戻もどりづらくて、仕方なく、一度も話したことのないマコトに話しかけた。

「なあ、いつも何してるんだよ」

　マコトは怯えながら、小声で答えた。「《白紙の冒ぼう険けん》って遊びなんだ」

　この日を境に、クラスの様子が少し変わった。ヒロシやヤマダはダイキにもっと過激な遊びを期待するようになったし、逆にトモヒロとかはダイキと距きよ離りを取るようになった。ダイキの逆げき鱗りんに触ふれた俺とマコトは、翌日から嫌いやがらせをされるようになった。

　今でこそあからさまに攻こう撃げきされることはなくなったけれど、一時期はかなり陰いん湿しつな嫌がらせも受けた。今回のリベンジで下手をすれば、再びターゲットにされるかもしれない。




「テッちゃん、聞いてる？」

　マコトが自由帳を開いて、俺のことを見ていた。《白紙の冒険》の最中だった。

　白紙の冒険は、真っ白な自由帳のなかで展開される冒険ゲームだ。主人公も、武器も、アイテムも、ダンジョンも、モンスターも、全すべてマコトの手で描かかれていた。マコトは自由帳のなかに自分だけのゲームを作り上げて、いつも一人で遊んでいたのだ。

　最初は馬ば鹿からしいと思ったけれど、実際にプレイさせてもらうと、これがなかなか面おも白しろかった。モンスターとのバトルでは、マコトが攻撃の効果音を口で表現し、ダメージの分だけＨＰの数値を書きかえる。全てがマコトの意のままに進むのだが、そのさじ加減が絶ぜつ妙みようだった。

　俺はいつのまにか夢中になり、マコトが続きのダンジョンを書き進めるのを心待ちにするようになった。ゲームが進むとともに、マコトの口数も次し第だいに増えていった。

　人を見かけで判断してはいけないのだなあ、とつくづく思う。実際に話してみるまで、マコトがこんなに面白いヤツだったなんて知らなかったのだから。







　その日、オレンジゼリーを賭かけた争そう奪だつ戦は、ダイキの圧勝だった。

「ヤッチ、ホウレン草が苦手だったらしいよ。知ってた？」

　マコトが驚おどろいたように言った。他ほかの班でも、その話題で持ち切りのようだ。

　ヤッチが得意であるはずの《パンの日》に早食い競争でボロ負けしたので、同じ班の女子が体調でも悪いのかと訊たずねたのだ。それに対して、ヤッチはそれとなくホウレン草が苦手であることを告白していた。それが、クラス中に広まったというわけである。

　俺はホッとしていた。何も知らないマコトの反応から見ても、どうやら不自然さはなかったようだ。これだけ話題になれば、確実にダイキの耳にも届いているだろう。

　数時間前、理科室で俺はヤッチに、今日のオレンジゼリーを諦あきらめてくれないかと持ちかけていた。ホウレン草が苦手なふりをして、争奪戦にわざと負けてほしいと頼たのんだのだ。そのフェイクがこの先、ダイキを罠わなにはめる上で役に立つのだと話していた。

「ちょっと待って」マコトが慌あわてて、机の中から献こん立だて表を取り出した。「ああ、やっぱり。気の毒だけど、再さ来週にもホウレン草の日があるよ。バレンタインの前日」

　俺は心の中で「知ってる」と答えた。だから、ホウレン草を選んだのだ。また給食にホウレン草が出ることは、いずれダイキも気づく。ずる賢がしこいダイキのことだ。見逃のがすはずがない。そうなれば、こちらの餌えさにも食いつきやすくなるだろう。

　一班のほうに目を向けると、二個目のオレンジゼリーを満足気に口へ運ぶダイキの姿が見えた。せいぜい味わって食べるといい。そのオレンジゼリーと引ひき換かえに、バレンタインにはチョコレートケーキを失うことになるのだから。

　ヤッチのおかげで、計画の第一段階は無事に終わった。




　次の日は、朝から雪が降っていた。雪は嫌きらいじゃないけれど、雪が降る日は寒いから嫌いだった。学校に来た時点で靴くつ下したが濡ぬれていて、朝から気が重かった。こういう日は、たいてい一日中ツイていない。何か良くないことが起こりそうで、嫌いやだった。

　一時間目の国語の時間には、音読のトップバッターに選ばれた。やはり、運が悪い。

　五年二組では、授業で当たる人をクジ引きで決めるのだ。先生お手製のクジで、ちょうど黒板消しクリーナーと同じくらいの箱に、クラス全員のネームプレートが入れられている。そのクジは便利なので、授業以外でも何かを決めるときに使われていた。

　結局、一時間目の国語から四時間目の社会まで、合計六回も当てられた。一日に一度も当たらない日もあるのだから、やっぱり今日はツイていないらしい。

「今日はテッちゃん、よく当てられてたね」

　給食の準備が進められるなか、マコトが机をくっつけながら笑っていた。「何か悪いことでもしたんじゃないの」と、からかってくる。俺は適当に返しながら、黒板横の棚たなに置いてあるクジの箱をぼんやりと眺ながめていた。

　給食の準備が整った。今日のデザートはシューアイス。冬限定の人気メニューだった。

　ダイキは今日も競争に勝つために、ライバルであるヤッチの給食を大盛りにしただろうか。そんなことを考えていると、突とつ然ぜん、担任の田た中なか先生が言った。

「《いただきます》の前に、みんな、ちょっと聞いてくれー」

　先生の呼びかけに、それまでざわついていた教室内が一いつ瞬しゆんで静かになる。

　先生は教きよう壇だんに立って教室全体を見渡わたすと、さらりと言った。

「デザートを賭かけた《早食い競争》なんだけど、あれ、もうやめにしようか」

　突然の禁止令に、教室中から驚おどろきの声が上がった。ほとんどが男子の声だった。

　先生は一いつ旦たん、クラスの雰ふん囲い気きを落ち着かせると、簡単に理由を話した。

　要は、早食い競争で事故が起こったら大変だから、ということだった。過去に別の学校で、給食のパンを喉のどに詰つまらせて亡なくなってしまった子がいたという。

「本来はもっと早く禁止すべきだったんだろうけど、それは先生が悪かった。でも命に関かかわることだからな、今日から早食い競争はやめてくれよー」

　先生の話に、クラスメイトのほとんどが納なつ得とくしたようだった。相手が田中先生だからだと思う。これが一組の岡おか田だ先生だったら、きっと反発があっただろう。

　田中先生は他ほかの先生よりも若かったけれど、今回のように、たとえ相手が俺たちのような子どもであっても自分が間ま違ちがったと思ったことは素す直なおに非を認める。そんな性格だから、クラスメイトから好かれていた。

「よし、分かったら、みんな手を出せー。デザート争そう奪だつジャンケン、始めるぞ」

　先生は早食い競争の代わりに、クラス全員が参加するジャンケン大会をすると話した。一いつ斉せいに先生とジャンケンをして、《負け》と《あいこ》の人がどんどん脱だつ落らくしていく。そして、最後まで勝ち残った人がデザートを手に入れられるというシステムだ。

　説明を聞いて、男子だけじゃなく、女子のテンションも上がっているような気がした。これまでデザートの権利は男子が（ほとんどはダイキが）独どく占せんしていたが、やはり女子のなかにもデザートをおかわりしたいという想おもいはあったのかもしれない。

「ジャーン、ケーン、ポン」

　結局、今日のシューアイスを手にしたのは、普ふ段だんは目立たない野の口ぐちという女子だった。彼女はデザートを受け取ると、同じ三班の女子と控ひかえめに喜んでいた。

　その様子を一班のダイキが冷たい目で見ていることに、俺は気づいていた。昨日までデザートを独占していたダイキにとって、これは面おも白しろくないに違いない。

「テッちゃん、残念だったね」

　マコトがスパゲティをモグモグしながら、話しかけてきた。シューアイスのことではなく、《早食い競争》がなくなってしまったことについて言っているのだろう。

「せっかくやる気になってたのに、ツイてないね」

「別に、仕方ないさ」

　俺は軽い調子で答えた。早食い競争がなくなってしまっても、俺は冷静だった。それはそうだろう。禁止になるように仕向けたのは、自分なのだから。




　昨日の放課後、俺は職員室に行った。

　職員室には先生だけではなく子どもが入る機会も多いため、堂々としていれば怪あやしまれる心配はない。入いり口ぐちで田た中なか先生の席のまわりに人がいないことを確かく認にんして、先生の机にこっそりと手紙を残してきた。

　手紙の内容は、早食い競争は危険だと親が言っていたという話と、今のシステムだと女子がデザートをゲットできないという話。できれば、先生に争そう奪だつ戦を仕切ってほしいということも書いた。自分だと特定されないように、名前は書かずに、文字も工く夫ふうした。

　早食い競争が禁止されるように仕向けたのは、言うまでもなく、ダイキがデザートを独どく占せんしている今のシステムを壊こわすことが目的だった。どんなに知ち恵えを絞しぼっても、今のシステムのままでは、ダイキからデザートを奪うばい取るのは不可能だったのだ。

　女子がゲットできないという話を盛り込んだのには、二つ理由があった。一つは新しいシステムを出来るだけ公平なものにして、ダイキの力が及およばないようにするため。そしてもう一つは、手紙の差さし出だし人にんを女子だと見せかけて、特定される危険を減らすためだった。

　早食い競争を禁止に仕向けたのが俺だとダイキに知られれば、どんな仕返しを受けるか分からない。用心するに越こしたことはないのだ。幸い、先生が手紙のことを伏ふせておいてくれたおかげで、ダイキに知られる心配はなかった。

　自分の安全を確保しながら、ダイキが自分のものだと思い込んでいたデザートの権利を無効にしたのである。一班と四班では距きよ離りが離はなれていたが、ダイキがイライラしているのが手に取るように分かった。最高に気分が良い。計画の第二段階も無事に終わった。

「どうしたの？　テッちゃん、なんか嬉うれしそうだね」

　マコトがシューアイスを袋ふくろから取り出しながら言った。どうやら、喜びが表情に出てしまっていたらしい。俺は気を引き締しめて、さらりと答える。

「別に、なんでもないよ」

「あっ、分かった。早食い競争よりも、勝つ確率が上がったとか考えてたんでしょ」

　マコトのくせに、なかなか鋭するどい。でも、違ちがう。勝つ確率が上がったとかいう小さな話ではない。必ず勝つのだ。それも完全勝利。俺はダイキにチョコレートケーキを一個も渡わたすつもりはなかった。今はまだ、欠席者の分のケーキがダイキに渡らないようにしたに過ぎない。最終的にはダイキ自身のケーキまで奪おうと計画しているのだ。

　──ここからが本番だった。




　次の日は、主食がご飯だったのでデザートはなかった。その代わり、ハンバーグの争そう奪だつジャンケンがあった。これまでも、エビフライやコロッケといった人気メニューのときには早食い競争が白熱していたから、別におかしなことではない。

　ただ驚おどろいたのは、ハンバーグの争奪ジャンケンにかなりの女子が参加していたことだ。そして結局、俺やマコトと同じ四班のサワコがハンバーグをゲットしていた。

「お前、女のくせにおかずゲットするなよな」

　俺は思わず、斜ななめ前まえに座るサワコに話しかけた。四班は六人で俺とマコトのほかに、サワコと女子が二人、そして学校に来ていない薄うす井い君がいた。だから給食の時間はいつも、女子は三人で会話して、俺はマコトと二人で話をすることが多かった。

「うるさいなー。美お味いしいもの食べるのに、男も女もないから」

「そうだよ、テッちゃん。そういう言い方、よくないと思うよ」

　マコトが余計なフォローを入れてくる。

「それに、わたしは国語のノートを貸してあげた恩人だぞ」

　サワコが勝ち誇ほこったように言ってきた。確かに借りたけど、だからなんだというのだ。

　サワコは他ほかの女子と違ちがい、性格がサバサバしている。女なのにジャンプを読んでいて、男子と話すことも多かった。マコトがふつうに話せる唯ゆい一いつの女子でもある。

　サワコというのはあだ名だ。人気少女漫まん画がのヒロインと同じらしいが、顔が似ているからとかではない。本名の澤さわ田だケイコを縮めて、《サワコ》と呼ばれていた。少々乱暴でクチが悪いところが玉にキズだけど、顔は可か愛わいいと思う。ショートカットがよく似合っていた。

　正直なところ、俺はサワコと同じ班になれたことを嬉うれしく思っていたのだ。




　人気メニューの《争奪ジャンケン》が始まって数日。全員に平等にチャンスが与あたえられるようになって、男子も女子もほとんどのクラスメイトが喜んでいた。システムが変わって困るのは、それまでデザートを独どく占せんしていたダイキくらいなのだから当然である。

　早食いが得意だったヤッチには、《早食い競争》がなくなることを事前に話していた。ダイキへのリベンジに協力してもらうヤッチには事前に伝えておかないと、フェアじゃない気がしたのだ。話を聞いたヤッチは、みんなに平等にチャンスが与えられるようになるなら別に構わない、と言っていた。それに、ジャンケンも得意だから問題ない、と。

　あのときは、ジャンケンに得意も苦手もないのではないかと不思議に思っていたが、実際にヤッチは相当ジャンケンが強かった。争奪ジャンケンが始まってからまだ一週間ほどなのに、すでに二回もデザートをゲットしている。本当に不思議なヤツだった。

　計画を次の段階に進めるタイミングをうかがっていると、想定外のことが起こった。

　ダイキが手を打ってきたのである。考えてみれば、当然かもしれない。つい先日まで当たり前のように独占していた権利を失って、ダイキが黙だまっているはずがなかったのだ。

「おい、俺たちの指示があったら、争そう奪だつジャンケンのときに《後出し》で負けろ」

　ダイキの子分であるヒロシとヤマダが、クラスの男子にふれまわっていた。おそらく、ダイキの指示があったのだろう。

　ダイキの意図は分かった。争奪ジャンケンに勝つために、ライバルを減らそうとしているのだ。ただ、人気メニューの争奪戦なのに参加しない人が多いと、先生に怪あやしまれる。だから、参加した上で負けろ、ということなのだろう。卑ひ怯きようなダイキのことだ。自分たちは《後出し》で勝つ気でいるに違ちがいない。

　これはマズイ状じよう況きようだった。このままでは、ダイキが再び争奪戦を牛ぎゆう耳じるのも時間の問題かもしれない。そうなれば、これまでの苦労が全すべて水の泡あわになってしまう。それはこの先、ダイキ自身のケーキを奪うばい取る計画においても大問題だった。ダイキを罠わなにはめるためには、ダイキが欠席者の分を手に入れられない状態を作る必要があるのである。

　なんとかして、ダイキの策略を潰つぶさなければならなかった。




　バレンタインまで、あと八日。そろそろ計画を次の段階に進めないとマズイ。しかし、ダイキの動きを止める良い案が、なかなか思いつかなかった。

　それなのに、またしても想定外のことが起こった。

「早食い競争を終わらせたの、鉄てつだろ」

　突とつ然ぜん、真相を言い当てられて、俺は心臓が止まるかと思った。思わず、持っていたゴミ箱を落としそうになる。掃そう除じ当番で、一階の《ゴミ捨て場》へ向かうところだった。

「なんだよ、いきなり」

　俺は数歩うしろを歩いていたサワコを振ふり返った。サワコは足を止めて、俺の顔をじっと見つめてくる。その瞳ひとみに、ピンチな状況にもかかわらずドキリとした。

「先生に手紙を送ったの、鉄だって知ってるよ」

　なんで──言葉が出てこなかった。

　どうして、お前がそれを知っているんだよ。

　俺が答えに詰つまっていると、サワコの表情がすっと笑え顔がおに変わった。

「やっぱり、そうなんだ。《ジャンヌ・ダルク》は男だったってわけね」

　ジャンヌ・ダルクって何だよ。意味が分からなかったが、サワコにバレてしまった。

　サワコは、早食い競争を終わらせたのが俺だと、特定した経緯について話し始めた。

　なんでも、今回の一連の流れは誰だれかが先生に働きかけたのではないかと、早くから女子の間で話題になっていたという。別の学校で給食の事故が起こったのは最近の話ではないのだから、何か他ほかにきっかけがあったのではないかと考えたのだ。

　それがいつのまにか、陰かげながら女子の権利を復活させた英えい雄ゆうがいるという話になっていた。誰が言い出したのか、五年二組の《ジャンヌ・ダルク》という呼び名までついて。

　歴史上の《女おんな英えい雄ゆう》に重ねられていることからも分かるように、クラスの女子は誰だれひとりとして、早食い競争をなくした英雄が男子だなんて思いもしなかったのだ。

　ジャンヌ・ダルク探しで、真っ先に名前が挙がったのがサワコだったらしい。曲がったことが大だい嫌きらいで、行動力があり、何より食べることが大好きだったからだろう。

「違ちがうって言っても、信じてもらえなかったんだぞ。勝手に感謝されて。キリがなかったから直接、先生に確かめに行ったんだ。そこで、あの手紙を見せてもらったってわけ」

　それを聞いて、俺はようやく理解した。

「手紙の文字か」

「そう、すぐに分かったよ。自分の字なんだもん」

　サワコの言葉が蘇よみがえる──わたしは国語のノートを貸してあげた恩人だぞ。

　そうだ、手紙の差さし出だし人にんを女子だと見せかけるために、サワコに国語のノートを借りて文字を真ま似ねていたのだ。まさか、サワコ本人に手紙が読まれるとは思っていなかった。

　サワコの話では、先生も手紙の差出人はサワコだと思っていたらしい。

　違うと聞いて、驚おどろいていたそうだ。先生は会話の最後に「サワコも何かあったら直接でも手紙でもいいから伝えてくれよー」と言っていたという。俺は田た中なか先生らしいと思った。

「でも、鉄てつがなんで？」

　サワコに理由を聞かれて、俺は正直に答えた。
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「ダイキのデザートを取り上げるため。借りを返したいんだ」

　それを聞いて、サワコは少し驚おどろいたようだった。そして、すぐに微ほほ笑えむ。

「バカだねー。ダイキに一度、コテンパンにやられてるのに」

「誰だれがコテンパンだよ」

　俺は強がってみせたが、マコトを助けたあとの嫌いやがらせの日々を思い出した。それまでふつうに遊んでいたクラスメイトに無視されるのは、相当キツかった。おそらくサワコもそのときのことを言っているのだろう。

「ヘヘッ、感心してるんだよ。こう見えて、わたしは小心者だから」

　サワコが悲しそうに呟つぶやいた。コイツの弱気なところなんて、初めて見た。

「学級委員の件からずっと、ダイキのことが怖こわいと思ってる」

　それを聞いて、俺はサワコが後期の学級委員に立候補したときのことを思い出した。

　サワコは男子にも女子にも人気があったから、誰もがサワコで決まりだと思っていた。しかし、ダイキのふざけた思いつきのせいで、サワコは落選した。

　ダイキはクラスで目立たないマサオという男子を立候補させて、裏でクラスメイトにマサオへの投票を強要したのだ。ダイキはサワコの人気に嫉しつ妬としていたのかもしれない。だから選挙を操作して、周囲に自分の力を見せつけたのではないかと、俺は思っていた。

　そのあとしばらく、サワコはマサオに負けた《人望ゼロ女》としてからかわれていた。

　ヒロシやヤマダは、サワコの胸のふくらみやブラジャーをしていることさえネタにするようになった。これは女子にとっては相当恥はずかしかったに違ちがいない。ただ、サワコはいつもと変わらず二人に言い返したりしていたから、傍はた目めには気にしていないように見えた。でも、心の中ではしっかり傷ついていたのだ。怯おびえていたのだ。

「多数決は公平だって習ったのに、ウチのクラスじゃ違うんだもん。ダイキひとりの意見で決まっちゃう。みんな、おかしいって気づいてるはずなのに。歯向かえば自分がターゲットにされるから、誰も何もできない。わたしもおんなじ」

　サワコはツラそうに、そして悔くやしそうに言った。

「だから、みんなの買いかぶり。わたしは、ジャンヌ・ダルクなんて器うつわじゃないよ」

「そんなことないって」

　俺は心からそう言った。すると、サワコはふと泣きそうな顔をした。

「鉄てつは優やさしいね。学級委員のときも、ダイキを無視して、わたしに投票してくれたよね。言わなかったけど、嬉うれしかったんだぞ」

「別に」俺は慌あわてて言った。「マサオよりは、お前のほうが向いてるって思っただけだよ」

　言い訳じみているのが、自分でも分かった。照れくさかったのだから仕方ない。

「分かってるって。だからってわけじゃないけど、今回のことは誰にも言わないから安心しなよ。ダイキにバレたらマズイだろ。でも、用心したほうが良いよ。たぶん、ダイキもジャンヌ・ダルクを探してるから」

　知らなかった。ダイキが犯人探しをしているなんて。俺は、ダイキがサワコに疑いをかけることを想像した。俺のせいでサワコに迷めい惑わくがかかるなんてゴメンだった。

「もしダイキに疑われたら、俺の仕し業わざだってバラして良いからな」

　サワコは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をした。でもすぐに、満面の笑えみで「バーカ」と言った。




　翌日、俺はいつもよりも少し早めに登校した。まだ、ダイキは来ていない。

「どうしたの、テッちゃん。今日は早いね」

　マコトに声をかけられて、俺は「まあね」と曖あい昧まいに答えた。そして《白紙の冒ぼう険けん》の続きを進めようと提案した。マコトは「朝から珍めずらしい」と呟つぶやいて、鞄かばんから自由帳を出した。

　ただ、俺の注意は目の前のノートではなく、教室の入いり口ぐちのほうへと向いていた。

　しばらくして、ダイキが登校してきた。一気に緊きん張ちようが高まる。

　ダイキは机の中に教科書を入れようとして、メモの存在に気づいたようだ。それを見てすぐに顔を上げる。そのまま首を左右に大きく振ふって、クラスのなかを見まわした。俺は目が合わないように注意した。ただ、視界の端はしに捉とらえるだけでも、ダイキがキレているのが分かった。そして内心、動どう揺ようしているに違いない。これで、争そう奪だつジャンケンで女子のほうに手をまわそうという考えを、なくしてくれればいいけれど。

　昨日、掃そう除じが終わったあと、俺はこっそりとダイキの机の中にメモを残していた。




『　女子のデザートに手を出すなら　全力で立ち向かう　by ジャンヌ・ダルク　』




　これは、ダイキの動きを止めることと、サワコに疑いがかからないようにすることが目的だった。サワコの字に見えないように、メモの文字を工く夫ふうしておいたのだ。

　これで、ダイキはクラスに敵がいるという疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられて、下手に動けなくなるに違ちがいない。少なくとも、女子には手を出しづらくなるはずだ。女子の動きをコントロールできなければ、争奪ジャンケンで勝つことは難しくなる。バレンタインのチョコレートケーキを手に入れられる見込みがなくなって、ダイキは焦あせるだろう。俺は、その焦りにつけこみたいと考えていたのだ。ようやく、計画を次の段階に進められそうだった。




　俺は一時間目の授業を聞きながら、あらためて今回のリベンジについて考えていた。

　クリスマスの件をはじめとした諸もろ々もろの借りを返すために、ダイキにはバレンタインのチョコレートケーキを一個も渡わたすつもりはなかった。

　そのためには、これまでダイキが独どく占せんしていた欠席者のデザートの権利を取り上げること、そして、ダイキ自身のケーキを奪うばい取ることが必要だった。

　欠席者の分は、《早食い競争》を禁止に仕向けたことで、ほぼシャットアウトすることに成功した。問題はダイキ自身の分だった。

　ダイキ自身のケーキを奪うばう計画は、ヤッチにかかっていた。ヤッチとダイキが先生に隠かくれた個人的な《早食い競争》をするように仕向けて、ダイキのケーキを奪い取る作戦だった。負けたほうが勝ったほうに自分のケーキを献けん上じようする、という《一いつ騎き打うち》を挑いどむのである。

　問題は、ダイキが自分のケーキを失う危険を冒おかしてまで、ヤッチと勝負する気になるかということだった。これまで姑こ息そくな手段で勝ってきたダイキのことだ。自分に有利な勝負にしか乗ってこないだろうと踏ふんでいた。

　──だから、ダイキに罠わなを張ったのだ。

　ヤッチにホウレン草が苦手なふりをしてもらって。ホウレン草が出る日ならヤッチに勝てると、ダイキに思い込ませたのだった。

　欠席者のケーキをゲットできる見込みが低くなって、ダイキは焦っているに違ちがいない。なにか他ほかに良い案がないか必死に考えていることだろう。

　そこに、《争奪ジャンケン》にこだわらなくても、ヤッチと《早食い競争》で勝負すればラクにケーキをゲットできる、という選せん択たく肢しが加わったら？

　ダイキは飛びつくに違いない。

　勝負をセッティングするなら、今しかないと思った。

　次の休み時間から、さっそく俺は行動を開始した。ヤッチが自分のケーキを賭かけて、ダイキと《早食い競争》をしたいと思っているらしい、という噂うわさを流し始めたのだ。

　ダイキに直接勝負を挑まなかったのは、ダイキの警けい戒かい心を刺し激げきしないようにするため。慎しん重ちようなダイキのことだ。面と向かって勝負を挑まれれば、何か裏があるのではないかと疑うに違いない。警戒されて、勝負を避さけられてしまっては困る。だから、多少まわりくどくても、ダイキのほうから勝負を挑んでくるように仕向けたいと考えていたのだ。

　俺はできるだけ怪あやしまれないように、なるべくダイキと関かかわりの少ないグループを起点に話を広めていった。「なあ、知ってる？　ヤッチの勝負の話──」

　最初に噂うわさ好きの女子の耳に入るようにしたのが、良かったのかもしれない。ヤッチがダイキとの《一騎打ち》を望んでいるという話は、たちまちクラス中に広まっていった。




「テッちゃん、聞いた？　ヤッチの勝負の話」

　翌日の昼休み、マコトに話しかけられて、俺は思わず笑いそうになった。

「その話なら、とっくに知ってるって」だって、俺が流した噂なのだから。

「へえ、いつもは噂話に疎うといのに珍めずらしいね」

　マコトが不思議そうな顔をしている。俺は知らないふりをすれば良かったと後こう悔かいした。

　ただ、別にマコトにならバレたって構わない。そろそろ、頃ころ合あいだと思っていた。

「なあ、マコト。ちょっと──」

　──話があるんだけど、と言いかけてやめた。ダイキの子分であるヤマダが、後ろのロッカーに何やら物を取りに来たからだ。一番後ろの席で話している俺たちの声が、聞こえるか、聞こえないかという微び妙みような距きよ離りだ。俺は勝負を賭かけようかどうか迷った。

　ダイキ陣じん営えいに、バレンタインの前日にヤッチの苦手なホウレン草が出る、という情報を伝えるには打ってつけの状じよう況きようだった。しかも、伝える相手としてヤマダ以上の適任はいない。取り巻き連中のなかでも、ヤマダはダイキの顔色をうかがって積極的に点数稼かせぎをするようなタイプだったからだ。ホウレン草の話も、確実にダイキに伝えてくれるだろう。

「テッちゃん、どうしたの？」

「……いや、なんでもない」

　俺は迷った末に、結局、ホウレン草の話はしないと決断した。せっかく噂うわさが良い感じに広まっている今、下手に小細工をしてダイキに怪あやしまれることは避さけたかったのだ。

　ヤマダは五時間目に使うリコーダーを袋ふくろから取り出すと、すぐに行ってしまった。

　俺は絶好のチャンスを逃のがしてしまったのだろうか。いや、抜ぬけ目めないダイキのことだ。あえてこちらから情報を与あたえなくても、バレンタインの前日にホウレン草が出ることは把は握あくしているに違ちがいない。俺は、もう一日だけ待ってみることにした。




　その日、ついにダイキが動いた。どうやら、俺の判断は正しかったらしい。

　一日の最後を締しめくくる《帰りの会》が終わり、先生が一度職員室に戻もどったのを見計らって、ダイキがヤッチの席に歩み寄っていった。事前に示し合わせていたのか、ヒロシとヤマダが後に続く。ダイキはヤッチの机の前に立つと、声をかけた。

「ヤッチ、ちょっと良いか？」

　クラスの全員が、帰かえり仕じ度たくの手を止めて、二人に注目していた。誰だれもが《一いつ騎き打うち》の件だと分かっていた。勝負が実現するのかどうか、みんな興味津しん々しんのようだった。

「噂になってる件だけど、俺とケーキを賭けて勝負したいってホント？」

　ダイキの問いにヤッチは無言で頷うなずいた。それを見て、ダイキは不敵な笑えみを浮かべる。

「そっか、良いよ」ダイキは余よ裕ゆうだった。「ただし、条件がひとつ。バレンタイン当日に勝負すると目立つから、決戦の日は前日のデザートがない日にしよう」

　離はなれて見守っていた俺は、思わず小さくガッツポーズをしてしまった。

　決戦日について、ヤッチは「別に良いけど」と答えた。

　その瞬しゆん間かん、ヒロシとヤマダが顔を見合わせて、ニヤリと笑ったのが見えた。勝利を確信したのだろう。本当は、敗北へと続く罠わなにかかったとも知らないで。

「よし、じゃ決まり。ここにいるみんなが、証人ってことでよろしく」

　ダイキの言葉に、クラス中が沸わいた。

　そしてダイキはヤッチのほうに向き直って、付け加える。

「ヤッチ、男に二に言ごんはないからな」

　お前こそ、その言葉を忘れるんじゃねぇぞ、と俺は心の中で思った。




　ヤッチとダイキの対決が決まり、クラスメイトは興奮しながら帰っていった。

　俺はというと、今週は掃そう除じ当番だったから最後まで教室に残っていた。今教室にいるのは、俺とマコトだけ。すでに掃除は終わったあとで、サワコたち女子は帰っていた。

「テッちゃん、このままじゃマズイよ」

　二人だけになるのを待っていたのか、マコトは慌あわてた様子で言った。

「なにがだよ」

「気づいてないの？　バレンタインの前日は、ヤッチの苦手なホウレン草の日だよ」

　ほら、と言って献こん立だて表を見せてきた。

「知ってるよ。でも、心配するなって」

「なんで、落ち着いてるのさ。このままじゃ、ヤッチの負けだよ。なんとかしなきゃ」

「良いんだよ、このままで。全すべて順調なんだから」

「えっ？」

　マコトは間の抜ぬけた声を出した。意味が分からない、という顔をしている。

「マコト、聞いてくれ。早食い競争が禁止になったのも、ヤッチがダイキと勝負することになったのも、ぜんぶ計画通りなんだよ」

　俺はこれまでのことを丁てい寧ねいに説明していった。裏でこんな計画が進んでいたことに、マコトはかなり驚おどろいたようだった。

「スゴイ、知らなかった。テッちゃんが《ジャンヌ・ダルク》だったんだね」

「いいんだよ、それは」

　恥はずかしくて仕方ない。誰だれだよ、《ジャンヌ・ダルク》なんて呼び名をつけたのは。

「でも、どうして、ぼくに教えてくれなかったのさ」

　そう聞かれて、俺は答えに困った。マコトがボロを出して、ダイキに勘かん付づかれることを避さけたかったとは言いづらかった。だから、はぐらかすことにする。

「言っただろ。ダイキにケーキは渡わたさないって」

「それだけじゃ、分からないよ」

　マコトが笑ったのを見て、俺はなんだかホッとした。

「覚えてるか？　ケーキをゲットしたら、半分やるって約束」

「覚えてるけど」

「安心しろよ。そっちも、ちゃんと考えてるから」

　計画はまだ終わりじゃなかった。終わりどころか、ようやく半分というところだ。

　ダイキにケーキを一個も渡わたさないだけでは、足りない。ダイキが自分のものだと思い込んでいた欠席者のケーキを横取りしてはじめて、《リベンジ》は完成するのだった。

「最初に言った通り、ケーキは俺がゲットするよ。アレを使って」

　俺は黒板横の棚たなに置いてある《クジの箱》を指した。五年二組で何かを決めるときに、頻ひん繁ぱんに使われるクジだ。あの中には、クラス全員分のネームプレートが入っている。

　争そう奪だつジャンケンではなく、あのクジを使って、ケーキをゲットするのだ。

　作戦は考えてあった。バレンタイン当日の給食の時間、先生を教室から追い出すのだ。その方法は、職員室に電話をかけて呼び出そうと考えていた。最初に電話に出た先生に急を要する用事だと告げ、大至急、田た中なか先生から折り返しの電話をもらいたい旨むねを伝える。そうして電話を切れば、先生はしばらく教室に戻もどってこないはずだった。

　争奪ジャンケンが出来なくなった教室では、別の方法が必要になる。そこで、このクジが登場するというわけだ。ここからは、俺ひとりの力ではどうしようもできない。協力者の手を借りようと考えていた。

　協力者とは、学級委員のマサオだ。勉強ができることを鼻にかけていて、クラスメイトからの人気はなかったが、ダイキの思いつきで学級委員になったヤツだ。本人は学級委員になれたことが満まん更ざらでもないらしく、学級委員の仕事を積極的にこなしていた。

　そんなマサオに、ひと芝しば居い打ってもらうつもりでいた。先生が教室を飛び出したあと、「チョコレートケーキの行方ゆくえは、クジで決めるように言われた」と、クラスで発表してもらうのだ。そしてそのまま、クジの箱の中に両面テープで張り付けておいた俺のネームプレートをひいてもらえば、完かん了りようだった。

　俺とマサオは仲が良いというわけではないから、怪あやしまれる心配はなかった。

　当のマサオには、このことをまだ話していなかった。ただ、協力を断られることはないだろうと踏ふんでいた。なぜなら、俺はマサオの弱みを握にぎっているからだ。

　先月の漢字テストのときに、学級委員のマサオは全員分の答案を職員室まで持っていくよう先生に頼たのまれていた。このときに、俺は目もく撃げきしてしまったのだ。マサオが職員室に行く途と中ちゆうに、答案の答えを書き直しているところを。おそらく、マサオは俺の視線には気づいていなかっただろう。この件をバラすと脅おどせば、逆らえないはずだ。

「そんなのダメだよ！」

　話を聞いていたマコトが叫さけんだ。

「なんだよ。いきなり、大声なんて出して」

「ゴメン。でも、そんなのテッちゃんらしくないよ。テッちゃんは、正義の味方じゃん。今回もダイキ君がつくったルールを壊こわしただけで充じゆう分ぶんだよ。みんな、喜んでるよ」

　マコトが俺に食ってかかるなんて、初めてのことだった。

「落ち着けって。だから、俺のおかげで、みんなに平等にチャンスが与あたえられるようになったんだろ？　バレンタインのケーキをゲットしても、お釣つりが来る働きだって」

　俺がいなければ、デザートはあのままダイキが独どく占せんしていたのだ。女子がデザートをゲットすることも一生なかった。それを変えたのは、この俺だ。陰かげでは、五年二組のジャンヌ・ダルクなんて呼ばれ、称たたえられている。たったの一度、バレンタインのケーキを手に入れるためにズルをしたからって、誰だれも文句なんて言わないだろう。

　だが、マコトは納なつ得とくしなかった。

「良いことをしたからって、その分、ズルしても良いの？　テッちゃん、間ま違ちがってるよ。それじゃ、ぼくからプリンを奪うばったダイキ君と何も変わらないじゃないか」

　ダイキと一いつ緒しよにされて、腹が立った。

「何だよ、それ。どこが、ダイキと一緒なんだよ」

「一緒じゃないか。ズルイことして、クラスメイトを脅おどして」

　黙だまって聞いていれば、マコトのくせに。

「だいたい、誰のためにやってると思ってるんだよ。もとはといえば、お前が！」

「ぼく？　ぼくのためだって言うの？　そんなの頼たのんでないよ」

　コイツ、誰がダイキから守ってやったと思ってるんだよ。もうキレた。

「お前なんか、俺がいなきゃ、ひとりぼっちだろうが！」

　言ってしまってから、ハッと我に返った。違う。こんなことを言いたいんじゃない。

　でも、遅おそかった。言ってしまったことは取り消せない。

「テッちゃん、そんな風に思ってたんだね」

　マコトが今にも泣きそうなのを、必死に我が慢まんしているのが分かった。

　違う。マコト、違うって。でも、思うように言葉が出てこなかった。

「もういい、知らない」

　マコトは鞄かばんと上着を取ると、後ろの扉とびらのほうへ足早に歩いていく。

　そして、扉の前で振ふり返った。なんだよ。

「テッちゃんになんか、渡わたさない。ケーキは、ぼくがゲットするから！」

　そう言い残して、マコトは帰ってしまった。

　なんだよ。気が弱くて怖こわがりなお前に、出来るはずがないだろうが。




　週が変わり、とうとう今週の木曜日にバレンタインデーを控ひかえていた。水曜日には、ヤッチとダイキの《一いつ騎き打うち》もある。だが、決戦に向けて全く集中できていなかった。

　先週の終わりにしたマコトとのケンカを、まだ引きずっていたのだ。ケンカした状態で土日を挟はさんだのが、また良くなかった。月曜日の朝から、憂ゆう鬱うつな気持ちでいる。

　学校に行けば、マコトはケロリとした顔で話しかけてくるかもしれない。そんな期待を持って登校したが、そうはならなかった。マコトは以前のように、誰とも目を合わそうとせずに、ノートとにらめっこをするヤツに戻もどってしまっていた。

「鉄てつとマコト、ケンカしたの？　面めん倒どうだから、早く仲直りしちゃいなよ」

　俺たちの異変に気づいたサワコが声をかけてくる。俺だって出来るものならそうしたい。

　ただ、少し言い過ぎたとは思っていたが、チョコレートケーキを手に入れる意志は変わっていなかった。どうして、そこまで意地になっているのか、自分でも分からなかった。ダイキに借りを返したいという執しゆう念ねんなのか、マコトに言われて考えを変えるのが癪しやくだからなのか、はたまたチョコレートケーキの味に魅み了りようされているだけなのか。どれも合っているような気がするし、どれもちょっと違ちがうような気がした。

　結局、マコトと一言も言葉を交かわすことなく、一日が終わった。

　放課後はほとんど毎日のようにマコトと遊んでいたから、マコトとの予定がなくなると急に暇ひまになってしまった。いつもは少しでも早く遊びに出かけたくて、急いで帰っていたけれど、今日は急ぐ必要がない。道草を食いながら、ダラダラと家を目指した。

　その途と中ちゆう、思いがけずマコトを見かけた。マコトの家は線路の反対側がわだから、家に帰る途中ということはありえない。どこへ行こうとしているのだろう。

　誰だれかと約束しているのだろうか。いや、今日は誰とも話している様子はなかった。

　もともとひとりで遊ぶことに慣れているマコトのことだから、図書館かどこかでひとりで時間を潰つぶそうとしているのかもしれない。勝手にしろよ、と思った。

　水曜日、ついにヤッチとダイキの《一いつ騎き打うち》の日を迎むかえた。

　朝から教室内が妙みようにそわそわしている。みんな、今日の対戦を待ち望んでいたのだ。

　ダイキは、いつもと変わらない様子で余よ裕ゆうを見せていた。すでに、チョコレートケーキを手に入れた気でいるのかもしれない。勝利を確信してくれているのなら、余計な小細工を仕し掛かけてくる心配がない分、こっちとしては安心だった。

　当然ながら、ヤッチのほうもいつも通り。そもそも、ヤッチが心を乱しているところを見たことがなかった。常に平常心。常にマイペース。今日の勝負もやってくれるだろう。

　対決には関係ないが、マコトが学校を休んでいた。先生は「風か邪ぜだ」と言っていたが、本当のところは分からない。俺に腹を立てて、学校をサボっているのかもしれなかった。

　ただ、今日はマコトに構っている暇ひまなんかない。別に、どうでも良かった。

　四時間目の終しゆう了りようチャイムと同時に、クラス内が慌あわただしくなった。

　給食当番が準備を始める。ウチのクラスでは、一班の人から順番に、食器をトレーに載のせて列に並び、給食をよそってもらうことになっていた。

　早食い競争において、給食の量は重要だった。ちょっとした量の差が勝敗を分けることも珍めずらしくない。だから、ダイキはこれまで裏で量を操作して、勝負を有利に運んでいたのだった。今日の対決でも、ダイキは姑こ息そくな手段を使ってくるつもりだろうか。

「みんな、ちょっと聞いてくれー」

　給食の準備が進められるなか、田た中なか先生が全体に向けて言った。

「今日、ダイキとヤッチが《早食い競争》をしようとしていることは知っている」

　教室内がどよめいた。先生に情報が伝わっていたことで、対戦が中止されるのではないかと不安に思ったのだ。俺も思わず、息を吞のんだ。

　そんな空気を察知したのか、先生はハッキリと宣言した。

「安心してくれ。勝負をやめさせるつもりはない」

　クラスから安あん堵どの声が漏もれる。先生は続けた。

「ただし、《早食い競争》は今回限りという条件付きだ。今回は、先生が責任を持って二人を見守るから良いけれど、目の届かないところで隠かくれてコソコソ勝負をして、事故が起こってしまったら取り返しがつかないからなー」

　対決が決行されることが決まり、俺はホッとしていた。おそらく大だい丈じよう夫ぶだろうとは思っていたが、確信はなかったのだ。

　先生に情報を伝えたのは俺だった。

　早食い競争を禁止に仕向けたときと同様にこっそりと手紙を送っていたのである。内容は、ヤッチとダイキが早食い競争を行おうとしていること、クラス中が盛り上がっているので今回だけは認めてほしいということ、できれば先生に公平な立場で審しん判ぱんをしてほしいということだった。

　あえて先生に情報を漏もらしたのは、ダイキにズルされない状じよう況きようを作り出したかったこともあったが、それ以上に、間ま違ちがったカタチで先生に情報が伝わるのを避さけたかったのだ。何も知らされないまま他ほかのクラスメイトから情報が伝わった場合、おそらく先生は良い気持ちはしない。禁止事じ項こうを守らない子どもには、心を鬼おににして厳しく指導する気がした。だけど、事前に俺たちからお願いされていれば、きちんと尊重してくれる先生なのだ。

「ひとつだけ覚えておいてくれ。禁止されていることでもバレなければ良い、って考えは良くないからな。今回、例外的に勝負を認めるのは、先生のところに相談の手紙が届いたからだ。ダイキとヤッチは、そいつに感謝するんだぞ」

　先生の言葉にクラスがざわついた。手紙の差さし出だし人にんが誰だれなのか、気になっているようだ。誰かが「ジャンヌ・ダルクだ」と言っているのが聞こえた。

「よし、堅かたい話はおしまい。俺が責任持って審判もやってやるからな」

　先生が審判をすると聞いて、ダイキがかすかに動どう揺ようしたように見えた。もしかしたら、ズルしようと考えていたのかもしれない。ただ、それが出来ないと分かっても、ホウレン草がある以上、負けることはないと思っているのだろう。まだ、余よ裕ゆうの表情だった。

　五分後、最後に先生自らが公正を期すため二人の給食をよそって、準備が整った。

「ケーキを賭かけた、男と男の真しん剣けん勝負だからな。二人とも恨うらみっこなしだぞ」

　先生がダイキとヤッチに声をかける。二人は教室の中央で、向かい合わせに机をくっつけて座っていた。お互たがいの顔を見ながら勝負するなんて、初めてのことだろう。

　クラス中が、バトル開始の合図を待っていた。今日は日直ではなく、審しん判ぱんである先生が《いただきます》の号令をかけることになった。そしてついに、その瞬しゆん間かんが来た。

「それでは、みんな一いつ緒しよに、いただきます！」




　バトル開始の合図を受けて、ダイキとヤッチが同時に給食に手をつけた。

　今日の献こん立だては、牛乳、ソフトフランスパン、クリームシチュー、ホウレン草のソテー。

　ダイキはまず、ホウレン草のソテーの皿を持つと、スプーンで一気にかっこみ始めた。ホウレン草が嫌きらいなヤッチに、プレッシャーをかける意味があるのかもしれない。

　クラスメイトから、「おおー！」という歓かん声せいが上がった。

　一方、ヤッチはのんきにまだ牛乳にストローを刺さしているところだった。そのマイペースさに、俺は思わず心の中でつっこんだ。

　──そんなのは、モグモグしてる最中にしろよ。

　スタートダッシュはダイキに軍配が上がったかに思えたが、意外にもダイキはホウレン草のソテーに苦戦していた。どうやら、一気にかっこんだのがいけなかったらしい。

　ホウレン草のソテーは、汁しる気けはあるものの、ホウレン草とベーコンが絡からまって、なかなか飲み込めない強敵なのだ。ダイキは堪たまらず、牛乳へと手を伸のばす。

　そんなダイキをよそに、ヤッチはちぎったパンをシチューにつけると、そのまま口に放ほうり込んだ。一見のんきに味わっているように見えるが、これは上う手まい。パンにつけることで、アツアツのシチューを冷ます効果があるのだ。ヤッチは牛乳を織り交ぜながら、着実にパンとシチューを減らしていった。

　ダイキは苦戦しながらも、一ひと足あし先にホウレン草のソテーをたいらげた。そしてようやくパンとシチューに取りかかる。その頃ころ、ヤッチはすでにパンとシチューをほとんど食べ終わっていた。残すは、ホウレン草のソテーのみ。俺はヤッチの勝利を確信した。

　しかし、パンとシチューを完食したヤッチは、ホウレン草のソテーを一ひと口くち、スプーンに載のせたまま動きを止めてしまった。ダイキはここぞとばかりに、追い上げてくる。

　俺は一瞬戸と惑まどったが、すぐにヤッチの演出だと気づいた。この土ど壇たん場ばで、ホウレン草が苦手だという演技をする余よ裕ゆうがあったことに、俺は感心していた。意外だった。

　クラスメイトから「ヤッチ、頑がん張ばれー」という声が上がった。ヤッチがホウレン草を苦手だと思い込んでいるのだ。誰だれも疑っている様子はない。

　ダイキは先にホウレン草のソテーから片付けたことで、アツアツだったシチューが食べやすい温度になっていた。物もの凄すごいスピードで、ヤッチとの差を縮めていった。これまで、ズルをしていたとはいえ、ヤッチに何度も勝ってきただけのことはある。

　俺は焦あせっていた。そろそろ、ヤッチも食べ始めないとマズイ。しかし、ヤッチは一向に動こうとしなかった。ダイキがホウレン草のソテーに手間取っていたのを、見ていなかったのだろうか。もう演技は充じゆう分ぶんだから。早く食べ始めないと手て遅おくれになる。

「ヤッチ、もうリードはほとんどないぞ！」

　俺は思わず叫さけんでいた。近くに座っていたサワコが、驚おどろいたように見てくる。

　俺の声が届いたのか、ヤッチは意を決したようにホウレン草を口へと運び始めた。

　それを見て、クラス中から歓かん声せいが上がる。「そうだ、ヤッチ、頑がん張ばれー」

　応おう援えんのボルテージは最高潮に達たつしていた。みんな、給食の手は完全に止まっている。

　ようやくホウレン草のソテーに取りかかったヤッチだったが、やはり相手は手ごわかったらしい。早食いチャンピオンのヤッチといえど、なかなか思うように減っていかない。

　一方、ダイキのスピードは落ちない。残りのパンはもう二ふた口くちほどだ。

　ヤバイ。このままじゃ、勝負は分からない。ここへ来て、ヤッチが負ける可能性も出てきてしまった。そうなれば、全すべてが水の泡あわだ。俺は必死で勝利を祈いのった。

　頼たのむ、ヤッチ！

　結局、二人が最後の一口を口に含ふくんだのは、ほぼ同時だった。あとは、先に口の中を空にしたほうが勝利ということになる。もう、どっちが勝ってもおかしくなかった。

　クラス中が息を吞のんだ。勝つのは、ドッチだ！

　次の瞬しゆん間かん、誰だれもが予想しなかったことが起こった。

　ヤッチが飲み干したと思われていた牛乳に手を伸のばしたのだ。そして残りの牛乳で、一気に口の中のホウレン草を流し込んだ。全すべてを飲み込んだのを確かく認にんして、先生が宣言した。

「ヤッチの勝ちだ」

　クラス中が沸わいた。まだ給食の途と中ちゆうなのに、ヤッチの周りにどっと駆かけ寄った。

　ダイキは呆ぼう然ぜんとしていた。負けることなど、全く想像していなかったのだろう。普ふ段だんなら周囲を睨にらみつける場面だろうに、魂たましいが抜ぬけたように俯うつむいていた。

　アツアツのシチューを後回しにした作戦は悪くなかった。ただ、スタート直後にホウレン草のソテーをかっこんだのが、ダイキの敗因だろう。あそこで無む駄だに牛乳を消費せずに温存できていれば、勝負は分からなかった。ヤッチが負けることも充分にあったのだ。

　途中、冷や冷やさせられたけれど、ヤッチのおかげで、ダイキ自身のチョコレートケーキを奪うばうことに成功したのだった。ありがとう、ヤッチ。




　放課後、ヤッチが一人になるタイミングを見計らって、声をかけた。

「ヤッチ、やったね。でも、心臓に悪いって」

「へへ、ゴメン」

　ヤッチは照れくさそうに笑った。ヤッチと言葉を交かわすのは久しぶりだった。ダイキに怪あやしまれないように、なるべく会話をしないようにしていたのだ。

「まさか、ヤッチが勝負の最中に、ホウレン草が苦手なふりをするなんて思ってなかったからさ。本当に負けちゃうんじゃないかって、冷や冷やしたよ」

　おかげで、自然なカタチで勝つことが出来たけれど。おそらく対戦したダイキも、あれが演技だったなんて、夢にも思っていないに違ちがいない。

　すると、ヤッチが言いにくそうに呟つぶやいた。

「実はあれ、ふりじゃない」

「え？」

「おれ、本当にホウレン草、嫌きらいなんだ」

　俺は驚おどろいて、何も言えなかった。どうして、そんなことになるんだよ。

　聞けば、俺がホウレン草を嫌いなふりをするように頼たのんだときに、ヤッチは本当のことだから別にいいやと深く考えなかったらしい。そのあと《一いつ騎き打うち》が、ホウレン草が出る日に決まって驚いていたという。正直、勝てる気は全くしなかったそうだ。

　それでも勝ってしまうのだから、やっぱりヤッチは不思議なヤツなのだった。




　ヤッチと別れた後、校門のところで、サワコが俺のことを待っていた。

　寒そうに両手に息を吹ふきかけている仕草を見て、思わず可か愛わいいと思ってしまった。

「もう、遅おそいよ」

　待ち合わせをしていたわけではないのに、少し怒おこった口調で言われる。でも、不思議と嫌いやな気分にならなかった。そのまま、自然と一いつ緒しよに帰ることになった。

　家が同じ方向だから前にも一緒に帰ったことはあるのに、なぜだか緊きん張ちようした。

　すると、先にサワコが口を開いた。

「今日のヤッチ、凄すごかったね。ホウレン草、苦手なのにさ」

　俺は「そうだな」とぶっきらぼうに答えた。サワコはそんな俺を気にする様子もなく、今日の《一騎打ち》について感想を述べてきた。俺はそれをぼんやりと聞いていた。

「先生に手紙送ったの、また鉄てつなんだろ」

　途と中ちゆうでサワコに言われて、会話に意識が戻もどる。

「そうだよ。ダイキにズルされないようにな」

「やっぱり。そうなんじゃないかって思った」

　サワコはどこか嬉うれしそうだった。何が嬉しいのかは、分からなかったけれど。

　別わかれ際ぎわに、サワコが言った。

「鉄、明日のバレンタイン、驚くことがあるかもよ。楽しみにしてて」

　そしてそのまま、「じゃ、また明日」と言うと、さっさと行ってしまった。

　俺は曲がり角に、ひとり取り残された。なんだよ、驚くことって。そう思いながらも、バレンタインに驚くことといったら一つしかない。俺は思わず、顔がほころんだ。




　帰り道、風か邪ぜで学校を休んだはずのマコトを見かけた。やはり、仮け病びようだったらしい。

　一昨日おとといに見かけた場所と近かった。線路のこっち側がわに何があるのだろう？

　気になったけれど、俺から声をかけるのも馬ば鹿からしかったので、そのまま帰ることにした。







　翌日、二月十四日。バレンタインデー。ついに、この日がやってきた。

　ダイキへの《リベンジ》を決意して早はや数週間。俺はこの日を待ち侘わびていた。

　ここまでは順調に来ている。ヤッチとの勝負で、ダイキは自分のケーキを失っていた。あとは欠席者のケーキを俺がゲットすれば、ダイキへの《リベンジ》は完成だった。

　このままだと、ダイキは人気ナンバーワンメニューを一人だけ食べることができない。

　その不安から、ダイキは朝から苛いら立だっていた。なんとかしようと必死なのが分かった。

　だが、そうはいかない。《クジの箱》を使った作戦は万全だった。

　今日の欠席者は、もう長いこと学校に来ていない薄うす井い君だけ。つまり、給食で余るケーキは一つだけということだ。仮に二人以上休んだ人がいた場合には、クジの箱から事前にダイキのネームプレートを取り除いておくつもりだった。作戦に抜ぬかりはない。

　ただひとつ、わずかに《不安要素》があるとすればマコトだ。

　先週、ケンカ別れをした際に、自分がケーキをゲットするとか言っていた。弱虫のマコトに横取りされる心配などしていなかったが、計画を台無しにされる可能性はあった。

　だから、念のため釘くぎを刺さしておいた。「昨日、風邪だと噓うそをついて、遊びに出かけていたことは知っている。余計なことはするな」という内容の手紙を送っておいたのだ。

　あとは、協力者であるマサオを取り込めば完かん璧ぺきだ。マサオに話をするのは、四時間目の体育が終わった直後にしようと考えていた。下手に考える時間を与あたえないためである。

　俺はマサオを呼び出すために、手紙を送っておいた。




　四時間目の体育が終わり、先生と他ほかのクラスメイトは教室へと戻もどっていった。

　俺はマサオと二人、体育館倉庫に残っていた。

　漢字テストの答案を書き直していた件を持ち出して、手紙で呼び出していたのだ。

「何の用だよ」と、マサオがふてくされたように訊きいてくる。

「あまり時間がないから、黙だまって聞けよ」

　俺は《クジの箱》を使った作戦を、マサオに手短に説明した。

「やってくれるよな？」

　マサオはなかなか答えようとしなかった。でも、大だい丈じよう夫ぶ。コイツに選せん択たく肢しはない。

　すると突とつ然ぜん、体育館倉庫の重い扉とびらが開いた。

　誰だれだよ。俺は扉のほうを振ふり返って、頭が真っ白になった。

　意味が分からない───どうして？

　そこには、ダイキが立っていた。ヒロシとヤマダもいる。

　なんで？

「最初から外で聞いてた。全部、お前の仕し業わざだったのかよ」

　ダイキが詰つめ寄ってくる。気づいた時には、腕うでが痺しびれていた。殴なぐられたのだ。

　そんなに痛みを感じていないのに、足がガクガク震ふるえていた。

「震えてんじゃねーよ」

　今度は、ローキックを食らった。痛い。堪たまらず、膝ひざをつく。

　ダイキは一いつ旦たん攻こう撃げきを止めて、言った。

「お前が《ジャンヌ・ダルク》だったんだな。見つけるの苦労したぞ、この野や郎ろう」

　いつもの冷静なダイキではなかった。完全にブチ切れている。

「こっちは昨日、先生のところに行って手紙を手に入れてたんだよ。そして犯人捜さがしてるところに、お前がマサオに手紙を送ったってわけだ。ほら、同じだろうが」

　ダイキは手紙を床ゆかにバラまいた。その中に、俺がマサオに送った手紙もあった。

　なんで、お前が、これを───思っても、声が出ない。

「お前、バカだな。マサオが書き直してたテストは、俺のだよ。俺が命令したの」

　ダイキに言われて、ようやく自分のミスに気がついた。

　あのとき、マサオは自分の答案ではなく、ダイキの答案を書き直していたのだ。

　マサオを呼び出した手紙が、ダイキの手元にあるのも当然だ。

　最初からつながっていたのである。

「お前、自分が何したか、分かってんの？　タダで済むと思うなよ」

　ダイキに全すべてバレてしまった。この先の仕返しを思うだけで、意識が飛びそうだった。

　ヒロシとヤマダがニヤニヤしながら、にじり寄ってくる。二人とも拳こぶしを握にぎり締しめた。

　ああ、殴なぐられる。覚かく悟ごして、俺は目を閉じた。そのときだった。

「やめろ！」

　誰だれかの叫さけび声ごえが聞こえた。その声のおかげで、俺は殴られなかった。

　目を開くと、マサオが押さえる扉とびらの向こうに、マコトがいた。信じられなかった。

　マコトは体育館倉庫に入ってくると、そのまま、俺とダイキたちの間に割って入った。

　そして、今にも消え入りそうな声で言った。

「暴力、反対」

　声が震ふるえていた。怖こわいのだ。怖くないはずがない。人一倍、臆おく病びようなのだ。それなのに、ダイキに立ち向かっている。それも、酷ひどいことを言ってしまった俺をかばうために。

　気づけば、俺は泣いていた。それまで我が慢まんしていたのに、涙なみだが止まらない。

「うわ、コイツ泣いてるよ」と、ヒロシがバカにするように言った。

　ダイキはそれを無視して、乱入してきたマコトのことを睨にらみつける。

「鉄てつの金魚のフンが。お前も仲良く痛めつけてやろうか？」

　マコトは小さく首を振ふった。そして、意を決したようにダイキに向けて言い返した。

「テッちゃんのケーキを手に入れる作戦、聞いたんでしょ？　こんなことしてて良いの？　早くしないと、せっかくのケーキをゲットするチャンス、逃のがすよ」

　ダイキはハッとした様子で、体育館倉庫の外にある時計を見に行った。クジを使うには争そう奪だつジャンケンが始まる前に、先生を教室から追い出さなければならない。

「時間がない。お前ら、行くぞ」

　そう言って、ダイキは体育館の出口へ走っていった。ヤマダとマサオが後を追う。

　最後に、ヒロシが捨すて台詞ぜりふを吐はいていった。

「お前ら、これで終わりじゃないからな」

　四人が体育館を出て行くのを見届けると、俺は急に力が抜ぬけて座り込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　テッちゃん」

　マコトが手を差し伸のべてきた。俺はそれを摑つかみながら言った。

「余計なことするなって言ったのに」

「よく言うよ。ぼくがいなかったら、殴られてたくせに」

「おせーよ。もう二発もやられた後だって」

「そうなの？」と、マコトが驚おどろいていた。「ゴメン、ちょっと遅おそかった」

　思い出したら今いま頃ごろになって、腕うでも足もジンジン痛くなってきた。でも、これは自分がズルイことをしようとしたバツだと思った。マコトに酷いことを言ったバツだと思った。

　マコトの言う通りだ。ズルはいけない。ケーキはダイキに取り返されてしまったけれど、そんなことはどうでも良かった。もう少しで、ダイキと同じになるところだった。

「マコト、ありがとな」照れくさくて、俺は口の中で呟つぶやいた。

　俺は、以前マコトを助けたときのことを思い出していた。こうして、逆にマコトに助けられる日が来るなんて、夢にも思っていなかった。マコトにあんな勇気があったなんて。




　マコトと二人で教室に戻もどる途と中ちゆう、田た中なか先生を呼び出す校内放送が流れた。

　ダイキたちが俺に代わって、《クジの箱》を使った計画を進めているのだろう。

　五年二組の教室に入ると、まさにマサオが教きよう壇だんの上で話しているところだった。

「──だから、今日はこのクジでケーキをゲットできる人を決めます」

　俺とマコトは、それぞれ自分の席に座った。すでに給食の準備がされていた。

「二人ともいないから、代わりに準備しといたぞ。感謝しろよ」

　斜ななめ前まえに座るサワコが得意気に言った。俺たちは素す直なおに「ありがとう」と答えた。

「何だよ、珍めずらしい。てか、仲直りしたんだ。良かったじゃん」

　サワコは満足気に笑っていた。俺はその笑え顔がおを見るのが、なんだか恥はずかしかった。

　そのとき、他ほかのクラスメイトからどよめきが上がった。ダイキがクジで選ばれたのだ。

　あれだけ計画を練ったのに、結局、ダイキからケーキを奪うばうことは出来なかった。

　ダイキがケーキを取りに席を立った。そのときだった。

　突とつ然ぜん、教室の扉とびらが開いた。そこには、田中先生ともう一人が立っていた。

　クラス中がシーンと静まる。みんな驚おどろいて、声が出せないのだろう。

　先生の隣となりに立っていたのは、しばらく学校に来ていなかった薄うす井い君だったのだ。

「ほら、お前たち。驚いてないで、久しぶりの薄井を歓かん迎げいしてやってくれー」

　先生に言われて、みんな、薄井君に声をかけた。「久しぶり」「元気だった？」

　その間に給食当番は、急いで薄井君の給食を準備する。

　ダイキは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。薄井君が来たのだから、ケーキの余りはない。

　最後にケーキをトレーに載のせて準備が整った。それを持って、薄井君が歩いてくる。

　そして、俺の隣となりの席に座った。薄井君は、俺と同じ四班だったのだ。

「マコくん、ゴメン。遅おそくなっちゃって。家を出るのがしんどくてさ」

　薄井君が自然とマコトに話しかけたのを聞いて、俺は驚いていた。

「来てくれないんじゃないかと思って、冷や冷やしたよ」

「いや、来るって決めたから。それが、アイツへの《リベンジ》になるんでしょ？」

「うん、見てみなよ。ダイキ君の顔、きっと呆然としてる」

　マコトは声をひそめて、背後のダイキのほうを指差した。

「ホントだ。アイツのせいで学校に来れなくなって、ずっと悔くやしかったんだ。マコくん、ウチまで来てくれてありがとう。もう、みんなに忘れられてると思ってたよ」

　その会話から、マコトが放課後にどこに行っていたのか分かった。薄井君の家に行っていたのだ。そういえば、薄うす井い君の家は線路のこっち側がわだって聞いたことがあったような気がする。そして話を聞く限り、どうやら薄井君がこれまで学校に来なかったのは、ダイキに原因があったらしい。マコトはそれを知っていたのだろうか。

　そこでようやく、俺は思い出した。

　ダイキとマコトと薄井君は、三・四年のときに同じクラスだったのだ。

「マコくん、知ってると思うけど、ぼくアレルギーで食べれないから。これ、あげるよ」

　そう言って、薄井君がマコトのトレーに、チョコレートケーキを載のせた。噓うそだろ？

「ウス君、ありがとう」

　マコトが薄井君にお礼を言って、そのまま、俺に誇ほこらしげな顔をしてみせる。

「ね、言ったでしょ。ぼくがケーキをゲットするってさ」

「お前、知ってたのか？」

「知ってたよ。でも、ケーキをもらうために、ウス君の家に行ったんじゃないよ」

　マコトは、薄井君の家に行った理由を話し始めた。

「テッちゃんとケンカした日に考えたんだ。テッちゃんは体を張ってぼくを助けてくれたのに、ぼくは口で偉えらそうなことを言ってただけなんじゃないかって。だから、テッちゃんがぼくにしてくれたように、ぼくはウス君のために何かできないか、必死に考えたんだよ」

　そして、マコトは翌日から、薄井君の家に行こうと決めたのだった。

　俺が必死になっていたケーキは、マコトにとってオマケに過ぎなかったのだろう。

　悔くやしいけれど、オイシイところは全部、マコトに持っていかれてしまったらしい。

「テッちゃん、ケーキ半分あげるよ。約束だもんね」

　なんだよ、マコトのくせに。最後までカッコ良すぎるじゃないか。




　そのとき、田た中なか先生がダイキに声をかけた。

「男同士の真しん剣けん勝負だからな、ダイキはヤッチにケーキを渡わたすんだぞ」

　ダイキは先生に言われて、渋しぶ々しぶ、ヤッチに自分のケーキを差し出した。

　そして席に戻もどる途と中ちゆう、ダイキが俺のほうを睨にらんでいるのが分かった。俺はダイキの仕返しを覚かく悟ごした。どうにか、マコトや薄井君を巻き込まないようにしようと考えていた。

　すると、先生が思い出したように付け加えた。

「そうだ、ダイキとヒロシとヤマは、給食が終わったら先生と話をしよう」

　ダイキは驚おどろいた様子で、先生のほうを振ふり返った。先生は構わず続ける。

「少し前からクラスがおかしくなっているのには気づいていた。でも、それを先生が出ていって解決しようとすると、どんどん悪いほうに向かっていくと思った。きっと悪いことは先生の目の届かないところで増えると思った。だからみんなから声が上がってくるのを待ってたんだ。きっと嫌いやな思いをした人も多いだろう。先生の力不足だ。すまなかった」

　そう言うと、先生は深々と頭を下げた。

　その間、誰だれも一言も喋しやべらなかった。先生は顔を上げると、再び話し始める。

「でも、今朝、たくさんの人から先生のところに手紙が寄せられた。手紙には、ダイキとヒロシとヤマのことが、いろいろと書かれていた。だから給食が終わった後、ダイキたちの言い分も聞きたいと思う。もうすぐ五年生は終わるけど、六年生が始まったらきっと、またみんなが笑えるクラスになると先生は信じている。最後に、手紙を集めて先生のところに届けてくれた、五年二組の《ジャンヌ・ダルク》に感謝したいと思う。ありがとう」

　先生はもう一度、深々と頭を下げた。

　すると、誰からともなく、拍はく手しゆ喝かつ采さいが巻き起こった。

　陰かげでみんなから手紙を集めて、先生のところに届けたのは、俺じゃない。

　ハッとして、サワコのほうを見た。サワコは目が合うと、飛びきりの笑え顔がおでピースをした。

　なんだよ、やるじゃん、ジャンヌ・ダルク。俺は力一いつ杯ぱい、拍手を贈おくった。

　でも、そこで俺は重大なことに気がついた。

　バレンタインの驚おどろくことって、《チョコレート》じゃなかったのかよ。
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　給食を食べ終わった、六年一組の教室。昼休みも残り半分という時間帯。

　僕が机に突つっ伏ぷして寝ねたふりをしていると、クラスメイトの歓かん声せいが聞こえてきた。

「また、タケちゃんの勝ちだ。マジつえー」

「向かうところ敵なし。もう何連勝か分かんないよ」

　チラリと顔を上げると、数人の男子が一つの机を囲んで盛り上がっていた。その輪の中で、クラスのボス的存在であるタケシがガッツポーズをしていた。どうやら、また勝ったらしい。

　何かといえば、少し前からクラスで流は行やっている《消しバト》だ。

　消しバトとは、「消しゴムバトル」の略で、机の上で行われる消しゴムによる戦いである。

　ビリヤードに少し似ているかもしれない。机の上に置いた消しゴムを横からペン尻じりで弾はじいて滑すべらせ、相手の消しゴムにぶつけて机の外に落とす、という遊びだ。

　定規や指で弾くと力加減が難しいため、ウチのクラスではノック式のペンが使われていた。パチンとペン先が引っ込む際に、反動で飛び出すペンのお尻で消しゴムを弾くのだ。

　四人くらいが参加して、順番に自分の消しゴムを弾いてぶつけ合い、最後まで机の上に残っていた人が勝ち、というバトルロイヤル方式で勝敗が決まるのである。

　毎回、バトルは白熱しているようだった。

　休み時間になるたびに、タケシの机に集まって《消しバト》が開かい催さいされていた。

　タケシは体の大きな乱暴者で、気に入らないことがあると平気で暴力をふるって、相手を叩たたきのめすようなヤツだった。だから、お世辞にも好かれているとはいえなかったが、彼の敵にまわることを恐おそれて、進んで手下になる者や仕方なくそばにいる者も少なくなかった。

　僕はというと、以前タケシの通行の邪じや魔まになったというだけで肩かたを殴なぐられたことがあった。青い痣あざができて、しばらく腫はれが引かなかった。それからというもの、とにかく目をつけられないように、ひっそりと過ごすことを意識していた。寝たふりもその一いつ環かんなのである。

　僕が息をひそめていると、タケシの机のほうから彼の笑い声が聞こえてきた。

「よし、これで今日もお前が《ランドセル持ち》だからな」

　どうやら、今の勝負で負けたサトウ君が、帰り道でランドセルを持たされるらしい。

　バトルの参加者は、比ひ較かく的タケシと仲の良いメンバーが中心だったが、一人だけタイプの違ちがう存在がいた。それが、無口で小こ柄がらなサトウ君だった。

　言いにくい話だけれど、サトウ君は《いじめ》の対象だったのだ。

　タケシに標的にされて、いつも酷ひどい目に遭あわされている。

　消しバトにも無理やり参加させられて、参加者全員から集中攻こう撃げきを受けては、負けることが多かった。そして負けるたびに、酷い罰ばつゲームを強しいられるのである。

　罰ゲームは《ランドセル持ち》や《肩パン》のような体力的・肉体的にキツイのもあれば、中には「お菓か子しをおごる」「カードを譲ゆずる」「ゲームを貸す」といったお金に関かかわるケースもあるらしい。もちろん、貸したものは二度と返ってこないという。

　そうした状じよう況きように、周囲は完全に見て見ぬふりを決め込んでいた。

　それどころか最近では「サトウ君になら何をしてもいい」という空気が出来上がり、いつのまにか他ほかのクラスメイトもサトウ君をからかったり、邪じや険けんに扱あつかったりするようになっていた。

　僕は気の毒に思う一方で、自分が標的じゃなくて良かったと思っていた。

　昼休みが終わるまで、僕は静かに寝ねたふりを続けるのだった。




　学校は退たい屈くつで時間の無む駄だのように感じる。僕はいつも走って家に帰っていた。

　帰宅後、僕は自分の部屋に駆かけ込むと、勉強机の椅い子すに座り、机の引き出しを開ける。

　そこには、大小様々な消しゴムが二十個以上も納められていた。

　シンプルなもの、キャラクターもの、動物の形のもの、匂におい付きのもの、細長いもの……。いろんな種類の消しゴムがしまってある。それを一つずつ取り出して、机に並べた。

　新品ではない、使い込まれた消しゴムが多い。僕はぼんやりとコレクションを眺ながめた。

　消しバトとは縁えんがなかったが、僕には密ひそかに消しゴムを集めるという趣しゆ味みがあったのだ。

　どうして《消しゴム》なんて、と思うかもしれない。

　きっかけは些さ細さいなことだった。

　クラスで消しバトが始まり、しばらく経たったある日のことである。

　僕の机の真下に一つの消しゴムが転がってきた。すぐに消しバトで使われているものだと予想がついたが、持ち主が拾いにくるだろうと放ほうっておいた。

　でも、そのまま《帰りの会》まで持ち主は現れなかった。仕方なく教室の《落し物入れ》に届けようと拾い上げた瞬しゆん間かん、不思議な気分になった。

　クラスの誰だれにも相手にされないそいつが、クラスで孤こ立りつする自分と重なって見えたのだ。

　気づいたときには、消しゴムをポケットに入れていた。

　それから、僕は教室に落ちている消しゴムをこっそりと持ち帰るようになったのだ。

　最初はクラスメイトに忘れ去られた消しゴムを救うことが目的だったが、いつのまにか密かに消しゴムを集めること自体に夢中になっていた。

　ダメだと分かっているのに、良くないことだと分かっているのに、自分の行動を止められなかった。いつしか、机の中の消しゴムは増えていった。

　行動は徐じよ々じよにエスカレートして、最近では持ち主が席を立った隙すきを見て、机の上に出しっ放しにされている消しゴムまで奪うばうようになっていたのだった。

　クラスメイトの消しゴムをこっそりと持ち帰ってきてコレクションしている。

　こんなことがバレたら、一発でいじめの標的にされてしまうだろう。

　でも、これまで見つかったことは一度もなかった。

　最近では随ずい分ぶんと手て際ぎわも良くなってきたし、全員分の消しゴムを集めるのも時間の問題だと思う。もちろん、タケシの消しゴムだって例外ではない。

　僕はこうして戦利品を並べて、ぼんやりと眺ながめている時間が好きだった。何が面おも白しろいって、消しゴムには使っていた人の情報がたくさん詰つまっているのだ。

　まず使い方で持ち主の性格が分かる。几き帳ちよう面めんだったり、乱暴だったり、飽あきっぽかったり。種類からは好みが分かるし、だいたいの値段から家が裕ゆう福ふくか貧びん乏ぼうかだって想像できる。

　消しゴムは、クラスメイトの《分身》だといっても大おお袈げ裟さじゃない。

　その分身を集めることで、僕はクラスを支配しているような気分に浸ひたっていた。

　いつもクラスの《暴君》のように振ふる舞まっているタケシですら、ここまでクラスのことを把は握あくしてはいないだろう。

　たとえば、消しゴムがきっかけで、僕はクラスの恋愛事情にも精通していた。

　女子のあいだでは、消しゴムのカバーで隠かくれる部分に《好きな人の名前》を書くおまじないが流は行やっていたのだ。そうすることで恋が叶かなうと本気で信じているらしい。

　持ち帰ってきた消しゴムの中にも、男子の名前が書かれた消しゴムがいくつかあった。予想通りのものもあれば、意外なものもあった。

　ただ、その情報を他ほかのクラスメイトに漏もらしたことはない。僕には秘密を共有するような仲の良い友達はいなかったし、何より秘密は秘密であるからこそ意味があるのだ。

　だから、持ち帰ってきた消しゴムにカンニングの証しよう拠こを見つけたときも、その事実をクラスのみんなにバラしたり、先生に告げ口したりはしなかった。

　誰だれにも知られることなく、ひっそりと消しゴムを集めるのが好きだったのである。

　クラスで全く目立たない自分が、実はクラスの誰よりも多くの秘密を知っている。

　そうした気持ちが、僕の心の拠より所どころになっていたのだった。




　六年一組は全部で三十人。僕はこれまで二十人分の消しゴムを手に入れていた。

　全員分が揃そろうまで最低であと十個のはずだったが、ある日、十一個に増えてしまった。

　五月のゴールデンウィーク明けに、季節外れの転校生がやってきたのだ。

　名前は倉くら田たアキ。背の高い女子だった。

　朝の会で担任の岡おか田だ先生が転校生を紹しよう介かいすると、男子を中心にクラス中が沸わいた。

　可か愛わいかったからだ。くっきりとした目鼻立ちに、短めの髪かみがよく似合っていた。

　特に恋愛に興味のない僕も、アキの外見には思わず見とれたほどだ。

　大きめのＴシャツに紺こん色いろのハーフパンツ、というスポーティーな服装から、元気で活発な印象を受けたが、自己紹介は簡単でそっけないものだった。

　どこか冷めた表情で、少しミステリアスな印象を受ける点が、クラスメイトの興味を刺し激げきしたらしい。転校初日から、アキの周りには女子を中心に人が集まった。

「ねえ、どこから来たの？」「スポーツ好きなの？」「好きなアイドルは？」

　休み時間になるたびに質問が飛び交かい、少しでも早くアキと仲良くなろうとしていた。

　でも、それは長くは続かなかった。

　数日後には、アキは女子からハブにされていたのだ。

　僕がせっせと消しゴムを集めているあいだに何が起きたのだろうと不思議に思い、こっそりとクラスの噂うわさ話ばなしに耳をそばだてていると、だいたいの事情は飲み込めた。

　どうやら、アキがクラスの中心人物である女子の助言を無視したのが原因らしい。

　転校初日、彼女は左腕うでに赤いリストバンドをしてきていた。それを見つけたリーダー格の女子が、「リストバンドは校則違い反はんだから、外してきたほうがいいよ」とアドバイスしたという。でも、アキは翌日も何食わぬ顔でリストバンドをつけて登校してきたのだ。

　ここで没ぼつ収しゆうされていれば、「ほら、言ったでしょ」と笑い話で済んだかもしれない。

　きっと担任が二組の田た中なか先生だったなら、実際にそうなっただろう。

　でも、ウチのクラスの担任は、あの岡おか田だ先生だ。

　ボソボソと話すせいで、いつも何を言っているのかよく聞き取れない。クラスからの信しん頼らいがないばかりか、陰かげでは馬ば鹿かにされることも多かった。

　そんな先生に転校生を叱しかることなど出来るはずがなかったのである。

　校則違い反はんのお咎とがめがなかったせいで、クラスの女子たちはイライラを溜ため込んだ。

　アキがクールで無愛想な性格だったこともマズかった。ついには、「アキは可か愛わいいことを鼻にかけている嫌いやな女」という評判が広まってしまったのである。
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　ただ、アキはクラスメイトに話しかけられることがなくなっても、全く気にしている様子はなかった。むしろ一人でいることを好んでいるように見えた。

　それがまた、女子たちの反感を買っているようだった。

　女子たちのバトルには、特に興味があるわけではなかったけど、アキがどんな《消しゴム》を使っているのかだけは無性に気になった。




　ある日の休み時間、僕はいつものように机で寝ねたふりをしていた。

　タケシの机では、例のごとく《消しバト》が開かい催さいされている。どうやら、今日もサトウ君がカモにされているようだった。負けが込んで、次から次へと罰ばつゲームが加算されていく。

「ハハッ、ホントお前は弱っちいな」

　タケシが笑いながら、サトウ君を馬ば鹿かにしている声が聞こえてきた。

　僕は目立たないように顔を上げて、教室の入いり口ぐち付近に設置された時計を確かく認にんした。

　休み時間は、あと二分ほど。僕は寝たふりを再開することに決める。

　顔を下げて目を閉じようとした瞬しゆん間かん、視界の端はしに何かを捉とらえた。

　──消しゴムだった。

　机と机のあいだの通路に、ポツンと消しゴムが落ちている。

　誰だれの落し物だろうか。僕がまだ手に入れていないクラスメイトのものだろうか。

　落ちている位置からは判断できなかった。

　それとなく辺りをうかがってみるが、誰もその消しゴムに注意を向けていない。

　今なら、誰にも気づかれずに、あの消しゴムを手に入れることができるだろう。

　僕の中では、すでにあの消しゴムをこっそりと持ち帰ることは決まっていた。

　誰の持ち物かなんて、大きな問題ではない。もしかしたら後から判明するかもしれないし、今の自分なら消しゴムの特とく徴ちようから持ち主を特定する自信さえあった。

　僕はゆっくりと立ち上がり、消しゴムの落ちている通路へと歩き出した。

　緊きん張ちようで一気に汗あせが噴ふき出たような感覚が襲おそう。数メートルの距きよ離りなのにひどく遠く感じた。やっとのことで、消しゴムの前まで辿たどり着く。

　僕はさりげなくしゃがむと、上うわ履ばきの靴くつひもを結ぶふりをした。そしてさっと消しゴムを拾い、すばやくポケットへとねじ込んだ。

　やった、成功だ。

　僕は立ち上がり、つかつかと教室の前方に向かい、黒板の横にあるゴミ箱にゴミを捨てるふりをした。そして、再び自分の席へと向かって歩き出す。

　そこでようやく顔を上げる余よ裕ゆうが出た。

　廊ろう下か側がわの机では、タケシたちが相変わらず消しバトに夢中になっている。他ほかのクラスメイトも誰一人、僕の行動なんて気にも留めていないようだった。

　授業が始まってからも、さりげなくクラスを観察していたが、消しゴムを探しているクラスメイトは見当たらなかった。

　岡おか田だ先生の授業は退たい屈くつだからノートをとらない人も多い。もしかしたら、消しゴムがなくなっていることに、まだ気づいていないのかもしれない。

　クラスメイトの様子から持ち主を特定できなかったのは残念だったが、自分の行動が気づかれていない点にはホッとした。やはり、手て際ぎわが良くなっているのだろう。

　僕はポケットに手を突つっ込んで、消しゴムの滑なめらかな感かん触しよくを確かめた。




　その日は、《帰りの会》が終わると同時に、急いで家に帰った。

　早く戦利品を調べたかったのだ。果たして、自分に持ち主が当てられるだろうか。

　自分の部屋に駆かけ込み、机のライトを点つけて、さっそく消しゴムを眺ながめてみる。

　すぐに学校の近くの文ぶん房ぼう具ぐ屋さんで売られている《二個セット百円》の安物だと分かった。キャラクターものではない、シンプルな消しゴムだ。

　女子は可か愛わいいキャラクターものを使っていることが多いから、持ち主は男子の可能性が高いように感じた。

　でも、男子にしては綺き麗れいすぎる。クラスの男子は、もっと乱暴に扱あつかうケースが多い。鉛えん筆ぴつの芯しんが刺ささっていたり、端はしが欠けていたりすることも少なくないのだ。

　几き帳ちよう面めんな性格のクラスメイトの顔が何人か頭に浮かんだが、どれもしっくりとこない。

　そもそも、几帳面な性格の持ち主であれば、消しゴムを落としたことに気づかない、ということはありえないように感じた。

　どうも、上う手まくイメージが出来なかった。

　その消しゴムは、眺めれば眺めるほど妙みような気分にさせられた。

　驚おどろくほどに特とく徴ちようがないのだ。

　これまでの消しゴムは、どれも持ち主の特徴が表れていた。

　いや、これまでは事前に持ち主を知っていたから、そう見えただけなのだろうか。

　消しゴムを眺めているうちに、だんだんと自信がなくなってきた。

　これ以上、表面から得られる情報はないように感じた。

　最後にダメもとで、消しゴムのカバーを外してみることにする。可能性は低いが、好きな人の名前やカンニングの証しよう拠こが隠かくされているかもしれない。

　すると、カバーを少しずらしたところで、何やら紙が挟はさまっていることに気づいた。

　なんだろう？

　不思議に思いながら紙を取り出す。

　それは、四つ折りの小さなメモ用紙だった。

　畳たたんであるメモを開いた瞬しゆん間かん──僕は心臓が止まるかと思った。

　メモには、小さな文字でこう書かれていた。




『　キミハ　ドウシテ　ケシゴム　ヲ　アツメテイルノ　』




　意味が分からなかった。思わず鳥とり肌はだが立った。

　いったい、これは何の冗じよう談だんだろう。

　状じよう況きようが全く理解できなかった。

　少しずつ頭が回ってくると同時に、血の気が引いていくのが分かった。

　自分の秘密が、誰だれかに知られてしまっていた。

　それだけじゃない。この消しゴムは、僕が拾うことを想定して置かれていたのだ。

　その異様さに、得体の知れない恐きよう怖ふを感じた。

　誰が、こんなこと。だいたい、なんのために。

　クラスメイトに、こんな不気味なことをするような人物は思い当たらなかった。

　僕が気づいていなかっただけで、クラスには気味の悪い変人がいたのだろうか。

　消しゴムを集めることでクラスを支配したつもりでいた気分など、一いつ瞬しゆんでしぼんでいた。

　そして残ったのは、言いようのない不気味さと恐怖だけだった。




　翌日、僕は学校に行くのが恐おそろしくて仕方がなかった。

　何者かに自分の秘密が知られてしまったという事実だけでなく、もしかしたら消しゴムを盗ぬすんでいたことが、クラス中にバラされているのではないかと恐れたのだ。

　すでに、僕はいじめの新しい標的にされているかもしれない。

　ただ、学校をサボる勇気はなく、結局は普ふ段だん通りに登校した。

　朝から土ど砂しや降ぶりの雨で、まるで僕の気持ちを表しているようだった。

　学校に到とう着ちやくし、教室の扉とびらを開ける瞬間が最も恐ろしかった。恐る恐る扉を開ける。すると、扉の向こうに待っていたのは昨日と変わらない日常だった。拍ひよう子し抜ぬけするほど、誰だれ一人として僕に興味を持っていなかった。とはいえ、安心など出来なかった。この教室には、何食わぬ顔をしながら陰かげで僕のことをあざ笑っているヤツがいるのだ。

　一時間目の授業が始まり、僕は恐る恐るクラスメイトのことを見渡わたした。

　本当に、この中にあんな不気味なことをするような人物がいるのだろうか。

　とても信じられなかったが、よくよく考えてみれば、僕のような目立たないヤツがクラスメイトの消しゴムを密ひそかに盗ぬすんでいたのだ。何があっても、おかしくないのかもしれない。

　クラスメイトを観察するうちに、今度は全員が怪あやしく見えてきた。

　本当はすでに全員が僕の秘密を知っていて、陰で笑っているのではないかと思った。




　結局、その日は一日中気分が落ち着かず、帰る頃ころには精神的に疲つかれ果てていた。

「はあ」

　僕はひっそりとタメ息をついた。ようやく一日が終わった。

　特に変わったことはなかった。ビクビクしているのが馬ば鹿からしくなるくらいだった。

　もしかしたら、昨日のメモは何かの間ま違ちがいだったのかもしれない。疲れていて、悪い夢でも見たのではないだろうか。帰ったら、もう一度、落ち着いて確かめてみよう。

　そう思いながら、下げ駄た箱に向かった。

　靴くつを履はき替かえて外に出ると、まだ雨が降っていたので、僕は傘かさをさすことにする。

　すると、開いた傘の中から、何かがひらひらと落ちてきた。

　地面に落ちた《何か》に目をやると、それはメモ用紙だと分かった。

　思わず身構える。嫌いやな予感がした。

　恐おそる恐る拾い上げると、案あんの定じよう、そこには小さな文字が書かれていた。




『　キョウハ　ケシゴム　ヲ　トラナカッタネ　』




　僕は泣きそうになる。メモを投げ捨てて、走って校門を飛び出した。

　走っても、走っても、誰だれかに監かん視しされているような気味の悪さは消えなかった。

　信号を二つ越こえたところで、息が切れて止まる。膝ひざに手をついて、息を整えた。

　誰だよ、あんなことするの。頼たのむから、やめてくれよ。

　心の中で思いながら、全速力で家を目指した。




　翌日、僕は寝ね不ぶ足そくだった。

　昨日のメモのことが頭から離はなれなくて、眠ねむれなかったのだ。

　ヘロヘロになりながら、やっとのことで学校に辿たどり着いた。

　いつものように後ろ側がわの扉とびらから六年一組の教室へと入る。前の扉から教室に入ることができるのは限られた人だけだ。前から教室に入ると、少なからずクラスメイトの視線を集めてしまう。僕のような目立たないヤツは、誰の視界にも入らないように、後ろの扉から入ってこっそりと席についたほうがいいに決まっているのだ。

　でも教室に入った瞬しゆん間かん、窓側の一番後ろに座っているアキと不意に目が合った。

　その冷たい視線に、思わず立ち止まってしまう。

　が、アキは興味を失ったのか、すぐに窓の外へと視線を移した。

　僕は心臓の音が大きくなったのを感じながら、自分の席に座った。

　今のは、なんだったのだろう？

　もしかして、メモの件は彼女の仕し業わざなのだろうか。

　単なる思い付きだったが、その考えは無視できなかった。

　そういえば、タイミング的には彼女が怪あやしい。これまで一度もバレたことがなかったのに、アキが転校してきた数日後にあのメモが届いたのだ。他ほかのクラスメイトは僕の行動なんていちいち気にしないが、転校生の彼女だったからこそ、僕の行動が目についたのではないか。

　考えれば考えるほど、アキのことが怪しく見えた。

　僕は寝ねたふりをしながら、アキの行動に注目するようになった。

　これまでの生活で、彼女には隙すきという隙がないことは知っていた。何度も消しゴムを手に入れる機会をうかがっていたが、結局一度もチャンスは訪おとずれなかったのだ。

　授業中は特に変わった様子はなかった。休み時間も一人で本を読んでいるか、窓の外を眺ながめているだけで変わりはない。クラスの女子とは一いつ切さい会話をしていないようだった。

　例のリストバンドの件以降、まだ仲直りしていないのだ。クラスの女子から嫌きらわれてまで毎日つけてくるなんて、よっぽど大切なものなのだろう。




　五時間目は、算数の小テストだった。

　担任の岡おか田だ先生は、テストを配り終えると、いつものように職員室に戻もどってしまった。

　僕は一番後ろの席から、テストなんかそっちのけでクラスメイトを見渡わたした。

　みんな集中して問題と格かく闘とうしている。

　一体、あのメモは誰だれの仕し業わざなのだろうか。

　手に入れた消しゴムの特とく徴ちようからクラスメイトのことを全すべて把は握あくしている気になっていたが、それは完全に僕の思い上がりだったらしい。

　誰の仕業なのか、全く見当もつかないのだ。

　転校生のアキを疑ったのだって、確かな根こん拠きよがあったわけではない。結局のところ、他ほかのクラスメイトよりも情報が少ないから怪しく見えた、というだけなのである。

「はあ」

　タメ息をついて途と方ほうに暮れていると、不意に一人のクラスメイトが振ふり返った。

　左隣どなりの列の三つ前に座るアベ君だ。

　アベ君はクラスではあまり目立たないほうだが、成績が良くて、眼鏡が似合う爽さわやかな外見だから、クラスの女子からも人気があった。持ち帰ってきた消しゴムの中にも、ケースの下にアベ君の名前が書かれたものがあったのを思い出す。

　そのアベ君と不意に目が合ったのだ。

　僕は気まずくなって目をそらそうとしたが、寸前でピタッと止まった。

　ただ目が合っただけでなく、アベ君が怖こわい顔で僕のことを睨にらんでいたからだ。

　僕はヘビに睨まれたカエルのように動けなくなってしまった。

　実際は数秒の出来事だろうが、随ずい分ぶんと長い時間に感じられた。

　気づいたら、アベ君は再び前を向いていた。

　今のは、なんだったのだろう？

　疑問に思いながら、ようやく一つ目の問題を解いた。

　それからテスト終しゆう了りよう間ま際ぎわになって、ふとある考えが頭に浮かんだ。

　もしかしたら、アベ君が例のメモの送り主なのかもしれない。

　アベ君は、クラスで一番成績が良かった。テストはいつもクラスで一番だった。

　でも、それは《カンニング》のおかげだと、僕は知っている。前にアベ君の消しゴムをこっそりと持ち帰ったときに、その消しゴムにカンニングの証しよう拠こが残っていたのだ。

　僕はその秘密を誰にも漏もらさなかったけれど、アベ君は消しゴムを失い、カンニングの秘密が明るみになることを恐おそれたのではないか。そして、自分の消しゴムが誰だれの手に渡わたったのか、翌日からクラスメイトを注意深く観察したのではないか。そこで、僕が密ひそかにクラスメイトの消しゴムを集めていることに気づいたのだ。

　あのメモは、僕に同じ恐きよう怖ふを与あたえるための《仕返し》のつもりだったのかもしれない。

　考えれば考えるほど、そうとしか思えなかった。

　さっきのアベ君の視線は明らかに敵意だった。それ以外に考えられない。

　僕は素す直なおに謝ろうと考えていた。そして、カンニングの件は誰にも言わないと約束しよう。そうすれば、全すべてが丸く収まるように考えていた。

《帰りの会》が終わると同時に、クラスメイトが机を教室の後ろへと下げ始める。

　三十一人が一いつ斉せいに机を引きずるので騒そう々ぞうしい。一日で一番うるさい時間だろう。

　机を下げ終えると、掃そう除じ当番以外のクラスメイトはゾロゾロと教室を出ていった。

　僕は教室から出ていくアベ君の動きに注目していた。なんとなく、相手も僕のことを意識しているように感じた。廊ろう下かに出たところで、僕は勇気を出して話しかけてみる。

「あの、アベ君……」

　すると、アベ君は一いつ瞬しゆんビクッとして、すぐに怖こわい目つきになった。

「……ついてこいよ」

　アベ君はぶっきらぼうに言うと、他ほかのクラスメイトとは逆方向に廊下を歩きだした。

　僕は慌あわてて、アベ君の後をついて行く。やはり、僕の推すい理りは当たっていたのかもしれない。僕が何か言う前から、アベ君は用件を理解しているようだった。

「入れよ」

　辿たどり着いたのは、《パントリー》だった。毎日、各クラスの給食当番が料理の入ったバットや食器の入ったカゴを取りに来る場所である。給食専用の部屋なので放課後は誰も近寄らない。秘密の話をするには打ってつけの場所だった。

　アベ君は廊下に顔を出して周囲に人がいないことを確かく認にんすると、静かに扉とびらを閉めた。

　窓の外から、帰宅する同級生の賑にぎやかな話し声が聞こえてくる。

　僕はいざアベ君と向き合うと、なんて話を切り出したらよいか分からなくなってしまった。単純に「メモの件なんだけど……」と切り出せばよいのだろうか。

　──でも、もし違ちがったら？

　僕がモジモジしていると、アベ君が痺しびれを切らしたように言った。

「おい、あれ、お前の仕し業わざかよ」

　え？

　僕の仕業って、なにが？

　アベ君の言葉に、僕は混乱してしまった。

「な、なんの話？」

「えっ」

　今度は、アベ君が戸と惑まどっているようだった。

「お前じゃないのかよ」

「僕はアベ君に何もしてないよ」

「なんだよ。じゃ、お前になんか用はない。じゃあな」

　アベ君が部屋を出ていこうとするので、僕は慌あわてて声をかけた。

「待ってよ」

　呼び止められて、アベ君が面めん倒どう臭くさそうに振ふり返った。

　そこで、ようやく僕はアベ君の言葉の意味に思い至った。

「もしかして、アベ君のところにも、不気味なメモが届いたの？」

　アベ君は、驚おどろいたように目を見開いた。

「なんで知ってるんだよ。やっぱり、お前がやったのか？」

「違うよ」僕は慌てて否定する。「僕のところにも、変なメモが届いたんだ」

「お前のところにも？」

「うん。で、アベ君が送り主なんじゃないかと思って声をかけたんだ」

「どうして、俺が」

「ほら、テストのときにこっちを睨にらんでたから」

「あれは……」

　アベ君が言葉に詰つまった。

　いつもは勘かんの悪い僕だけど、その様子にピンときた。もしかしたらあのとき、アベ君も僕と同じようにメモの送り主を探していたのかもしれない。

　もし、そうだとしたら……。

「アベ君のところに届いたメモって、《カンニング》についてじゃない？」

「どうして、それを……」

　アベ君は怯おびえているように見えた。どうやら、僕の勘は当たっていたらしい。

「実は、怒おこらないで聞いてほしいんだけど、僕はこっそりクラスメイトの消しゴムを集めてたんだ。そのときにアベ君がカンニングしてる証しよう拠こを見つけたんだよ」

「オマエッ！」

　アベ君は怒っているようだった。眼鏡の奥の切れ長の目が吊つり上がる。

「そのこと、誰だれかにチクったのか？」

　僕は慌あわてて首を横に振ふる。

「誰にも言ってない。本当だよ」

「じゃ、なんでこんなメモが届くんだよ」

　アベ君はポケットから小さな紙切れを取り出した。

　メモを覗のぞきこむと、そこには小さな文字でこう書かれていた。




『　キミハ　ドウシテ　カンニング　ヲ　スルノ　』




　思わず、ゾッとする。初めてメモを読んだときの衝しよう撃げきが蘇よみがえった。今さらながら、全すべてカタカナで書かれていることで不気味さが強調されているのだと気づいた。

「僕のところに届いたのと同じだ……」

　まさか僕だけでなく、アベ君のところにもメモが届いていたなんて。

　この事実は、メモの送り主の不気味さを強めた。

　姿の見えない犯人への恐きよう怖ふが大きくなるのを感じた。

　僕に届いたメモのうち、一枚は昨日の帰りに投げ捨ててしまったけど、最初の一枚はランドセルの中に入っている。僕はランドセルの中からメモを取り出した。「これだよ」




『　キミハ　ドウシテ　ケシゴム　ヲ　アツメテイルノ　』




　アベ君はメモを受け取ると、驚おどろいたのか怯おびえたのかゴクリと喉のどを鳴らした。

「確かに同じだ……。なあ、犯人に心当たりはないのかよ」

　アベ君に訊きかれて、一いつ瞬しゆんアキのことが頭に浮かんだ。でも、僕は首を横に振る。

「……ないよ」

「チクショウ、誰がこんなこと」

　アベ君が壁かべをドンッと叩たたいたとき、不意にパントリーの扉とびらが開いた。

　マズイ。アベ君と僕はその場に固まった。

　先生が入ってくると予想したが、そこに立っていたのは転校生のアキだった。

「こんなところで何してるの？」

　久しぶりにアキの声を聞いたような気がした。相変わらず、澄すんだ声をしている。

　アベ君は一いつ瞬しゆんホッとした様子を見せたが、すぐに素そっ気けない答えを返す。

「関係ないだろ。俺たち、もう帰るから。行くぞ」

　言われて、僕は慌あわててランドセルを背負う。その間に、アベ君は扉とびらのほうへと歩き出した。

　扉の前で、アキがアベ君を《通せんぼ》するカタチになった。

「どいてくれない？」

　アベ君が言うと、扉の前に立つアキが何やら紙きれを差し出してきた。

「これについて話してたんでしょ。私も混ぜてよ」

　アベ君が受け取った紙きれを横から覗のぞきこむと、小さな文字が書かれていた。




『　キョウハ　ケシゴム　ヲ　トラナカッタネ　』




　驚おどろいた。これは。

「僕が昨日捨てたメモだ」

「お前が？」アベ君が驚いて、僕のほうを見る。

「うん、間ま違ちがいない。どうしてこれを？」

　僕がアキに問いかけると、アキはにやりと笑った。

「昨日、拾ったの。キミが捨てた、すぐあとに」

　あのとき、僕の後ろにはアキがいたらしい。

　そういえば、アキもいつも帰るのが早いことを思い出す。

　アキは、このメモを拾ってから、僕の行動を観察していたのだと説明した。

　なるほど、だから今朝登校してきたときに彼女と目が合ったのだと納なつ得とくする。

「ねえ、私も仲間に入れてよ」

「仲間ってなんだよ」

　アベ君が聞き返す。すると、アキはイタズラっぽい笑え顔がおで答えた。

「このメモの謎なぞを解くんでしょ？」

　アベ君と僕は呆あつ気けにとられて言葉を失ってしまった。

　これまで教室では見たことのないようなアキの笑顔に驚いたのだ。見とれたのだ。

　アベ君が照てれ隠かくしに、おほんっ、と一つ咳せき払ばらいをしてから答える。

「別にいいけど。こういうことに首を突つっ込むなんて意外だな」

「なんか退たい屈くつだなって思ってたの。だからって、女子軍団には入りたくないし」

「入りたくても、入れないんだろ。リストバンドの件で」

　アベ君は意地悪く返したが、アキは余よ裕ゆうの表情だった。

「ああ、リストバンドはわざとだよ。ほら、女子軍団が毎日うっとうしいから」

　えっ、僕は心底驚いた。

　どうやら、アキは連日の質問攻めが嫌いやで、わざとクラスの中心的な女子を怒おこらせたらしい。初めて直接会話したが、アキはその可か愛わいい外見とは随ずい分ぶんとイメージが違ちがうようだった。

　僕は生まれて初めて、女子って怖こわい生き物だと感じた。

「で、このメモはなに？　キミたちはなんなの？」

　アキが話を本題に戻もどすと、アベ君が面めん倒どう臭くさそうに答えた。

「簡単に言えば、俺がカンニングマンで、こいつが消しゴム泥どろ棒ぼう。メモは謎の目もく撃げき者」

「なにそれ？」

　不思議そうに首を傾かしげるアキに、仕方なくアベ君が細かい事情を説明した。

　それぞれクラスメイトに言えない秘密が、何者かにバレてしまったことを。

　事情を把は握あくしたアキは、にやりと笑う。

「二人とも小悪党だね」

　よく分からないうちに、三人でメモの送り主を見つけ出すことになっていた。

　アキと行動を共にするのは、悪い気はしないのだけれど。




　パントリーを出ると、すでに少し薄うす暗ぐらくなっていた。

　どの教室も掃そう除じが終わり、もう校内に残っている人はほとんどいない。

「このあと、どこかで作戦会議しようよ」

　アキが妙みように乗り気だった。教室では無口だが、本当は意外とよく喋しやべるらしい。

　あらためて近くで見ると、彼女は僕がこれまで出会った誰だれよりも可か愛わいかった。

　僕は彼女の提案に、控ひかえめに頷うなずく。アベ君は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしていた。

「俺はパス。このあと塾じゆくだから」

「もう、ノリが悪いな。そんなことじゃ──」

「シッ」

　アキの言葉を、先頭を歩くアベ君が遮さえぎった。そして、ロッカーの陰かげへとすばやく隠かくれる。

　僕とアキは意味が分からなかったが、慌あわててアベ君の後ろに身を潜ひそめた。

「なによ、いきなり」

　アキが小声で言うのを、アベ君が自分の口に人差し指を立てて制した。

　そして、顎あごで廊ろう下かの先を示す。十字路を左に曲がったところに誰かいるらしい。

　曲がり角の先から、なにやら話し声が聞こえてきた。

「おい、今日はマンガを持ってくる約束だろ。どうなってんだよ」

「ほら、タケちゃんが訊きいてるだろ。黙だまってないで、なんとか言えよ」

「まさか、消しバトで負けた罰ばつゲームを忘れたわけじゃねーよな？」

　タケシとその取り巻きの声だ。

　姿は見えないが、問い詰つめられているのはサトウ君だろう。

「おい、どうなんだ！」

　バンッと壁かべを叩たたいたような音が聞こえてくる。

　僕は思わず左肩かたを撫なでた。以前、タケシに殴なぐられた痛みがフラッシュバックする。

「止めに入らないの？」アキが小声で訊きいた。

　僕はギクリとする。僕には無理だ。今すぐにでも逃にげ出したい。

　アベ君は一いつ瞬しゆん躊躇ためらったあと、静かに首を横に振ふった。

「無む駄だだよ。それに見ろよ」

　アベ君は顎あごで廊ろう下かの先を示した。僕とアキが揃そろって陰から顔を出す。

　そこには、担任の岡おか田だ先生が立っているのが見えた。

　向こう側がわの廊下の陰かげで、タケシたちからは見えない位置だ。

　まるでロボットのように、ピクリとも動かずに突つっ立っている。

　次の瞬間、ドスッという鈍にぶい音が廊下に響ひびいた。

　どうやら、サトウ君が殴られたらしい。

　その様子を見たからなのか、岡田先生は慌あわてて回れ右をすると、廊下の逆側へと逃げるように行ってしまった。

「なにあれ、先生なのに止めに入らないの？」

　アキは呆あきれた様子だったが、アベ君と僕は別に驚おどろいていなかった。

　岡田先生はああいう人なのだ。

　僕たちのことなんて、これっぽっちも気にしていない。

　教師の仕事は、教科書の文字を黒板に書き写すことだと勘かん違ちがいしているのだ。

　いつもボソボソと話しながら黒板に文字を書いているが、誰だれも聞いていないし、誰も見ていない。二組の田た中なか先生のほうが百万倍よかった、と言っているクラスメイトも少なくなかった。噂うわさでは、保護者からの評判も良くないらしい。

　岡田先生が廊ろう下かの向こうに消えたのとほぼ同時に、タケシの声が聞こえてきた。

「明日は絶対に持って来いよ。じゃないと、こんなもんじゃ済まないからな」

　そして、パンパンパンパンと上うわ履ばきで走り去る音が廊下に響ひびいた。

　僕はサトウ君が大だい丈じよう夫ぶか心配だった。

　タケシがいなくなったのを確かく認にんして、僕はサトウ君のもとへ歩み寄ることにする。

　すると、「バカ、やめろ！」とアベ君の声が聞こえた。

　それを無視して角を曲がると、肩をさすりながら起き上がるサトウ君と目が合った。

「大丈夫？」

　僕が訊たずねると、サトウ君は顔を歪ゆがめて、廊下の向こうへ走り去ってしまった。

　サトウ君の後ろ姿を見送っていると、アベ君に声をかけられた。

「中ちゆう途と半はん端ぱなことするなよ。いじめられてるとこなんて、人に見られたくないだろ」

　そこまで言われて、僕は自分の考えの甘さを思い知った。

　確かに逆の立場だったら、放ほうっといてくれ、と思うかもしれない。

　自己嫌けん悪おに陥おちいって、無言で下げ駄た箱に向かった。アキとアベ君も何も喋しやべらなかった。

　下駄箱に到とう着ちやくして自分の靴くつ入いれを開けると、靴の上にメモ用紙が置いてあった。

　恐おそる恐る手に取ると、そこにはやはり文字が書かれていた。




『　ヒミツ　ヲ　バラサレタクナケレバ　サトウ　ヲ　スクエ　』




　内容を理解した瞬しゆん間かん、ついさっき見たサトウ君の歪ゆがんだ顔が頭に浮かぶ。

「アベ君」

　呼びかけると、靴入れを開けていたアベ君が同じようにメモ用紙を見つめていた。

「お前のところにも届いてたのか」

　僕が頷うなずくと、アキが僕のメモを奪うばい取った。

「なにこれ。サトウ君を救え、だって。どうするの？」

　僕たちは、場所を変えて話し合うことにした。

　アベ君は塾じゆくをサボるらしい。




「お前のウチ、ラーメン屋だったのかよ」

　店の前でアベ君が驚おどろきの声を上げる。

　僕は少し恥はずかしかった。僕のウチは父さんと母さんが営んでいるラーメン屋だったのだ。一階が店てん舗ぽで、二階が居住スペースになっている。

「いいから、あがってよ」

　すると、店の中から母さんが出てきた。

「お帰り。あら、珍めずらしい。お友達？　いらっしゃい」

「うん、僕の部屋で遊ぶから」

「今、お兄ちゃんのお友達も来てるのよ。今日も《学園祭》の準備ですって」

「ふうん」

　僕は適当に返事をして、店内を通り二階へと上がっていった。

　アベ君とアキは「お邪じや魔まします」と言って、僕の後について階段をのぼる。

　自分の部屋のドアを開けて、「どうぞ」と中へ案内した。

「へえ、意外とキレイにしてるんだな」

　アベ君に言われて、なんだか照てれくささを感じる。そういえば、自分の部屋にクラスメイトを連れてくるのは初めてのことだった。「適当に座ってよ」

　二人は、中央にあるローテーブルの近くに腰こしを下ろす。口くち火びを切ったのはアキだった。

「サトウ君を救えって、どういうことだろうね」

　僕も同じ疑問を抱いだいていた。メモの送り主の目的が見えなかったのだ。ただ、サトウ君をいじめから助けようとしているのなら、案外悪いヤツではないのかもしれない。

「まあ、普ふ通つうに考えれば、いじめから救えってことだろ」

　アベ君が眼鏡を上げながら答える。それを聞いて、アキは首を傾かしげた。

「でも、誰だれがこんなこと。心当たりはないの？」

　あらためて質問されて、アベ君と僕は考え込む。心当たりがないから困っているのだ。

　沈ちん黙もくを破ったのはアベ君だ。

「俺は最初、ルイのヤツを疑ってたんだ」

「ルイ君？」僕が聞き返す。

「ああ、あいつクールで頭が切れるだろ」

　言われて、妙みように納なつ得とくする。確かにイメージは近いかもしれない。

　ルイ君は、クールなキャラで頭がいい。いつも、ノブ君、キタ君、カズ君と行動していて、その仲良し四人組のリーダー的存在として知られていた。女子の人気も高い。

　アベ君が言った。

「それに気づかなかったか？　アイツら最近、なんか様子がおかしいだろ？」

「えっ、そうかな？」

「ああ、休み時間になんかコソコソ話してるから、俺のカンニングの件かと思ったんだ」

「違ちがったの？」

　アキが訊たずねると、アベ君は頷うなずく。

「たぶんな。あの不気味なメモが届いてからルイたちの行動に注意してたけど、あっちは誰も、俺のことなんか気にしてない」

「そういうふりをしてるんじゃないの？」

「いや、ルイだけならまだしも、臆おく病びようで心配性なカズまでそんな演技はできない。アイツらは俺のカンニングとは関係ないことでコソコソしてる」

「関係ないことって？」

　アキが首を傾げると、アベ君は面めん倒どうそうに答えた。

「知らないし、別に興味もない」

　僕はアベ君らしいと思った。アキはタメ息をついている。

「じゃ、やっぱり心当たりはないってことね」

　すると、アベ君は少しムッとしたように言った。

「心当たりはないけど、興味深い話はある」

　そこで一いつ旦たん間を置くと、アベ君はもったいぶって話し始めた。

「実は、隣となりのクラスでも《いじめ問題》というか、ダイキってヤツとその取り巻きが幅はばを利きかせていて、空気が悪い時期があったんだ」

　それならなんとなく知っている、と僕は心の中で呟つぶやいた。

　ダイキが二人の子分を連れているのを見たことがあった。タケシが乱暴者の《暴君》なら、ダイキは計算高い《貴族》のようなイメージだった。

「でも、最近の二組はなんか、前より雰ふん囲い気きが良くなったよね」

　僕が感想を呟くと、アベ君が頷うなずいた。

「そう。実は二組のヤツに聞いたんだけど、クラスの問題をこっそりと解決したヤツがいたらしい。ダイキたちをこらしめるために、田た中なか先生やクラスのヤツらに手紙を送って動かしたんだってよ。なあ、似てないか？」

　そんな話は、知らなかった。でも、アベ君の言うように確かに似ている。

　クラスの問題を陰かげながら解決する謎なぞの存在に手紙。

「じゃ、隣となりのクラスの人が、メモの送り主ってこと？」

　アキの問いに、アベ君は少し考えてから答えた。

「いや、それはない。隣のクラスのヤツじゃ、俺のカンニングや、コイツが消しゴムを盗ぬすんでるところを発見できない。似てるってだけで、やっぱりウチのクラスの誰かなんだと思う」

　アベ君の見立ては当たっているような気がしたけど、結局は何も進展していなかった。

　メモの送り主については分からないまま、アキが話の方向を変えた。

「そもそも、サトウ君はなんでいじめられてるの？」

　アベ君と僕は、思わず顔を見合わせる。

　そうか、アキは転校生だから、あの事件を知らないのだ。

　面めん倒どう臭くさそうに答えたのは、アベ君だ。

「アイツ、逃とう亡ぼう犯はんなんだよ」

「逃亡犯？」

「そう。給食当番のときに食しよつ缶かんに入ったカレーを廊ろう下かにぶちまけて、それを放置したまま逃にげだしたんだ。たぶん、自分のやらかしたことが怖こわくなったんだろうな」

　僕はあの日のことを思い出す。給食の準備時間に寝ねたふりをしていると、急に教室が騒さわがしくなって、クラスメイトが一いつ斉せいに廊下へ飛び出していった。

　何事かと思って、普ふ段だんは周囲に流されることのない僕も廊下に出てみた。

　すると、そこには豪ごう快かいにカレーがぶちまけられていた。

　野や次じ馬うまが大勢いたが、その時点では誰だれがやったのかは分かっていなかった。

　すぐに二組の田中先生が雑ぞう巾きんを持ってきてその場を収めたけれど、ウチのクラスではいつのまにか《犯人探し》が始まっていた。そして、給食当番のサトウ君の姿が見えないことに気がついた。誰かが靴くつ入いれを確かく認にんしたところ、サトウ君が帰宅してしまったことが分かったのだ。誰かが「逃亡犯だ！」と言っているのが聞こえてきた。

　結局その日、僕たちのクラスはカレーを食べることができなかった。

　この事件にみんな多かれ少なかれ腹を立てていたけど、中でも激げき怒どしたのがタケシだった。三日後にサトウ君が登校してきたときから、少しずつサトウ君をいじめるようになったのだ。みんなの怒いかりもまだ収まっていなかったから、どこか「自じ業ごう自じ得とくだよね」って空気が出来上がっていたように思う。誰だれ一人として、サトウ君を助けようとはしなかったのだ。

「でも、だからっていじめていいの？」

　話を聞いていたアキが珍めずらしく強い口調で言った。

「俺たちがいじめてるわけじゃない。タケシとその取り巻き連中だよ」

　アベ君の言葉に、僕も同意するように頷うなずく。

　でも、アキは納なつ得とくしなかった。

「私には、クラス全員がいじめてるように感じたよ。あからさまな嫌いやがらせをするのは一部の人だけだったかもしれないけど、他ほかの人もサトウ君を邪じや険けんに扱あつかってた。見て見ぬふりをしていた人も、心の中では『ざまあみろ』って思ってたんじゃないかな」

「そんなこと──」

　アベ君が反射的に言ったが、「そんなことはない」とは言い切れないようだった。

　転校生であるアキの言葉は重かった。

　見て見ぬふりをしていた僕も、同罪だったのだろうか。

　複雑な気持ちになる。いじめられているサトウ君のことを気の毒に思う気持ちはあったが、心のどこかで「しょうがないよね。逃にげちゃったんだもん」と思っていたことも事実だ。

　胸の奥がチクリと痛んだ。

　アキは真しん剣けんな表情で続ける。

「確かにサトウ君にもダメなところはあったと思う。でも、どんな理由があっても、いじめていいとか、いじめられて当然、ということにはならないんじゃないかな」

　アキに責められているような気がして、僕は身をすくめた。

　アベ君も同じ気持ちだったのかもしれない。珍めずらしく感情的に言い返した。

「じゃ、どうしたらよかったんだよ」

　その問いに、アキは「さあ」と無責任に答えた。そして、アキは逆に質問する。

「どうするの？」

　アベ君と僕は言葉に詰つまった。

　そうだ、僕たちにはサトウ君を救うように指示が出されていたのだ。

　命令に背そむけば、僕たちの秘密はバラされる。そうなれば、新しくいじめの標的にされるかもしれない。逃げ出したかったが、僕たちに選せん択たく肢しはなかった。

「……やるしかないだろう」

　アベ君はタメ息をついた。僕もつられて、タメ息をつく。

　僕たちに選せん択たく肢しはない。サトウ君を救って、タケシに目をつけられたとしても。




　二人が帰った後、なんだか母さんが嬉うれしそうにしていた。クラスメイトを連れてきたのが、よっぽど嬉しかったらしい。夕食の後に声をかけてきた。

「母さんは、あんたが学校でいじめられてるんじゃないかと心配だったんだよ。お兄ちゃんの小学生の頃ころと違ちがって、学校の友達のこととか全然話さない子だからさ」

「もし僕が学校でいじめられてたら、どうだっていうの？」

　母さんは一いつ瞬しゆん、困ったような表情になった。

「そりゃ、やっぱり悲しいよ。なんとかしてあげたいと思うよ。親だからね」

　それを聞いて、サトウ君のことが頭に浮かんだ。

　サトウ君のお母さんも悲しんでいるだろうか。

　想像してみると、胸の奥がザワザワと落ち着かなかった。




　翌日、サトウ君は学校を休んだ。

　マンガが手に入ると思っていたタケシは、一日中イライラしているようだった。

　放課後、アベ君とアキと僕の三人は、サトウ君のウチに行ってみることにした。

　アベ君は今日も塾じゆくをサボるらしい。一日や二日はどうってことないと話していた。

　家の住所は、昨年末に配られた年賀状用の住所名めい簿ぼで分かった。

　サトウ君の住むアパートは、線路の向こう側がわにあった。二階建ての古い建物だった。

「意外だな」呟つぶやいたのは、アベ君だった。

「なにが意外なの？」と、アキが訊たずねる。

「罰ばつゲームでゲームやカードをたくさん奪うばわれてたから、金持ちなのかと思ってた」

　言われてみれば、確かにそうだ。

　アパートの外観からはとても裕ゆう福ふくには思えない。

　サトウ君の家は二階の一番奥だった。「じゃ、押すね」とアキがチャイムを鳴らす。

　中から「キン、コーン」という古めかしい音が聞こえてきた。

　だが、出てこない。アキに代わって、アベ君が何度もチャイムを鳴らした。

　そして、ドンドンとドアを叩たたいて、サトウ君に呼びかける。

「おい、いるんだろ？」

　すると、「ガチャリ」と鍵かぎを回す音のあと、ゆっくりとドアが開いた。

　ドアの隙すき間まからサトウ君が顔を出した。ドアチェーンがかけられている。

「中に入れてくれよ」

　アベ君が言うと、サトウ君は戸と惑まどっているようだった。

「どうして？」

「いいから、入れてくれよ。お前に話があるんだ」

　アベ君がドアの隙すき間まに足をねじ込んだからなのか、サトウ君は観念したようだ。

「……分かったよ。チェーンを外すから、足を抜ぬいて」

　サトウ君に言われて、アベ君が足を退どかした。

　一度ドアが閉められて、ドアチェーンを外す音が聞こえる。そして再びドアが開いた。

「どうぞ」

　サトウ君にうながされて、靴くつを脱ぬいで家の中へと入る。自分のウチとは違ちがう、独特のニオイがした。そういえば、クラスメイトのウチに来るのも初めてかもしれない。

　家の人はいないようだった。お母さんも仕事に出ているらしい。

　サトウ君の部屋に通されて、四人は適当に座った。六畳じようの部屋に四人は少し狭せまい。

　戸と惑まどうサトウ君を前に、話を切り出したのはアベ君だった。

「今日、どうしたんだよ。風か邪ぜってわけじゃないんだろ？」

　その問いに、サトウ君は顔を歪ゆがめた。

「……マンガを持っていかないと、また殴なぐられるから」

　僕は思わず、左肩かたをさする。そうだ、タケシは容よう赦しやなく痛めつけるだろう。

「これまでは、どうしてたんだ？　ほら、罰ばつゲームのゲームやカードは」

　アベ君が質問すると、サトウ君は少し躊躇ためらってから答えた。

「えっと、机の中に入ってて」

「机の中に？」

　意味が分からなかったが、サトウ君がゆっくりと説明を始める。

「少し前から、消しバトの《罰ゲーム》で持って来いって言われたものが、次の日の朝に学校の机に入ってるようになって。でも、それが昨日、突とつ然ぜん途と切ぎれて……」

　サトウ君は俯うつむいてしまった。

　誰だれかが罰ゲームに必要なモノを密ひそかに贈おくっていた。そして、それが打ち切られた。

　これは、どういうことなのだろう。誰がそんなこと。

「何かメモは残ってなかった？」

　訊たずねたのは、アキだった。

　サトウ君は「えっ、なかったけど……」と不思議そうな顔をしている。

　質問の意図は分かった。アベ君と僕のところにメモを送ってきた人物と同じかもしれないと考えたのだろう。メモがなかったとはいえ、その可能性は高いように感じた。

　アベ君は眼鏡に手を当てて、何かを考えているようだった。

「これまで机にモノを忍しのばせていたヤツが、なんかの理由でモノを持って来れなくなった。だから、俺たちにメモを送ったのかもな」

　アベ君の話に、僕は「なるほど」と思った。そういう考え方も出来るのか。

「メモってなに？　というか、三人はどうしてウチに？」

　サトウ君が当然の疑問を口にした。その疑問に、アベ君が代表して答える。

「俺たちは、お前を救いに来たんだよ」

　アベ君は眼鏡の位置を直しながら、僕たちがここに来た流れを説明した。

　カンニングの件も、消しゴム泥どろ棒ぼうの件も、謎なぞのメモの件も、余すところなく全すべて。

　全てを聞いたサトウ君は驚おどろいていた。

　でも、静かに首を横に振ふる。

「ありがたいけど、放ほうっておいてよ。もとはといえば、僕が悪いんだから」

「放っておきたい気持ちは山々なんだけどよ、こっちも自分のためだから」

　アベ君は本心を隠かくさずに伝えた。僕も同じような気持ちだった。

　出来ることなら関かかわりたくないけれど、自分の秘密がバレるのは避さけたかったから、仕方なくタケシに立ち向かおうとしているのである。

　なんだか胸の奥がザワザワしていたが、その正体は分からなかった。

「ほら、特訓開始するぞ」

　アベ君の言葉に、サトウ君は戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「特訓って、なんの？」




　翌日、サトウ君は休まずに登校してきた。

　タケシは、サトウ君が休んだ件にキレているようだった。

「おい、マンガは持ってきたんだろうな？」

「はい、これ……」

　サトウ君が鞄かばんからマンガを取り出すと、タケシはニヤリと笑って奪うばい取った。

「最初から持って来いっつーの。今日も《消しバト》やるからな。覚かく悟ごしとけよ」

　そのマンガは、アベ君のお小こ遣づかいで買ったものだった。




　二時間目の授業が終わって、《二十分休み》に入る。一日で一番長い休み時間だ。

　僕が自分の席でいつものように寝ねたふりをしていると、タケシの取り巻きが消しゴムとペンを持ってタケシの机に集まっていく。少し遅おくれて、サトウ君も後に続いた。

「よし、《消しバト》を始めるぞ！」

　タケシの呼びかけに、机の周りの取り巻きが沸わいた。

　それぞれのプレイヤーが、自分の消しゴムを机の角にセットする。

　参加者は、タケシのほか、取り巻きのマツダ君とハセ君、そしてサトウ君の計四人だから、机の四つの角にそれぞれ消しゴムが置かれた状態でバトルがスタートする。

　消しゴムを弾はじく順番は、タケシ、マツダ君、ハセ君、サトウ君の順番らしい。

　長方形の机の上で、タケシとサトウ君の消しゴムは一番距きよ離りの遠い対角線上に位置していた。これは取り巻きの二人が、サトウ君を攻こう撃げきしやすい布ふ陣じんである。

　サトウ君に聞いたところ、最初のターンで取り巻きの二人に狙ねらい撃うちされて、早々に机から落とされることがほとんどだという。そしてサトウ君の負けが決まってから、ようやく普ふ通つうのバトルがスタートするのだ。まあ、ほとんどはタケシの勝ちらしいけど。

　バトルの勝者が三人の敗者のうちの誰だれかに一つだけ《罰ばつゲーム》を命令できる、というルールらしいので、サトウ君が罰ゲームから逃のがれるには最後まで生き残るしかない。

　でも、それはほとんど不可能なのだった。

　いよいよ、バトル開始。

　最初に消しゴムを弾はじいたのはタケシだ。机の角から中央に向けて消しゴムを弾く。程ほどよくグリップの効いた大きめの消しゴムが、机の中央へと滑すべって移動する。

　取り巻きがサトウ君を倒たおすまでは、中央の安全地帯で待機するというわけだ。

　次は、マツダ君の番だ。

　長方形の机の上で、サトウ君との距離はタケシよりも少し近い。

　マツダ君は机の長いほうの辺に沿って、真っすぐサトウ君のほうに向けて消しゴムを弾く。すると、消しゴムは弾かれたと同時に五センチ先で横にそれ、机から落ちてしまった。

「あっ」

　思わず、マツダ君が声を漏もらす。

「おい、マッツ。てめぇ、なにしてるんだよ。バカじゃん」

　タケシがマツダ君のミスを責めるが、顔は笑っていた。ありえないほどキレイな《自じ滅めつ》が面おも白しろかったらしい。マツダ君は怒おこられずにホッとしたように、ポリポリと頭をかいた。

「ゴメン、タケちゃん。真っすぐ弾いたはずなのに、おっかしいなぁ」

「よし、マッツのカタキは俺が討うつ」

　宣言したのは、次の番のハセ君だ。

　三人の敵の中で、サトウ君との距離は一番近い。

　机の短いほうの辺は四十センチ位なので、充じゆう分ぶんに一いち撃げきで仕留められる距離だった。実際に、過去のバトルでサトウ君は、一番距離の近い敵に一撃で倒されることも多かったという。

「いざ、覚かく悟ご」

　ハセ君は、机の角から短いほうの辺に沿って真っすぐ消しゴムを弾いた。新品でシンプルな消しゴムは滑りがよく、一直線にサトウ君の消しゴムに襲おそいかかった。

「よし！」

　勝利を確信したハセ君が呟つぶやいたが、次の瞬しゆん間かんには「えっ」と戸と惑まどいの声を上げた。

　サトウ君の消しゴムに命中した消しゴムが、逆に撥はね返されて机から落ちてしまったのだ。サトウ君の消しゴムはピクリとも動かなかった。

　さっきまで笑っていたタケシの顔からは、完全に笑えみが消えていた。これまでのバトルで、タケシとサトウ君の《一いつ騎き打うち》になったことは一度もなかったのだ。

「てめぇ、なにしやがった」

　タケシが怒いかりの声を上げたが、サトウ君は「別に」と弱々しく答えるだけだった。




　サトウ君の「別に」というのは、噓うそだ。

　取り巻きの二人が、バトル開始早々に《自じ滅めつ》したのは偶ぐう然ぜんなんかじゃない。

　タケシとの《一騎打ち》になるように、僕たちが仕向けたのである。

　今からちょうど二日前。サトウ君を救うように指令を受けた後、僕たち三人はどうやってサトウ君を救おうかと、あれこれ作戦を考えていた。

　その中で一番の問題だったのは、いかに《罰ばつゲーム》を回かい避ひするかということだった。

　そもそもバトルに参加しなければいいんじゃないかとか、これまで奪うばわれたモノはどうしようかとか、アベ君とアキがいろいろと知ち恵えを絞しぼっていたが、良い案は出てこなかった。

　だから、途と中ちゆうで僕が言ったのだ。「勝っちゃえば、いいんじゃないかな」って。

「は？」

　アベ君もアキもポカンとしていた。上う手まく伝わらなかったらしい。

　不安になって、小声になりながら、もう一度伝えた。

「だから、えっと、勝っちゃえばいいような気がするよ。消しバトで、タケシたちに」

　僕の提案に、二人はまるで宇宙人でも見るかのように不思議そうな顔を返した。

「そりゃ、勝てればいいけどさ、出来ないからカモにされてるんだろ」

　アベ君の言葉に、アキも続ける。

「そうだよ。三対一じゃ、勝ち目がないんじゃない？」

　真っ向から否定されて自信がなくなったが、でも僕には分かっていた。

「いや、でも、勝てると思う。消しゴムのことなら任せてよ」

　タケシに立ち向かうのは恐おそろしかったが、《消しバト》では負ける気がしなかった。

　クラスの誰だれよりも消しゴムのことは分かっているし、いつも席で寝ねたふりをしながらタケシたちの《消しバト》を眺ながめていたから、敵のパターンは知り尽つくしていた。

　僕は、三対一という不利な状じよう況きようでも勝てる方法を二人に説明した。

　分かっているのは、バトル開始と同時にサトウ君は取り巻きの二人に狙ねらい撃うちされること。敵のほうが多いので、長期戦になるほど分ぶが悪い。

　なるべく早く、取り巻きの二人を返かえり討うちにする必要があった。

　そして、なんとかタケシと《一騎打ち》の状況を作り出すのだ。

　ここで問題なのは、サトウ君の順番は必ず最後だということ。運が悪ければ、自分の攻こう撃げきが回ってくる前に机から落とされてしまう可能性があるのだ。

　だから、相手の先制攻こう撃げきを逆手に取って、《自じ滅めつ》に追い込む必要があった。

　まず、マツダ君の場合。

　彼はガサツな性格だった。消しゴムもボロボロで、鉛えん筆ぴつの芯しんが何本も刺ささっていて四方八方に突つき出している。これを利用しない手はないと思った。

　もうひとつ使えるのは、タケシの机がボロボロであるということ。タケシも乱暴でガサツな性格だから、学校の備品を大切に使うという意識はない。以前、消しバトを面おも白しろくするために机に溝みぞを掘ほったり、障害物を接着剤ざいで張り付けたりしていた。

　そんなタケシの机にほんのちょっと細工するだけで、マツダ君は《自滅》する。

　具体的には、マツダ君のいつものスタート位置から五センチの場所に、接着剤で高さ一ミリほどの線のようなバリケードを作るのだ。消しゴムの行く手を阻はばむように。

　机はもともと溝や接着剤でボロボロだから、今さら接着剤の線がひとつ増えたところで気づかれる心配はない。

　これで、マツダ君がサトウ君のほうに向かって消しゴムを弾はじけば、固まった接着剤のバリケードに鉛筆の芯が引っかかって机の外に弾かれるという寸法だ。

　消しゴムが場外に向かうようにバリケードを斜ななめに敷しくことがポイントだった。

　アベ君とアキは、僕の話に一言も口を挟はさまず、興味深そうに聞いていた。

　次に、ハセ君の場合だ。

　彼は最初から優勝なんかどうでもよくて、サトウ君を一いち撃げきで倒たおすことだけに全すべてを賭かけている印象だ。事実、スタート地点はサトウ君と一番近い。

　だから、消しゴムも機動性重視のスピード仕様。消しゴムの裏にホッチキスの針を刺して、滑すべりをよくしている。この特とく徴ちようを利用しない手はないだろう。

　サトウ君が使うのは、カバーに「合格」と書かれた大きめの消しゴム。

　僕が知る限り、カバーを外せば最強のグリップ力を誇ほこる消しゴムだ。

　さらにコイツは、表面を少し水に濡ぬらすと机にピタッとくっついて、ちょっとやそっとじゃ離はなれない。最強の防ぼう御ぎよ力を手に入れられるのだ。

　この合格消しゴムを水に濡らして設置すれば、攻撃を受けてもビクともしない。

　逆に相手は持ち前の滑りのよさが仇あだとなって、一気に机の外に弾かれてしまうというわけだ。上手く場外に弾くように、消しゴムを置く角度だけは何度もシミュレーションした。

　最初は半信半疑だったアベ君とアキも、放課後の教室で実際に僕が考えた必勝法をやってみせると、その圧あつ倒とう的な勝率の高さに興奮しているようだった。

「俺、初めてお前のことを見直したわ。意外と大だい胆たんなヤツだったんだな」

　アベ君に言われて、僕はなんだか照れくさかった。

　親以外の誰だれかから誉ほめられた経験なんて、これまで一度もなかったかもしれない。少なくても小学生に上がってからは一度もない。

「消しゴム泥どろ棒ぼうから《消しゴムマスター》に昇しよう格かくさせてやるよ」

　アベ君は笑っていた。

　その称しよう号ごうは、あんまりというか、全く嬉うれしくなかったけれど。




　僕は自分の席で、密ひそかにタケシの机を眺ながめていた。アベ君とアキもきっと同じだ。

　机の上に生き残っているのは、タケシとサトウ君だけ。

　ここからが、本当の勝負だった。

　タケシは想定外の《一いつ騎き打うち》の状じよう況きようにイライラしながらも、位置的に優位に立っているからなのか、まだ少し余よ裕ゆうがあった。

「まあいい。お前の番だ、早くしろ」

　タケシに促うながされて、サトウ君は小さな声で「パス」と答えた。

　消しバトのルールでは、戦況を見み極きわめて自分の順番を《パス》することができる。

　だが、バトル開始直後から《パス》を使うことは滅めつ多たになかった。

　ほとんど意味がないからだ。

　馬ば鹿かにされたと思ったのか、タケシが眉み間けんにしわを寄せて凄すごんでくる。

「おい、なんのつもりだ。なめてんのか？」

「……なめてないけど、弾はじいてもどうせビクともしないから。この勝負、僕の勝ちだ」
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　サトウ君が今にも消え入りそうな声で、タケシのことを挑ちよう発はつした。

　タケシの顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤になる。

「ふざけるな！　誰だれが俺に勝つって？　笑わせるんじゃねえ！」

　タケシの怒ど鳴なり声ごえに、取り巻き連中もヒートアップする。

「やっちゃえ、タケちゃん」

「勘かん違ちがい野や郎ろうを叩たたきのめせ」

「罰ばつゲーム、覚かく悟ごしやがれ」

　タケシは一呼吸置いてから、机の中央にある消しゴムをサトウ君のほうに向かって弾はじいた。程ほどよくグリップの効いた消しゴムは十センチほど前に進み、サトウ君との距きよ離りを縮めた。

「ほら、お前の番だ」

　サトウ君はさっきと同じように、小さな声で「パス」と呟つぶやいた。

「ふん、馬ば鹿かめ。いくら防ぼう御ぎよ力が高くても、それだけで勝てるわけねーだろ！」

　タケシが消しゴムを弾き、サトウ君がパスを宣言し、またタケシが弾く。

　そしてついに、タケシがサトウ君を机の角に追い詰つめるカタチになった。

　スタート地点から少しも動いていないサトウ君。

　机の対角線から着実に距離を詰めてきたタケシ。

　次のアタックでタケシの消しゴムはサトウ君の消しゴムに接せつ触しよくするだろう。

「追い詰めたぞ。このまま攻こう撃げきし続ければ、いつかは落ちる。お前の負けだ！」

　サトウ君はペンを持ったまま、黙だまって俯うつむいている。

　タケシは勝利を確信して、自分のペン尻じりで勢いよく消しゴムを弾いた。

　僕は自分の席で祈いのった。

　そこからは、まるでスローモーションのように見えた。

　タケシに弾かれた消しゴムがサトウ君の消しゴムに触ふれる寸前。

　──「パチン」という音と共に、サトウ君の消しゴムがふわりと宙に舞まう。

　机からはみ出していた部分を、下から弾いたのだ。

　タイミングも、空中に逃にげることも、ルール上はなんら問題ない。

　タケシが弾いた瞬間から、サトウ君のターンだ。

　タケシの消しゴムが届く前に、サトウ君が弾いたって問題ない。

　攻撃対象を失ったタケシの消しゴムは、一直線に机の下へと落ちていった。

「えっ」

　タケシが間ま抜ぬけな声を漏もらす。自分の敗北を理解できていないようだった。

　その間に、サトウ君の消しゴムは緩ゆるやかな弧こを描えがき、机の中央に見事な着地を決めていた。

　まさに一瞬の出来事。まるで、闘とう牛ぎゆう士が怒いかれる牛をひらりとかわすかのようだった。

　やった、勝った。僕は自分の席で、思わずガッツポーズをしていた。

　特訓の成果が上う手まく決まった。サトウ君はタケシの攻こう撃げきを寸前でかわす、この《ジャンプ》だけをひたすら特訓していたのだ。ペンで弾はじく位置とタイミングを体で覚えるために。

　サトウ君の合格消しゴムの防ぼう御ぎよ力は永久じゃなかった。机にピタッとくっついている時間はジャスト二分ほど。それを越こえると、少しずつ水分が失われて防御力が半減してしまう。

　サトウ君にはそのタイミングを待ってから、タケシの直接攻撃を受けるように話していた。

　タケシを挑ちよう発はつする作戦を思いついたのはアベ君だ。相手が怒いかりで興奮していれば、こちらの狙ねらいに気づかれるリスクが減ると考えてのことだった。

　とにかく、全すべてが上手くいった。サトウ君も興奮しているようだった。

「僕の勝ちだ。これまで奪うばわれた物を全部返してよ。そ、それが、罰ばつゲーム」

　サトウ君は早口で言った。

　よく言った。怯おびえて言えないかと思った。これで、しばらくは安心だ。

　相手がこの罰ゲームに従わない限り、サトウ君が付き合う必要もないのだから。

　タケシはゆっくりと顔を上げる。

　次の瞬しゆん間かん──耳をつんざくような大きな音が、教室中に響ひびき渡わたった。

　最初、何が起きたのか分からなかった。教室内が一瞬のうちに静まり返る。

　クラスメイトの視線の先では、サトウ君が机の下した敷じきになって倒たおれていた。

　机の中からは教科書類が飛び出し、その場に散らばっている。

　蹴けったのだ。

　タケシが机を蹴り飛ばしたのだと理解するのに、数妙のタイムラグがあった。

「お前、調子に乗り過ぎだわ」

　タケシは、床ゆかで痛みに震ふるえているサトウ君に、さらに攻撃を加えようとしている。

　ヤバイ、完全に想定外の展開だ。

　勝負に勝てば、多少ふてくされながらも大人しく罰ゲームを飲むと思っていたのに。

　考えが甘かった。どうしよう。このままじゃ、サトウ君が痛めつけられてしまう。

　理り不ふ尽じんな暴力の現場から、僕が目を背そむけた瞬間──

「やめな！」

　誰だれかが、タケシを制止した。

　クラスメイトの視線が集まる先に立っていたのは、アキだった。

　アキが黙だまっていられなかった理由は、今なら分かる。




　昨日、サトウ君のウチで消しバトの特訓をした帰り道でのこと。

　二人きりになってから、僕はアキに声をかけたのだ。

「メモの送り主は、アキだったんだね」

　アキは驚おどろいているようだった。大きな瞳ひとみを見開いている。

「どうして、分かったの？」

「あそこで躊躇ためらわなきゃ、たぶん気づかなかったと思う」

　サトウ君のウチでの出来事。

　消しバトのシミュレーションをするために、消しゴムが四つ必要になった。

　その場にはちょうど四人いたから、一人一つずつ消しゴムを出すことになった。

　でも、アキは自分の消しゴムを鞄かばんから出すことを、一いつ瞬しゆんだけ躊躇ったのだ。

　それは、ほんの数秒だったように思う。

　結局、アキは自分の消しゴムを机の上に出したけれど、それで僕は分かったのだ。

　アキの消しゴムが、学校の近くの文ぶん房ぼう具ぐ屋さんで売られている《二個セット百円》の安物だったから。あの不気味なメモが挟はさまっていた消しゴムと同じだったのだ。

　アキが躊躇わなければ、気づかなかったかもしれない。

　偶ぐう然ぜんだと見過ごしたかもしれない。

　でも、躊躇ったことで僕は気づいた。彼女がメモの送り主だから躊躇ったのだと。

「なんで、あんなメモを？」

　僕が訊たずねると、アキは少し躊躇ってから、悲しそうに答えた。

「……私、前の学校でいじめられてたの」

　衝しよう撃げき的な告白だった。アキにそんな過去があったなんて。

　でも、言われてみれば納なつ得とくできるところもある。

　僕の部屋で《いじめ》について語る彼女からは、必死さを感じた。本気を感じた。自分の体験もあったから、アキはいじめが許せなかったのだ。なんとかしようと思ったのだ。

「だから、サトウ君を放ほうっておけなかったの？」

　僕の問いに、アキはコクリと頷うなずいた。

「そういうこと。でも、サトウ君だけじゃないよ」

「えっ？」

「キミたち二人も。ほら、キミもアベ君も、友達いないでしょ」

　確かに、クラスの中で僕たちも浮いていたかもしれない。

「だから、サトウ君を救う仲間に選んだの？」

「そう。それにほら、キミたちなら失敗しても失うものないでしょ？」

　ヒドイ話だ。僕はひっそりと平へい穏おんに過ごしていたのに。

　でも、屈くつ託たくのない顔で笑うアキに、僕も思わず顔がほころんだ。




　教室中が注目するなかで、アキはタケシに啖たん呵かを切っていた。

「男らしくないよ。勝負に負けたんだから、グダグダ言ってないで謝りな！」

　おそらく、乱暴者のタケシに歯向かった初めての存在だと思う。

　僕は恐おそろしくて、すぐにでも逃にげ出したかった。アキもタダでは済まないよ。

　でも、タケシも真っ向から反発されて、少し戸と惑まどっているようだった。

「ぶ、部外者のお前に関係ないだろ。ひっこんでろよ」

「部外者じゃないよ。私だって立派なクラスメイトだから」

　アキが宣言すると、タケシはハナで笑った。

「ふん、お前は転校生だから知らないだろうけどなあ、こいつはクラスの嫌きらわれ者なんだよ。カレーをぶちまけといて、知らんぷりして逃げ出したんだからな」

　床ゆかにへたり込んでいるサトウ君は、怯おびえたように俯うつむいた。

　それを見て、タケシはニヤリと笑う。

「ほら、本人が一番分かってるんだよ。こいつはいじめられて当然なの」

「それは、違ちがう！」

　アキの台詞せりふかと思ったら、僕の言葉だった。言ってしまってから、思わず口に手を当てる。クラスメイトの視線が、一いつ斉せいに僕のほうに集まった。

「なんだ、お前？　誰だれが喋しやべっていいって言ったんだよ」

　タケシが、僕のほうをギロリと睨にらんでいる。

　アベ君とアキが、僕のことを心配そうに見つめていた。

「あの、その、サトウ君にも悪いところはあったと思うけど、だからって何をしてもいいってことにはならないんじゃないかな」

　これは、僕の部屋でアキに言われた台詞。完全な受け売りだ。

「あん？　お前もこいつみたいに痛めつけられたいのか？」

　タケシはサトウ君の近くの椅い子すを蹴けり飛ばした。ガシャンという大きな音が鳴る。

　僕は思わず、ビクッと首をすくめる。

　アベ君が口パクで「やめろ」と言いながら、首を横に振ふっていた。

　でも、やめるわけにはいかない。

　ずっと胸の奥がザワザワしていた理由が分かったのだ。

　それは、サトウ君を救うと言いつつ、結局は自分を守ることばかり考えていたから。

　そして、そんな自分の弱さに気づかないふりをしていたから。

　僕はサトウ君がいじめられていても見て見ぬふりをしていた。自じ業ごう自じ得とくだと自分に言い聞かせていた。それは間違っているとアキに言われてからも、結局は自分の秘密がバラされることを恐れて、仕方なくサトウ君を救う手助けをしていたに過ぎなかった。

　しかも、自分は表に出ない安全地帯に隠かくれたままで。

　そんな自分の弱さやズルさに、ずっとモヤモヤしていたのだ。

　──このままじゃ、ダメだ。

　一昨日おととい、廊ろう下かでサトウ君がタケシに殴なぐられたときのことを思い出す。

　あのとき、その場に居合わせた岡おか田だ先生は見て見ぬふりをして逃にげ出した。

　岡田先生が逃げ出したことには特に驚おどろきはしなかったけれど、大人の中にもダメな人はいるのだと、あらためて気づかされた。

　このままじゃ、僕は岡田先生みたいな大人になると思った。自分を守ることしか考えずに、見たくないものからは目を背そむける、僕たちのような子どもにすら馬ば鹿かにされる存在。

　漠ばく然ぜんとだけど、岡田先生みたいにはなりたくないと思った。

　──変わるなら、きっと今だ。

「サトウ君がいじめられて当然なら、僕もいじめられて当然だよ」

「あん？」

　タケシが怪け訝げんそうな顔をしている。他ほかのクラスメイトも同じだ。

「ぼ、僕は……」

　クラスメイトの視線を一身に受けて、足がガクガクと震ふるえ出す。

　ダメだ、やっぱり僕には出来ない。すぐにでも逃げ出したい。

　下を向こうとしたとき、アキと目が合った。

　彼女は、僕の目をじっと見つめて、静かに頷うなずく。

　アキに勇気をもらった気がした。

　そうだ、失敗しても僕には失うものなんてない。

　大きく息を吸い込んで、クラスメイトに言った。

「僕はみんなの消しゴムをこっそりと持ち帰ってたんだ。サトウ君がいじめられて当然なら、僕もいじめられても仕方ないよ。それなのに、サトウ君を生いけ贄にえにしてた。これまで、見て見ぬふりしててゴメン。みんなもごめんなさい。盗ぬすんだ消しゴムは、ぜんぶ返します」

　言ってしまった。もう後あと戻もどりはできない。

　頭を下げると、クラス中がざわつくのが分かった。

　女子軍団の誰だれかが「変態」とか「サイテー」とか言っているのが聞こえた。

　明日から僕もいじめの標的にされるかもしれない。これまで自分の秘密をバラされないようにと動いてきたのに、結局は自分でバラしてしまった。

　でも、不思議と後こう悔かいしていない。

　いじめる側がわよりも、いじめられるほうがマシだ。

　自分のことを棚たなに上げて見て見ぬふりをするのは、いじめているのと同じなんだから。

　でも、ヤバイ。

　あとのことを何も考えてなかった。変な空気が流れる。

　すると、そんな空気を打ち破った人がいた。

「ああ、クソ。なんで自分からバラしちまうかなあ！」

　アベ君だ。なぜか怒おこっている。そして、すっと立ち上がって言った。

「俺もみんなに謝らなきゃいけないことがある。俺、テストでカンニングしてたんだ。ウチの親、勉強勉強ってウルサイからよ。ズルして悪かった。岡おか田だ先生にも伝えるよ。あとサトウ、お前がツラかったのを見て見ぬふりしてたのはダサかった、スマン」

　アベ君は僕のほうを見て、照れくさそうな顔をしていた。

　アベ君まで秘密をバラすことないのに。でも、なんだかとても嬉うれしかった。

　ここで、予想外の展開が起こった。

「実は、僕も万引きしてました。サトウ君だけが悪者じゃない。ごめんなさい」

　ルイ君たち仲良し四人組の中で、一番目立たないカズ君だった。

　クラス中がざわついている。すると、ルイ君やノブ君、キタ君も立ち上がった。

　そして、四人で万引きしていたことを、みんなの前で告白・謝罪したのだった。

　ルイ君たちがコソコソと話し合っていたのは、万引きの件だったのかもしれない。

　突とつ然ぜんの展開に、六年一組の教室は異様な空気に包まれていた。

　でも、驚おどろくのはまだ早かったらしい。

　僕たちやルイ君たち以外にも、自分から秘密を告白するクラスメイトが現れたのだ。それも、次から次へと。男子だけじゃなく女子も。クラスの金魚を死なせてしまったことや掃そう除じ当番をずっとサボっていたことなどへの懺ざん悔げが続いた。そして、いじめを見て見ぬふりしていたことに対して謝るクラスメイトもたくさん現れた。

　僕は狐きつねにつままれたような顔をしていたと思う。

　消しゴムを集めてクラスメイトのことを理解していたつもりになっていたが、みんながこんな秘密を抱かかえていたなんて全く知らなかったのだ。

　それにしても出来過ぎている。一体、どうなっているのだろう？

　みんな黙だまっていれば分からないのに、なんで自分から秘密を告白し出したのだろうか？

　場の空気がそうさせたのかもしれないけれど、どうも腑ふに落ちない。

　いつのまにか、サトウ君は泣いていた。たぶん、痛みのせいじゃないと思う。

「みんな、あ、ありがどう」

　サトウ君は嗚お咽えつを漏もらしながら言った。

「ずっと、あ、謝らなきゃと思ってたんだ。カレーをぶちまけたのに、何も言わずに逃にげ出して、ご、ごべんなさい」

　最後は言葉になってなかった。でも、気持ちはちゃんと伝わったと思う。

　教室がいい雰ふん囲い気きに包まれるなか──そんな空気を壊こわしたのは、タケシだった。

「なに、勝手に話をまとめてんだよ。俺は認めないぞ！」

　タケシは椅い子すを蹴け飛とばした。再び、クラスがシーンと静まる。

　ダメだ、結局は何も変わらないのかもしれない。暴君の前では、みんな無力だ。

　消しバトに勝利しようが、サトウ君が謝罪しようが、全すべて無む駄だだったのかもしれない。

　誰だれもが下を向いて諦あきらめかけるなか、一人だけ諦めていなかった。

「もう、やめな！」

　アキだ。暴君に立ち向かう勇ゆう敢かんさが眩まぶしかった。

　アベ君が二組を変えたのは、謎なぞの女子だって話していた。通つう称しよう、ジャンヌ・ダルク。

　どうやら、ウチのクラスにも《ジャンヌ・ダルク》がいたらしい。

「あんたが一番悪いんだから、さっさと謝っちゃいなよ」

　アキは怯おびえた様子を一いつ切さい見せなかった。

「あ？　お前、女子だから殴なぐられないと思ってるだろ。俺は男女平等なんだよ」

　タケシが拳こぶしを振ふり上げながら、アキに詰つめ寄った。女子の誰かが悲鳴を上げる。

　気づいたときには、タケシの前に立ちはだかっていた。

　僕のどこに、こんな勇気があったのだろう。

「おい、なんのつもりだ。俺に勝てると思ってるのか？」

　胸むな倉ぐらを摑つかまれた。ああ、僕は今日死ぬらしい。恐きよう怖ふで意識が飛びそうだ。

　記き憶おくが走そう馬ま灯とうのように駆かけ巡めぐる中、僕はうわ言のように呟つぶやいた。

「……消しゴム」

「あ？」

　タケシが胸倉を摑みながら、首を傾かしげている。

「消しゴムが、なんだって？」

　タケシに言われて、僕は重要なことを思い出した。

　なぜ、今まで思い至らなかったのだろう。

「僕は、君の消しゴムも持ってるよ」

「あん？　それが、どうし──」

　言葉の途と中ちゆうで、タケシは顔を曇くもらせた。

「てめぇ、ふざけんじゃねーぞ！」

　どうやら、タケシもあのことに思いが至ったらしい。ここが正念場だ。

「は、離はなしてくれたら、ちゃんと返す。何事もなかったように」

「ああ、クソッ！」

　タケシは摑んでいた胸倉を乱暴に離した。僕は咳せき込む。

　クラスメイトが不思議そうな顔で、僕たち二人のことを眺ながめていた。

　この流れに任せて、タケシにもう一つ注文をつけてみた。

「あと、サトウ君に謝って、奪うばった物を返してほしいんだけど。できれば全部」

　僕が恐おそる恐る言うと、タケシは怒いかりでプルプル震ふるえながらも、これを受け入れた。

「分かったよ、謝ればいいんだろ、謝れば」

　タケシはサトウ君の前まで歩いていき、乱暴に立ち上がらせる。

「今まで悪かったな。借りてたゲームやマンガは全部返すよ。それでいいか？」

　サトウ君は恐おそろしいのか、壊こわれた人形のように何度も頷うなずいていた。

　シャツの裾すそを引っ張られて振ふり返ると、アキも狐きつねにつままれたような顔をしている。

「一体、どんな魔ま法ほうを使ったの？」

　僕はなんて答えればいいか困った。そして心の中で、恋の魔法だ、と呟つぶやいた。

　思わず、リサという図書委員の女子のほうに、チラリと視線を向ける。

　タケシの消しゴムのカバーの下には、彼女の名前が書いてあったのだ。

　──消しゴムに好きな人の名前を書くと恋が叶かなう、というおまじない。

　暴君のオトメチックな一面。彼がクラスメイトには知られたくない秘密。

　この秘密が秘密である限り、クラスの平和は保たれるだろう。
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　消しゴムをひとつ握にぎり締しめて、僕は集合場所へと急いだ。

　僕が《秘密基地》に到とう着ちやくしたとき、他ほかの三人はすでに集まっていた。

　秘密基地といっても公園にある土管のような遊具だ。誰だれでも中に入ることができたが、放課後は僕たち四人がほとんど占せん領りようしていた。そもそも人ひと気けのない公園なのだ。

　僕が土管を覗のぞきこむと、真下で顔を上げたのはノブだった。

「カズ、おせーよ」

「ゴメン、慎しん重ちようになり過ぎちゃって」

　僕は握っていた消しゴムをポケットにねじ込んで、土管の中へと鉄のはしごをおりていく。地面に足がつく前に手を離はなすと、着地の瞬しゆん間かんに少し土つち埃ぼこりが舞まった。

　手には、鉄サビのニオイがこびりついている。

　目の前には、カマクラのような空間が広がっていた。

　その真ん中に、ルイ、ノブ、キーちゃんの三人が円になって座っている。

　僕がその輪に加わると、正面に座るルイが頷うなずいた。

「よし、全員揃そろったな」

「それじゃ、得点発表といきますかー」

　お調子者のキーちゃんが言った。なんの得点かといえば、《万引き》の得点だ。僕たち四人はそれぞれが万引きしてきた品物によって、得点を競きそい合っているのである。

「じゃ、まずノブから」

「よっしゃ」

　ノブは両方のポケットから、合計九パックのカードを取り出した。人気の妖よう気き王おうカードだ。一パック五枚入りだから、これだけで四十五枚。ひとつのデッキが完成する計算だ。

「妖気王カードが九パックで、九十点」

　一パック十点の計算。九十点はなかなかの得点だ。

　隣となりに座るキーちゃんが、「ヒュー」と口笛を吹ふくマネをする。

「やるじゃん、ノブ。じゃ、次は俺の番だな」

　キーちゃんはランドセルから、六個の板ガムと二ふた袋ふくろのスナック菓が子しを取り出した。食くいしん坊ぼうでぽっちゃりした体型のキーちゃんらしいチョイスだ。

「ガムが六個にポテチが二個で百点。今日はノブに勝ったな」

　板ガムが一個十点で、スナック菓子が一袋二十点、というルールだ。

「チクショウ、あと数パック、頑がん張ばれば良かったぜ」

　負まけず嫌ぎらいのノブが悔くやしそうにしている。キーちゃんは得意気だ。

　その様子を見て、いつも冷静なルイが口を開いた。

「二人とも、無理はするなよ。《個人戦》は、あくまで四人での《大仕事》でヘマをしないための肩かた慣ならしだ。そこで捕つかまったら元も子もない」

「分かってるって」

　二人が声を揃そろえる。ルイは、やれやれという顔をしていた。

　もともと「個人戦をやろう」と言い出したのはルイだった。四人で難易度の高いお宝を狙ねらう《大仕事》でヘマをしないように、簡単な万引きで本番の緊きん張ちよう感に慣れておくのだ。もちろんリスクはあるけれど、ガムやお菓か子しくらいなら慎しん重ちようにやれば絶対に捕つかまらない、というのがルイの考えだった。事実、ルイにコツを教わった結果、これまで誰だれも捕まっていない。

「そういうルイはどうなんだよ」

　ノブが質問すると、ルイは斜ななめがけのバッグから戦利品を取り出した。

「ＣＤ四枚。二百点だ」

　円の真ん中にポンと置かれたＣＤは洋楽で、僕の知らないミュージシャンだった。

　ノブとキーちゃんが興奮して声を上げる。

「さすが、ルイだぜ」

「ホント、勇気あるよなー」

　二人に称たたえられて、ルイは控ひかえめに口元を緩ゆるめる。

「万引きなんて、慎重にやれば絶対に捕まらない。慎重にやればな」

　やっぱり今日もルイが一番だ。総合得点でもルイがだいぶリードしている。

「で、カズは？」

「一番遅おそかったんだから、もちろん大漁だったんだよな」

　ノブとキーちゃんに訊きかれて、僕は逃にげ出したい気持ちになる。

「僕は、これだけ……」

　ポケットから新品の消しゴムをひとつ取り出して、円の真ん中にそっと置いた。

「おいおい」ノブが顔をしかめる。「消しゴム一個かよ。たったの十点だぜ」

「カズは臆おく病びようだなー。まあ、いつものことだけど。本番でヘマしないでくれよ」

　キーちゃんも呆あきれている。僕は自分のふがいなさに下を向くしかなかった。

　その嫌いやな空気を変えてくれたのは、リーダー的存在のルイだ。

「カズはそれでいい。万引きに大切なのは慎重さだ。得点はオマケに過ぎない」

「確かに、ルイの言うことも一理あるかな。まあ、慎重というか、臆病というか」

　キーちゃんは短い腕うでを組んで、コクコクと何度か頷うなずいた。

　そこに、ノブが「でもよ」と割って入る。

「このままじゃ、カズがぶっちぎりのビリだぜ。張り合いがねーよ」

「確かに、分かる」キーちゃんが同意する。「総合得点ではもう、カズが逆立ちしても勝ち目がないくらい点差が開いちゃったし。俺たちもだけど、カズもつまんないだろ？」

　キーちゃんに訊かれて、僕は言葉に詰つまる。なんて答えれば良いか分からない。

　そもそも、僕には万引きをする勇気なんてないのだ。

　実は万引きを始めた当初、僕は偶ぐう然ぜん、ガラの悪い高校生が万引きで店員に捕つかまる瞬しゆん間かんを目もく撃げきした。その光景が頭から離はなれずに、どうしても万引きができなかった。だから、今日の消しゴムだけじゃなくこれまでの戦利品は全すべて、こっそりと自分のお小こ遣づかいで買っていたのである。

　こんなことがバレたら、もう仲間に入れてもらえないかもしれない。

　すると、ルイが顎あごに手を当てて、何やら考えている。

「キーちゃんの言うように、せっかくの肩かた慣ならしが機能しなくなるのは問題だ。カズも楽しめるように《一発逆転》の新ルールでも作ろうか」

「なにそれ、面おも白しろそうじゃん」ルイの提案に、ノブが目を輝かがやかせる。

「たとえば、今からでも《一発逆転》できるように一個一万点くらいのお宝を設定するとか。そうすれば、カズもいつでも逆転できる」

「なるほどなー。でも、一個一万点のお宝ってなんだ？」

　キーちゃんが首を傾かしげた。無理もない。これまでの最高点は《ＣＤ》の五十点だ。そもそも個人戦は各自の肩慣らしが目的なので、難易度の高い商品は最初から除外されている。

　ルイが答える前に、ノブが勢いよく口を開いた。

「一万点のお宝といえば、そりゃ《ダイヤモンド》しかないだろ。なあ、ルイ」

　ノブの呼びかけに、ルイは静かにタメ息をつく。

「それじゃ、俺たちには不可能だし、リスクが高過ぎて本来の目的からも外れる」

　それを聞いたキーちゃんが「でもさー」と割って入った。

「一万点の商品がなんにせよ、リスクも上がるんだろうから、意味なくないか？」

　確かに、キーちゃんの言う通りだ。仮に一万点のお宝が追加されたところで、僕に万引きできるとは到とう底てい思えない。それでは、結局はなんにも変わらないのだ。

　乗り気だったノブも、ようやく状じよう況きようを理解したらしい。

「そうだぜ、ルイ。よくよく考えたら、これじゃ、なんの解決にもならねーよ」

「そうとは限らない」

　ルイはニヤリと不敵な笑えみを浮かべた。

「三人とも、ルパンは知ってるか？」

「ルパン、三世？」ノブが間ま抜ぬけな声で聞き返す。

「そりゃ、知ってるけど」キーちゃんも困こん惑わくしているようだ。

「じゃ、ルパンが盗ぬすんだもので一番スゴイお宝は？」

　ルイに質問されて、僕たち三人は顔を見合わせた。一体、なんの話だろう。

　戸と惑まどいながらも、ノブが答える。「やっぱり、宝石とかじゃねーの？」

「そう答える人もいるかもしれない。でも、俺は違ちがうと思う」

　ルイは、僕たち三人の顔を見まわしてから言った。

「王女様のハートだよ」

　そのエピソードは知っていた。銭ぜに形がた警部のセリフが印象的な名シーンだ。

　しかし、話の方向性が見えないノブは、痺しびれを切らしたようにルイに突つっかかる。

「その話は知ってるけどよ、それが何なんだよ」

「まあ、慌あわてるなって。つまりは、店員さんのハートを盗ぬすんだら一万点ってことだ。これで、カズにもチャンスができる。しかも、捕つかまるリスクはゼロだ」

　確かに、警察に捕まらないという点は、臆おく病びような僕にとって魅み力りよく的な提案だった。

「さすが、ルイだぜ。一いつ瞬しゆんで全部の問題を解決しちまった」

　それまで眉み間けんにしわを寄せていたノブが、けろりと手のひらを返す。

　一方、キーちゃんは密ひそかに闘とう志しを燃やしているらしい。

「それ、俺も参戦する。普ふ通つうにやってたらルイに勝てないからな。ノブもやるだろ？」

「俺はいいって」

「なんでだよ？」キーちゃんが不思議そうに聞き返す。

「だって三次元に興味ねーもん。アニメのほうが可か愛わいいじゃんか」

「そうだった。ノブって外見は割とイケてるのに、オタクなんだよなー」

「別に、オタクじゃねーから！」

　ノブはアニメの登場キャラが好きだけど、「オタク」と言われるのは嫌いやらしい。

　そんなやり取りを見ていたルイが、ぼそりと言った。

「ノブはルパンじゃなく、次元のほうだな」

「は？」

「二次元大好き、ニジゲンダイスキ、次元大だい介すけ、なんてね」

　ルイは自分で言って、一人で笑っている。

　いつもはクールなキャラなのに、たまにこういうことをサラッと言うのだ。

「くっだらねー」と、たまらずノブが吹ふき出す。

「ルイは完かん璧ぺきに見えて、ギャグのセンスだけはイマイチだよな」

　キーちゃんが満面の笑え顔がおで言うもんだから、僕もつられて笑ってしまった。

　カマクラ型の遊具内に、四人の笑い声が響ひびいた。




　秘密基地で作戦会議を終えた僕たちは、自転車にまたがって公園を飛び出した。

　もう何度目かとなる、四人での大仕事だ。

　今日のお宝は、人気のゲームソフト『モンスターハンティング』。

　ターゲットとなる店は、線路を二つ越こえた隣となり町の中古ゲームショップだった。

　もちろん、僕たちの町にもゲームショップはあるけど、四人での大仕事は基本的に僕たちの小学校があるエリアではやらないと、ルイが決めていた。

「慎しん重ちようにやれば、絶対に捕まらない」

　そう豪ごう語ごするルイは、四人で万引きをすると決めたときにいくつかルールを定めた。

　それは、慎しん重ちように行動し絶対に無理はしないこと、四人の秘密を決して人に漏もらさないこと、そして同じ店では二度と万引きをしないこと、などがあった。

　同じ店を狙ねらわないのは、仮に一度目が成功しても、そのときに顔を覚えられている可能性があるからだ。このルールのおかげか、今のところ一度も捕つかまっていない。

　僕たち四人には、それぞれ役割があった。

　事前に店を下見して作戦を考えるのは、いつも冷静沈ちん着ちやくなルイだ。作戦を遂すい行こうする際には、全体を指揮する《司令塔とう》として活かつ躍やくすることになる。

　お宝を回収する《点取り屋》の役目は、足の速いノブが担当することが多かった。ルイが言うには、万が一見つかったときにも逃にげ切る可能性が一番高い、という理由らしい。危険は大きいが、目立ちたがり屋のノブは気に入っているようだった。

　お調子者のキーちゃんは、店員の気を引く役割を担になうことが多い。また、そのぽっちゃりした体型を活いかして逃とう走そう経路に立ちはだかり、いざというときには店員を足止めしてノブを逃がす役割も担う。僕たちの作戦に欠かせない《攻こう守しゆの要かなめ》だ。

　僕はというと、特に決まった役割はなかった。ルイの目が届かない位置に陣じん取どって何か異変がないか目を光らせる《見張り役》になることもあれば、キーちゃんの《ヘルプ役》として店員の気を引く役割を任されることもある。でも、お世辞にも重要な役割とは言えなかった。

　今日だって、特にいてもいなくてもいいような《見張り役》である。重要な役目を任されてもビビってしまうから困るけど、全く重要な仕事を任されないというのもツラかった。

　僕は列の一番後ろで自転車をこぎながら、そっとタメ息をついた。

　かれこれ二十分ほど自転車を走らせて、目的の中古ゲームショップに到とう着ちやくする。

　四人は、店から少し離はなれた場所に自転車を停とめた。万が一見つかったときに備えて、四人バラバラの場所に自転車を停めるのが決まりだ。これも、ルイの指示である。

　駅からほど近いので、それなりに人通りが多い。

　十字路の角にある黄色い壁かべの「イグアナ俱く楽ら部ぶ」という店が、ターゲットだった。

　作戦会議で、ノブが「なんで、その店に決めたんだよ？」と質問していた。

　それに対して、作戦参さん謀ぼうのルイは「まず、規模感がちょうどいい」と答えていた。

　規模が小さ過ぎると店主に見つかりやすいし、あまり大き過ぎるとスタッフが多く、セキュリティもしっかりしているという。小さ過ぎず大き過ぎないのが良かったらしい。

「あと、買い取りカウンターの脇わきに、整理前のゲームが雑に積み上げられてた」

　ルイは、これが一番重要だと話していた。

　というのも、ゲームショップでは盗とう難なんに備えて、棚たなには中身が空のパッケージが並べてあることがほとんどだからだ。実際の商品はカウンターの中に保管されており、万引きするのは難易度が高い。そこで、ルイはカウンターの脇に積み上げられた商品に目をつけたのだった。

　僕たちは店近くの路地裏に集合して、最終確かく認にんを済ませた。

「みんな、準備はいいか？」

　ルイの問いかけに、ノブ、キーちゃん、僕の三人は静かに頷うなずく。

　──いよいよ、作戦開始だ。

　とはいっても、僕たちは四人同時に店に入るようなことはしない。他人を装よそおうために、四人バラバラに入店するのだ。これも、ルイの指示だった。

　最初に店に入るのは僕だ。そのあと、キーちゃん、ルイと続いて、最後にノブが店に入ってくることになっている。

　ルイが言うには、お宝を回収するノブが店にいる時間は、なるべく短いほうがいいらしい。万引きで捕つかまる人のほとんどが、店内をウロウロしているうちに店員にマークされるという。

　店員に目をつけられたら負けだ。万引きは時間との勝負なのである。

「カズ、何か異変があったらすぐに知らせてくれ」

　ルイに言われて、僕はコクリと頷く。

　緊きん張ちようを隠かくしながら、店の入いり口ぐちへと向かった。何度やってもこの瞬しゆん間かんには慣れない。自分がきちんと歩けているか自信がなくなる。

　自動ドアの前に立つと、ドアが勢いよく開いた。店内に足を踏ふみ入れる。

　目の前には、ゲームのパッケージが置かれた棚たなが四列並んでいる。作戦会議で聞いていた通りの配置だ。棚を抜ぬけた店の奥に、レジと買い取りカウンターが見えた。

　店員から「いらっしゃいませ」という声は聞こえてこない。

　作戦会議でのルイの話を思い出した。

「店員のやる気がないのも、この店に決めた大きな理由だ」

　ルイは、万引き犯を捕まえるのは店員なのだから、下見では店員を観察することが大切だと話していた。学生のアルバイトだけの店が狙ねらい目めらしい。さらに、店員のやる気がない店がベストだという。それを見極きわめるポイントがあいさつなのだった。

　どうやらルイの言うように、この店のスタッフはそれほど仕事熱心ではないらしい。

　僕は店内の様子を探さぐるために、さりげなく店の中を一周する。監かん視しカメラに顔が映らないように注意しろと言われていたが、きちんと出来ているか自信がなかった。

「店内の様子はどうだ？」

　イヤホンからルイの声が聞こえてくる。

　以前、ルイが家電量販店で万引きしてきた携けい帯たい電話のイヤホンマイクだ。スマホのアプリを使って、四人同時に会話ができるようになっている。周囲からは音楽を聞いているようにしか見えないため、バレる心配はほとんどない。僕たちの作戦に欠かせないアイテムだった。

　僕は周囲の客に聞こえないように、小声でマイクに報告する。

「店員は一人がカウンター、一人がバックヤード。客は二人、たぶん中学生」

「了りよう解かい。じゃ、キーちゃんを投入する」

　ルイの言葉から少し遅おくれて、入いり口ぐちからキーちゃんが入ってきた。

　キーちゃんは作戦通り、中央の棚たなを通過すると、さりげなく買い取りカウンターに近づいていく。カウンターに積まれたゲームの中に、目的のお宝があるかどうか確かく認にんするためだ。

　僕は怪あやしまれないように、なるべくキーちゃんのほうを見ないようにした。

　数秒後、イヤホンからキーちゃんの声が聞こえてきた。

「お宝、確認。ルイの読み通りだ」

　どうやら、今回のお宝である『モンスターハンティング』を狙ねらい通りに発見したらしい。手の届く位置に商品がなければ中止の予定だったが、最初の関門はクリアしたようだ。でも、これは別に運が良かったわけじゃない。ルイの作戦のおかげだった。

　実は、秘密基地を出発する前に「イグアナ俱く楽ら部ぶ」に一本電話をかけていたのだ。

「この前、イグアナ俱楽部でモンスターハンティングを買い取ってもらったんですけど、僕、ケースの中に《妖よう気き王おうカード》を入れたままにしちゃったんです。これから取りに行くんで、探しといてくれませんか。よろしくお願いします」

　ルイは一方的に伝えると、相手が答える前に電話を切っていた。

　もちろん、話の内容はデタラメだった。でも、おそらく、店員はおかしいと思いながらも、最近買い取った『モンスターハンティング』のケースをいくつか調べたに違ちがいない。そして、そのまま商品をカウンターの脇わきに出しっ放しにしたのだ。

　単に戻もどすのを面めん倒どう臭くさがったのかもしれないし、あとから確認に来る客に見せるためにあえて戻さなかったのかもしれない。いずれにせよ、ルイの読み通りだった。

「よし、俺も店に入る。カズは待機。キーちゃんは配置についてくれ」

「了解」

　ルイとキーちゃんのやり取りを聞きながら、僕も自分の持ち場に移動する。バックヤードにいる店員が裏から出てこないかチェックする《見張り役》だ。

　そのとき自動ドアが開く音がして、ルイが店に入ってくるのが分かった。

　それとほぼ同時に、キーちゃんが真ん中の棚に移動するのがチラリと見えた。

「キーちゃん、どうだ？」

「配置についた。いつでも大だい丈じよう夫ぶだよ」

「よし、ノブも入ってきてくれ。今なら左側がわの棚には客がいない」

「よっしゃ、待ちくたびれたぜ」

　このやり取りから十数秒後、ノブが店に入ってきた。ノブはルイの指示を参考に、そのまま左側の棚を抜ぬけて買い取りカウンターのそばで待機することになっている。

　監かん視しカメラに顔が映らないように、キャップを深くかぶっているのが見えた。

　そして、カウンター近くに到とう着ちやくしたノブから通信が入る。

「配置についた。お宝も確かく認にん。いつでもいいぜ」

「了りよう解かい。全員、合図を待て」

　ルイの言葉で、緊きん張ちようが一気に高まった。ここからが、いよいよ本番だ。

　このあと、ルイの合図と同時にキーちゃんがちょっとした騒さわぎを起こして、店員をカウンターから遠ざける。その隙すきにノブがお宝を回収して、そのまま店を出るのだ。作戦はそれだけ。ルイはいつも「作戦はシンプルなほうがいい」と話していた。

　僕は全く重要な役目ではないのに、心臓が飛び出そうなくらい緊張していた。

　ルイが店員と他ほかの客の位置関係を見ながら、タイミングを計っている。

　そして、ついにそのときが来た。

「よし、今だ」

　ルイの合図と同時に、店内に大きな音が響ひびいた。

　それは、キーちゃんが棚たなの商品パッケージを、豪ごう快かいに床ゆかにぶちまけた音だった。

　店内にいた中学生がチラリと顔を上げたが、すぐに興味を失ったらしい。

　パッケージが散乱する音を聞きつけて、カウンターの店員が駆かけつけてくる。

「ああ、派手にやらかしてくれたなー」

　店員に声をかけられて、キーちゃんは「ごめんなさい」と勢いよく頭を下げた。

「お尻しりがぶつかっちゃって。すぐに直します。すみません」

「いいよ、こっちで直しとくから」

　高校生らしき店員は、無愛想だが悪い人ではないらしい。

　キーちゃんはもう一度謝ると、店員と一いつ緒しよにパッケージを拾い始める。

　僕は、バックヤードからもう一人の店員が出てこないことにホッとしていた。

　ちょうどそのとき、棚の陰かげからノブが出口に向かう様子が見えた。

　すでにお宝を手に入れたのだろう。でも、いくらノブが俊しゆん足そくだろうと、店内で走るような間ま抜ぬけなことはしない。ノブは万引きの最中とは思えないほど、ゆったりと、自然に、堂々と歩いている。もちろん、これもルイの指示だった。

　人は気持ちが焦あせると、早歩きになる。早歩きになると、周囲から目立つ。目立つと店員にマークされる。だから、作戦中はむしろ遅おそいくらいを意識するようにと、耳にタコが出来るくらい言われていた。公園で歩く練習をさせられたほどだ。

　僕はノブから目を離はなし、手元の空パッケージに視線を移す。

　床にぶちまけられたパッケージが元通りになる頃ころには、ノブは店を脱だつ出しゆつしていた。

「よっしゃ、脱出完了。チャリで待つ」

　イヤホンからノブの声が聞こえてきて、僕は足の力が抜ぬけるのが分かった。

　良かった。今日も無事に終わった。ホッとしたが、そこでルイの言葉を思い出した。

　いつも、店を脱出して自転車で走り出すまで気を抜くな、と言われている。

「よし、俺たちも順番に脱だつ出しゆつする。まずはキーちゃんから」

　ルイの指示を受けて、キーちゃんが行動を始める。キーちゃんは先ほどの店員にお礼を言うと、ゆったりとした動作で、のそのそと店を出ていった。

　キーちゃんとほぼ同時に、ルイも店を出たらしい。自然だ。残るは、僕だけだ。

「カズ、焦あせらなくていい」

　イヤホンからルイの声が聞こえてくる。店内でひとり頷うなずいて、出口へと向かう。

　大だい丈じよう夫ぶ、ゆっくり歩けば心配ない。だが、ここで思わぬ事態が起こった。

「ちょっと、きみ」

　突とつ然ぜん、後ろから声をかけられたのだ。心臓が止まるかと思った。

　ダメだ、見つかった。もう、おしまいだ。おしっこを漏もらしそうになる。

「な、なにか？」

　恐おそる恐る振ふり返ると、そこには三十代くらいの店員が怪け訝げんそうな顔で立っていた。胸のネームプレートに「店長」と書いてある。僕は店長に捕つかまったのだ。

「どうした、カズ。早く脱出しろ」

　イヤホンからルイの声が聞こえてきたが、頭の中は真っ白でパニックだった。

　きっと僕は刑けい務む所しよに入れられてしまうんだ。お母さん、ごめんなさい。

　すると、目の前の店長が口を開いた。

「イヤホン、音楽を聞きながら歩くと危険だからやめなさい。流は行やってるのか？」

「へっ？」僕は間ま抜ぬけな声を出してしまった。

　てっきり万引きの件を問い詰つめられると思っていたから、事態を理解できなかったのだ。

　でも、どうやら万引きとは関係ないらしい。そうと分かれば、長なが居いは無用だ。

　僕は「すみません」と謝って、慌あわてて耳からイヤホンを外した。

　店長は不ふ審しんそうな顔をしながらも、すぐに興味を失って、棚たなを整理する作業を始めた。

　僕は店長の後ろを通って、逃にげるように店を後にした。

　自動ドアを出たところで、「カズ、こっちだ」と声をかけられた。

　声のほうに視線をやると、電柱の陰かげに、ルイが心配そうな顔で立っていた。

「話はあとだ。とにかく、自転車まで歩くぞ」

　そこからどうやって秘密基地まで戻もどったか、よく覚えていない。




「よっしゃ、『モンスターハンティング』、ゲットだぜ！」

　秘密基地でノブが歓かん声せいを上げる。僕たちは、円になって座っていた。

「それにしても、なかなかカズが出てこないから焦ったよ」

　キーちゃんが額の汗あせをぬぐいながら言うと、ルイもそれに応じる。

「俺も焦った。まさか、店長がいたなんてな。俺のリサーチ不足だ、すまない」

「いや、僕がモタモタしてたせいだから」

　僕は慌あわてて言った。むしろ、僕がヘマをしかけたようなモノなのだ。

「そうだぜ、ルイ。お宝が手に入ったんだから、細かいことはいいじゃねーか」

　ノブはそういうと、戦利品のゲームソフトを僕に手渡わたした。

「ほらよ、カズ。明日も頼たのむぜ。寝ね坊ぼうするなよ」

　僕はコクリと頷うなずいて、受け取ったゲームソフトをランドセルに押し込んだ。




　翌日、僕はクラスの誰だれよりも早く学校にやってきた。

　誰もいない六年一組の教室で、ランドセルから昨日手に入れたゲームソフトを取り出す。

　そして、こっそりとクラスメイトの机の中に忍しのばせた。

　──そこは、サトウ君の席だった。

　サトウ君は小こ柄がらで無口な男子だ。もともとあまり目立たない存在だったけど、今はクラスのボスであるタケシに目をつけられて、いじめの標的にされてしまっている。

　毎日、酷ひどい《罰ばつゲーム》を強しいられているのだ。帰り道にタケシや取り巻きのランドセルを持たされることなんて軽いほうで、今ではゲームソフトや妖よう気き王おうカードを奪うばわれるといった、お金に関かかわる罰ゲームまで要求されている。それは、日に日にエスカレートしていた。

　そして罰ゲームをこなせなければ、乱暴者のタケシに容よう赦しやなく殴なぐられるのだ。

　そんな状じよう況きように、周囲は完全に見て見ぬふりをしていた。それどころか、いつのまにか他ほかのクラスメイトも、サトウ君のことを邪じや険けんに扱あつかうようになっていたのである。

　──全すべてのきっかけは、ある事件だった。

　ある日、給食当番だったサトウ君が食しよつ缶かんの中のカレーを廊ろう下かにぶちまけてしまったのだ。

　そのせいで、僕たちのクラスだけカレーを食べることができなかった。しかも、当のサトウ君は自分のしてしまったことにビビって、何も言わずに家に帰ってしまったのである。

　この事件のせいで、クラスメイトの多くがサトウ君に腹を立てたのだった。

　でも、クラスの中で、僕たち四人だけが全く違ちがった感想を抱いだいていた。

　まさに《カレー事件》が発覚したとき、僕たち四人は思わず顔を見合わせてしまった。

　クラスが混乱するなか、四人全員が瞬しゆん間かん的に「ヤバイ！」と感じたのだった。

　というのも、実はその日、三時間目と四時間目の休み時間に、僕たちは給食が運び込まれてくる《パントリー》に忍び込んで遊んでいたからだ。

　もちろん、言い出したのは食くいしん坊ぼうのキーちゃんである。

「なあ、ちょっと給食のニオイ、嗅かぎに行かないか？」

　お腹なかが減り過ぎて、せめてカレーのニオイだけでも味わいたいと言い出したのだ。

　この提案にノブが乗っかり、結局四人でパントリーに忍び込んだ。テンションが上がって、ついにはカレーの食缶のふたを開けて、ニオイを楽しんだのだった。

　その日の放課後、僕たちは逃にげるように秘密基地へと向かった。

「あのとき、カレーの食しよつ缶かんのふたを、ノブがきちんと閉めなかったんじゃないか？」

　キーちゃんが言うと、ノブは顔を真っ赤にして反論した。

「閉めたっつーの！」

「じゃ、なんで廊ろう下かにカレーがぶちまけられたんだよ」

「知らねーよ。給食当番のサトウが、運ぶ途と中ちゆうでヘマしたんだろ。だいたい、もとはといえば、てめぇが給食のニオイを嗅かぎたいとか言い出すから悪いんじゃねーか」

「俺のせいだって言うのかよ」

　ノブとキーちゃんは、今にも取っ組み合いのケンカを始めそうだった。

　見かねたルイが、二人の間に割って入る。

「落ち着けって二人とも」

　そして、いつものように冷静な口調で言った。

「俺たちのせいかもしれないし、俺たちのせいじゃないかもしれない」

　結局、僕たちは考えた末に、サトウ君がタケシに要求されたゲームソフトや妖よう気き王おうカード、お菓か子しなどを、代わりに調達することに決めた。

　四人で万引きして、こっそりと机に入れておくのだ。僕たちの正体は明かさずに。

　たった今、僕がサトウ君の机に忍しのばせたゲームソフトも、昨日、サトウ君がタケシに持ってくるように指示されていたモノなのである。

　これまで何度も万引きを繰くり返し、こっそりとサトウ君の机に入れていた。

　でも、四人で万引きを重ねるたびに、僕は他ほかの三人と距きよ離りが開いているような気がしていた。

　僕たちは三年生の頃ころからずっと、四人で遊ぶことが多かった。でも、みんなで万引きをするようになってから、四人でいても僕の口数は徐じよ々じよに減っていた。

　他の三人に引け目を感じていたのだ。

　僕は万引きに関して、全く貢こう献けんできていない。それどころか、昨日は店長に目をつけられて、あぶなく取り返しのつかないヘマをやらかすところだった。

　このままでは、僕は四人の中でお荷物になってしまう。もしかしたら、他の三人に愛想を尽つかされてしまうかもしれない。そしたら、僕はひとりぼっちだ。

　それだけは嫌いやだと思った。

　みんなに認めてもらって、また前みたいに心の底から笑い合いたい。

　そのためには──ルイが言っていた《一発逆転》を狙ねらってみるしかない。

　店員さんのハートをゲットして、他の三人を驚おどろかせてやるのだ。

　僕は誰だれもいない教室の中で、ひとり闘とう志しを燃やしていた。

　大だい丈じよう夫ぶ。僕だって、やれば出来るはずだ。




「ねえ、どうしたの？　今日は朝から難しい顔して」

　昼休み、隣となりの席に座る女子に声をかけられた。世話好きなリサだ。

　リサはもともとノリの良い性格だから、こうして話しかけられるのも珍めずらしいことじゃない。人見知りする僕が、普ふ通つうに話すことができる数少ない女子だった。

「別に。なんでもないけど……」

「なんでもなくないでしょ。なにか悩なやみがあるなら言ってみなさいよ」

　リサは相談に乗るのが上う手まい。僕は迷った末に、勇気を出して訊きいてみた。

「じゃ、ひとつ質問」

「うん」

「人ってどんなときに恋に落ちるのかな？」

　リサはポカンとしていた。そして二秒後、いきなり爆ばく笑しようする。

「アハハッ。カズ、突とつ然ぜんどうしたの？」

　リサは身を屈かがめて、お腹なかを押さえながら笑っている。

　僕は急に恥はずかしくなって下を向いた。たぶん、顔が赤くなっていると思う。

　すると、その様子に気づいたのか、リサが謝った。

「ゴメン、ゴメン。カズの口から《恋》なんて出てくると思わなかったから」

「もういいよ」

「ゴメン、もう笑わないから。真ま面じ目めに答えるね」

　リサは大きく息を吸い込むと、人差し指を立てて言った。

「ズバリ、悪者を退治する正義の味方よ。女子はピンチに現れるヒーローに弱いと思う」

「ホントに真面目に答えてる？」

　僕は思いっきり、疑いの目を向けた。

「カズのくせに失礼ね。せっかく答えてあげたのに。物語の王道でしょ」

「物語の王道って……」

　そういえば、リサは図書委員だった。もともと物語が好きなのだろう。

　言われてみれば、確かにルパンが王女様のハートをゲットしたエピソードも似たような展開だった。でも、物語と現実は違ちがう。

　だいたい、悪者なんかいないときは、どうすればいいんだよ。

　店員さんのハートをゲットする道は険しそうだった。




　その日、僕は秘密基地に集まる前に、駅前にある本屋に寄った。

　個人戦の戦利品を手に入れるためだ。とはいっても、万引きする勇気はないから、いつものように自分のお小こ遣づかいで買うのだけど。

　どのマンガにしようか迷っていると、突とつ然ぜん、声をかけられた。

「きみ、ちょっといい？」

　見上げると、そこには紺こんのエプロンをした店員のお姉さんが立っていた。

　思わず、ドキリとする。

　お姉さんがとても綺き麗れいだったからだ。

　高校生か大学生くらいだろうか。エプロンの下は、Ｔシャツに細身のデニムというラフな格好なのに様になっている。綺麗な黒くろ髪かみが印象的だった。

　これは、運命の出会いかもしれないとドキドキしていると、お姉さんが言った。

「万引き、見つからないと思った？」

「えっ」

「手てさげ袋ぶくろの中、見せてもらっていい？」

「えっ、あっ、はい」

　言われるがまま手さげ袋の口を広げた瞬しゆん間かん、僕は頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　一冊さつのマンガが入っていたのだ。

　全く身に覚えがない。意味が分からなかった。

　お姉さんは手さげ袋から本を取り出すと、怖こわい顔で僕のことを見つめた。

「これはなに？　さっき、たまたま袋の中が見えたんだけど」

　僕は慌あわてて首を横に振ふった。

「し、知りません」

「知りません、じゃないでしょ？」

「でも、本当に知らないんです」

「話は裏で聞くから、こっちに来てくれる？」

　お姉さんに言われて、目の前が真っ暗になる気がした。

　僕はこのまま万引き犯として捕つかまってしまうのだろうか。怒おこられるのだろうか。

　きっとルイたちは、僕が肩かた慣ならしでヘマをしただけだと思うに違ちがいない。

　そもそも、なんで僕の手さげ袋にマンガが入っていたのだろう？

　僕が諦あきらめてお姉さんについて行こうと歩き出したとき、誰だれかが割って入った。

「そいつ、やってないよ」

　お姉さんと僕は同時に、声のほうに顔を向けた。

　するとそこには、僕と同じくらいの歳としの男子が立っていた。

　見たことがある。同じ小学校だ。その彼はもう一度、言った。

「そいつ、盗ぬすんでないよ」

「どういうこと？」お姉さんが訊たずねる。

「違うヤツが面おも白しろがって、そいつの手さげに入れたんだ。たぶん、高校生」

「それ、本当？」

　驚おどろくお姉さんに、その男の子は静かに頷うなずいた。

　彼の証言のおかげで、僕の疑いは晴れたらしい。お姉さんに謝られた。

「ごめんなさいね。ウチの本屋、最近万引きが増えてて。神経質になってたの」

　お姉さんは悲しそうな表情をしていた。聞けば、この店はお姉さんの実家らしい。

「こんなに本が一いつ杯ぱいあると、一冊さつくらい大だい丈じよう夫ぶと思っちゃうのかな？　でも一冊万引きされちゃうとね、その分のマイナスは、数十冊の本を売らないと取り戻もどせないの。実際に万引きのせいで潰つぶれた店もたくさんあるし。ウチの店も、このままじゃ畳たたまなきゃいけなくなる。そうなったら、生きていけないでしょ」

　お姉さんは、万引きするほうは軽い気持ちだけど、されるほうにとっては大問題だと話していた。万引きのせいで、お店の人はご飯を食べられなくなってしまうのだ。

「だから、万引きは絶対にしちゃダメだよ」

　お姉さんに言われて、胸が痛んだ。

　万引きは良くないことだとは知っていたが、店の人が困っている、苦しんでいる、ということまではイメージできていなかったのだ。これまでチームで万引きしてきたお店のことを考えて、僕は申し訳ない気持ちで一杯になった。




　店を出たところで、僕は助けてくれた男子にお礼を言った。
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「助けてくれて、ありがとう。キミが見ててくれなかったら、ヤバかったよ」

「別に、見てないけど」

「えっ、見てたから、助けてくれたんじゃないの？」

「見てなかったけど。おれ、そういうの分かるから」

　そう言い残して、彼は行ってしまった。

　その後ろ姿を見送りながら、僕は不思議な気分になった。

　初めて喋しやべったけれど、たぶん隣となりのクラスのタケウチ君だったと思う。

　なにはともあれ、彼のおかげで助かった。




「カズ、おせーよ」

　秘密基地には、すでにノブとキーちゃんがいた。珍めずらしく、ルイがまだ来ていない。

「あれ、ルイは？」

　僕が訊たずねると、ノブが「わかんね」と短く答える。

「慎しん重ちようなルイのことだから、今日の下した見みに時間がかかってるんじゃない？」

　キーちゃんがポテチをポリポリ食べながら言った。

　僕は「ふーん」と曖あい昧まいに相あい槌づちを打ちながら、ランドセルを脇わきに置く。

　ルイのことだからヘマをしたということはないと思うけど、少し気になった。

「それより聞いてくれよ、カズ。コイツの武勇伝」

　ノブがはしゃいだ調子で、キーちゃんのぽよっとした脇わき腹ばらを小こ突づく。

　すると、キーちゃんは「もう、いいだろ」と、何やら照れているようだった。

「コイツさ、今日の肩かた慣ならしで女店員のハートを狙ねらいにいったんだよ」

　ノブは楽しそうに、キーちゃんの話を始めた。

　どうやら、ルイの提案した《一発逆転》にキーちゃんが挑ちよう戦せんしてみたらしい。

　なんでも、駅前にあるマックのカウンターで店員さんに「可か愛わいいですね。今度、僕とデートでもどうですか？」と声をかけたという。その大だい胆たんさに、僕は驚おどろいた。

「で、あえなく玉ぎよく砕さいしてやんの。『あと十年したらね』だって。マジウケるだろ」

　ノブがいつになく、はしゃいでいる。よっぽど、キーちゃんの失敗が嬉うれしいらしい。

　すると、キーちゃんが「分かってないなー」とタメ息をついた。

「最初はあれくらいでいいんだよ。アタックは、続けることに意味があるんだから」

「は？　まだ諦あきらめてねーのかよ」

「当たり前じゃん。まあ、オタクのノブには分かんないかもしれないけどさー」

「おい、だからオタクじゃねーって」

　ノブが否定するのを無視して、キーちゃんは続ける。

「恋はかけひきが大事なわけ。毎日アタックしてきてた相手が、ある日、パタッと現れなくなる。すると女子は『どうしたんだろう？』って逆に気になり始めるんだよ」

「そーいうもんか？」

「そういうもんなの。しかも俺は今日、ジュースのＳサイズしか頼たのまなかった」

「それが、どーかしたのかよ」

　すると、キーちゃんはまた「もう、分かってないなー」とタメ息をついた。

「女子は《ギャップ》に弱いんだよ、ギャップに。だから、いかにも食くいしん坊ぼうそうな俺が小さなジュースしか頼まないってとこに、女子はキュンとくるわけ。分かる？」

「単に、貧びん乏ぼうなヤツって思われるだけじゃねーの？」

　ノブは疑いの目を向けていたが、僕は「勉強になるなあ」と感心していた。

「それはそうと、カズはどうだったんだよ。ほら、今日の肩かた慣ならし」

　突とつ然ぜんノブに訊きかれて、僕はドキリとした。答えがしどろもどろになってしまう。

「えっと、あの、今日は、収しゆう穫かくゼロで……」

「おいおい、ゼロって。真ま面じ目めにやれよな」

　ノブが口を尖とがらせると、キーちゃんが「まあまあ」とノブをなだめた。

「そういう日もあるでしょ。まあ、本番でヘマしなきゃいいんじゃない？」

　ノブは「でもよう」と納なつ得とくしていないようだった。

　僕は秘密基地に来るまでに考えていたことを、二人に伝えることにした。

　ノブとキーちゃんがどんな反応をするか怖こわかったけれど、言わなければならない。

「万引きのことで、ちょっと話があるんだ」

　僕が真しん剣けんなトーンで喋しやべり出したもんだから、二人が不思議そうな顔をしている。

「どうしたんだよ、急にあらたまって」

　ノブに言われて、僕はなんて返していいか分からず、とりあえず「うん」と頷うなずく。

「万引きの件なんだけど、もうやめにしないかなって」

　すると一いつ瞬しゆん、二人は黙だまった。でもすぐに、ノブが切れ長の目を吊つり上げる。

「おい、なに言ってんだよ。みんなで決めたことだろ」

「ノブの言う通りだよ。アイツを助けるの、やめるのか？」

　二人に真っ向から詰つめ寄られて怯ひるんだけれど、ここで引くわけにはいかない。

「実は今日、駅前の本屋でちょっと《万引き》の話を聞いたんだ」

　僕は店員のお姉さんに聞いた話をした。

　店側がわが万引きのマイナス分を取り戻もどすためには、たくさんの商品を売る必要があること。そして、万引きが原因で潰つぶれた店も多いこと。

　二人は黙って聞いていた。僕は二人の目を見ながら、自分の考えを伝えた。

「僕もサトウ君を助けるために仕方ないと思っていたけど、僕たちのせいで悲しむ人がいるのは良くないんじゃないかと思って。やっぱり、万引きは良くないよ」

　話が終わっても、ノブとキーちゃんは口を開かなかった。

　二人とも、自分の中でなにやら考えているらしい。

　そのとき、頭上から「待たせたな」と、ルイの声が聞こえてきた。軽かろやかな身のこなしで、秘密基地の中へとはしごをおりてくる。そして、僕たちの顔を見て言った。

「どうした、三人とも神しん妙みような顔して」

「いや、これは……」

　キーちゃんが代表して、僕の話をルイに伝えた。

　本屋のお姉さんの話も、万引きをやめにしようという提案も。

　話を聞き終わったルイは、きっぱりと言った。

「万引きはやめにしようか」

　あまりにも簡単に決断するものだから、僕たち三人は面食らった。

　ノブが代表して、整理がついていない部分を伝える。

「やめるのはいいとしてよ、サトウの件は一体どうするんだよ」

「それは、また考える。実は少し状じよう況きようが変わったんだ」

「なんだよ、状況って」

　ノブの質問に、ルイはポケットから一枚のメモ用紙を取り出した。

　そのメモを見て、僕たち三人は言葉を失った。




『　キミタチノ　マンビキハ　セイギカ？　』




　君たちの万引きは正義か？

　メモには、今まさに僕たちが抱かかえている悩なやみが書かれていた。

「なんだよ、これ。俺たちをからかってるのか？」

　ノブが怒おこったような、怯おびえたような声を出すと、ルイは首を横に振ふった。

「これは俺が書いたんじゃない。いつのまにか鞄かばんの中に入ってたんだ」

「誰だれが入れたんだよ？」

「知らない。でも、俺たちの秘密を知っているヤツがいる」

　ルイの言葉を聞いて、僕たち三人は黙だまった。ようやく、状況を飲み込めたのだ。

　僕たちが万引きをしていることが、誰かにバレてしまった。ピンチだった。

　それから、最初に口を開いたのはノブだ。「これ、ヤバイんじゃねーの？」

「いや、証しよう拠こを押さえられたわけじゃないと思う。ただ、万引きの現場を押さえられるのはマズイ。だから、メモの件が片付くまで、とりあえず万引きは中止だ」

　ルイは僕のほうを見ながら「それに」と付け加えた。

「カズの言う通り、潮しお時どきかもな」

　翌日、サトウ君は朝から、いじめっ子のタケシにキツく当たられていた。

　僕たちが罰ばつゲームのマンガを持っていかなかったせいだ。ルイも、ノブも、キーちゃんも、何も言わなかったけれど、それぞれが責任を感じていたと思う。

　昼休みに、隣となりの席のリサに声をかけられた。

「また難しい顔してる。どう、例の《恋》は上う手まくいきそう？」

　僕は「わぁ、ちょっと！」と、慌あわててリサを制止する。

　他ほかのクラスメイトに聞かれていないか、思わず周りを見回した。

「頼たのむから、いきなり《恋》とか恥はずかしい話、しないでよ」

　僕が抗こう議ぎすると、リサはおかしそうに笑った。

「もともと、カズから始めた話じゃん」

「それは、そうなんだけど……」

　いろいろと状じよう況きようが変わったのだ。万引きの件が誰かに知られてしまって、僕たちは窮きゆう地ちに立たされていた。サトウ君の件も、早くなんとかしなきゃいけない。

　とてもじゃないけど、今は《一発逆転》なんか狙ねらっている余よ裕ゆうなどないのだ。

　でも、リサはこっちの事情などお構いなしに質問を続けてくる。

「で、どうなの？　好きな人がいるんでしょ？」

「べ、別に、好きってわけじゃ」

　慌てて否定したけれど、なぜか頭の中には本屋のお姉さんの顔が浮かんでいた。

　僕は頭を振ふって、お姉さんの顔を頭から追い出す。

　その様子を見て、リサは目を細めた。

「あやしいなー。今、誰だれのこと思い浮かべたの？」

「別に、誰のことも思い浮かべてないから」

　お姉さんのことは気になっていたが、これは恋とは違ちがう……と思う。

　万引きの被ひ害がいに苦しんでいると聞いて、なんとかしてあげたいと思っただけだ。

　それはお姉さんへの恋心ではなく、罪つみ滅ほろぼしの気持ちが大きかった。

「僕はヒーローにはなれないよ。どっちかといったら、悪者のほうかも」

　四人で万引きを始めて、いつのまにかサトウ君を救う《正義の味方》のような気分になっていたけど、実際にはお店の人を苦しめる、ただの《万引き犯》だったのだ。

　事情を知らないリサは、不思議そうな顔で言った。

「よく分からないけど、本物の悪者は、自分のことを悪いって思わないよ」

「えっ？」

「だから、大だい丈じよう夫ぶ。何か悪いと思ってることがあるなら、謝っちゃえばいいんだよ」

　リサに言われて、なんだか気持ちが軽くなったような気がした。

　そうか、謝っちゃえばいいのか。

　その日、僕たち四人は一いつ緒しよに秘密基地へ向かうことに決めていた。

《帰りの会》が終わり、掃そう除じのために机を後ろへ下げると同時に、教室を飛び出した。

　階段をおりて下げ駄た箱ばこに向かう途と中ちゆう、ノブが呟つぶやいた。

「サトウのヤツ、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　それを聞いたルイが、走りながら「それも秘密基地で考えよう」と答える。

　他ほかの三人は同時に頷うなずいた。

　下駄箱に到とう着ちやくして、僕が自分の靴くつを手に取ったとき、なにやら紙切れがひらりと落ちた。地面に落ちた紙切れを拾い上げて、僕は心臓が止まりそうになる。




『　キミタチノ　マンビキハ　セイギカ？　』




　君たちの万引きは正義か？

　昨日ルイのところに届いたメモが、僕のところにも届いたのだ。

　すると、隣となりで靴を取り出そうとしていたノブとキーちゃんが同時に叫さけんだ。

「なんだよ、これ！」

　二人ともメモ用紙を眺ながめていた。どうやら、二人のところにも届いたらしい。

「ご丁てい寧ねいに、俺のところにもまた届いた」

　ルイが僕たちに向かって、メモ用紙をヒラヒラさせてみせた。

　ノブが「ふざけやがって」と興奮した様子で怒いかりをあらわにしている。

　キーちゃんも「誰だれが、こんなこと」と動どう揺ようしているようだった。

　無理もない。四人ともメモの送り主が誰なのか、全く見当もつかないのだ。

　僕は今日の昼休みにリサに言われたことを思い出して、三人にある提案をしてみた。

「ねえ、ビクビクしてないで、謝っちゃうのはどうかな？」

　ルイ、ノブ、キーちゃんの三人は、一いつ瞬しゆん固まった。が、すぐにノブが反対する。

「バカ野や郎ろう。だいたい謝るって、誰にだよ」

　隣でキーちゃんも頷いている。僕は二人に真っ向から反対されて怯ひるんだ。

　すると、すかさずルイがフォローを入れる。

「カズのアイデアは悪くない。でも、相手の尻しつ尾ぽを摑つかむまでは下手に動かないほうがいい。全員、勝手な行動はやめよう」

　ルイに言われて、僕は「分かった」と頷いた。

　その日は、秘密基地に行くまで、誰も口を開かなかった。










　事件は、二日後に起きた。

　二時間目が終わった《二十分休み》、僕たちは四人で机を囲んで話していた。万引き以外の方法で、サトウ君を救えないかと、知ち恵えを絞しぼっていたのである。

　すると突とつ然ぜん、思わず身をすくめるほどの大きな音が、教室中に響ひびき渡わたった。

　クラスメイトの話し声が消えて、教室内は一いつ瞬しゆんで静まり返る。

　最初は何が起こったのか分からなかったけど、すぐに乱暴者のタケシが机を蹴けり飛ばしたのだと分かった。いじめの標的にされていたサトウ君が、倒たおれた机の下した敷じきになっている。

　僕たち四人は、思わず顔を見合わせた。責任を感じたのだ。

　もしかしたら、サトウ君がいじめられているのは、僕たちのせいかもしれない。

　僕たちがパントリーで遊んでいたせいで、彼はカレーをぶちまけたのかもしれない。

　その罪悪感から、これまでタケシに要求される品物を万引きして代わりに調ちよう達たつしていたが、謎なぞのメモが届いた日からストップしている。

　そのせいで、サトウ君に対するタケシの当たりが強くなっていたのだ。

　僕たちが助けに入ろうかと戸と惑まどっているあいだに、状じよう況きようは動いていた。

　これまでタケシに盾たて突つくヤツなんていなかったのに、いつのまにかアキという転校生が勇ゆう敢かんにも立ち向かっていたのだ。そして、そんな彼女をタケシからかばうように、普ふ段だんは目立たない丸まる岡おか君というクラスメイトがあいだに割って入っている。

　その様子にクラスの全員が驚おどろいていた。

　でも、驚くのはそれだけじゃなかった。

　カレーをぶちまけて逃にげ出したサトウ君はいじめられて当然だと吐はき捨てるタケシに対して、助けに入った丸岡君は真っ向から「それは、違ちがう！」と異いを唱えたのだ。

　タケシに歯向かえば容よう赦しやなく殴なぐられる。

　それだけでなく、丸岡君は、密ひそかにクラスメイトの消しゴムを盗ぬすんでいたことを告白した。サトウ君がいじめられて当然なら、自分もいじめられても仕方ない、と。

　突とつ然ぜんの告白に、教室中が驚きよう愕がくしていた。

　そんななか、僕はひとり、感動していた。

　悪者に立ち向かう正義の味方とは、丸岡君のような存在をいうのかもしれない。

　僕は周囲に流されやすい性格だった。自分の意見を主張して、周囲に否定されるのが怖こわかった。だから、四人で遊んでいるときも、いつも他ほかのメンバーに流されていた。みんなで万引きをすると決めたときも心の中ではやりたくないと思っていた。だけど、「良くないからやめよう」と主張して、他の三人に嫌きらわれたくなかった。

　結局、流されて万引きを重ねた。でも、自分一人の《肩かた慣ならし》では万引きしないことで、僕は自分に言い訳していたのだ。そんな臆おく病びようでズルイ自分が嫌いやになる。

　本当は最初から、「万引きは良くないからやめよう」と、三人を止めるべきだったのだ。

　気づくのが遅おそかったけれど、まだ間に合うだろうか。

　僕は、そっと立ち上がった。

「実は、僕も万引きしてました。サトウ君だけが悪者じゃない。ごめんなさい」

　言ってしまった。

　クラスメイトの視線が怖こわい。

　勝手なことはするなと言われていたのに。

　ルールを破って、クラスメイトに僕たちの秘密をバラしてしまった。

　僕は頭を下げながら、きっとルイたちは怒おこっているだろうなと思った。

　もう秘密基地には入れてもらえないかもしれないと思った。

　でも、それは僕の思い違ちがいだったらしい。

　突とつ然ぜん、「なに、一人でカッコつけてるんだよ」と、ノブに頭をクシャクシャにされた。

　驚おどろいて顔を上げると、「そうだぞ、カズのくせに」と、隣となりでキーちゃんも笑っていた。

　ルイは呆あきれたようにタメ息をついていた。「いつも慎しん重ちようなのに、大だい胆たんなことを」

　そして、三人もみんなの前で万引きの件を告白して、サトウ君に頭を下げた。

　結局、サトウ君がカレーをぶちまけた責任が誰だれにあるのかは分からなかったけれど、そんなことはもうどうでも良かった。

　おそらく、もうサトウ君がいじめられることはない。

　事件は、いつのまにか収束していた。

　クラスの風向きが変わって、暴君だったタケシも気き後おくれしたのかもしれない。

　最後は、タケシまでがサトウ君に謝罪したのだった。




　クラスの雰ふん囲い気きが落ち着いたあと、僕はリサに感謝を述べた。

「ありがとう。リサのアドバイスのおかげで、僕は勇気が持てたんだ」

　すると、いつも温和なリサに睨にらまれた。

「万引きとか、サイテー」

　そう言い残して、彼女は教室を出ていってしまった。

　なんとなく誉ほめてもらえるような気がしていたけれど、冷静に考えてみれば、そんなことはありえない。彼女はヒーローを崇すう拝はいしているのだから、軽けい蔑べつされても仕方なかった。万引きをした僕が悪いのだ。

　次の時間から、リサは僕と口を利きいてくれなくなった。

　罪を告白したことを後こう悔かいはしていなかったけど、なんだかとても残念だった。










　その日の放課後、秘密基地に行ってから、僕は三人にあらためて謝った。

「みんな、勝手に秘密をバラしちゃってゴメン」

　すると、円になって雑談していた三人は、話をやめて一いつ斉せいに僕の顔を見た。

「なんだよ、あらたまって。別に気にしてねーよ」

　ノブが少し照れくさそうに鼻をかいている。

　隣となりに座るキーちゃんが「めっちゃ、驚おどろいたけどな」と付け加えた。

　二人に言われて少し気がラクになったけど、ルイの反応が気になった。

　恐おそる恐る顔を上げると、真正面に座るルイが静かに頷うなずいた。

「まあ、結果オーライだ。サトウの件も片付いたし、もう万引きする理由もない」

　それを聞いて、僕はホッとした。ルールを破ったせいで、もう仲間に入れてもらえないんじゃないかとビビっていたのだ。

　それから、僕たちは今後のことについて話し合った。

　クラスメイトの前で謝罪したからといって、万引きの罪が消えるわけじゃない。

　かなり悩なやんだ末に、僕たちは万引きした店に謝りに行くことに決めた。幸いと言うべきか、これまで万引きした商品と店てん舗ぽについては、全すべて一冊さつのノートにまとめてあった。

「これが、こんなカタチで役に立つとはな」

　キーちゃんがノートを眺ながめている。本来は、得点を計算するためのものだった。
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　結局、メモを送りつけてきた人物については何も分からなかった。四人で犯人候補の名前を挙げたけれど、どれもしっくりこなかった。でも、もう万引きの件は秘密ではなくなったし、怯おびえる必要はない。とりあえず、《犯人探し》は後回しに決まった。

　話し合いが終わる頃ころに、僕は一つ提案した。

「お店に謝りに行く前に一つ、やりたいことがあるんだけど……」

「なに？」

「前に話した本屋の《万引き犯》を捕つかまえたいんだ」

　僕が提案すると、三人は一いつ瞬しゆん止まった。予想外の話だったのかもしれない。

　でもすぐに、ノブが「面おも白しろそうじゃん」と食い付いた。

「なあ、やろうぜ」

　ノブに誘さそわれて、ルイは「俺は構わないけど」と短く答えた。

　残ったキーちゃんは、僕に質問を一つ投げかけた。

「そのお姉さん、可か愛わいいの？」

「え、あっ、可愛いっていうか、綺き麗れいかな」

　僕が答えると、キーちゃんは満足気にニコッと笑った。

「じゃ、やる。犯人を捕まえて、お姉さんのハートをゲットする」

「なんだよ、まだ諦あきらめてなかったのか？」

「当たり前じゃん。一万点をゲットして、個人戦の優勝は俺がもらう！」

　キーちゃんの宣言を聞いて、僕は「そうだった」と思い出した。

　いろいろなことがあり過ぎて、個人戦のことはスッカリ忘れていたのだ。でも、今回の件で三人との絆きずなを感じられたから、仲間うちでの順位なんて、もうどうでも良かった。万引き犯を捕まえて、お姉さんを助けられれば、それで充じゆう分ぶんだと思った。

　どうやらノブも興味がないらしく、さらりと話題を変えた。

「てか、本屋で万引きするなんて許せねー。俺は一回もしなかったぜ」

「さすが、オタクの鏡」

　キーちゃんがお約束の茶ちや々ちやを入れると、ノブがすかさず否定した。

「いや、オタクは関係ないだろ。てか、オタクじゃねーから」




　秘密基地での作戦会議を終えて、僕たち四人は駅前の本屋にやってきた。

　もちろん、お姉さんを苦しめる《万引き犯》を捕まえるためだ。連日のように商品がなくなっていると話していたから、おそらく犯人は今日も現れるだろう。

「みんな、準備はいいか？」

　イヤホンからルイの声が聞こえてくる。他ほかの三人は「ＯＫ」と短く答えた。

　すでに、四人とも自分の持ち場についていた。

　ルイ、ノブ、キーちゃんの三人は、店の中に潜せん入にゆうして周囲に目を光らせている。

　一方、僕はひとり店の外で待機していた。店の中へと入っていく客の情報を店内の三人に伝える役目と、万一犯人が逃とう走そうした場合に自転車で追いかける役目だ。

　いつも通り一番地味な役回りだけど、今回はそれも仕方がない。

　僕は万引き容疑の件で、店員のお姉さんに顔を覚えられている可能性が高いからだ。店内をウロウロしていて、声をかけられたら作戦が台無しになってしまう。

　すると、駅のほうから客がやってきた。

　僕はマイクを通じて、店内の三人に呼びかけた。

「女子高生の二人組が入るよ。茶ちや髪ぱつでチャラチャラした感じ」

「分かった、とりあえずノブが様子を見てくれ」

　司令塔であるルイの指示に、ノブが「了りよう解かい」と短く答えた。

　それから何人かの客が出入りしたが、特に怪あやしい人物は現れなかった。

　今店内には、書しよ籍せきコーナーに紙かみ袋ぶくろを持ったお年寄りが一人いるだけだった。

　今のところ、この人物に怪しい動きはない。

　そもそも、僕たちは犯人について何も情報を持っていないのだ。

　単独犯かもしれないし、僕たちのようにチームで動いているのかもしれない。

　学生かもしれないし、主婦かもしれないし、お年寄りかもしれない。

　この前、この店で万引き容疑を掛かけられたときに、隣となりのクラスのタケウチ君が怪しい動きをした高校生について話していたが、それもどこまで信用できるか分からない。それに、万引き犯とは関係ないかもしれないのだ。

　束つかの間ま、客の出入りが落ち着いた。

　イヤホンから、店内にいるキーちゃんの声が聞こえてくる。

「それにしても、お姉さん綺き麗れいだな。犯人を捕つかまえて、いいところを見せないと」

「まだ、言ってるのかよ」ノブが呆あきれている。

「当たり前だろ。個人戦の優勝は俺がもらうんだから」

「好きにしろよ。てか、あの姉ちゃん、誰だれかに似てるんだよな」

「どうせ、アニメのキャラだろ？」

「違ちがうって」

「二人とも、集中しろ」

　ルイに注意されて、二人は渋しぶ々しぶ黙だまった。

　そのとき、男子高校生が店に入るのが見えた。僕は慌あわてて報告する。

「茶髪の高校生が一人、店に入るよ」

「了解」

　結局、ルイの指示で、その高校生はノブが様子を見ることになった。

　僕には店内の様子が見えないので、イヤホンからの情報に集中する。

　すると、ノブが「コイツ、怪あやしいかも」と呟つぶやいた。

「店に入ってから、商品じゃなく周りばかり気にしてる感じ」

　確かにそれは怪しい。ノブはもともと勘かんがいいし、これまで万引きをしていたからこそ分かる違い和わ感があるのかもしれない。僕はゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「分かった、目を離はなすな」

　ルイの指示を受けて、ノブは「了りよう解かい」と答える。

　しばらく無言が続いた。

　イヤホンから、緊きん張ちようが伝わってくる。

　どれくらいの時間が経たっただろうか。感覚が曖あい昧まいになってくる。

　時計を確かく認にんしようとしたとき、イヤホンにノブの興奮した声が入った。

「入れた、入れたぞ」

「確かか？」すかさずルイが訊たずねる。

「間ま違ちがいない。さっきまで手に持ってたマンガ本を鞄かばんに入れた」

「分かった。そのまま、目を離すな」

「了解」ノブが答える。

「キーちゃんと俺は、店の外に出て待機する。キーちゃん、先に出てくれ」

　ルイの指示を受けて、キーちゃんは「ラジャ」と短く答えた。

「カズ、もし犯人が逃とう走そうしたら自転車で追いかけろ。俺たちもすぐに後を追う」

　イヤホンから自分への指示が聞こえてきて、僕は「分かった」と頷うなずいた。

　それにしても、本当に万引き犯を見つけられるなんて、と僕は興奮していた。

　その直後、店の出で入いり口ぐちからキーちゃんが現れた。続いて、ルイも出てくる。

　僕は道路を挟はさんで少し離れた場所で待機していた。二人に駆かけ寄ることはしない。

　道路の向こう側がわにいるルイと目が合った。僕は「大だい丈じよう夫ぶ」と頷いた。

　ここからが勝負だ。

　ルイとキーちゃんの二人は、出入口の左右に待機する。店から出てきた犯人を確保するためだ。相手が高校生でも、三人で囲めば足止めくらいは出来るはずだ。

「いいか、声をかけるのは店を出てからだ。早まるなよ」

　ルイが注意すると、店の中のノブが「分かってるって」と返した。

　──万引き犯が店を出るまでは、絶対に声をかけてはいけない。

　これは、秘密基地での作戦会議でルイが何度も言っていた。店内で万引きを問い詰つめても、「会計するつもりだった」と言い逃のがれされてしまうからだ。

　犯人はすぐに出てくるだろうか。分からない。ただ、すでに本を鞄に入れたなら、もう店に用はないはずだ。犯人も長居はしたくないだろう。

　でも、なかなかノブからの連れん絡らくは入らなかった。時間が経たつのが遅おそく感じる。

　心臓の音が、耳のすぐ隣となりで鳴っているような感覚がする。緊きん張ちようしているのだ。

　すると、ようやく状じよう況きようが動いた。

「犯人が店を出るぞ。たぶん。準備してくれ」

　イヤホンから、ノブの報告が入る。

　その二十秒後、例の茶ちや髪ぱつの高校生が出てきた──万引き成立だ。

　僕は道路を挟はさんだ向かい側がわで、自転車のハンドルを握にぎり締しめる。

　遅おくれて出てきたノブが、高校生の後ろから声をかける。

「あんた、万引きしただろ」

「あっ？」

　高校生が振ふり返るのが見える。

　すかさず、ルイとキーちゃんが左右から高校生を包囲した。

「なんだ、お前ら？」

　マイクの性能が良いからか、イヤホンから高校生の声も聞こえてきた。

「俺、あんたが万引きしてたのを目もく撃げきしたぜ」

「テキトーなこと言ってるんじゃねぇよ、マジでボコるぞ」

　高校生が凄すご味みを利きかせる。僕は離はなれているのに、ひとり縮み上がった。

　ノブも黙だまったが、ルイは引かなかった。

「ボコれるものならボコってみれば？　あんた、退学になるよ」

「け、ガキが調子に乗りやがって。構ってられねぇわ、どけ」

　高校生が三人を無視して、無理やり包囲網もうを突とつ破ぱしようとする。

「そうはさせるか」

　キーちゃんが、高校生の足にタックルをかます。

　すかさず、ルイもノブも高校生に飛びかかった。

　相手は堪たままらず体勢を崩くずして地面に手をついた。

「てめぇら、何するんだよ」

　そこで、四人の中で一番声の大きいキーちゃんが叫さけんだ。

「この人、万引き犯です。誰だれか！」

　通行人が何事かと、キーちゃんたちのほうを遠巻きに眺ながめていた。

「バカ、黙れ」

　高校生が慌あわてて、キーちゃんを小こ突づく。

　そのとき、店の中から、騒さわぎを聞きつけた店員のお姉さんが現れた。

　小学生三人が、茶髪の高校生を押さえこんでいる様子を見て驚おどろいている。

「あの、どうかしましたか？」

　すると、キーちゃんがここぞとばかりにアピールした。

「この人、本を万引きしてたんです。だから、僕が捕つかまえました」

「正確には俺たちが、だけどな」と、隣となりでノブが呆あきれている。

「えっ、万引きってホント？」

「本当です。この人の鞄かばんの中に会計前の本があるはずです」

　ルイが冷静に言うと、ようやくお姉さんは状じよう況きようが飲み込めたらしい。

「分かった。じゃ、ここじゃ目立つから中で話しましょう。いいですか？」

　お姉さんが、立ち上がる茶ちや髪ぱつの高校生に声をかける。

　すると、それまで黙だまっていた高校生も、どうやら観念したようだった。

「分かったよ。ついていけばいいんだろ、クソが」

　高校生は肩かたを落として、お姉さんに連れられて店の中へと入っていった。

　道路の向こう側がわにいるルイが、僕のほうを見て言った。

「最後まで見届けよう。カズも早く来いよ」

「分かった」

　僕はイヤホンを外して、自転車の鍵かぎを抜ぬくと、本屋のほうへ駆かけ出した。

　やった、万引き犯を捕まえた。結局、僕の出番はなかったけれど嬉うれしかった。

　店の前では、キーちゃんとノブが親指を立てて待っていた。

　本屋のレジの裏には、狭せまい事務所スペースがあった。

　ドアがあるわけでなく、本ほん棚だなのフロアから覗のぞきこめるようになっている。

　そこで、茶髪の高校生は椅い子すに座らされて、ふてくされていた。

　灰色のテーブルを挟はさんだ反対側には、店員のお姉さんが真しん剣けんな顔で座っている。

　僕たち四人は壁かべ側のパイプ椅子に、横一列に並んで座っていた。

「じゃ、話を聞かせてもらうわね。あら、きみは……」

　本題に入る前に、お姉さんが僕の顔を見て驚おどろいている。

　どうやら、僕のことを覚えてくれていたらしい。なんだか照れくさかった。

「この前の話が忘れられなくて、なんとか万引き犯を捕まえたいと思ったんです」

「そうだったの、ありがとう。じゃ、さっそく話を聞かせてもらうわね」

　お姉さんに促うながされて、代表してルイが万引きの状じよう況きようについて説明した。

「話は分かったわ。じゃ、鞄の中を見せてくれる？」

　お姉さんが高校生に話しかけたが、茶髪男はふてくされて無視を決め込んでいる。

「ねえ、盗とった物があるなら、今のうちに出してくれる？」

　もう一度言われて、茶髪男は「好きにしろよ」と投げやりに鞄を机に放ほうり出した。

「分かった。見させてもらうわね」

　お姉さんがゆっくりとした動作で鞄を手に取る。そして、中を見た。

　事務所内には、お姉さんが鞄かばんの中を調べる音と、茶ちや髪ぱつ男がガムを嚙かむ音だけが響ひびいた。

　次し第だいにお姉さんが表情を曇くもらせた。一体、どうしたのだろう。

　お姉さんは、とても言いづらそうに口を開いた。

「鞄の中に、ウチの本はないわね」

　え？

　一いつ瞬しゆん、意味が分からなかった。

　次に言葉を発したのは、万引きを目もく撃げきしていたノブだった。

「そんなわけないって、もっとちゃんと見てくれよ」

「本当に見たんだよね？」キーちゃんが不安そうな顔をしている。

「見たって。なんだよ、俺のこと疑ってるのかよ」

「そうじゃないけど」

「やめろ、二人とも。こんなとこで」

　いつも冷静なルイが、珍めずらしく感情を表に出している。

　すると、お姉さんが鞄の中をこちらに見せた。「ほら、ないでしょ」

　鞄の中には、ペンケースとノートが二冊さつだけ。

　ノブが見たというマンガ本が入っていないことは明らかだった。

　どうして、こんなことになってしまったのだろう？

「誰だれでも間ま違ちがいはあるわ。きみたち、このお兄さんに謝りましょう」

　お姉さんは少し困った顔をしている。

　こんな顔をさせたかったわけじゃないのに。

　どうして、こんなことになってしまったのだろう？

「謝ろう、俺たちのミスだ」

　冷静さを取り戻もどしたルイが言ったが、ノブは納なつ得とくしなかった。

「俺、本当に見たんだって。なあ、信じてくれよ」

「分かってる。でも、証しよう拠こがなければ、謝るしかない」

　選せん択たく肢しがないことを告げられて、興奮していたノブも渋しぶ々しぶ納得した。

「……疑ってしまって、すみませんでした。ごめんなさい」

　ルイが代表して謝罪を述べた後、全員で頭を下げた。

「ごめんなさい」

　すると、目の前に座る茶髪高校生が、いきなり笑い始めた。

「おいおい、お前らまさか、それで済まそうってわけじゃないよな？」

「何を言ってるの？」お姉さんが戸と惑まどっている。

　すると突とつ然ぜん、事務所スペースに、二人の高校生が入ってきた。

　金髪頭と鼻ピアス。そのガラの悪さに僕たちは言葉を失った。

　そして金きん髪ぱつのほうが、目の前に座る茶ちや髪ぱつ高校生に話しかけた。

「ケンちゃん、こんなとこで何してるの？」

　ケンちゃんと呼ばれた茶髪男は、芝しば居いがかった口調で答えた。

「いや、万引き犯に疑われちゃってさー、心に傷を負ったところだよ」

「マジかよ、それは大変だな」

　もう一人の鼻ピアスが、オーバーに同情してみせる。

「しかも、タックル喰くらって、足も折れちゃったみたいでさ」

「ヤバイじゃん、慰い謝しや料もらわなきゃ。百万円だな」

「ワオッ、小学生に払はらえるかな？」

「まあ、親がなんとかしてくれるだろ」

　目の前で繰くり広げられるやり取りに、僕たちは呆あつ気けにとられていた。

　でも、いくら勘かんの悪い僕でも、何かがおかしいのがわかる。

　この人たちは、最初からこれが目的だったのだ。

「あなたたち、悪い冗じよう談だんはやめて」

　お姉さんは、恐きよう怖ふからか今にも泣きそうな顔をしている。

　すると、茶髪男がお姉さんのほうを睨にらんだ。

「別に、店が慰謝料を払ってくれるっていうなら、全然いいんだけどさ」

「お姉さん綺き麗れいだから、カラダで払ってくれてもいいよ」

　鼻ピアスが言うと、金髪頭が「それ最高！」と下品な笑いを浮かべていた。

「やめてください。いい加減にしないと、警察を呼びますよ」

　お姉さんが忠告したが、高校生三人は全く気にしていないようだった。

「好きにすれば？」

「警察を呼んでもいいけど、一体、俺たちが何したっていうの？」

「そうだぜ、万引き犯に疑われて、怪け我がさせられて、被ひ害がい者はこっちだぜ」

　悔くやしいけれど、確かに相手の言う通りかもしれない。

　お姉さんは黙だまってしまったが、ノブが高校生に嚙かみついた。

「俺は鞄かばんに本を入れるところを見たんだ。間ま違ちがいない。あんたらが、わざと疑われるようなことしたんだから、こんなの無効だぜ」

　すると、茶髪男がノブのことを睨にらみつけた。

「ほう、まだ俺のことを侮ぶ辱じよくするのかよ。証しよう拠こがあって言ってるんだよな？」

「それは……」ノブは口ごもる。

　証拠がなければ、僕たちに勝ち目はない。

　それは、さっきルイに言われて分かっていたはずなのに。

　でも、僕たちに必要な証拠って、何を指すのだろうか？

　そこで、僕の頭にあることが浮かんだ。

　もしかしたら──証しよう拠こが見つかるかも。

　もしそうなら、急がなければならない。

　僕はすくっと立ち上がり、一いち目もく散さんに事務所を飛び出した。

「おい、待てよ」

　誰だれかの怒ど鳴なり声が背中にぶつかる。あの声は鼻ピアスだろうか？

　事務所を飛び出した僕は、レジの脇わきを通って、本ほん棚だなの並ぶフロアへと出る。

　そして、本棚のあいだを一列一列確かめた。が、目当ての人物は見当たらない。

　ノブが見たというマンガ本がどこに消えてしまったのか、ずっと不思議だった。

　でも、謎なぞは解けた。きっと茶ちや髪ぱつ男は一度鞄かばんに入れた本を、どこかに隠かくしたのだ。

　それは──さっきまで書しよ籍せきコーナーにいたお年寄りが持っていた紙かみ袋ぶくろの中に違ちがいない。

　そう、僕が探していたのは、そのお爺じいさんだったのだ。

　根拠はあった。そう考えれば、もう一つ謎が解けるのだ。

　先日、僕の手さげ袋の中にマンガ本を入れた犯人について。

　きっとあれも、今回の高校生たちの仕し業わざだったに違いない。

　なんのために？　店員にわざと万引きを疑わせるために。

　あのときは、たまたま僕が呼び止められたせいで、失敗に終わっただけなのだ。

　そういえば、タケウチ君も「犯人は高校生」だと証言していたことを思い出す。

　考えれば考えるほど、僕の考えは正しいような気がした。

　でも、店内にあのお爺さんは見当たらない。

　もう、店を出てしまったのだろうか？

　外に出てしまっていたら見つけられないかもしれない。でも、考えている暇ひまはない。

　僕は全速力で店を飛び出そうとしたが、そこで──

「きゃっ」

　思いっきり、誰かにぶつかってしまった。

　派手に転ぶ。慌あわてて起き上がろうとすると、「カズ？」と声をかけられた。

　目の前には、クラスメイトのリサが僕と同じように転んでいた。

　物語好きのリサのことだから、本を買いに来たのかもしれない。

　でも、今は彼女に構っている時間はなかった。

「ゴメン、ぶつかって」

　そう言い残して、僕は道路へと飛び出した。

　すぐに左右を確かく認にんする。奇き跡せきだ。遠くにあのお年寄りを見つけた。

　僕は自転車の鍵かぎを解除して、お爺さんの後を追いかけた。




　事務所に戻もどったとき、中の状じよう況きようは少し変わっていた。

　まず、ルイ、ノブ、キーちゃんの三人が床ゆかに正座させられていた。

　中央の椅い子すでは、お姉さんが涙なみだを流している。心が痛んだ。

　そして、なぜかその隣となりにリサが座っていた。意味が分からない。

　意味が分からなかったが、その理由を知る前に茶ちや髪ぱつ男に絡からまれた。

「なんだ、戻ってきたのかよ。まず、お前も正座だな」

「誰だれだよ、後ろのジジイ」鼻ピアスが言う。

「もしかして、おじいちゃんが百万円払はらってくれるのかな？」

　声をかけられたお爺じいさんは、しゃがれた声で言った。

「ワシの紙かみ袋ぶくろにマンガ本が入ってたんだが、お前らの仕し業わざか？」

　茶髪男が少し動どう揺ようした表情で言った。

「知らねーよ、ジジイには関係ねぇだろ。引っ込んでろよ」

「本当に関係ないといいがな」

　お爺さんの言葉に、鼻ピアスが片かた眉まゆを上げる。「おい、どういう意味だよ」

「いや、ワシは元警察官だからな」

「えっ、警察官？」

　高校生の不良三人組は、目に見えてうろたえていた。

　お爺さんは構わずに言った。

「引退しても、事件の話は耳に入ってきててな。最近この辺で、万引き犯だと疑われたってイチャモンつけて小こ遣づかいをせびる輩やからがいるって噂うわさを聞くんだが」

　そこで一度言葉を切ると、お爺さんは三人を睨にらみつけた。

「最初は普ふ通つうに万引きを重ねて、店員の警けい戒かい心しんが強まり始めたところで罠わなにはめる。その《当たり屋》みたいな犯罪者って、お前らじゃないのか？」

　どうやら、図ず星ぼしだったらしい。形勢が逆転して高校生は小さくなっていた。

　お爺さんが「あとはワシの仕事だ」と言って、僕たちは事務所を追い出された。




　本屋を出て、最初に言葉を発したのはノブだった。

「マジで焦あせったぜ。死ぬかと思った」

「ホントだよ。てか、カズは逃にげたんだと思った。疑ってゴメンな」

　キーちゃんが、僕の背中をポンポンと叩たたいた。

　珍しくルイもそれに乗っかって、僕の肩かたを軽くポンと叩いた。

「カズのおかげで命拾いした。あの爺さんが警察官だって知ってたのか？」

「いや、それは、本当にたまたまで……」

　あのお爺さんに追いついて、事情を話して初めて元警察官だと知ったのだ。

　僕は消えた本を見つけるのに夢中で、その先のことなど何も考えていなかった。

　本当に運がよかった。お爺じいさんが元警察官でなくて、あの高校生三人組の悪行も知らなかったらと思うと、背筋が寒くなる。僕はツイてただけなのだ。

「それにしても、ここがリサのウチの本屋だったなんてな」

　ノブの言葉を聞いて、リサが事務所にいた理由がようやく分かった。

　物語が好きだとは知っていたけど、まさか本屋の娘むすめだったとは知らなかった。

　そこで、ひとつ合が点てんがいく。万引きに苦しむ本屋の娘だったから、僕が万引きをしていたと知って怒おこったのだ。口を利きいてくれなくなったのも頷うなずける。

　そこで、ノブが「ああ、そうか」と手をポンと叩たたいた。

「あの姉ちゃん、誰だれかに似てると思ったら、リサだ。姉妹なら似てるわけだよ」

「えっ、ということは、リサもあのお姉さんみたいに美人になるのか？」

　キーちゃんが驚おどろいていた。そして何を思ったのか「ありだな」と呟つぶやいた。

　隣となりにいたノブが「何が『ありだな』だよ」と呆あきれた調子で言う。

「お前は、姉のほうのハートをゲットするんじゃなかったのかよ」

「そうだった、あとで俺に惚ほれたか聞いてこなきゃ」

　すると、いつのまにか店から出てきていたリサが言った。

「お姉ちゃん、彼氏いるよ」

「わっ、聞いてたのかよ」キーちゃんは驚きの声を上げる。

　そして「てか、彼氏いるのかよー」と本気で落ち込んでいた。

　その様子がおかしくて、みんなでひとしきり笑ったあと、リサが僕に言った。

「ありがとう。お姉ちゃんから聞いたよ。カズのおかげで助かったって」

　一体、何をどう聞いたのだろう？

　でも、きっとそれは間ま違ちがっている。だから、やんわりと否定する。

「僕は何もしてないよ。ただ運が良かっただけ」

「もう照れちゃって」

　なんで、僕が照れなければいけないのだろう。

「でも、そうならそうと、最初から言ってくれればいいのに」

「なにが？」

「もう、とぼけちゃって。ウチの本屋を助けるために頑がん張ばってくれたんでしょ？」

「……うん、まあ、そうだけど」

　なにか誤解されているような気がしないでもなかったが、間違ってはいない。

　正確には、リサのお姉さんを助けたいという気持ちが大きかったのだけれど。

「私、鈍どん感かんでゴメンね。せっかくカズが勇気を出してサインを出してくれてたのに」

「えっ、なんの話？」

「もう男らしくないわね。ここまで来て私に言わせるの？」

　僕は首を傾かしげる。さっきから、リサはなんの話をしているのだろう？

　すると、なぜかリサは顔を真っ赤にして、早口で言った。

「だから、悪者を退治したカズは、最高にヒーローみたいだったって言ってるの」

　リサが頰ほおを赤らめている理由は分からなかったけど、なんとなく気持ちは伝わってきた。

　万引き犯を捕つかまえるのに役立ったから、感謝してくれているのだろう。

「ありがとう。仲直りできて、僕も嬉うれしいよ」

　すると、リサは満面の笑え顔がおで「うん」と頷うなずいた。

　そして「じゃ学校でね」と言って、そそくさと店に入ってしまった。

　隣となりで話を聞いていたルイが、ニヤリと笑いながら言った。

「結局、俺たちの《個人戦》はカズの逆転勝利みたいだな」

「は？　なに言ってるんだよ」ノブが首を傾げた。

「そうだよ、確かにカズのおかげで助かったけど、それとこれとは別の話だろ」

　キーちゃんも不思議そうな顔をしている。

　僕も意味が分からず、ポカンとしていた。

　すると、ルイが呆あきれたように言った。

「ま、本人も気づいてないみたいだし、俺の優勝ってことでいいか」

　それを聞いて、ノブが吹ふき出した。

「なんだよ、ホント、ルイはたまに訳わかんねーこと言うよな」

「ホントだよな。あれだ、ルイはルパンの中だと五ご右衛え門もんだ」

「なんでだよ」

　ルイが聞き返すと、キーちゃんが短い人差し指を立てて言った。

「ほら、『また、つまらんことを言ってしまった』ってね」

「くっだらねー。お前もルイのギャグセンス、笑えないぞ」

　ノブが吹き出しながら、キーちゃんのぽよっとしたお腹なかを小こ突づいた。

　僕たち四人は、大いに笑った。




　でも、悪者を退治したからといって、僕たちの罪が消えるわけじゃない。

　僕たちは自分たちのしたことを反省して、万引きした店に謝りに行く。

　そして一つだけ、最後まで分からなかった謎なぞがあった。

　あのメモは一体、誰だれが送ってきたのだろうか？
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　万引きの罪つみをクラスメイトの前で告白したルイ君に、ある日、廊ろう下かで話しかけられた。

「なあ、俺たちのところに変なメモを送ったの、お前か？」

「えっ？」

　僕は驚おどろいた。ルイ君に話しかけられたことにも、その話題にも。

　もしカタカナで書かれたメモのことだとしたら、その送り主はアキのはずだ。

　アキは、ルイ君たちのグループにも、あの不気味なメモを送っていたのだろうか？

　とりあえず、僕は知らないふりをした。

「メモって、なんの話？」

　すると、ルイ君は真相を探さぐるように僕の目をじっと見つめたが、やがて目をそらした。

「いや、違ちがうならいいんだ。もう解決したしな。忘れてくれ」

　そう言って、ルイ君はさっさとどこかへ行ってしまった。

　僕はひとり廊下に取り残される。

　今のは、なんだったんだろう？

　ルイ君たちのところにも、あのメモが届いていたのだろうか？

　教室へ戻もどる途と中ちゆう、「もしかしたら──」と、ある考えが頭に浮かんだ。

　そういえば、僕やアベ君がクラスメイトの前で自分たちの罪を告白した後、自分の秘密を告白するクラスメイトが次々と現れたのを思い出したのだ。

　あのときは《出来過ぎた展開》だと不思議に思ったけれど、もしかしたら他ほかのクラスメイトのところにも、不気味なメモが届いていたのかもしれない。だからあのとき、みんなの前で自分の罪を告白する気になったのではないだろうか。

　足早に教室に戻ってから、さっそくアキに訊きいてみる。

「ねぇ、僕やアベ君のところ以外にも、カタカナのメモを送ってたの？」

　すると、「さあね」と、あっさりはぐらかされてしまった。

　これは、肯こう定ていということなのだろうか？




　あの暴君・タケシが謝罪した日から、クラスの事情が少し変わった。

　サトウ君はもう、いじめられたり、邪じや険けんに扱あつかわれたりすることはなくなった。

　最近は、ルイ君、ノブ君、キタ君、カズ君の仲良し四人組に加わって、五人で行動しているのをよく目にする。温和なカズ君が声をかけてグループに誘さそったらしい。

　サトウ君の机にゲームソフトや妖よう気き王おうカードを忍しのばせていたのは、ルイ君たちだったのだ。

　一方、タケシはというとおとなしくしている。一いつ切さい暴力をふるわなくなったことで、マツダ君やハセ君など他の男子からの信しん頼らいも少しずつ回復しているみたいだ。

　例の《恋の秘密》は健在なようで、たまに廊下ですれ違うときに「バラしたら殴なぐるからな」と脅おどされる。でも、タケシの秘密を知っているからか、前ほど怖こわくはなくなった。

　そもそも、タケシの好きな女子であるリサは、最近、なんだかカズ君と良い雰ふん囲い気きなのだ。何があったのか知らないけど、リサのほうがカズ君に対して好意を寄せているように感じる。二人でいるところを、よく「夫ふう婦ふ、夫婦」と冷やかされていた。その様子を目まの当あたりにしたタケシは、人知れず落ち込んでいた。あの暴君も《恋》の前には無力だったらしい。

　僕は同情しながら、タケシの秘密を律りち儀ぎに守っているのだった。

　アベ君とは、あれからよく話すようになった。僕は仲の良い友達だと思っている。アベ君もそう思っていてくれると嬉うれしいのだけど。あと、アベ君は塾じゆくを辞やめた。「漫まん画が家を目指すから勉強は程ほど々ほどにする」と宣言して、教育熱心なお母さんと喧けん嘩かになったらしい。でも、最後はアベ君の粘ねばり勝ちだった。最近は、絵の練習ばかりしているようだ。なんだか、カッコイイ。

　そして、事件の後に一番状じよう況きようが変わったのはアキだった。

　それまでクラスの女子にハブられていたのに、タケシに勇ゆう敢かんに立ち向かったことで女子の信しん頼らいを獲かく得とくしたらしい。事件の後には、多くの女子がアキのところに謝りに来ていた。今では、六年一組の《ジャンヌ・ダルク》として称たたえられている。

　リストバンドの件でわだかまりがあったリーダー格の女子とも和解していた。

「そのリストバンド、よっぽど大切なものだったんだね。意地悪してゴメンね」

　結局、リーダー格の女子が謝罪することで丸く収まった。

　でも、女子との壁かべが取とっ払ぱらわれても、アキは女子とは一いつ切さい群れなかった。

　事件の翌日から、アキは僕のウチにちょくちょく遊びに来るようになった。

　一度だけ、「なんで女子と遊ばないの？」と訊たずねたことがある。

　すると、アキは「自分のこと、あまり人に知られたくないから」と答えた。

　僕は「ふうん」と頷うなずいて、二度とその話題に触ふれなかった。

　でも、アキの言葉の意味はすぐに分かった。

　その数日後、クラスの女子を中心にある噂うわさが流れたのだ。

「アキちゃんのウチ、お父さんいないらしいよ。可か哀わいそうだよね」

「毎日つけているリストバンドは、お父さんの形かた見みなんだってー」

「ねえ、アキちゃん、本当なの？」

　この噂をアキは否定も肯こう定ていもしなかった。

　女子たちには、悪気があったわけではないと思う。心からアキに同情していた。

　でもきっと、アキには触ふれられたくない事実だったのだろう。

　僕には、彼女が傷ついているように見えた。

　女子軍団もそんな空気を感じ取ったのか、一定の距きよ離りを保つようになった。

　別にハブにするわけじゃない。必要以上にまとわりつかなくなっただけだ。

　その結果、なぜか僕だけがアキと過ごす時間が多くなったのだった。




　七月に突とつ入にゆうして、徐じよ々じよに気温が上がっている。

　アキが転校してきてから、すでに二ヶ月が経たっていた。

「このマンガ、面おも白しろいね。五巻取って」

　ベッドに座っているアキに言われて、僕は本ほん棚だなから五巻を抜ぬき出した。

「はい」

「ありがと」

　アキはマンガを受け取ると、またベッドに寝ねそべって読み始めた。

　その横顔に思わず見とれてしまう。が、すぐに頭を振ふって、我に返った。

　冷静を装よそおっていたけれど、この状じよう況きようにはまだ慣れないのだ。

　まさか、自分の部屋にクラスメイト──しかも女子が遊びに来るなんて。




「今日も、ラーメン食べてくでしょ？」

　僕は、マンガに夢中になっているアキに声をかけた。

　アキは起き上がって、「えっ、いつも悪いよ」と遠えん慮りよした。

　でも、ここで引き下がってはダメだ。僕は粘ねばった。

「ほら、アキがご飯食べてくと、母さんが喜ぶからさ。人助けだと思って」

　僕がオーバーに頼たのみ込むと、アキは微ほほ笑えんでくれた。
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「分かった。ありがたく、ご馳ち走そうになるね」

「うん、じゃ、下におりよう」

　ウチは一階がラーメン屋で二階が居住スペースになっている。

　一階におりていくと、厨ちゆう房ぼうの母さんがアキを見て言った。

「アキちゃん、今ラーメン作るからね。ほら、座って」

「いつも、すみません」アキが申し訳なさそうな顔をする。

「なに、子どもは遠えん慮りよしないの。ほら、座って、座って」

「はい、ありがとうございます」

　僕は母さんの明るい性格に感謝した。

　母さんは相手の都合を考えずに、無理強じいするような人ではない。夕飯を用意してくれるのは、以前、僕がアキの家庭のことをなんとなく説明していたからだ。

　僕は一度だけ、アキの家に行ったことがある。

　いつも僕のウチで遊んでばかりだからと、アキが招待してくれたのだ。

　そのときは、まだアキにウチのラーメンをご馳走する前だった。

　アキの家は古いアパートの二階だった。他人の家に独特のニオイを感じるのは知っていた。でも、温度まで違ちがうというのは初めて知った。自分の家と比べて、どうも冷たい感じがしたのだ。日当たりのせいじゃないと思う。たぶん、人の温ぬくもりが足りていないのだ。

　アキの家には誰だれもいなかった。お母さんは夜遅おそくまで帰ってこないという。

　アキは、お父さんについては何も触ふれなかった。僕もあえて訊きかなかった。

　すると、アキが思い出したように言った。

「そういえばこの前、家の前で担任の岡おか田だ先生に会ったよ」

「へえ、この辺に住んでるのかな？」

「さあ？　ただ、ウチのアパートをじっと眺ながめてたから少し怖こわかった」

「うわっ、それは怖いね」

　僕は思いっきり顔をしかめた。僕はあの先生が苦手だし、嫌きらいなのだ。

　しばらく遊んでから帰る頃ころになって、ふと夕飯について訊いた。

「今日の夕飯、なに食べるの？」

　すると、アキは当たり前のように「醬しよう油ゆごはん、かなー」と答えた。

「醬油ごはん？」

「そう、ごはんに醬油かけて食べるの。結構美お味いしいんだよ」

「へえ、おかずは？」

「お母さんが昨日買い忘れちゃったから、今日は醬油ごはんだけ」

「あっ、そうなんだね」

　僕は動どう揺ようを隠かくすのに必死だった。

　夕食に《醬しよう油ゆごはん》だけというのは、ウチでは考えられなかった。

　ラーメンやチャーハンの残り物ということも多かったけれど、必ずおかずやスープがついて、厨ちゆう房ぼうの父さんと母さんに見守られながら、店のテーブルで食べるのだ。

　ウチでは、母さんがお客さんと話していることが多いし、兄ちゃんが友達を連れてくることも多かったから、僕は賑にぎやかな食しよく卓たくしか知らなかった。

　この冷たい部屋でひとり醬油ごはんを食べるアキは、どんな気持ちなのだろう？

　アキにとっては、それが当たり前だから、何とも思わないのだろうか。

　不意に、僕は泣きたい気持ちになってしまった。堪たまらず、アキに言った。

「なんだか、お腹なか空すいちゃった。僕にも醬油ごはん食べさせてよ」

「えっ？」

「いいでしょ、今度、ウチのラーメンもご馳ち走そうするからさ」

「ホントに？」

　珍めずらしくアキが目を輝かがやかせていた。

「うん、兄ちゃんの友達も、よくウチでご飯食べてくからさ」

「やったー、いつも遊びに行ったときに、美お味いしそうだなぁって思ってたんだよね。そういうことなら、私が美味しい醬油ごはんをご馳走するよ」

　それから一いつ緒しよにご飯を炊たいて、二人で一緒に醬油ごはんを食べた。

　僕が「醬油ごはんを食べたい」とアキにお願いしたのには、二つ理由があった。

　一つは、アキに一人きりで夕飯を食べさせたくなかったから。

　そしてもう一つは、ウチのラーメンをご馳走する口実を作りたかったから。

　きっと、僕がただ「ご馳走する」と言っても、アキは遠えん慮りよするに違ちがいなかった。

　アキは誰だれかに同情されることを一番嫌いやがる。それは、短い付き合いでも分かった。でも、交こう換かん条件ならアキも文句はないのではないかと踏ふんだのだ。

　結局予想は当たって、その翌日、アキはウチのラーメンを食べてくれた。

　一度ご馳走してしまえば、こっちのものだ。母さんが上う手まいことやってくれる。

　こうしてアキは、ウチに遊びに来るたびにご飯を食べていくようになったのだ。二人で醬油ごはんを食べるのも悪くなかったけれど、やっぱり、みんなで食べたほうが美味しい。

　今日も、アキは嬉うれしそうに楽しそうにラーメンを完食してくれた。

　僕はそんなアキを見るのが、堪らなく嬉しかった。




　アキはよくウチにマンガを読みに来た。

　父さんがマンガ好きだから、ウチにはたくさんのマンガがあったのだ。

　あるとき、アキがベッドでマンガを読みながら呟つぶやいたことがある。

「キミのウチは賑やかだし、本がたくさんあるし、いいね」

　僕は返事に困ってしまった。

　そういえば、アキの家には、家族の温かさだけじゃなく、本が一冊さつもなかった。

　思わず、アキがつけているリストバンドを見つめてしまった。

　毎日つけている、お父さんの形見だという噂うわさのリストバンド。

「気になる？」

　いつのまにか、アキが僕の顔をじっと見ていた。

　視線に気づかれていたらしい。僕は「ゴメン」と慌あわてて目をそらした。

「ありがとう」

　突とつ然ぜん、アキに言われて、僕は「なにが？」と答えた。

　すると、少し遅おくれて「何も訊きかないでくれて」と返ってきた。

　僕は何となく頷うなずいた。

　それからしばらく、お互たがい無言だった。

　アキが読んでいたマンガを閉じたから、僕は次の巻を準備しようと腰こしを浮かせる。

　すると突然、アキが言った。「父親がいないって噂は本当だよ」

「えっ？」僕は浮かした腰を下ろす。

　アキは僕のほうを見ないで話を続けた。

「でも、死んだわけじゃない。ウチの親、離り婚こんしたの」

　僕は驚おどろいた顔をしたが、心の中ではそうなんじゃないかと思っていた。アキの家に遊びに行ったときに、どこにもお父さんの写真が飾かざられていなかったからだ。

「無理に話さなくていいよ」

「いいの、なんだか話したい気分だから」

　それからアキは、ぽつり、ぽつり、と喋しやべり始めた。

「別々に住み始めたのは、五年生のとき。あの男が、お酒を飲んで暴れるから」

　アキはそのときのことを思い出しているのか、空中をぼんやり眺ながめていた。

　僕は予想していたよりも重い内容に言葉を失っていた。なにより、アキが実の父親のことを「あの男」と呼んだことから、憎にくしみが伝わってくる。

「転校してきたのも、あの男から逃にげるため。あの男はこの場所、知らないし」

　アキがウチの小学校に来たのに、そんな理由があったなんて知らなかった。

　僕はもっと知りたかったけど、そこでストップすることにした。アキがあまりにもツラそうに話すのを、見ていられなかったからだ。

「もういいよ。ありがとう」

　アキは一いつ瞬しゆんホッとしたような顔をして、「うん」と静かに頷うなずいた。







　ある日、アキが学校を休んだ。

　担任の岡おか田だ先生は何も言っていなかったから、理由は分からない。気になったが、アキも僕もケータイを持っていないので、連れん絡らくは取れなかった。

　アキは次の日も、そのまた次の日も、学校を休んだ。

　最初は「風か邪ぜが長引いているのだろうか？」と考えていたけど、そのうち「アキの身に何かあったんじゃないか？」と思うようになった。

　根こん拠きよはない。ただ、なんとなく嫌いやな予感がしたのだ。

　放課後、職員室に行った。岡田先生に直接、話を聞こうと思ったのだ。

　岡田先生は部屋の隅すみのソファに腰こしを掛かけ、ひとりポツンとお茶をすすっていた。

「先生」

　声をかけると、岡田先生が顔を上げた。

　黒くろ縁ぶち眼鏡の奥に見える目が、僕のほうをじっと眺ながめている。

　先生は顔を上げただけで何も言わない。だから、僕から話を切り出した。

「倉田さんは、どうして休んでるんですか？」

　倉田というのは、アキの名字だ。

　岡田先生はすぐには答えなかった。

　たっぷりと間をとってから、一言「知らん」と言った。

「知らないって、家から連絡とかなかったんですか？」

　僕が訊たずねると、先生は面めん倒どう臭くさそうな顔をする。

「ない。風邪でも引いたんだろう」

「そんな。連絡してないんですか？」

　批判されているように聞こえたのか、岡田先生に睨にらまれた。

「君には関係ない。話は終わりだ。早く帰りなさい」

　岡田先生は話を切り上げると、席を立って行ってしまった。

　僕はソファの前にひとり、取り残された。なにがなんだか、意味が分からない。

　ただ一つ、岡田先生がクラスメイトに嫌きらわれている理由はハッキリした。僕たちのことなんか、どうでもいいと考えているのだ。やはり、あんな大人にだけはなりたくないと思った。




　僕は帰りにアキの家に寄ってみることにした。

　ランドセルを取りに教室に戻もどると、アベ君がまだ残っていた。

「アベ君」

　僕が呼びかけると、アベ君はこっちを見ずに言った。

「なんだよ、今忙いそがしいんだけど」

　手元を見ると、鉛えん筆ぴつで何やらキャラクターを描かいている。

「マンガのキャラ？」

「そう、家に帰る前に下書きだけでも終わらせようと思ってな」

「そっか……」

　俺が黙だまると、アベ君が「で、どうしたんだよ」と言った。

「えっ」

「俺に用があったんだろ？」

「でも、今忙いそがしいって」

「描きながら聞くから、さっさと言えよ」

　ツンケンしているように見えて、アベ君はいつも優やさしい。

　なにをどう説明しようか迷ったが、思っていることをそのまま伝えた。

「アキに何かあったんじゃないかなって」

「何かって、なんだよ？」

　アベ君に訊きかれて、僕は言葉に困ってしまう。

「それは、分からないけど。三日連続で学校を休んでるし」

「どうせ、風か邪ぜだろ。最近、流は行やっているみたいだからな」

「まあ、それならいいんだけど、心配だから帰りに寄ってみようかと思って」

「ふうん、そうか。よろしく伝えてくれよ」

　アベ君はマンガに夢中だった。アベ君は風邪だろうと思っているのだ。

　やっぱり、僕の考え過ぎなのだろうか。

　僕は「じゃ、また明日」と言って、教室を後にした。

　階段を降りて下げ駄た箱ばこのところに行くと、岡おか田だ先生が黙って立っていた。

　先生は僕のことを見つけると、「真っすぐ帰りなさい」と呟つぶやくように言った。

　僕はムッとして、少し乱暴な口調で答えた。

「倉くら田たさんの家に寄って帰りますから。さようなら」

　岡田先生が何かを言おうとしていたが、僕は無視して玄げん関かんを飛び出した。

　少し歩いてから振ふり返ると、先生がじっと僕のほうを眺ながめていた。




　アキの家は線路の向こう側がわにあった。

　僕は歩きながら、「アキは大だい丈じよう夫ぶだろうか？」と考えていた。

　学校に連れん絡らくがなかったからといって、騒さわぐことではないのかもしれない。

　もしかしたら、単純にお母さんが連絡を忘れているということも考えられる。アキのお母さんは朝から夜遅おそくまで働いているのだから、ありえない話ではない。

　でも、そうだった場合、アキは一人で心細い思いをしているに違ちがいない。どうしてもっと早く様子を見に行こうとしなかったのかと、僕は自分を責めた。

　アキの住んでいるアパートに到とう着ちやくした。カンカンカンとかん高い音が響ひびく階段をのぼって、二階の外そと廊ろう下かへと出る。手前から四つ目のドア、「二〇四号室」がアキの家だ。

　もしアキが風か邪ぜを引いているのだとしたら、お母さんも仕事を休んで家にいるかもしれない。お母さんには一度も会ったことがなかったから、一気に緊きん張ちようした。

　ドアの前で深呼吸してから、ブザーを鳴らす。「ブー」と低い音がした。

　しばらく待ったが、中から反応はなかった。

　眠ねむっているのだろうか。もしそうなら、このまま帰ったほうがいいかもしれない。でも、どうしても帰る気になれなかった。顔を見るまで安心できなかったのだ。

　僕は悪いと思いつつも、もう一度ブザーを鳴らした。

　……反応がない。次で最後にしようと思って、ブザーを押そうとした。

　そのとき──ガチャリ、とドアが開いた。

　良かったと思って口元が緩ゆるんだが、次の瞬しゆん間かん、僕の表情は固まってしまった。

　目の前に立っていたのは、坊ぼう主ず頭あたまの厳いかついおじさんだったのだ。

「お前、誰だれだ？」

　おじさんはドスの利きいた声で言った。ぷうんと酒のニオイがする。よく見れば、顔も赤い。

　おじさんは僕に向かってもう一度、「お前、誰だ？」と訊きいてきた。

　僕は混乱と恐きよう怖ふで、思考が完全にストップしていた。

　言葉は出ないが頭の中で疑問が溢あふれ出ている──あなたこそ、誰ですか？

　すると、おじさんはイライラしたようにドアを叩たたいた。

「誰だって聞いてるんだよ、おい」

　このまま黙だまっていたらヤバイと思って、僕は慌あわてて答えた。

「アキちゃんに会いに来たんです。風邪で寝ねてるんじゃないかって」

「あっ？　お前、あいつと同じ学校の奴やつか」

「そうです」

　答えながら、僕はようやく状じよう況きようを察した。

　目の前にいるのは、もしかしたらアキのお父さんなのではないか。

　もしそうだとしたら、アキのことが心配だった。

「あの、アキちゃんは？」

「風邪で寝てるからよ、帰ってくれ」

　そう言って、おじさんはドアを閉めようとした。

「ちょっと待ってください」

　僕がドアを摑つかむと、おじさんは僕のことを睨にらんだ。

「なんだよ、離はなせよ」

　そのとき、部屋の中から「助けて！」と、アキの声が聞こえてきた。

　やっぱり、アキは中にいるんだ。

　そう思ったとき──頭に強い衝しよう撃げきを受けた。

　髪かみの毛を摑つかまれたのだ。そして、そのまま家の中に引きずり込まれる。

　バンと突つき飛ばされ、靴くつ脱ぬぎ場ばを上がったところに手をついて転んでしまった。

「おとなしく、帰っとけば良かったのによ」

　後ろで、ガチャリ、と鍵かぎを締しめる音が聞こえた。

　振ふり返ると、おじさんが怖こわい顔で僕のことを見おろしていた。

「帰せなくなったじゃねぇか、クソッ。オラ、立て」

　──痛い。

　後ろからおじさんに尻しりを蹴けられた。

　僕は慌あわてて立ち上がる。そして、奥の部屋へと歩かされた。

　居間に入るふすまを開けた瞬しゆん間かん、僕は驚おどろきで言葉を失った。

　薄うす暗ぐらい部屋の中で、アキとお母さんがヒモで縛しばられて、横たわっていたのだ。

「アキ！」

　僕が呼びかけると、アキは不安そうな顔をしている。

「うるせぇ、黙だまれ」

　おじさんに言われて、僕は口をつぐむ。

　すると「動くなよ」と言われて、手ぬぐいで後ろ手に縛られた。そして、どこから出してきたのかビニールのヒモで、足と胴どう体たいもそれぞれ縛られた。

「お前もしばらく転がってろ」

　おじさんはそう吐はき捨てて、僕のことを蹴飛ばした。

　蹴られた痛みはそれほどでもなかったが、バランスを崩くずしてその場に倒たおれ込む。

　畳たたみの上に放置されていたビール缶かんの山に突っ込んで、大きな音が鳴った。その拍ひよう子しに、横顔を畳に強く打ちつける。痛いと感じたあとに、畳とアルコールが混ざり合った変なニオイが鼻をついた。思わず、顔をしかめる。

　すると、おじさんが不意に「おい」と怒ど鳴なった。

「俺は外で飯食ってくるから、おとなしくしてろよ。もし、俺がいないときに逃にげたら、見つけ出して殺してやるからな。俺の帰りを待ってろよ、いいな！」

　そう言い残して、おじさんはよろめきながら外に出ていった。

　バタンッとドアが閉まる音を聞いて、僕は我に返る。

　とりあえず、寝ね返がえりを打ってアキのほうに顔を向けた。

　すると、倒れていたアキは、体をよじって上体を起こそうとしているところだった。

　そのまま、壁かべにもたれかかるように座ることに成功する。

　目が合うと、アキが眉まゆを下げて悲しそうな顔をした。

「巻き込んじゃって、ゴメン」

　アキに謝られて、僕は畳たたみに横たわったまま思い切り首を振ふった。

「僕こそ、ゴメン。せっかく様子を見に来たのに、すぐに捕つかまっちゃって」

　お父さんがいたと分かった時点で、助けを呼びに行けば良かったのだ。あのまま、立ち去っていれば、今いま頃ごろは誰だれか大人を連れて来ていたのに。

　後こう悔かいしても遅おそかった。小さくタメ息をつく。

　そこで初めて、隣となりで横になっているアキのお母さんに注意が向いた。

「ち、血！」

　お母さんの額に血が固まっているのを見つけて、思わず声を上げてしまう。

　今の今まで気づかなかったが、お母さんは目を瞑つぶってピクリとも動かない。

　僕は血の気が引いた。も、もしかして──

　すると、僕の心配が伝わったのか、アキが言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、眠ねむってるだけだから。頭の傷もたいしたことないと思う」

「あのおじさんが殴なぐったの？」

「そう、あの男がね」

「もしかして……」

　僕が言葉を選んでいると、アキが頷うなずいた。

「そう、私の元父親」

　あえて「元」の部分を強調しているところに、アキの意地を感じた。

　いつまでも横になってはいられない。僕もアキの真ま似ねをして、体をよじりながら上体を起こそうとする。でも、これがなかなか難しかった。縛しばられた経験などないのだから仕方ない。

　一分くらい挑ちよう戦せんして、ようやく壁かべに背中をつけて座ることに成功した。

「これから、どうしようか？」

　結局、手と足を縛られた状態では、どうすることもできなかった。

　下手に行動している最中におじさんが戻もどってきたら、何をされるか分からない。

　最悪の場合、本当に命の危険があるのではないかと思った。

　アキと僕は壁に寄り掛かかって、しばらく黙だまっていた。

　沈ちん黙もくに押し潰つぶされそうになってきた頃、アキが呟つぶやいた。

「あの男、復ふく讐しゆうしに来たんだ」

「復讐？」

　僕はお母さんを起こさないように小こ声ごえで聞き返した。

「うん。お母さんは勝手に離り婚こん届を出して、夜中に私を連れて逃にげ出したから」

　そんな事情があったなんて。そこで、僕はひとり納なつ得とくする。ああ、だからアキのウチには物が少ないのだ。アキの家に本が一冊さつもない理由もようやく分かった。

　僕が黙だまっていると、アキが真しん剣けんな表情で話を続けた。

「もしかしたら、この二ヶ月間、ずっと私たちのことを探していたのかもしれない。黙って逃にげ出した私たちに復ふく讐しゆうするために」

　僕はなんて言葉をかければよいか分からなかった。

　なにも考えずに、「きっと、大だい丈じよう夫ぶだよ」と勇気づければ良かったのかもしれない。

　でも、そんな保証はどこにもないのだ。あのおじさんが帰ってきたら、どうなってしまうのか全く予想がつかないのに、無責任なことは言えないと思った。

　でもひとつ、希望があるとすれば──

「僕がアキのウチに来ること、アベ君が知ってるよ」

　小声でそう伝えると、アキは少し表情を明るくした。

「助けに来てくれるかもしれない？」

「すぐには無理だと思うけど……。僕がこのまま行方ゆくえ不明ってことになれば、きっとアベ君が思い出してくれると思う」

　でも、それには時間が必要だ。少なくとも二～三日はかかるんじゃないだろうか。それまで無事でいられる保証はなかったけど、それは言わなかった。

　また、しばらく沈ちん黙もくが続いた。

　肩かたが痺しびれてきたなぁと思っていると、不意にアキが言った。

「実は、キミに謝らなきゃいけないことがあるよ」

「僕に、謝らなきゃいけないこと？」

「そう、ずっと言わなきゃと思ってたんだけど、どうしても言い出せなくて」

　急にあらたまって、どうしたのだろう？

　気になったけど、僕はグッとこらえて続きの言葉を待った。

　アキは自分のペースを大切にすることを知っていたからだ。

　すると、アキは僕の目を見て言った。

「実は私、噓うそをついてた」

「うそ？」

　聞き返すと、アキはコクリと頷うなずく。

「あの不気味なメモ、覚えてる？」

「あのカタカナで書かれたヤツ？」

　最初は誰だれが送り主か分からなくて怖こわかったけど、サトウ君を助ける作戦の途と中ちゆうで、メモの送り主がアキだったということに気づいたのだ。

「アキがいじめを放ほうっておけなくて、僕とアベ君のところに送ったんだよね？」

　確かく認にんすると、アキは「そうなんだけど……」と下を向いた。

　どうしたというのだろう。さっきから、どうも歯切れが悪い。

　次の言葉を待っていると、アキは言いづらそうに切り出した。

「実は、私のところにもメモが届いてたんだ」

「えっ？」

「私はそのメモの内容に従って、キミやアベ君のところにメモを送っただけなの」

　完全に予想外の内容で、すぐにはその意味を理解できなかった。

　かろうじて理解できたのは、アキにメモを送った《黒幕》が別にいるということだった。

「どういうこと？」

「私も詳くわしいことは分からない。誰だれがメモの送り主かも分からない」

「でも、どうして？　僕やアベ君は人に知られたくない弱みがあったけど──」

　そこまで言って、もしかしたらと思った。

　僕の考えを察したのか、アキは頷うなずいた。

「そう、私にも人に知られたくない秘密があったの。だから、秘密をバラされないようにメモの指示に従うしかなくて」

　僕は驚おどろいて、すぐには言葉が出てこなかった。

　まさかアキが誰かに操あやつられて、僕やアベ君のところにメモを送っていたなんて。

　それにしてもアキの秘密とはなんだろう。家庭の事情のことだろうか？

　気になったが、質問するのはやめた。きっと僕にも知られたくないだろう。

「今まで、黙だまっていてゴメン。ずっと言わなきゃって思ってたんだけど」

「気にしなくていいよ。誰だって言いたくないことの一つや二つあるよ」

　でも、アキは「ううん」と首を横に振ふった。

「キミには話しておきたいと思ったから。本当は前に一度だけ、勇気を出して伝えようと思ったんだけど、どうしても最後で踏ふん切ぎりがつかなくて」

　僕の部屋でのことだろうか。あのとき、アキがせっかく勇気を出そうとしてくれていたのに僕が「もういいよ」と話を途と中ちゆうで遮さえぎってしまった。申し訳ない気持ちになる。

「でも、今日は逃にげない」

　アキはそう宣言すると、体勢を変えて僕に背を向けた。

　なにをするつもりなのだろう。僕にはアキの背中と縛しばられた手しか見えない。

　そこで気づいた。アキの手首にはいつもつけているリストバンドがなかった。

　大切なものだったはずなのに、どうしたのだろう。

「手首を見て」

　──手首？

　アキに言われて、ゆっくりと顔を近づける。そして、驚いた。

　そこには──ひどい火傷やけどの跡あとがあったのだ。三つ並んで。

「あの男にタバコの火を押しつけられたの」

「酷ひどい」

「気持ち悪いでしょ？」

「そんなことないよ！」

　僕は即そく座ざに否定した。思わず声が大きくなってしまって焦あせる。

　アキは悲しそうな表情をしていた。

「気を使わなくていいよ。前の学校では、この火傷やけどの跡あとが原因でいじめられたもん」

「そんな……」

「だから、この学校では絶対に見られたくなくて、リストバンドをつけたの。それなのに、あのメモが届いた。『　キミノ　ヒミツヲ　シッテイル　』って」

　そこで、アキはひとつ間を置いた。

　メモが届いたときのことを思い出したのかもしれない。

「私はすぐに火傷のことだと思った。体育の授業の前に教室で着き替がえているときに、ちょっとリストバンドがめくれちゃったの。誰だれかに見られたとしたら、あのときしか考えられなかったから。だから、女子軍団とは距きよ離りを置きたかったんだよ」

　女子のグループに入らなかったのには、そんな理由もあったのか。

　まさか、メモの《黒幕》は女子の可能性が高いなんて。

「はあ、隠かくし通すはずだったんだけどなー」

　アキはツライ気持ちを隠すように、わざと明るい声で言ったようだった。

「そんな跡、僕は気にしないよ」

「だからいいって、気を使ってくれなくて」

　アキは悲しそうな表情をした。

　もしかしたら、僕は余計にアキの心の傷をえぐっているのかもしれない。

　でも、気持ち悪いなんてことは絶対にありえない。

　それだけは、伝えたかった。

「アキの手首に火傷の跡があったからって、なにも変わらないよ。別にアキがアキであることに変わりはないし。それにほら、僕は消しゴムを集めていたときも、カバーの下にカンニングの秘密があろうと、好きな人の名前が書かれていようと、ふうんって感じで特に気にしなかったでしょ。リストバンドの下だって同じだよ」

　ああ、僕は何を言っているんだろう。

　なんだか言えば言うほど、ドツボにハマっていくような気がした。

　でも、僕の無茶苦茶な主張を聞いて、アキがそっと微ほほ笑えんでくれた。

「……ありがとう」

　そして、瞬まばたきした瞬しゆん間かん、アキの目から涙なみだがこぼれた。

　思わず抱だきしめたくなってしまった。これまで、女子に触ふれたことなど一度もない僕の発想とは思えない。不思議な感覚だった。

　そのとき、玄げん関かんのほうから「ガチャガチャ」と鍵かぎを差し込む音が聞こえた。

　あのおじさんが帰って来たのだ。アキのことは僕が守らなければいけない。

　僕は後ろで縛しばられた手を、思いっきり広げようとした。

　痛い。でも、我が慢まんして力を込めると、手首の抵てい抗こうがすっとなくなった。

　手ぬぐいがほどけて、両手が自由になる。胴どうのビニールヒモはするりと抜ぬけたが、足のヒモをほどく時間はなさそうだ。

　僕はアキのほうに身を寄せて、アキのことを力一いつ杯ぱい抱だきしめた。

　アキが小さく驚おどろいた声を出す。大だい丈じよう夫ぶ、僕がアキを守るんだ。

　すると、「ガチャリ」と玄関の鍵が開く音がして、ドアがゆっくりと開いた。

　薄うす暗ぐらい部屋の中に光が差し込む。

　僕は目を瞑つぶった。

　すると──

「わっ、もしかして、お邪じや魔まだったか？」

　驚いて声のほうを向くと、そこに立っていたのはアベ君だった。

　どうして、アベ君がここに？

[image: ]

　あの監かん禁きん事件から数日後、一学期の最終登校日。

　あとは《帰りの会》を残すだけだ。でも、岡おか田だ先生がまだ来ていない。

　先生が来るまでの時間を、クラスのみんなは浮かれ気味に過ごしていた。

　僕は一番後ろの自分の席に座って、アベ君と話していた。

「明日から夏休みか。マンガ描かきまくるわ」

　アベ君の宣言を聞きながら、僕は静かに頷うなずいていた。

　結局、あのとき僕たちは、駆かけつけたアベ君に救出された。ヒモをほどいたあと、眠ねむっていたお母さんをアキが起こして、全員で部屋を飛び出したのだ。

　そしてアパートから離はなれて、アキのお母さんが警察に電話した。

　それからパトカーがやってきて、あの辺一帯はちょっとした騒さわぎになった。

　僕たちは全員、警察署に連れていかれて、いろいろと話を聞かれた。

　結論から言うと、あのおじさんは捕つかまらなかった。

　あの騒ぎを聞きつけて逃にげ出したんじゃないか、というのが警察の見解だった。

　それを聞いて、アキと彼女のお母さんはどれだけ不安だったろうか。

「お前、目が腫はれてるぜ」

　アベ君に言われて、僕は固まってしまった。

　昨日、泣いてしまったあと、きちんと冷やしたはずなのに。




　なぜ僕が泣いたかというと、昨日の夜にアキが引ひっ越こしてしまったからだ。

　おじさんが捕まっていないので、またいつ襲おそわれるか分からないから、というのが転校の理由だった。警察が引っ越しに関するアドバイスをくれたらしい。

　昨日の夜、アキが出発する前に、僕は最後にウチのラーメンをご馳ち走そうした。

　あの監禁事件以降ほとんど会話ができていなかったから、いろいろ話したいことがあったはずなのに、上う手まく言葉が出てこなかった。

　それは、アキも同じだったのかもしれない。結局会話らしい会話は出来ないまま、食べ終わった後に「ご馳走様でした。美お味いしかったです」と言っただけだった。

　僕は店の入いり口ぐちで、アキのことを見送った。

　なにか気の利きいたことが言えれば良かったんだけど、何も思いつかなかった。

　結局、遠ざかる背中に向かって「また、食べに来てよ」と叫さけんだ。

　すると、アキは振ふり返って、「絶対食べに来る！」と満面の笑えみで手を振った。

　僕はアキの姿が見えなくなっても、しばらくその場に立ち尽つくしていた。

　なんだろう。胸にぽっかりと穴があいたような気分になった。

　自分の部屋に戻もどってから、少し泣いた。




　僕は感傷に浸ひたるのをやめて、目の前のアベ君に言った。

「でも、あのとき、アベ君が来てくれて本当に良かったよ」

　もし、あそこでアベ君が助けに来てくれなかったら、僕たちは今いま頃ごろどうなっていたか分からない。もしかしたら、まだ監かん禁きんされていたかもしれないのだ。

　なぜ、あのときアベ君が現れたのか？

　その謎なぞについては、事件が落ち着いてから、アベ君に詳くわしい話を聞いた。

　あの日、アベ君はマンガの下書きを終え、普ふ通つうに帰宅しようと考えていたという。

　帰る頃には、僕がアキの家に行ったことなんてスッカリ忘れていたらしい。

　でも、下げ駄た箱ばこで急に思い出すことになった。靴くつの上にメモが残っていたからだ。




『　クラタノ　イエヘ　イソゲ　』




　倉くら田たの家へ急げ。ご丁てい寧ねいに、アキの家までの地図もあったそうだ。

　アベ君は戸と惑まどいながらも、只ただ事ごとじゃないと感じてアキの家に向かったという。

　そして、自転車を飛ばしてアキのアパートに到とう着ちやくしたところ、「二〇四号室」のドアにガムテープで鍵かぎが張り付けてあったらしい。

　ドアの前でしばらく迷った末に、鍵を使って中に入ることにしたのだった。

　それが、アベ君があの場に現れた経緯だった。

　でも、そこでまた新たな謎が浮かび上がった。

　では、あのメモを送ったのは誰だれなのだろうか、ということ。

　そのとき、教室の扉が開いて、岡おか田だ先生が教室に入って来た。

　先生は教きよう壇だんへと進むと、なんの前置きもなく《帰りの会》を始めた。先生は夏休み前に僕たちに伝えなければいけない注意事じ項こうを、コンピュータみたいにボソボソと話し始めた。

　いつものことだから、他ほかのクラスメイトは聞くふりをする。途と中ちゆう「水の事故」云うん々ぬんという言葉は聞き取れたが、ほとんど何を言っているのか分からなかった。

　そして注意事項を話し終えると、手元のバインダーを開いた。

　──その瞬しゆん間かん、岡田先生は固まった。そして、先生はクラス全体を見渡わたした。

　いつも僕たちと目を合わせない先生には、珍めずらしい行動だった。そして僕と目が合ったかと思うと、先生は急に眼鏡を外した。そして、目め頭がしらを押さえる。

　クラスメイトは、ポカンと呆あつ気けにとられていた。なぜなら、感情の起き伏ふくがないせいで「機械なんじゃないか？」とバカにされていた岡田先生が突とつ然ぜん泣き出したからだ。

　クラスメイトが「なんで泣いてるんだ？」と、小声で話すのが聞こえてきた。

　僕は心の中で謝った。

　──誤解していて、ごめんなさい。




　　　　　　　※




　私は教師に向いていない。

　そのことに気がついたのは、教師になって二年目・二十四歳のときだった。

　それなのに、あれからもう二十年近くも、この仕事を続けている。

　別に好きで続けているわけではない。そもそも、憧あこがれて就ついた仕事ではないのだ。

　就職を決めた当時、世の中は好景気で仕事は選び放題だと言われていた。にもかかわらず、私はどこの民間企業にも拾ってもらえなかった。

　それで仕方なく、当時不人気だった【教師】になったのである。

　昔から人と話すのが苦手だという自覚はあった。だから、教師の仕事に興味を持ったのも、子どもが相手ならなんとかなるだろう、という想おもいが強かったのだ。

　でも、その考えは甘かったと、すぐに思い知らされた。子どもに勉強を教えるのに、人と話すのが苦手な性格は致ち命めい的だったのだ。すぐに、子どもや保護者からの不満が爆ばく発はつした。

　このままでは不ま味ずいと危機感を抱いだいて、子どもが帰ったあとに教室でひとり授業の練習をした時期もある。とにかく授業だけは遅おくらせてはいけないと、毎晩遅おそくまで練習を繰くり返した。でも、何をどう頑がん張ばっても上う手まくいかなかったのだ。

　勉強は得意なほうだったが、人と関かかわることが致命的に苦手だったのである。

　校長や教頭から「教師以外にも仕事はありますよ」と遠回しに転職を勧すすめられたことも一度や二度ではない。そこまで言われてまで続ける仕事ではないと思ったが、転職を考え始めた頃ころには、世の中は不ふ況きようで、私を拾ってくれるところなど皆かい無むだった。

　ただ、教師になってひとつ良かったことは、どんなに仕事が上手くいかなくてもクビにはならないということだった。

　私はそのうち割り切って、決められたことだけを機械的にこなすようになった。

　当然、子どもや保護者からの評判はよくなかったが、気にはならなかった。教師は人気商売のアイドルとは違ちがうのだと、自分に言い聞かせていたのである。

　──それが今年の二月、私に転機が訪おとずれた。

　離り島とうで暮らす父親が家業の酒屋を引退するため、「跡あとを継つがないか」と連れん絡らくしてきたのだ。

　高校を卒業するまで暮らした、人口数百人の小さな島。自然だけが取とり柄えの田舎いなか。

　今さら離島で暮らすのは億おつ劫くうだったが、教師として自分の感情を殺しながら生きることに、疲つかれていたことも事実だ。私はあっさりと教師を辞やめることに決めた。

　さっそく校長に退職の意思を伝えると、新しい担任を探す期間として、最低でも夏休みまで続けてほしいと頼たのまれた。クラスの子どもたちが可か哀わいそうですから、と。

　校長に言われるまで、私の頭に子どもたちのことなど全くなかったことに驚おどろいた。

　こんな教師を、クラスの子どもたちが必要としているとは、とても思えなかった。

　そう思ったとき、「自分の人生とは一体、なんだったのだろうか？」と嘆なげいた。

　もし、これまで教師として子どもと真正面からぶつかってきていたとしたら、自分に感謝する卒業生も一人や二人いたかもしれない。でも、私にはそんな教え子はいないと断言できた。私のことを覚えている卒業生がいるかどうかも怪あやしい。

　そのとき初めて、教師の仕事と誠実に向き合ってこなかったことを、少し後こう悔かいした。

　それから私は、クラスのことを観察するようになった。

　子どもたちをじっと眺ながめていると、クラスの人間関係がよく分かった。

　同時に、自分のクラスには、様々な問題を抱かかえた子どもがいることに気づいた。

　クラスメイトの消しゴムを集めている子、テストでカンニングをしている子、チームを組んで万引きをしている子、掃そう除じを友達に押し付けてサボっている子、誤ってクラスで飼っている金魚を死なせてしまった生き物係の子など、実はクラスの中には問題が山積みだったのだ。

　中でも、自分のクラスに《いじめ》があったことを知ったときは、打ちのめされた。

　教師として最低限の仕事はこなしているつもりだったが、それは思い上がりだったらしい。現実は、クラスの問題に気づくことすら出来ていなかったのである。

　担任が私のような欠けつ陥かん品ひんでなければ、クラスの子どもたちはもっとマシな小学校生活を送れたに違ちがいない。私はそのいじめられている子どもをはじめ、問題や悩なやみを抱えている子どもたちを放置して学校を去ることを、後ろめたく思った。

　ただ、どうにかしたいと思っても、何をすればいいのか見当もつかなかった。

　そもそも、退職する夏休みまでの短い期間で、自分に出来ることなどあるのだろうか。

　私が途と方ほうに暮れていると、隣となりのクラスのいじめ問題が解決したという話が耳に入ってきた。

　隣のクラスの担任は田た中なかという若わか造ぞうで、教師になって数年のキャリアしかない。にもかかわらず、《いじめ》というデリケートな問題を解決したというのだった。

　一体、どんなマジックを使ったのだろうかと、私は驚おどろきを隠かくせなかった。

　思えば、この田中という若い教師は、私とは対照的だった。大学ではスポーツをやっていたらしく、健康的で常にエネルギーに溢あふれている。児童からも保護者からも人気は抜ばつ群ぐんだった。

　もしかしたら、私にもまだ出来ることがあるのかもしれない。

　私は藁わらにもすがる気持ちで、田中先生に教えを乞こうことにした。

　すると、最初は恐きよう縮しゆくしていた田中先生も、遂ついには快く教えてくれた。

「僕の考えでは、いじめに限らずクラスの問題は教師が出て行っても解決は難しい。だから、子どものほうから動いてくれるように日ひ頃ごろからコミュニケーションを取るようにしたんです。でも、それがどこまで上う手まくいったか分かりません。結局、クラスのある児童が手紙を使ってクラスメイトの声を集めてくれたのが解決のきっかけでしたから」

　私の印象に残ったのは、【教師が表に出ないこと】と【手紙】だった。




　今日は、私が教師として出勤する最後の日だった。

　廊ろう下かを歩きながら脇わき腹ばらをさする。肋ろつ骨こつがひどく痛んだ。先日、クラスの子どもを監かん禁きんしていた元父親を捕つかまえようとしたときに、揉もみ合あいになって思い切り蹴けられたのだ。

　結局、まんまと逃にげられてしまった。クラスの子どもを使って、監禁されていた子どもたちを助けることが出来たのが、せめてもの救いだった。

　六年一組の教室に入ると、子どもたちはまだ雑談をしていた。いつものことだ。私は構わずに最後の【帰りの会】を始める。もう二十年近くやってきたから、夏休み前の注意点は完全に頭に入っている。お決まりの内容を話しながら、私は全く別のことを考えていた。

　クラスの問題に気づいてから、今日までのことを思い出していたのだ。

　振ふり返れば、本当にいろいろなことがあった。

　謎なぞの【メモ】を使って、クラスの問題を解決しようとしたこと。

　いじめ問題が解決した瞬しゆん間かんを、実は教室の外で見守っていたこと。

　万引きの記録を発見し、先回りして店を回って、謝罪し弁べん償しようしたこと。

　母子家庭の転校生のことが心配で、何度か家の近くまで様子を見に行ったこと。

　それまでの私の教師人生からは、考えられないことばかりだった。

　最後の最後に、教師らしい仕事をすることが出来て良かった。きっと夏休み明けに私が辞やめたことを知っても、誰だれも気にも留めないだろう。でも、それでいいと思った。

　私は最後の連れん絡らく事じ項こうを話すために、手元のバインダーを開く。

　すると、そこには──メモが一枚挟はさんであった。




『　センセイ　ボクハ　キヅキマシタ　アリガトウ　ゴザイマシタ　』
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　その【音】が初めて聞こえたのはいつだったのか、正確には覚えていない。

　たぶん、生まれてからずっと聞こえてはいたのだろうけど、それが他人には聞こえていない【音】なのだと認にん識しきしたのは、小学校に上がってからだった。

「なあ、今の音、なんの音だ？」

　あるとき、クラスメイトに訊たずねてみると、キョトンとされてしまった。

「えっ、何も聞こえなかったよ」

「噓うそだよ、今、聞こえたじゃん」

「えっ、何も聞こえなかったけどなぁ」

　そんなやり取りが何度かあって、もしかしたら、たまに聞こえてくるあの【音】は自分にしか聞こえていないのかもしれないと考えるようになった。

　でも、深くは考えなかった。視力だって人によって違ちがいがあるのだから、耳だって人によって聞こえ方が違うこともあるのだろうと、子どもながらに納なつ得とくしていたのだ。

　それに、たいして大きな音ではない。どこか遠くから、かすかに聞こえてくるような【音】なのだ。日常生活に不便があるわけではなかったし、すぐにまた気にならなくなった。

　それがあるとき、「あれ？」と思った。

　確か、小学四年生に上がる頃ころだったと思う。ずっと気にしていなかったあの【音】が、どこか自分の考えていることと連動しているような気がしたのだ。

　何がきっかけだったのかは覚えていない。初めはただの思い付きだったかもしれない。

　ただ、それから注意深く【音】に耳を傾かたむけるようになって、【音】には二種類あることに気づいた。その違いが何を意味しているのか、最初の頃は全く分からなかった。

　でも、それぞれの【音】が聞こえた場面と、そのとき自分の考えていたこととを結び付けて考えるようになって、少しずつ【音】の仕組みのようなものを理解していった。

　どうやら、あの【音】は、自分が疑問に思ったことに対する【答え】らしいのだった。

　この辺の説明は、少し難しい。簡単に言えば、自分が頭の中で疑問に思ったことに対して、その答えがどこか遠くから【音】となって聞こえてくるのだ。二種類の【音】の違いは、疑問に対する答えが【ＹＥＳ】か【ＮＯ】かの違いによって変わっているようなのである。

　たとえば、『あの万引きを疑われている男の子は、本当に罪を犯おかしたのだろうか？』という疑問が頭に浮かんだときには【ＮＯの音】が遠くから聞こえてくる、という具合だった。

　その【答え】が、果たして正しいのかどうかは分からない。検証したことはなかったけど、間違っていたことは、これまで一度もなかったような気がする。

　もしかしたら、全すべては自分の思い込みなのかもしれない。自分の都合のいいように、自分の信じたいように、【音】が聞こえた気になっているだけなのかもしれない。

　ただ仮にそうだったとしても不都合はないから、いつしか【音】の力を占うらないのような気分で信じるようになっていったのだった。

　小学生のときにこの【音】に気づいてから、世の中は噓うそに溢あふれていると考えるようになった。人は何食わぬ顔で、本心とは真ま逆ぎやくのことを口にする生き物だと感じた。

　たとえば、クラスメイトがテスト前に「昨日、一秒も勉強しなかった」と言っていたので、頭の中で「本当に？」と疑問に思ったら、【ＮＯの音】が聞こえてきたりするのだ。

　もともと勘かんが鋭するどいほうだから、自分の考えが【音】となって表れているだけかもしれない。ただ毎日そんなことが起こるのだから、相手の言葉を簡単には信じないようになった。

　そのうち、俺はクラスメイトと距きよ離りを取るようになった。自然と口数も減った。平気で噓をつく周囲に反はん抗こうして、自分だけは本心以外は口にしないと決めた。

　そんなスタンスを貫つらぬいてきたけど、不思議と孤こ立りつすることはなかった。

　ただ、クラスメイトに友情を感じる瞬しゆん間かんなんか、ほとんどなかったのだった。




　高校生になっても、そのスタンスは変わっていなかった。

　だから、「友情」「努力」「勝利」なんて聞いても、全くピンとこない。

　特に高校生にもなると、そんな暑苦しいスローガンは鼻で笑われておしまいだ。

　でも驚おどろくことに、ウチの高校ではほんの数年前まで、そんな時代遅おくれなスローガンがまかり通っていたという。何かといえば、学園祭だ。各クラスが一丸となって、アツイ戦いを繰くり広げていたらしい。結果発表では、感動のあまり涙なみだを流す生徒も大勢いたそうだ。

　この話を聞いたとき、俺はとても信じられなかった。自分が入学した頃ころには、すでにそんな伝統は完全に失われていたのだから仕方ない。

　ただ、この話が本当だろうが、誰だれかのホラ話だろうが、どっちでもよかった。

　今年の高校生活最後の学園祭も、どうせ退たい屈くつなのだから。




　学園祭を三日後に控ひかえたその日、登校すると、教室の前に人だかりができていた。

　朝から何事だろう。廊ろう下かを塞ふさぐ集団の最さい後こう尾びに、クラスメイトの丸岡を見つけた。

「何の騒さわぎ？」

　俺が訊たずねると、小こ柄がらな丸まる岡おかは今にも泣きそうな顔で振ふり返った。

「う、ウチのクラスの【教室企き画かく】が滅め茶ちや苦く茶ちやにされてるんだってさ」

　滅茶苦茶？　反射的に教室の入いり口ぐちへと目を向けたが、野や次じ馬うまのせいで何も見えない。

　すると突とつ然ぜん、後ろから怒ど声せいが聞こえてきた。「どけ、お前ら。邪じや魔まだ！」

　同じクラスのダイキが叫さけびながら走ってくる。野次馬は左右に分かれ、道ができた。

　ダイキはその道を駆かけ抜ぬけると、教室の入口に立って呟つぶやいた。

「何だよ、これ……」

　俺と丸岡も後を追って、教室の中を見た。その瞬間、強きよう烈れつなペンキの匂においが鼻を突つく。

　そこには、衝しよう撃げき的な光景が広がっていた。

　鮮あざやかな赤色と濁にごった灰色を中心に、教室全体にペンキがまき散らされている。

　その様子は、まるで【殺人現場】のようだった。

「誰だれが、こんなこと……」

　丸まる岡おかが隣となりで呟つぶやいた。かなりショックを受けているようだ。無理もない。学園祭三日前というこの土ど壇たん場ばで、全すべてが台無しになってしまったのだ。

　しかも、丸岡はクラス対たい抗こうで行われる学園祭の【クラスリーダー】を担になっていた。クラスの誰一人としてやりたがらなかった役目を、人の良い丸岡が引き受けたのだ。

　準備期間がスタートしてから二週間、全くやる気のないクラスメイトをなんとか動かして、それなりに仕上げてきたのに。こんなカタチで終わりを迎むかえるなんて。

「こりゃ、ビリは【三‐Ｈ】で決まりだな」

　野や次じ馬うまの一人が言った。それを聞いたダイキが、ムッとした顔で振ふり返る。

「おい、誰だ、今言ったヤツ」

　それまでざわついていた野次馬が静まる。

　誰もダイキと目を合わせようとしないなか、野次馬の一人が口を開いた。

「俺だよ。気の毒だと思うけど、こんな状態じゃ終わりだろ」

　サッカー部の木き村むらだった。三年Ｃ組のクラスリーダーを務めているヤツである。

　Ｃ組は木村を中心に最初こそ順調だったが、最近クラス内で起こった揉もめ事ごとのせいで作業が完全に止まっていた。陰かげでは、【最下位候補】の一つとして噂うわさされている。

　どうやら、ダイキも噂を知っていたらしい。「もしかして、お前がやったのか？」

「ハハ、そうかもな」

　木村は隣にいたクラスメイトと、馬ば鹿かにするような笑いを浮かべた。

　ダイキは、「この野や郎ろう」と小さく叫さけんで、木村の胸むな倉ぐらに摑つかみかかった。そして、そのまま壁かべに押し付ける。ドスッという音が響ひびいて、野次馬の中にいた女子が悲鳴を上げた。

　木村の連れが、慌あわてて二人を引き離はなそうとする。「やめろって、おい」

　周りにいたヤツが仲裁に加わって、ようやくダイキは木村の胸倉を離した。

　木村は喉のど元もとを押さえて、ダイキを睨にらみつける。「てめっ、何するんだよ」

「卑ひ怯きようなことするからだろうが。どうせ、【坊ぼう主ず】になりたくなくてやったんだろ」

　ダイキは肩かたに置かれた仲裁人の手を振り払はらって、木村を睨み返した。

　ウチの高校には、昔から学園祭（三年生の部）でビリになったクラスリーダー（クラスリーダーが女子の場合は副リーダー）は、後夜祭で【坊主】になるという伝統があるのだ。噂では、高校生活最後の学園祭で最下位になってしまったクラスのリーダーが、それまで本気で頑がん張ばってくれた仲間に感謝と申し訳ない気持ちを込めて頭を丸めたのが始まりだと言われている。

　この伝統が今も残っていたが、そこに昔のような青春の匂においはない。

　今では、きちんとしたリーダーを立てて本気で優勝を目指すようなクラスはほとんどない。多くのクラスは、教師に目をつけられない程度に、テキトーに取り組んでいるのだ。

　昔は全校生徒の憧あこがれだったという【クラスリーダー】も、今では立候補する者などほとんどいない。運悪くクラスリーダーになってしまった生徒が、なんとか最下位にならないようにクラスメイトの尻しりを叩たたいている状態だった。

　木き村むらは優勝を目指して自らクラスリーダーに立候補したクチらしいが、クラスの状じよう況きようは良いとは言えない。学園祭直前になって【最下位候補】に急浮上したのだった。

　そんな背景があってダイキは、木村が坊ぼう主ずになるのを恐おそれてやった、と考えたのだ。

　それに対し、木村は嫌いや味みな笑いを浮かべて反論する。

「馬ば鹿か言うなって。こうなる前から、お前らの企き画かくはクソだって評判だろ」

「あ？　なんだと」ダイキが眉まゆを吊つり上げる。

「最下位になりそうだからって、お前らのリーダーが自分でやったんじゃねーの？」

　木村はヘアワックスでスタイリングした髪かみをいじりながら、言い放った。

　これで、ダイキがキレないはずがない。「ふざけんな！」と、再び木村に飛びかかる。

　隣となりに立っていた丸まる岡おかは、木村の心ない言葉にショックを受けているようだった。

　俺はというと、完全に傍ぼう観かん者。成り行きを、どこか冷めた気持ちで眺ながめていた。

　すると、廊ろう下かの向こうから学年主任の馬ば場ばが駆かけつけてきた。

「お前ら、何やってるか！」

　馬場は説教を生いき甲が斐いにしているような教師で、生徒のアラ探しばかりしている。

　野や次じ馬うまは説教のとばっちりを受けないように、それぞれのクラスへと散っていった。

　その場には、依い然ぜんとして摑つかみ合いを続けるダイキと木村、そして逃にげ場ばのない三年Ｈ組のクラスメイト数名が残されるかたちとなった。

　現場に到とう着ちやくした馬場は、「やめろ、お前ら！」と二人を強ごう引いんに引き離はなす。そして、教室の惨さん状じようを確かく認にんすると、そのギョロッとした目を見開いた。「なんだ、これは……」

　馬場は渋しぶい顔で扉とびらをぴしゃりと閉めると、近くにいた女子に担任を呼んで来るように指示を出した。そして、騒さわぎを起こしたダイキと木村を職員室へと連行していく。

　と、不意に馬場が振ふり返った。「何してる。お前らもだ、来い」

　マジかよ。なぜだか、俺と丸岡も連行される羽目になった。完全なとばっちりだ。




　職員室に到着すると、始業のチャイムが鳴るまでこってりと搾しぼられた。

　馬場に解放されて職員室を出るなり、ダイキがふてくされた様子で言った。

「悪いのは、木村だろうが。なんで、俺まで説教受けなきゃなんねーんだよ」

　それは、俺と丸岡の台詞せりふだ。ダイキは先に手を出した分、怒おこられる理由は充じゆう分ぶんにある。

　だが、俺も丸岡もツッコミを入れる気力すら搾り取られていた。

　そんな俺たちに構うことなく、ダイキは喋しやべり続ける。

「だいたい、俺はああいう卑ひ怯きようなヤツが大キライなんだよ。マジで許せねえ」

「まあ、木き村むら君がやったって決まったわけじゃないし……」

　丸まる岡おかが弱々しく呟つぶやいた。それを聞いたダイキは、呆あきれたようにタメ息をつく。

「お前さー、自分を犯人扱あつかいしたヤツをかばうとか、どんだけお人ひと好よしなんだよ。そんなんだから、クラスリーダーなんて面めん倒どうな仕事を押し付けられるんだって」

　これには、同意せざるを得ない。誰だれもやりたがらなかったからといって、丸岡が空気を読んで手を挙げてやる必要なんてなかったのだ。ホント、人が良いというか要領が悪いというか。それで、最下位になって【坊ぼう主ず】になっていては世話がない。

　だが、意外にも丸岡はこれに反論した。

「それは、誤解だよ。僕はイヤイヤ、クラスリーダーを引き受けたわけじゃないから」

「は？　最初からやりたかったのかよ」

「まあ、そんな感じ……」

　丸岡は躊躇ためらいがちに頷うなずいた。そして、意外なことを告白する。

「実は、兄貴がウチの高校の卒業生でさ、学園祭でクラスリーダーやってたんだよ」

　丸岡に兄がいたなんて知らなかった。というか、丸岡について知っていることなんてほとんどなかった。単なるクラスメイトで、必要があれば話す程度の仲なのだ。

　丸岡は、兄が高校三年生のときに毎日のようにクラスメイトを自宅に連れてきては、遅おそくまで学園祭の作戦会議を開いていたことを懐なつかしそうに話した。当時、小学生だった丸岡は隣となりで聞いていただけでワクワクしたという。

「大学を卒業して社会人になった今でも、ときどき高校時代の仲間とクラス単位で集まってるみたい。卒業からもう随ずい分ぶん経たつのに、いまだに学園祭の話で盛り上がるんだってさ。なんか、信じられないよね……」

　話しながら、丸岡は少し寂さびしそうだった。小学生の頃ころに想おもい描えがいていた学園祭と現実とのギャップに、心の中で嘆なげいているのかもしれない。

「その兄貴に憧あこがれて、クラスリーダーに立候補したのかよ」

　ダイキのぶっきらぼうな問いに、丸岡は照れくさそうに頭をかいた。

「馬ば鹿かだよね。兄貴みたいにはなれないって分かってたはずなのに。でも、みんなは知らない学園祭の魅み力りよくを僕は知ってるから。こんな僕でもクラスリーダーになれば、何かが変わるんじゃないかと思って。そんなチカラ、僕にあるはずないのにね……」

　丸岡は自じ嘲ちよう気味に笑ってみせる。

　すると、ダイキはぼそっと口を開いた。「フン、救えねーな、全く」

　そして、それきり黙だまりこんでしまった。なぜ、丸岡にキレているのか分からない。

　三人はそのまま、他ほかのクラスメイトが待機する【視し聴ちよう覚かく室】へと向かった。

　視聴覚室に到とう着ちやくすると、すでに他のクラスメイトは揃そろっていた。

　担任の林はやしがまだ来ていないことをいいことに、それぞれのコミュニティで雑談に花を咲かせている。どのグループも話題はもっぱら、ウチのクラスで起きた事件についてのようだ。

　実際に現場を見たヤツが興奮しながら話すのが聞こえてきた。

　意外だったのは、犯人に対する怒いかりが少しもなかったということ。自分たちの教室企き画かくが台無しにされたというのに、まるで人ごとのように面おも白しろがって話している。

　まあ、そんなものかもしれない。

　俺自身、「犯人が誰だれか？」なんて興味はなかった。特に憤いきどおりも感じていない。

　ダイキは木き村むらを疑っているようだが、木村が犯人ではないことは分かっていた。

　木村が犯人なのだろうかと疑問に思ったときに、【ＮＯの音】が聞こえてきたのだ。

　だからといって、真犯人に心当たりはない。【音】の力を借りようにも、漠ばく然ぜんとし過ぎた疑問には、ほとんどといっていいほど【音】は返ってこないのだった。

　俺は席に座りながら、ぼんやり考えごとをしていた。丸まる岡おかのことだ。

　俺には表面的な付き合いがあるだけで、真しん剣けんな悩なやみを相談してくるような友人などいない。だから職員室の帰りに、思いがけず丸岡の【本音】に触ふれて戸と惑まどった。まさか【音】以外で、誰かの本音を知ることになるなんて思ってもいなかったのである。




　担任の林が視し聴ちよう覚かく室に入ってきて、三年Ｈ組の面々は選せん択たくを迫せまられることになった。

「どうする？　先生はどっちでも構わないぞ」

　学園祭前の三日間は最後の準備期間として、もともと授業はない。

　俺たちに与あたえられた選択肢しは二つ。残り三日間でイチから準備をやり直すか、早々に諦あきらめて残り三日間を片付けと自習時間にあてるかの二択だった。

　ここでやめたらクラスリーダーの丸岡は、例の伝統にのっとって坊ぼう主ずになるのだろうかと疑問に思ったが、分からなかった。それに対する【音】も聞こえてこない。

　そもそも、【坊主】の伝統は生徒が勝手に始めたことで、学校側がわは関知していないのだ。

　クラスメイトはざわついて、お互たがいの考えを探さぐり合っている。

　どうやら「片付ける」という考えがほとんどだということは、【音】を聞くまでもなく空気で分かった。丸岡の髪かみの毛がかかっている件に関しては、最初から頭にないようだった。

「じゃあ、俺は職員室に戻もどってるから、どっちにするか決まったら報告に来てくれ」

　林はそう言い残して、視聴覚室を出ていった。

　生徒だけになり、ざわつきが大きくなる。誰も表立っては主張しないが、ほとんどのクラスメイトは「今から準備し直すなんてありえない」と考えているようだ。

　その反応に、クラスリーダーとして前に出ていた丸岡はしゅんとした表情をしている。

　学園祭にかける想おもいを聞いたあとだから、丸岡の心境が容易に想像できた。

「しけたツラ、すんな！」

　突とつ然ぜんの叫さけび声ごえに、全員が黙だまった。声の主は、ダイキだった。

「言いたいことがあるなら言え。お前だけが知ってる魅み力りよくがあるんだろうが」

　それが丸まる岡おかに対する言葉だと分かり、周囲の視線は丸岡に集まった。

「あの、えっと……僕は……」

　丸岡は突然のことに戸と惑まどって、上う手まく言葉が出せないでいる。

　するとダイキは「ああ、面めん倒どくせぇ！」と、丸岡のいる教きよう壇だんに駆かけていく。

　ダイキは丸岡の横に立つと、視し聴ちよう覚かく室内のクラスメイトを見渡わたした。

「お前らが、もう片付けて【学園祭】を終わりにしたいのは知ってる。もともと乗り気じゃなかった準備作業を、またイチからやるなんて馬ば鹿からしいよな。俺もそう思ってたよ。本当ついさっきまで」

　ダイキは過去形で言った。そして、一度大きく息を吸い込む。

「でも、今はちょっとヤル気になってるんだわ。あと三日間、本気でやってみてもいいかなって思ってる。コイツが、土ど壇たん場ばでアホなこと言い出すからよ」

　ダイキは隣となりの丸岡を顎あごでしゃくった。丸岡は驚おどろいたように口をパクパクさせている。

　俺にはすぐに、職員室の帰りの会話を指していることが分かった。予想通り、ダイキは丸岡が話していた内容を語った。丸岡が話していたように、熱がこもっている。

「この話を聞いて、コイツをみすみす【坊ぼう主ず】にするのが嫌いやになったんだよ」

　数人が「あっ」と声を漏もらした。今の今まで坊主の件を忘れていたのだろう。

　ダイキは「それに」と話を続ける。

「丸岡の兄貴の話を聞いて、それまで犯人にキレてたのも忘れて、正直ちょっと羨うらやましいと思ったんだわ。なんか、自分たちの学園祭がちっぽけに思えてよ」

　ダイキはそこで一いつ旦たん話を切ると、突然、クラスのヤツらに質問を投げかけた。

「丸岡に兄貴がいたことを知ってたヤツなんて何人いる？　丸岡だけじゃない。クラスのヤツらのこと、お前らどれだけ知ってる？　このまま卒業して、いつかクラスで集まって酒を飲みながら話すネタなんかあるか？　俺は正直言って自信ない」

　ダイキが言うと、重みがあった。ダイキはもともと目立つ存在で、その無む鉄てつ砲ぽうで真っすぐな性格から、クラスメイトだけでなく多くのヤツに慕したわれている。そんなダイキが、思い出話ができるほどクラスメイトと仲が良くない、という内容を打ち明けたのだから、クラスのヤツらは返す言葉がなかった。中には、ショックを受けたヤツもいるかもしれない。

　ダイキはここぞとばかりに、語気を強めた。

「でも、まだ遅おそくない。あと三日ある。三日だけでいい。本気でやってみないか？」

　空気が変わった。すでに多くがその気になっているのが肌はだで分かった。

　場が温まったのを確かく認にんして、ダイキは丸岡にバトンを渡した。

「お前もなんか言えよ。クラスリーダーだろ」

　丸まる岡おかはすでに泣きそうだったが、かろうじて「うん」と頷うなずく。そして、

「ほ、本気でやったらきっと楽しいと思う。一生の思い出になると思う。だから、力を合わせてやってみようよ。僕たちにとって、最後の学園祭なんだからさ」

　丸岡はなんとか言いきった。短い言葉だったが、丸岡の想おもいが伝わってきた。

　しかし、せっかく丸岡が言いきったのに、すかさずダイキが茶化す。

「お前、よくそんな恥はずかしいこと言えるな」

　自分のことは完全に棚たな上あげだ。もしかしたら、ダイキなりの照れ隠かくしかもしれない。

「まあそんなわけで、みんなでコイツを優勝クラスのリーダーにしてやろうぜ。今日入れて三日間しかないけど、それで優勝できたら、俺たち、かっこ良過ぎね？」

　最後はおどけてみせるあたり、ダイキは人の心を摑つかむのが上う手まい。

　だが、次の瞬しゆん間かん──

「アホくさ、何その気になってるんだよ」

　和なごやかな空気が一気に張り詰つめた。バスケ部の井いの上うえだ。

「やりたきゃ、勝手にやってろ。俺たちは参加しねーからよ。なあ、行こうぜ」

　井上に声をかけられて、隣となりにいた同じくバスケ部の長は谷せ川がわが「お、おう」と席を立つ。

　二人はさっさと視し聴ちよう覚かく室を出ていった。こういうときに少数派にまわれるのは、良くも悪くも自分を持っているヤツとその連れくらいだ。大半は多数派に流される。

「好きにさせとけ。最初から無理強じいする気なんてない」

　ダイキは「他ほかにも出て行きたいヤツは行っていい」と付け加えた。

　すると、「あの～」と、お調子者の北きた澤ざわ──愛称・キーちゃんが恐おそる恐る手を上げる。

「なんだよ、お前もかよ。小太りのくせに」

　無理強いしないと言ったくせに、ダイキは露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。しかも、小太りであることは関係ない。ただの悪口だ。すると、キーちゃんは慌あわてて首を振ふった。

「違ちがう、違う。俺はダイキに賛成だよ。ただ、本気でやるっていっても、教室企き画かくもパレード衣い装しようも山だ車しも、全部ペンキまみれだから。その辺どうなのかなって……」

　言われて、ダイキは言葉に詰まる。まさか、何も考えていなかったのだろうか。

　クラスのヤツらが不安そうな顔をするなか、丸岡がゆっくりと手を挙げた。

「それについては、僕に考えがあるんだ」

　そして、丸岡は最悪の状じよう況きようを打開する作戦を語った。




　ウチの高校の学園祭は、少し変わっている。

　昔は一年生・二年生・三年生の縦割り混合チームで競きそわれていたが、統とう率そつ力のあるリーダーがいなくなって、今では学年別にクラス対たい抗こうで行われるようになった。

　最大の特とく徴ちようは、各クラスが独どく自じの【テーマ】を決める点にある。

　その決め方は少し変わっていて、たとえば、Ａ組なら「アドベンチャー」、Ｂ組なら「ベースボール」といった具合に、各組のアルファベットから始まる【テーマ】でなければいけない。

　そして、それぞれのクラスが決めた【テーマ】に基づいて、教室企き画かく、パレード衣い装しよう、山だ車しなどを準備し、各部門の合計点で順位を競きそうのである。

　俺たちのクラス、三年Ｈ組の今年のテーマは【ホテル】だった。

　最初のミーティングで「どんな企画ならウケが良いか？」という流れから、調子に乗った男子が「教室にベッドを置いて、ラブホテルとして貸し出せば？」という意見を出したのだ。

　当然、そんな意見が通るはずはなかったが、他ほかに考えるのを面めん倒どう臭くさがり決定を急いだため、結局【ホテル】というテーマが採用されてしまったのである。

　もちろん、ラブホテルではなく【西洋ホテル】がイメージではあるけれど……。

　正直、ホテルに関する企画を考えて、なにが面おも白しろいのか全く分からない。

　Ｃ組の木き村むらが「クソ」と評した通り、地味でとても優勝を狙ねらえるテーマではなかった。

　しかも、何者かによってペンキがまき散らされたことで、教室企画もパレード衣装も山車も全すべて台無しになってしまっている。学園祭三日前にして、かなりの危機的状じよう況きようだったのだ。

　そんな最悪の状況を打開するために、丸まる岡おかの考えたアイデアというのは──




「テーマを【ホテル】から、【ホラー】に変へん更こうしよう」というもの。




　これにはみんな驚おどろいた。学園祭三日前のこの土ど壇たん場ばで、テーマを変更するクラスなんて聞いたことがない。前ぜん代だい未み聞もんだった。だが、その内容を聞いてみんな納なつ得とくした。

「教室企画は、ホテルを舞ぶ台たいにした【お化け屋や敷しき】にしたらどうかと思うんだ」

　お化け屋敷の暗がりならば、ペンキの影えい響きようはほとんどない。むしろ、あの【殺人現場】のようになってしまった教室を最大限に活いかすことができる。パレードも【ゾンビ集団】ということにすればペンキの付いた衣装を使えるし、まさに名案だった。

「やるじゃねーか、丸岡！」

　そう言って丸岡の背中を叩たたいたのはダイキだ。自分がノープランだったことを気にする様子は一いつ切さいない。その無む鉄てつ砲ぽうさは周知のことだから、今さら誰だれもつっこまない。

　丸岡は照れくさそうな、なにやら複雑な表情をしていた。

　結局、午前中一いつ杯ぱいを全体の企画や細かいアイデア出しの時間に使った。

　方向性が明確になっているからか、最初のミーティングとは比べ物にならないくらい意見が出た。クチ下手な丸岡の司会進行を、ダイキが上う手まくサポートしたのも良かったのだろう。

　話し合いで、山車は【墓からゾンビが這はい出してくる様子】を表現することに決まった。

　山車といってもそんな大きなものではなく、学校から支給されるリヤカーに装そう飾しよくを加えて作ることになる。とはいえ、残り二日と半日でイチから作るのはかなり大変だった。

　午前中の話し合いの最後に、丸まる岡おかが言った。

「大おお幅はばな変へん更こうが必要な【教室企き画かく】と【山だ車し】を同時に進めていかないと間に合わないから、午後の作業から大きく二チームに分けたいと思うんだけど、どうかな？」

　ダイキが「何を今さら」と呆あきれている。

「どうかも何も、クラスリーダーらしく指示を出せば良いんだって、バシッとな」

　丸岡は「そっか」と頭をかきながら、慣れない調子で指示を出した。

「じゃ、二チームに分けて、山車チームのリーダーをダイキ君にお願いするよ」

「あ？　ああ、別に構わねえけどよ」

　ダイキは即そく答とうしたが、すぐに険しい顔をする。

「お前、その他た人にん行ぎよう儀ぎな『ダイキ君』ってやめろ。アホか。俺だけじゃなく、クラスのヤツらに君付けなんかすんな。そんなんだから、クラスのヤツらと距きよ離りができるんだよ」

　丸岡は「う、うん」と控ひかえめに頷うなずいて、話を続けた。

「えっと、じゃあ……教室企画チームのリーダーは武たけ内うち君に──」

　言い終わる前に、丸岡は「アッ」と口を押さえた。すかさず、ダイキがつっこむ。

「お前は本物のアホか！　人の話聞いてたのかよ」

　丸岡は「ヒ～～」と震ふるえ上がる。それを見て、周囲は思わず吹ふき出した。

　俺はというと、一人笑っていなかった。聞き間ま違ちがいじゃなければ、丸岡がチームリーダーに指名したのは、自分だったからだ。何かの間違いじゃないだろうか？

　丸岡はダイキの視線に怯おびえながら、あらためて言い直した。

「教室企画チームのリーダーは、タ、タケにお願いするよ」

　すると、クラスメイトから「おお～！」と、無む駄だな歓かん声せいが上がった。誰だれかが「確かにタケなら務まりそう」と言うのが聞こえたが、そんなわけあるはずない。

「俺はそんなガラじゃない」

　堪たまらず丸岡に抗こう議ぎしたが、丸岡は首を横に振ふった。

「これまでの準備期間からずっと思ってたんだ。さりげないフォローを入れたりとか、すごく周りが見えてる人なんだなって。自分のダメさ加減が恥はずかしくなるくらいにさ」

　丸岡は「それに」と付け加えた。

「僕の兄貴の話を聞いてくれた二人にお願いしたいんだよ。ダメかな？」

　丸岡に真っすぐ見られて、言葉に詰つまった。すると、ダイキがダメ押ししてくる。

「諦あきらめろ。お前が何も考えてないようで、実はいろいろ考えてるヤツだってのは、俺も知ってる。なんだかんだ、付き合いなげーからな。やってやれよ」

　クラスのヤツらの視線が集まる。これを押し返せるほど、俺は図ず太ぶとくない、らしい。

「わかった。どうなっても、知らないからな」

　そう答えると、またしてもクラスのヤツらが「おお～！」と、無駄な歓声を上げた。

　昼休みに入って、クラスのほとんどが昼食を食べるために、飲食禁止の視し聴ちよう覚かく室から出ていった。午後からは教室や専用スペースでの作業になるため、ここには戻もどってこない。

　視聴覚室に残っているのは、美術部の風かざ見みと俺だけだった。女子と二人きりという状じよう況きようをクラスのヤツらは冷やかして行ったが、別にどうってことない。

　俺は規則を無視して、購こう買ばいで買ったパンをかじりながら、風見に声をかけた。

「悪かったな、昼休み返上で作業させて」

「大だい丈じよう夫ぶ、気にしないで」

　風見は顔を上げずに答えた。前まえ髪がみを押さえながら、黙もく々もくと鉛えん筆ぴつを走らせている。

　風見が描かいているのは、山だ車しのデザイン画だ。墓からゾンビが這はい出してくる様よう子すをリヤカーの上でどのように表現するか、設計図も兼かねたデザイン画を描いているのである。

　こんな芸当が出来るのは、ウチのクラスでは美術部の風見以外にいない。

　なぜ、俺が一人で見守っているかというと、午前中のミーティングの終わりに「デザイン画が出来ていないと、他ほかのヤツらは作業を始められない」と主張したからだ。

　別に「昼休みにやれ」と頼たのんでいるつもりはなかったが、担当の風見が「昼休みに描き上げる」と宣言したことで、言い出しっぺの俺が見守ることになったのである。

「ひとりでも、大丈夫だよ」

　風見がミーティングのときと同じ台詞せりふを口にしたが、俺は軽く首を振ふった。

「いや、後からダイキに何言われるか分からないから」

　風見が「昼休みに作業する」と言い出したときに、「人を昼休み返上で働かせて、自分は知らん顔するヤツじゃないよな？」と俺に言ってきたのはダイキだ。

「山車チームのリーダーはダイキなのにな」

「ダイキ君らしいかも。でも、タケ君も愚ぐ痴ちみたいなこと言うんだね」

　言われて、気づいた。確かに、俺がこうやって自分の気持ちを表に出すのは珍めずらしい。

「そりゃ、俺だって愚痴くらい」と曖あい昧まいに答えると、風見は何も言わなかった。

　風見のほうに視線をやると、髪の間から真しん剣けんな表情が見えた。これまで見たことのない表情に、思わず釘くぎづけになる。いつもこんな顔で絵を描いているのだろうか？

　すると、遠くで【ＹＥＳの音】が鳴った。

　思わず苦笑する。別に今のは答えを求めていない。

　風見の手元を見ると、迫はく力りよくのあるゾンビが描かれていた。これを上う手まく再現できれば、山車の点数はかなりいい線いくかもしれない。思わず、呟つぶやいた。

「やっぱり上手いな」

　風見は無言で耳を赤くした。

　照れているらしい。なんだか、悪いことをしてしまった。

　デザイン画を描く姿から、風見はモノづくりが好きだということが伝わってくる。

　そういえば、ペンキがまき散らされる事件の前から、風かざ見みは積極的に学園祭準備に参加していた。思えば、いつも一番遅おそくまで残って作業を進めていた気がする。

　もしかしたら、今回の事件で風見は丸まる岡おか以上にショックを受けていたのかもしれない。

　自分も含ふくめてクラスのヤツらがショックを受けなかったのは、本気で取り組んでいなかったからだ。もし時間をかけて本気で作っていたモノが台無しにされれば、犯人に憤いきどおりを感じるだろうし、落ち込みもするだろう。なんだか、急にやるせなくなった。

「ホテルの企画、ダメにされて残念だったな、頑がん張ばってたのに」

　俺が声をかけると、風見は初めて鉛えん筆ぴつを止めた。そして、ゆっくりと顔を上げる。

　風見はとても悲しそうな顔をしていた。俺は焦あせった。どうやら、触ふれてはいけない話題だったらしい。自分の迂う闊かつさを呪のろった。「悪い、思い出したくないよな」

　風見は「別に……大だい丈じよう夫ぶ」と言って、また鉛筆を動かし始めた。

　でも、全然大丈夫なようには見えない。やはり、作り手にしか分からないショックがあったのだろう。自分の無神経な言動のせいで、人を傷つけたことを悔くやんだ。

　と同時に、自分のことは棚たなに上げて、事件の犯人に対する怒いかりが湧わいていた。

　何者かの心ないイタズラのせいで、陰かげでこんなにもツライ思いをしている人がいる。しかも、その犯人は今もどこかで笑っているのだ。とても許せないと思った。

　俺は悩なやんだ末に、頭の中で疑問を浮かべてみた。

　──風見は事件の犯人を見つけてほしいと思っているだろうか？

　するとやや置いて、かすかに【ＹＥＳの音】が聞こえてきた。

　風見は心の中で、犯人を見つけてほしいと願っている。

　普ふ段だんは誰だれかのために何かをしようなんて思わないけれど、風見のためだったら犯人を見つけてやってもいいかなと思った。無神経な発言をした、せめてもの罪つみ滅ほろぼしに。




　風見は宣言通り昼休みのうちにデザイン画を完成させた。

「うおっ、スゲーじゃん！」と、声を上げたのはダイキだ。

　他ほかのヤツらも完成したデザイン画を見ながら、口々に絶賛のコメントを述べる。

　誉ほめられて照れくさそうに笑う風見を見て、俺は少しホッとした。

　風見を仲の良い女子との昼食に送り出し、俺たちは午後の作業を開始した。

　まずは、材料調達である。木材や段ボールは体育館裏の倉庫で、画用紙やペンキ類は美術室で揃そろえる。そのほか必要なモノは、近くの文ぶん房ぼう具ぐ店に買いに行くことになっていた。俺たちは【校内班】と【買い出し班】に分かれて、効率よく材料を集めていった。

　一時間ほどで材料調達を終えて、いよいよ本格的な制作に取り掛かかる。

　教室企き画かくチームの今日の目標は【お化け屋や敷しき】のコースを完成させること。

　先に通路を作ってしまい、後から客を驚おどろかす仕掛けをどんどん盛り込んでいく作戦だった。

　作業を始めて間もなく、「ねえ、タケ」と話しかけてきたのは中なか嶋じまカオリだ。女子テニス部の部長を務める女子で、日ひ頃ごろから女子だけでなく男子ともよく話をしている。

「あたし、お化け屋や敷しきとか結構好きなんだけど、通路はもっと狭せまいほうが良くない？」

「なんで？」

「圧あつ迫ぱく感あったほうが怖こわい気がする」

　なるほど、と納なつ得とくする。

　すると、話を聞いていた、ギャルメイクが眩まぶしい近こん藤どうアサミが同調した。

「分かる～、逃にげ場ばのない感じがでしょ～」

「狭いほうが、一いつ緒しよに入った男子と密着できるしね」

　妙みように計算高い意見を出したのは、また別の女子だ。

　この意見をきっかけにガールズトークに突とつ入にゆうしたので、俺はそそくさと退散する。

　そして、さっそく男子の意見も聞いてみた。すると、

「あっ、良いかもね。通路を狭くすれば、その分、コースも長くできるし」

　と答えたのは、常に冷静で普ふ段だんから【まとめ役】にまわることの多い伊い賀がだ。

　その意見を聞いて、普段はあまり目立たない男子が呟つぶやいた。

「余ったスペースで、裏で仕し掛かけを操作する人も増やせるかも……」

　なるほど。通路を削けずった分で、スタッフが隠かくれるスペースも確保できるということか。

　さっそく通路の幅はばを変へん更こうして、木で作ったコースの仕切りを設置していく。

　コース設営はどうしても力仕事が多くなるので、チームの女子には先に客を驚おどろかす仕掛けについて考えておいてもらうことにした。俺たちに、無む駄だにできる時間はない。




　チームのメンバーに交代で休きゆう憩けいを取ってもらい、自分はぶっ通しで作業を続けていた。

　すると、それに気づいた伊賀が「タケも休憩に行ってこいよ」と言ってくれたので、作業を任せて束つかの間まの休憩を取ることにする。

　だが、ただ休むつもりはなかった。風かざ見みへの罪つみ滅ほろぼしのために、三年Ｈ組の教室にペンキをまき散らした犯人を探そうと考えていた。

　木き村むらは犯人ではなかったが、ダイキの推すい理りはあながち間ま違ちがっていないように思う。

　他ほかのクラスの企画を台無しにするメリットは多くない。最下位になって坊ぼう主ずになるのを防ぐために他のクラスの足を引っ張ろうとした、と考えるのが一番自然だと思った。

　となれば、容疑者は絞しぼられる。さっそく、他のクラスのリーダーを洗うことにした。

　Ａ組からＧ組まで順番にまわって、各クラスのリーダーを近くで眺ながめた。

　というのも、疑問を浮かべるときは、関係する人の近くにいたほうが【音】が聞こえてくる可能性が高いからだ。だから、視界に捉とらえながら疑問を浮かべる。

　──なあ、ウチのクラスの教室企き画かくを壊こわしたのはお前か？

　頭の中で【ＮＯの音】が続き、結局、クラスリーダーの中に犯人はいないと分かった。

　Ｇ組のクラスリーダーだけ教室にいなかったが、質問する必要はないだろうと思った。

　Ｇ組はきちんとしたクラスリーダーを立てて本気で優勝を狙ねらっている数少ないクラスで、誰だれもが認める【優勝候補】だからだ。他ほかのクラスの足を引っ張る理由がないし、クラスリーダーのことも知っているが、人のクラスにペンキをまき散らすようなヤツではない。

　早くも捜そう査さは行ゆき詰づまってしまった。




　作業に戻もどってからも、犯人のことが頭を離はなれなかった。他の可能性を考える。

　もしかしたら、クラスリーダーを坊ぼう主ずにしたくない【第三者】の犯行かもしれない。

　たとえば「好きな人のクラスが最下位になりそうだから、阻そ止ししなきゃ」という理由だ。

　あとは、丸岡をはじめ三年Ｈ組の誰かに対する【個人的な恨うらみ】や、特に理由のないような【愉ゆ快かい犯】などが思いついたが、そうなってくると容疑者を絞しぼるのは難しい。

　自分が【音】の力を使えば、すぐに見つかるのではないかと思っていたが甘かった。

　あまり意識的に【音】を聞こうとすると激しい頭痛に襲おそわれるため、全校生徒を手当たり次し第だいに潰つぶしていくことも出来ない。犯人探しは完全に袋ふくろ小こう路じに入ってしまった。




　その日の作業が終しゆう了りようし、三年Ｈ組の面々は丸まる岡おかの家で作戦会議を開くことになった。

　ダイキがクラスのヤツらに手当たり次第に声をかけたことで、男子だけじゃなく女子も大勢参加を決めている。来られないのは、門限の厳しい一部の女子だけだった。

　こんな大人数でお邪じや魔ましても大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？

　不安に思って丸岡に確かく認にんを取ろうとしたら、横からダイキが「いいから、気にすんな」と、自分の家でもないのに答えてきた。どうなっても知らない。

　ぞろぞろと列になって丸岡の家に移動し、到とう着ちやくしてダイキの自信の理由が分かった。

　丸岡の家は、それなりの広さを誇ほこる【ラーメン屋】だったのだ。

「いらっしゃい。今日はもう店を閉めたから、店のなか自由に使ってね」

　と、どこか嬉うれしそうに出迎むかえてくれたのは丸岡の母親だ。

　すかさず丸岡は「いいから、母さんは下がっててよ」と恥はずかしそうな顔をしていた。

　母親が二階に上がっていくと、クラスのヤツらは口々に感想を述べた。

「丸岡の家がラーメン屋だったなんて、知らなかったな」とは、いつも冷静な伊い賀が。

「こち亀かめ、全巻揃そろってるじゃん。あと、スラムダンクも」と、テンションを上げたのは、女子テニス部・部長の中なか嶋じまカオリだ。どうやら、少年漫まん画がが好きらしい。

　最後に「ああ、ラーメン食べて～」と口にしたのは、すっかり【小太りキャラ】が定着したキーちゃんだ。「来る途と中ちゆうにパンを食べてたくせに」と、周囲からつっこまれている。

　靴くつを脱ぬいで広い座ざ敷しきにあがり、それぞれ適当に座った。

　そして、さっそく今日の成果に関する情報交こう換かんから始める。

　代表してダイキと俺が話すことになった。

　その結果、どうやら両チームとも順調らしいことが分かる。

　豪ごう快かいにペンキをまき散らされて一時はどうなることかと思ったが、原形を壊こわされたり、衣い装しようを破かれたりしていなかったのは、不幸中の幸いだった。犯人は詰つめが甘い。

　今日の功労者である風かざ見みは来ていなかった。今日のことをひと言謝りたかったのだが、タイミングを逃のがしてしまっていた。犯人探しが行き詰まっていることもあり、気が重い。

　作戦会議は時間が経たつとともに、自由行動が増えてきた。なにやら女子は女子で盛り上がっているし、男子のほうも関係ない雑談をしたり、漫まん画がを読み始めたりしている。

　その輪を抜ぬけてジュースを買いに店を出ると、外はもう真っ暗だった。

　歩き始めてすぐに「待って」と声をかけられる。後ろを振ふり返ると丸まる岡おかが駆かけ寄ってきた。「一いつ緒しよにいい？」と訊きかれて、「別にいいけど」と答える。

　並んで歩き始めて、しばらくして丸岡が言った。

「二人ともスゴイね」

　この「二人とも」というのがダイキと俺のことを指しているのは、なんとなく分かった。

「今日は一日、ダイキ君──じゃなくてダイキのそばで作業してたんだけど、テキパキ指示を出してみんなをグイグイ引っ張っていくし、タケも教室企き画かくチームを一人でまとめちゃうし。二人とも僕なんかより、全然クラスリーダーにふさわしいよ」

　確かに、ダイキは昔から自然と輪の中心にいるようなヤツだった。ダイキと丸岡、どちらのほうがリーダーの素質があるかと訊かれれば、ダイキと答えざるを得ない。

「でも、知ってるか？」

「なにが？」

「アイツ、昔はいじめっ子で嫌いやなヤツだったんだぜ」

「あっ、聞いたことあるかも」

　丸岡を驚おどろかそうとしたのに、驚かなくて拍ひよう子し抜けした。

　まあ、昔から目立つヤツだったから、噂うわさを聞いていたのかもしれない。

「まあ、ダイキはともかく、俺はリーダーなんてガラじゃないって」

　昔から俺はダイキと違ちがって、目立たない存在だったと思う。

　謙けん遜そんではなく心の底からそう思っていたが、丸岡には届かなかった。

「自分でも気づかないくらい、当たり前のように出来ちゃうのがスゴイんだよ。僕は頑がん張ばっても、なんにも出来ないから……」

「そんなことないだろ。ほら、土ど壇たん場ばでの【テーマ変へん更こう】とか」

　今日のファインプレーを称たたえたが、丸岡は「それは……」と俯うつむいてしまった。

　よく分からなかったが、落ち込んでいる丸岡を見て、柄がらにもないことを口走った。

「元気出せよ、俺はお前のほうがスゴイと思うぞ」

　丸まる岡おかは「同情はいいよ」と呟つぶやいたが、これは同情なんかじゃなく【本心】だった。

「同情じゃない。丸岡がいなかったら、ダイキも俺もやる気にならなかったんだから」

　丸岡がクラスリーダーに手を挙げて「変えたい」と想おもわなければ、クラスが団結することなんてありえなかった。ダイキも出来ないことを、丸岡はやってのけたのだ。

　言わんとしていることが伝わったのか、それまで俯うつむいていた丸岡が顔を上げた。

　そこで俺はあることを思い出して、「そういえば」と付け加える。

「今日のチームはどうやって決めたんだよ？」

「どうって言われても、山だ車しチームはフットワークが軽い人や手先が器用そうな人で、教室企き画かくチームはアイデアを出すのが得意そうな人を集めたつもりだけど……」

　思った通りである。どうりで何もしなくても意見がポンポン出てくるわけだ。

「それ、充じゆう分ぶんスゴイと思うぞ。よく、クラスメイトを理解してなきゃ出来ないことだ」

　すると、丸岡は複雑そうな顔をした。

「ダイキがいじめっ子だったみたいに、僕も小学生の頃ころはもっと根ね暗くらだったんだ」

「なんだよ、いきなり」

「僕、昔クラスメイトの消しゴムを、こっそり集めてるようなヤツだったんだよね。それで、クラスメイトのことを理解した気になってさ。実際は理解なんて出来てなかったんだけど」

　丸岡にそんな過去があったなんて知らなかった。

「でも、よくそんな根暗なヤツが、クラスリーダーをやろうと思ったよな」

　俺が訊きくと、丸岡は複雑な顔をした。

「今の僕があるのは、小学校のときの担任の先生のおかげなんだよ。【恩師】っていうのかな。岡おか田だ先生っていうんだけど、あの先生がいなかったら、きっと今もダメだったよ」

　そこで、不意に俺の記き憶おくが刺し激げきされた。小学校の、オカダ、センセイ？

「えっ、岡田先生って、もしかして、北きた小しようの岡田先生？」

「そうだけど……」丸岡は不思議そうな顔をしている。

　どうりで、ダイキのいじめっ子時代を知ってるわけだ。

「なんだよ。ってことは、俺たち同じ小学校だったのかよ。全然知らなかったわ」

「知ってるものだと思って……」

「まあいい。話を戻もどすけど、丸岡はスゴイよ。ダイキには出来ないことだと思うし。クラスのヤツらを乗せるのはダイキに任せて、丸岡は丸岡のできることを見つけていけばいいよ」

　丸岡の表情が明るくなるのが分かった。丸岡に足りないのは【自信】だ。

　ああ、柄がらにもないことを口走った理由が分かった。自分のことを信じられないせいで殻からに閉じこもっている丸岡と、他人のことを信じられないせいで周囲を遮しや断だんしている俺は、なんか似ているのだ。だから、落ち込んでいるのを放ほうっておけなかったのだろう。

　誰だれかに励はげましの言葉をかけるなんて、以前の自分では考えられなかった。

　ジュースを買って戻もどると、ダイキが「おせーよ、お前ら」と声をかけてきた。

　誰かがツタヤで借りてきた【ホラー映画】を観みようとして、待ってくれていたらしい。

　結局、作戦会議は最初の少しだけで、あとは楽しむだけ楽しんで解散した。




　翌日、学園祭二日前。今日も朝から準備作業が始まる。

　教室企き画かくの作業に入る前に、俺だけ別の仕事を割り振ふられた。パレードでゾンビに仮装する際のフェイスペインティングの練習台だ。昨日と同じように、風かざ見みと二人きりである。

　顔に筆を走らされながら、俺は風見に声をかけた。

「昨日は、悪かったな。余計なこと言って」

「ううん、私のほうこそ気を使わせちゃって、ごめん。でも、大だい丈じよう夫ぶだから」

　風見は答えたが、やはり元気がない。二人の間に気まずい空気が流れた。

　こんな状じよう況きようになったのは、ダイキとキーちゃんの仕し業わざだった。

「昨日も良い感じだったんだから、タケが練習台になってやれよ」

　と、視し聴ちよう覚かく室の件を冷やかしてきたのである。下手に反発すると調子に乗らせるだけだからと、甘んじて受け入れたのが間ま違ちがいだったかもしれない。

　昨日も一度解散して女子が帰った後、残った男子だけで、学年の誰が可か愛わいいだとか誰のスタイルが良いだとか、くだらない話になったのを思い出す。

　そのうち恋愛の話にシフトしたが、俺は終始冷めた気持ちで聞いていた。

　自分が誰かを好きになるなんて考えられない。

　あの【音】を聞いて、いろんな人の内面を覗のぞくうちに、漠ばく然ぜんと人に嫌いや気けがさした。

　それを表に出すほどガキではないが、この気持ちは一生なくならないだろう。

　だいたい、もし自分だったら人の本音を覗けるようなヤツなんかと付き合いたくない。

　地球が逆さまになったって、俺は誰かを好きになったりしないだろう。

「もし、人の心を読める力があったら使う？」

　俺がなんとなく問いかけると、風見は一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられていたが、すぐに笑った。

「タケ君、やっぱり変わってる。そんなこといきなり聞かれたの、初めてだよ」

　言われて少し恥はずかしくなる。自分が逆の立場だったら引くかもしれない。

　思わず、言い訳が口をついた。「いや、ふと思ってさ」

　風見はペインティングしながら、クスクス笑っている。そして、

「どうだろう。たぶん、使うと思う」

　意外な答えだった。なんとなく、風見は使わないんじゃないかと思っていたから。

　でも、遠くから【ＹＥＳの音】が聞こえていた。風見の答えに、噓うそはない。

「やっぱり、使うよな……」

　呟つぶやきながら、残念なようなホッとしたような自分に気づいた。

　すると、風かざ見みは「でも」と付け加えた。

「自分のためには使わないかも。使っても、良いことなさそうだから」

　では、何に使うのか？　俺が尋たずねる前に風見は続けた。

「何か人の役に立つ使い方ができたらいいなって。ほら、マンガのヒーローみたいに」

　ガツンと殴なぐられたような気がした。これまで一度だって、そんなことを考えたことはない。

　成り行き上の気まぐれで人助けに【音】が役立ったことはあるが、誰だれかを助けるために、この【音】を使おうなんて思ったことはなかったのだ。

「……そういう考え方もあるんだな」

「冤えん罪ざいとかで苦しんでいる人の力になれたりするかもね」

　俺は「そうかもな」と曖あい昧まいに頷うなずきながら、内心動どう揺ようしていた。

　実際に実現できる力があるにもかかわらず、人のために使ったことなどなかったのだ。

　なんだか気まずくなって、慌あわてて話題を変えた。

「風見は高校卒業したらどうするんだよ。美術関係に進むのか？」

　問いかけても、【音】は聞こえてこなかった。まだ決まっていないということだ。

　また、悪いことを聞いてしまったかもしれない。

「あっ、答えたくなかったら、答えなくていいけど」
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　すると、風かざ見みは「うん」と曖あい昧まいに頷うなずいた。

「本当は美大で絵を勉強したいんだけど、絵が上う手まい人はたくさんいるから……」

　やっぱり、悪いことを聞いてしまったらしい。

　俺は頭の中で思い浮かべた。

　──風見は美術関係で上手くいくのだろうか？

　頼たのむ。【ＹＥＳの音】が聞こえてきてくれ、と祈いのったが、【音】は聞こえなかった。

　でも、俺は暴走した。

「風見なら、大だい丈じよう夫ぶだよ。絶対上手くいくって。俺、昔からそういうの分かるんだよ」

　すると、風見は驚おどろいたように、俺のほうを見ていた。

「不思議だな。なんか、タケ君に言われると本当に上手くいくような気がするよ」

　俺は心の中で謝った。テキトーなことを言うヤツが一番嫌きらいだったはずなのに。

　また、風見に悪いことをしてしまったかもしれない。

　──もし、ペンキ事件の犯人を見つければ、少しは風見のためになるだろうか？

　こっそり思い浮かべると、遠くで【ＹＥＳの音】が鳴った。




　練習台の役目を終えて【教室企き画かく】の作業に戻もどると、教室に意外なヤツが顔をみせた。

「俺も仲間に入れてくれないか？」

　同じクラスの長は谷せ川がわだ。バスケ部仲間の井いの上うえに同調し、協力を辞退したヤツである。

　長谷川の姿を確かく認にんした丸まる岡おかが明るい声を出した。「来てくれたんだ！」

　聞けば、丸岡はクラスのヤツから井上と長谷川の連れん絡らく先を聞いて、メールや電話で説得を試みていたという。井上には無視されたが、長谷川には粘ねばり勝がちをおさめたのだ。

　丸岡はさっそく、クラスリーダーとして自分に出来ることをやったらしい。

「井上も誘さそったんだけど、ダメだったわ」

　長谷川の言葉に、丸岡は残念そうにしている。だが、落ち込んでいる暇ひまはない。

　俺たちはすぐに作業を再開した。




「井上は丸岡のこと、恨うらんでるのかもな」

　お化け屋や敷しきの仕し掛かけを作りながら、唐とう突とつに口を開いたのは合流した長谷川だ。

　その場に座っていたのは、いつも冷静な伊い賀がと、チャラ男おの三み浦うら、そして俺だった。

　代表して伊賀が質問する。

「二人の間に、何かあったのか？」

「去年、アイツら同じクラスだったんだけど、丸岡のせいで【球技大会】負けたんだよ」

　長谷川が言うには、あと一歩で優勝に手が届くという場面で、丸岡が痛つう恨こんのミスをしたのだという。球技大会を仕切っていた井上が丸岡を恨むのも無理はない、と話した。

　二人の間にそんな【因いん縁ねん】があったなんて知らなかった。不意に【個人的な恨うらみ】というワードが頭に浮かぶ。事件の犯人が身内にいる可能性は、全く考えていなかった。

　すると、チャラ男おの三み浦うらがニヤニヤしながら口を開く。

「ウチの企き画かくを台無しにしたの、井いの上うえだったりして」

「おい、滅めつ多たなこと言うな」と、たしなめたのは伊い賀がだ。

「でもよ、他ほかのクラスのヤツの仕し業わざって考えるより、丸まる岡おかを坊ぼう主ずにして球技大会の責任を取らせたかったって考えるほうがしっくりくるぜ」

　三浦の推すい理りに、長は谷せ川がわと伊賀は黙だまった。

　妙みように納なつ得とくしてしまったのかもしれない。俺が話題を変えようとしたとき──

「井上君はそんなことしない！」

　きっぱりと否定したのは、入いり口ぐちに立つ丸岡だった。いつからそこにいたのだろう。

「大声出してゴメン。でも、下手に疑うのは、やめようよ」

　その気き迫はくに押されて、三浦は「悪かったよ」と素す直なおに詫わびた。




　順調に準備作業は進み、三年Ｈ組の教室が徐じよ々じよに【お化け屋や敷しき】らしくなってくる。

　両方のチームを代わる代わる見ている丸岡が山だ車しチームの作業に移動したのと入いれ替かわりで、不意にＣ組のクラスリーダーを務める木き村むらがやってきた。

　教室の入いり口ぐちに木村の存在を確かく認にんして、クラスのヤツらは顔をしかめる。

　──最下位になりそうだからって、お前らのリーダーが自分でやったんじゃねーの？

　と木村が吐はいた暴言については、クラス全員が知っている。何しに来たかは知らないが歓かん迎げいなどするわけがなかった。しかし無言の拒きよ絶ぜつは、木村にあっさりと破られる。

「準備し直してるってマジだったんだ。それもよりによって【お化け屋敷】とはね」

　木村は誰だれに言うわけでもなく、全体に向かって吐はき捨てた。

　その馬ば鹿かにするような口調が我が慢まんできなかったらしく、長谷川がつっかかる。

「なんか、文句あるのかよ」

「親切な忠告だって。今からでも遅おそくないから、やめといたほうが身のためだぞ」

　意味が分からず黙る長谷川に対して、木村は「おいおい」と呆あきれたように続ける。

「数年前に最下位になったクラスの教室企画が【お化け屋敷】だったって知らねえのかよ。素しろ人うとの作った仕し掛かけほどサブイもんはないっていうのに。お前らも冷静に考えてみたら？」

　木村は言いたいことだけ言って、さっさと行ってしまった。

　クラスのヤツらがすぐに憤いきどおりを表さなかったのは、思うところがあったからだろう。

　これまで順調に作業は進んでいたが、それはあくまで完成の見込みが立っているということに過ぎない。自分たちの【お化け屋敷】が面おも白しろいかなんて、頭になかったのだ。

「ちょっと、集まって」

　教室企き画かくチームのメンバーを集めて、一度リハーサルをしてみることを提案した。

　メンバーはすぐに仕し掛かけを準備する。客を脅おどかす役には、伊い賀がと長は谷せ川がわが手を挙げた。

　企画を体験する客役には、自じ称しよう・お化け屋や敷しき好きのカオリとチャラ男の三み浦うらに決まる。

　準備が整って、さっそく初めてのリハーサル運営が行われた。




「どうだった？」

　代表して伊賀が訊たずねると、実際に【お化け屋敷】を体験したカオリが顔を曇くもらせた。

「……かなりヤバイかも。全然怖こわくないし、仕掛けも子供だまし以下だよ」

　カオリの率そつ直ちよくな感想に、チームの全員が肩かたを落とした。

　これは俺の責任だ。今まで何をしていたのだろう。

　自分のふがいなさに腹が立った。







　結局、打開策が見つかる前に、今日の作業時間は終しゆう了りようした。

　明日までに各自、客が怖こわがる仕掛けを考えてくることを約束し、解散する。

　それが一時間前のこと。俺はひとり教室に残っていた。下校時刻はとっくに過ぎていたが、教室企画チームを任された身としては、とても今の状態では帰れない。

　自ら客の目線に立ってみて初めて、現状のヤバさが想像以上だったことを思い知った。大きなテコ入れをしないと、ウチの【お化け屋敷】は確実に失敗する。

　だが、肝かん心じんのアイデアは全く浮かばなかった。糸口だけでも見つけるまでは帰れない。

　ふと、風かざ見みのことが頭に浮かんだ。学園祭の準備期間が始まって、美術部の風見の活かつ躍やくは目立っていた。センスが良く人の何倍ものスピードで作業を進めていくので、クラスのヤツらは「風見がウチのクラスで良かった」と口を揃そろえていた。いつも最後まで残って作業をする風見を見て、単にモノづくりが好きなのだと周囲は思っていた。

　だが、もしかしたら違ちがったのかもしれない。

　周囲から無責任に期待されて、風見はプレッシャーを感じていたのかもしれない。

　自分がやらないと終わらないという責任感から、作業をしていたのかもしれない。

　デザイン画を昼休みに描かき上げると言ったことからも、風見の責任感の強さは分かる。

　可能性は高いのではないかと思った。

　自分が似たような境きよう遇ぐうになるまで、風見の苦く悩のうの可能性に思い至らないなんて。

　昔から例の【音】が聞こえていたせいで人のことを分かっているつもりになっていたが、それは思い上がり以外の何物でもなかった。俺は人の気持ちなんて全く分かっていない。

　自己嫌けん悪おに陥おちいっていたそのとき、突とつ然ぜん、廊ろう下かから叫さけび声ごえが聞こえてきた。

「離はなせ、この野や郎ろう！」

「お前がペンキ事件の犯人か」

　思いがけない台詞せりふが飛び出し、俺は扉とびらの隙すき間まから教室の外をうかがった。

　すると、学年主任の馬ば場ばがクラスメイトの井いの上うえを取り押さえているところだった。

　──ウチの企き画かくを台無しにしたの、井上だったりして。

　──井上君はそんなことしない！

　昼間の会話がフラッシュバックする。お前が事件の犯人だったのか？

　すると、遠くで【ＮＯの音】が鳴った。どうやら正しかったのは丸まる岡おからしい。

　気づいたら、飛び出していた。

「そいつ、犯人じゃないですよ」

　暗くら闇やみから現れた俺に、二人は驚おどろいていた。すかさず馬場が怒ど鳴なりつける。

「武たけ内うち、お前はそこで何をしてる！」

「俺、教室企画のリーダーなんで、心配で残ってました」

　噓うそではない。少し曖あい昧まいに答えただけだ。

　馬場はそのギョロッとした目を見開いて言った。

「確かに、心配なのは分かる。だが、帰れ。外部犯の可能性も考えて、教師陣じんで見回りも始めたから。お前の出る幕じゃない」

　知らなかった。というか、言われるまで【外部犯】の可能性なんて考えていなかった。

　だが、今はそれどころではない。馬場に余計な説教を食らう前に逃にげるが勝ちだ。

「分かりました。行こうぜ、井上」

　声をかけると、井上はバツが悪そうに「ああ」と応じた。

　しかし、馬場は「待て」と井上の肩かたを摑つかんだ。

「お前の容疑は晴れていない。職員室でじっくり話を聞かせてもらう」

　井上は顔をひきつらせた。馬場の説教がシャレにならないのは、誰だれでも知っている。

「先生、そいつは犯人じゃないです。ウチの大事な戦力なんで。勘かん弁べんしてください」

　俺の横やりに、馬場はギョロ目を井上から俺へと移動させる。

「確か、井上は準備に協力していなかったと思うが？」

　馬場の情報網もうに驚いた。

　さすが、生徒のアラ探しばかりしているだけのことはある。

「こいつの出番は、これからですから」

　俺がしれっと言ってのけると、馬場は何か推おし量はかるような目をした。

　そして、「今回は、そういうことにしておいてやろう」と、井いの上うえの肩かたを離はなした。




「どういうつもりだよ。助けたつもりか？」

　学校を後にして、しばらく歩いてから井上が訊きいてきた。

　ここに来るまでの間に、【音】を聞いて、だいたいの事情は飲み込めていた。

「お前はペンキ事件の犯人じゃないが、さっき教室企き画かくを壊こわそうとしてたのは知ってる」

　俺は井上の目を真っすぐに見据すえた。

　井上は真相を言い当てられて一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、すぐに開き直った。

「そうだよ。悪いか。悪いのはお前らだ。丸まる岡おかとダイキの口くち車ぐるまに乗せられてよ。青春漫まん画がじゃあるまいし。何か勘かん違ちがいしてるみたいだから、思い知らせてやろうと思ったんだよ」

　支し離り滅めつ裂れつだが、井上の気持ちは伝わってきた。要は羨うらやましかったのだ。

　学園祭に本気になる俺たちのことを馬ば鹿かにして一方的に離り脱だつしたくせに、何やら楽しそうにしているのが気になって仕方なかったのだろう。その輪の中心にいるのが、因いん縁ねんのある丸岡だったことも我が慢まんならなかったのだろう。仲間だと思っていた長は谷せ川がわが寝ね返がえったことも、苛いら立だちに拍はく車しやをかけたのだろう。自分は今さら輪に加われないから、いっそのこと壊してしまおうと考えたのだろう。まるで子どもの考え方に、ただただ呆あきれた。

「別にどうだっていい。ただ、教室企画には手を出すな」

　俺がそれだけ言って立ち去ろうとすると、井上が「おい」と呼びとめてきた。

「それだけかよ。どうせ、クラスのヤツらに言い触ふらすんだろ」

　どこまでも自分勝手な考え方に腹が立った。

「別に言い触らすつもりはない。仲間に入れて欲しいなら素す直なおに謝ればいい」

「は？　誰だれが仲間になんか」

「あっそ、別にどうでもいいけど。丸岡は待ってるみたいだぞ」

　丸岡はクラスリーダーとして、クラス全員で団結したいと考えているに違いない。だから、クラスを離脱した長谷川や井上にも一いつ緒しよにやってみようと説得を続けたのだろう。

「アイツ、調子に乗りやがって」

　その言い方にカチンと来た。

「お前、自分の退たい屈くつを人のせいにするなよ」

　真っ向からの批判に、井上が怯んだ。俺は構わず続ける。

「学園祭を台無しにしたのは、他ほかの誰でもない。お前自身だよ」

　学園祭を台無しにしていたのは誰か？

　──それは、俺たち自身だ。本気で作業に取り組んだ今なら分かる。

　学園祭の楽しみや感動は、きっと誰かが与あたえてくれるものじゃない。

　おそらく、昔も今も与えられている環かん境きように大差はないのだろう。変わったのは人だ。

　俺たちが勝手に退たい屈くつを人のせいにして、自分たちで学園祭を台無しにしていたのだ。

　俺は丸まる岡おかとダイキのおかげで気づくことができた。お前はどうだ、井いの上うえ？

「いつか、あのとき意地を張ってなければよかったって後こう悔かいしても遅おそいぞ。高校の学園祭を思い出すたびに、つまらない意地で退屈に過ごしたことを後悔するのか？」

　井上は反論してこなかった。

「手て遅おくれにならないうちに、素す直なおになれよ」

　俺は井上の答えを聞かずに、その場を立ち去った。







　学園祭前日、準備期間最終日。泣いても笑っても、今日が正念場だ。

　ウチの【お化け屋や敷しき】が良いものになるかどうかは、このあとの準備にかかっている。

　教室企き画かくチームではさっそく、各自が考えてきたアイデアを発表することから始めた。

　昨日、全員が【お化け屋敷】の客役を体験したのが良かったのかもしれない。客目線に立った良いアイデアがたくさん出てきた。次し第だいにメンバーの表情も明るくなる。

　最後に俺の番だった。メンバー全員の注目が集まる中、端たん的てきに提案した。

「コース内に、ドアを作ろう」

　何人かが「ドア？」と呟つぶやいた。俺は用意していた説明を付け加える。

「昔の有名なゾンビゲームがあるんだけど、その何が怖こわいってドアを開ける瞬しゆん間かんなんだ。だから、コース内に二ヶ所ドアを設置して、客に自分たちで開けさせよう」

　朝方まで考えて、ようやく思いついたアイデアだった。

　最初に同意を示したのは、いつも冷静でまとめ役にまわることの多い伊い賀がだった。

「それ、良いよ。コース内に緊きん張ちようが生まれるし、一気に動きが出ると思う」

　他ほかのメンバーも口々に、賛成のコメントを述べた。とりあえず、ホッとする。

「よし、ラスト一日頑がん張ばろう！」

　昨日までの【お化け屋敷】の課題は、全体的に動きが乏とぼしいことだった。

　どんなにリアルな人形を作ろうと、ただ置いてあるだけでは全く怖くない。コース内の仕し掛かけにもっと動きや変化をつける必要があったのだ。

　チャラ男おの三み浦うらは、家から大きなウォーターガン（水みず鉄でつ砲ぽう）を持ってきていた。中に水を入れずに、通り過ぎる客に水の代わりに空気を噴ふん射しやするのである。これがなかなかの威い力りよくで、不意打ちを食らって驚おどろかないヤツはまずいないだろうと確信した。

　お化け屋や敷しき好きの中なか嶋じまカオリは、不気味な効果音を用意してきていた。ギャルメイクの近こん藤どうアサミは、小さな風船を割って驚かそうとしていた。二人とも音に着目したのである。

　作業の中心的存在である伊い賀がと長は谷せ川がわの二人は、懐かい中ちゆう電でん灯とうを使った即そく席せきの間接照明を作っていた。暗くら闇やみに懐中電灯だけのときよりも、グッと雰ふん囲い気きが出ている。

　他ほかのメンバーのアイデアも、どんどん取り入れていった。




　昼休みに入り、一ひと足あし先に【山だ車しチーム】が完成を迎むかえたという報告を受けた。

　チームのメンバーと外の作業場へ出ると、そこには大迫はく力りよくの【ゾンビ】がいた。

「どうだ、ビビるだろ！」

　ダイキが胸を張った。

　確かにこの出来栄ばえなら誇ほこりたくなる気持ちは分かる。

　まるで本物のゾンビが墓から這はい出しているようだった。ゾンビのくせに、躍やく動どう感がハンパない。過去二年間の学園祭で、自分が見てきたどんな山車よりも完成度が高かった。

　チームの人数バランスの関係で、山車チームに立ち会うことの多かった丸まる岡おかはすでに泣きそうになっており、他のヤツらに「まだ泣くのは早いって」とつっこまれている。

　俺たちは山車チームの面々に興奮をそのまま伝え、労ねぎらいの言葉をかけた。

　久しぶりに両チームが集まって、クラスとしての一体感を得ることができた。

　俺は風かざ見みを見つけて、声をかける。

「あのデザイン画のイメージ、そのままだな」

　風見は「うん。間に合って良かった」と、照れくさそうに笑った。

　その笑え顔がおを見て、俺は嬉うれしくなる。もちろん事件のショックが消えたわけではないだろうが、山車を完成させたことで少しスッキリしたのかもしれない。

　ふと、考えた。風見はまだ、犯人を見つけてほしいと思っているだろうか？

　すると、遠くから【ＹＥＳの音】が聞こえてきた。




　午後の作業が始まり、【教室企き画かくチーム】に【山車チーム】のメンバーが合流した。

「うおっ、スゲェ。ちゃんと【お化け屋敷】になってるじゃん」

　ダイキが興奮した声を上げた。やはり、誇ほこらしい気持ちになる。

　午前中の終わりに一度リハーサル運営をやったが、その完成度は、昨日とは比べ物にならなかった。仕し掛かけを分かっているはずなのに驚いてしまうのだから、フツーの客の怖こわさはこの数倍だろう。確かな手ごたえを感じていた。

　お化け屋や敷しきの目玉となるドアも、山だ車しチームの協力もあって順調に進んだ。

　作業の途と中ちゆう、ダイキとお調子者のキーちゃんがあるものを持ってきた。

「タケ、遠えん慮りよなくこれを使ってくれ」

　と、二人が転がしたのは視聴覚室の遮しや光こうカーテンだった。

　明らかなルール違い反はんにサーッと血の気が引く。バレれば、大おお幅はばな減点だ。

「馬ば鹿か、すぐに返してこい」

　二人は「なんだよ、人がせっかく」と、ぶつくさ言っている。

　結局、返しに行く途と中ちゆうに学年主任の馬ば場ばに見つかって、二人はこってり搾しぼられた。

　未み遂すいだったため、減点されなかったのがせめてもの救いだ。

　だが、昨夜の井いの上うえの件もあるし、ウチのクラスは完全にマークされただろう。

　学年主任の馬場に目をつけられて、いいことなんて一つもない。




　四時頃ごろ、全体で休きゆう憩けいを取っているときに、当日の役割の話になった。

　教室企き画かくチームは、学園祭当日も【お化け屋敷】を運営する仕事があるのだ。

　受付は、自じ称しよう・お化け屋敷好きで、顔の広い女子テニス部・部長の中なか嶋じまカオリ。

　呼び込みは、意外とモテるチャラ男おの三み浦うらと、妙みように軽さが合うギャルの近こん藤どうアサミ。

　お化け屋敷内を徘はい徊かいするゾンビ役は、いつも冷静な伊い賀がとバスケ部の長は谷せ川がわ。

　お化け屋敷内で仕し掛かけを操あやつる役は、生物部・湯ゆ浅あさと、科学部・米よね村むらのコンビ。

　といったように、ほとんどのメンバーが何かしらの仕事を担になっている。

　俺は俺で【教室企画】の代表として、呼び出されることが多い。

　しかし、一つだけ決まっていない役割があった。

「ベッドの下から客の足を摑つかんで驚おどろかすゾンビ役、どうする？」

　代表して議題に挙げたのは、いつもまとめ役にまわることの多い伊賀だ。

　ベッド下のゾンビ役は、出入りに手間がかかるため、なかなか交代が出来ない。

　結局、決まらないまま、最後まで残ってしまっていた。

「山車チームにヘルプ、お願いする？」

　と、みんなの顔色をうかがう女子に、中嶋カオリが首を横に振ふる。

「一番キツイ役目を、あっちのチームに押し付けられないでしょ」

「ベッド下のゾンビ自体、やめにするってのは？」

　三浦が軽い調子で言ったが、他ほかの全員が首を振った。ここまできて妥だ協きようしたくない。

　ベッド下のゾンビは重要な役目だが、どうしても人手が足りなかった。

　すると──

「そのゾンビ役、俺がやってやってもいいぞ」

　顔を上げると、入いり口ぐちに井いの上うえが立っていた。バツの悪そうな顔をしている。

「井上、来たのか」

　駆かけ寄ったのは長は谷せ川がわだ。裏切る形になって、後ろめたかったのかもしれない。

　他ほかのチームメンバーも、井上のことを手放しで歓かん迎げいした。離り脱だつしていたことを責める気持ちより、最後のゾンビ役が見つかった喜びのほうが大きかったらしい。

　拒きよ絶ぜつされなかったことで、井上は心から安あん堵どしているようだった。

「来たんだな」

　俺が声をかけると、井上は口を尖とがらせた。

「べ、別にお前に言われたからじゃないからな。なんだか、困ってるみたいだからよ」

「分かったよ。ありがとな」

　俺が素す直なおに感謝すると、井上は「分かればいいんだよ」とカッコをつけていた。

　結局、最後まで文句を言っていたのはダイキだけだった。「勝手に離脱したくせに、今さら戻もどってきやがって」と不満を漏もらすのを、丸まる岡おかが「まあ、そう言わないで」となだめていた。

　この二人、今では良いコンビである。










　準備時間終しゆう了りよう間ま際ぎわ、ついに三年Ｈ組の【お化け屋や敷しき】が完成した。

　クラスのヤツらは抱だき合って喜んでいる。女子は本番でもないのに泣き出す始末だ。

　だが、気持ちは分かる。二日前には不可能だと思えたことをとうとう成し遂とげたのだ。

　教室企き画かくも山だ車しもパレード衣い装しようも、かなり良い物が出来たのではないかと思う。

　俺は教室を出ていこうとするクラスリーダーの丸岡に声をかけた。

「丸岡、お疲つかれさま。【お化け屋敷】もなんとか時間内に完成まで持っていけた」

「タ、タケ、お疲れさま。ありがとう」

　丸岡は慌あわてて、ティッシュで鼻をかんだ。どうやら泣いていたらしい。そして、

「僕は山車チームを手伝うことが多かったのに、こんなに素す晴ばらしい【お化け屋敷】を作り上げて、本当にスゴイと思う。ウチのクラスに、タケがいてくれて良かった」

　丸岡があまりにストレートに誉ほめるものだから、急に恥はずかしくなった。

　お返しというわけではないが、俺も丸岡に感謝する。

「こっちこそ。丸岡が【お化け屋敷】を作ろうって言いださなきゃ、今いま頃ごろは自習してた。よくあの土ど壇たん場ばで【テーマ変へん更こう】なんて思いついたと思う。丸岡のおかげだ」

　担任の林はやしに選せん択たくを迫せまられたとき、いくらダイキがクラスのヤツらをその気にさせたところで、丸岡の明確な作戦がなければクラスが団結することなど、ありえなかった。

　誉めたつもりだったが、丸岡は「う、うん」と表情が硬かたかった。

　どうしたのだろう。なにかが、おかしかった。




　それから、俺は残りの作業をしながら、ずっと丸まる岡おかのことを考えていた。

　テーマ変へん更こうの件を持ち出した途と端たんに表情を暗くした？

　あの態度は、一体なんだったのだろう？

　なんだか、嫌いやな予感がした。

　頭に浮かんだのは、ウチの教室企き画かくを滅め茶ちや苦く茶ちやにした犯人についてだ。

　これまで、犯人は教室企画を台無しにすることが目的だと思っていた。

　でも、その前提が間ま違ちがっていたら？

　台無しになって得をしたのは誰だれだ？

　ウチのクラスに、そんなヤツはいないと思っていた。

　でも、もしかしたら、一人だけいたのかもしれない。

　ウチのクラスは、あの事件で一いち丸がんとなったのだから。

「丸岡」

　俺は声をかけた。廊ろう下かを歩いていた丸岡は、ビクッとして振ふり返った。

「な、なに？　タケ」

「気を悪くしないでほしいんだが、もしかしてお前が教室企画を台無しにしたのか？」

　俺はあえてあの【音】には頼たよらなかった。直接、訊ききたいと思ったのだ。

　すると、丸岡は言いづらそうに答えた。

「僕は犯人じゃないよ」

「えっ」

　確かに遠くで【ＮＯの音】が鳴っていた。

　俺が戸と惑まどっていると、丸岡が話を続けた。

「でも、実はみんなに言ってなかったことがあるんだ」

　丸岡はポケットからおもむろに【メモ用紙】を取り出した。そこには、




『　テーマヲ　ホラーニ　ヘンコウシロ　コノコトハ　ダレニモ　イウナ　』




　と、書かれていた。意味が分からない。

　──テーマを「ホラー」に変更しろ。このことは誰にも言うな。

「おい、これは何だ」

「分かんない。事件が発覚した日の朝に、僕の下げ駄た箱ばこに入ってて」

　丸岡は意味不明の紙を受け取ってからしばらく考える余よ裕ゆうがなかったが、視し聴ちよう覚かく室での話し合いの流れの中でようやく手紙の意味を理解したという。そして、誰からの指示か分からなかったが、あのタイミングで【テーマ変へん更こう】を提案したのだった。

「何度も言わなきゃって思ったんだ。でも、言い出せなくて。ゴメン」

　丸まる岡おかはまた泣き始めた。俺に謝られても困る。まだ、頭の整理ができなかった。

「いいから泣くな。この件は俺に預けてくれ。他ほかのヤツらには言わなくていい」

　余計な混乱を招かないためだと伝えると、丸岡はコクコクと頷うなずいた。







　そしてついに、学園祭当日を迎むかえた。

　ひとまず、丸岡のところに届いた【メモ】の件は考えないことにする。

　俺たち最後の学園祭は、学校の周りを練り歩く【パレード】から始まった。

　男子はホテル従業員のコスチュームを身にまとい、女子にフェイスペインティングを施ほどこされている。事前練習の甲か斐いあって、風かざ見みが女子を上う手まくリードして化け粧しようを終えていた。

　そして、男子扮ふんするゾンビが女子扮するメイドを襲おそうというパフォーマンスを繰くり広げる。【ホラー】というテーマに合った演出に、集まった一いつ般ぱん客からの歓かん声せいも大きかった。

　中でも評判が良かったのが、ウチの【山だ車し】だ。教室企き画かくチームのメンバーには知らされていなかったが、実際に墓からゾンビ役が這はい出してくる仕様になっていたのである。

　パレード終しゆう盤ばんに、山車の内部に隠かくれていたキーちゃんが登場したときには、今日一番の歓声が上がった。ゾンビに似つかわしくない小太りな体型が、観客の笑いを誘さそっていた。

　身内に仕し掛かけを隠されていたのは悔くやしかったが、これ以上ない演出である。

　前評判を覆くつがえし、【パレード】と【山車】は間ま違ちがいなく上位に食い込んだだろう。




　今度は、俺たちの番だった。学校に戻もどり、さっそく【お化け屋や敷しき】の準備をする。

　山車チームのメンバーがゾンビの恰かつ好こうのまま【呼び込み】を買って出てくれたことで、客の入りは上々だった。カオリが用意した悲鳴の音源も、客寄せに大いに役立った。

　想定より待ち時間が長くなってしまったが、待っている時間にゾンビと写真撮さつ影えいできるように計らったことで、客からはほとんど文句は出なかった。

　しばらくして、学年主任の馬ば場ばが客としてやってきた。

　俺たちは日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのごとく、通常運営の五割増しで脅おどかした。

　井上がベッドの下から足を摑つかんだときには、「ギャー」と誰だれよりも大きな悲鳴を上げる。

　普ふ段だんは高圧的な態度の馬場が、教室を出てくる頃には半泣き状態になっていた。

「お前ら、やり過ぎだ。覚えてろ」

　と、馬場が捨すて台詞ぜりふを残して去っていったあと、俺たちは大いに笑った。

　かくして、俺たちの【教室企き画かく】は大成功のうちに幕を閉じたのだった。




　クラスのヤツらはみんな、学園祭を楽しんでいるようだった。

　準備期間を通じて、間ま違ちがいなくみんなの距きよ離りが縮まっているのが分かった。

　俺は【お化け屋や敷しき】の運営の合あい間まに、ダイキや丸まる岡おかと他ほかの教室企画や出店を回った。

　去年は一人でどこかで昼ひる寝ねしていたので、クラスメイトと回るのなんて初めてだった。

　楽しい気分ではあったが、頭の隅すみにはウチの教室企画を台無しにした犯人のことがあった。

　一体、あの【メモ】は誰が送ったのか、犯人は誰なのだろうか？




　結果発表のために、全校生徒は十五分後に体育館へ集まることになっている。

　学校中がバタバタしているなか、俺はある人物を探して歩き回っていた。

　昨日、丸まる岡おかに届いた【手紙】のことを知ったときから、ずっとある可能性を考えていた。

　丸岡に手紙でテーマ変へん更こうの指示を出したのは、タイミング的に犯人以外に考えられない。

　そうなると、犯人はウチのクラスの足を引っ張ろうとした、という推すい理りは合わなくなる。

　テーマを変更することでペンキの影えい響きようを受けなかったのは、不幸中の幸いなどではない。

　犯人は最初から【ホラー】へのテーマ変更を見据すえて、ペンキをまき散らしたのだろう。

　そして、そんな芸当ができるのは、ウチのクラスには一人しかいない。

「風かざ見み！」

　俺は体育館へ移動しようとしている風見を呼びとめた。

　そして、そのまま訊きいた。

「もしかして、最初は事故だったのか？」

　確信はなかったが、風見が犯人だと考えると、それ以外の理由が思いつかなかった。

　風見は唐とう突とつな質問に戸と惑まどっていたが、遠くから【ＹＥＳの音】が聞こえてきた。

　やっぱりそうだったのか。今度はきちんと分かるように問いかける。

「事故でペンキをこぼして、それを隠かくすためにペンキをまき散らしたのか？」

　唐突に事件の真相を言い当てられて、風見は驚おどろいて声が出ないらしい。

　だが、少し遅おくれてようやくコクリと頷うなずいた。

「どうして、分かったの？」

「丸まる岡おかから手紙のことを聞いたんだ。それで、風かざ見みなんじゃないかと思って」

　視し聴ちよう覚かく室でホテルの企き画かくが台無しになったことを気き遣づかったとき、風見はショックを受けているんだろうと思った。だが、実際は自分がしたことを思って動どう揺ようしていたのだ。

　風見は事件について話してくれた。

　その日、ひとり遅おそくまで残って作業をしていたときに、うっかりペンキの缶かんを豪ごう快かいにぶちまけてしまったという。赤と灰色のペンキが散乱し、なすすべがなかったらしい。

　言葉を失って固まっていると、隣となりの教室で作業をしていたＧ組のクラスリーダーと副リーダーが事故の音を聞きつけてきた。

　そこで、風見は泣き出してしまったという。

　責任感の強い風見だ。それまでクラスの期待に応こたえて頑がん張ばってきたのに、自分のミスのせいで教室企画を台無しにしてしまったことで、途と方ほうに暮れてしまったのだろう。

　そんな風見を見かねて、Ｇ組の二人がある作戦を提案してきたらしい。

　それが、思い切ってテーマを【ホテル】から【ホラー】に変えるというものだった。

　そうすれば、ミスも活いかせて教室企画も守ることができると言われ、風見は藁わらにもすがる思いでその提案を受け入れたのだ。そして、あらためてペンキをまき散らしたのである。

　当初の計画では、丸岡に働きかけてテーマを変へん更こうした後は、風見が自分のチカラでなんとかするつもりだったらしい。それが、ダイキと丸岡がクラスのヤツらを焚たきつけたせいで、想定外の展開になったという。Ｇ組の二人もここまで成功するとは考えなかったのだろう。

「最初はバレるんじゃないかってビクビクしてたけど、みんなと一いつ緒しよに作業を進めるうちに隠かくし事ごとをしているほうがツラくなってきたの。ちゃんと謝らなきゃって思っているのに、どうしても言い出せなくて……。だから、気づいてくれてありがとう」

　思いがけず風見に感謝されて、俺はようやく気づいた。

　ああ、そうか。

　風見はきちんと謝りたくて、「犯人を見つけてほしい」と願っていたのだ。

　風見は、後夜祭でみんなに謝ると宣言した。




　後夜祭の結果発表が始まって、三年Ｈ組の面々は総じて暗い顔をしていた。

　三年生の部の審しん査さ委員長が、学年主任の馬ば場ばだと発表されたからだ。毎年、公平を期すために、審査員は結果発表まで生徒には一いつ切さい知らされないことになっている。

「よりによって、アイツが審査委員長とはな」

　ダイキは完全にふてくされている。優勝の可能性が消しよう滅めつしたのだから無理もない。

　ただでさえ、ウチのクラスは馬場に目の敵かたきにされているのに、【お化け屋や敷しき】では日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らすために完全にやり過ぎてしまった。生徒のアラ探しが趣しゆ味みの馬ば場ばが、半泣き状態にされて良い点数をくれるはずがない。

　最下位を残して七位から順に発表されるのだが、案あんの定じよう、Ｈ組は呼ばれない。

「心配すんな、カッコイイ坊ぼう主ずにしてやるからよ」

　ダイキはすでに気持ちを切り替かえて、丸まる岡おかの頭を刈る準備を始めている。

　完全に諦あきらめムードだったが、前半の発表が終わって空気が変わってきた。残った四クラスに前評判の良くないＣ組が残っていたからだ。まだ、諦めるのは早いのかもしれない。

　三位にＦ組が呼ばれて、優勝候補のＧ組と、Ｃ組、Ｈ組が残った。

　Ｇ組のヤツらはすでに自分たちの優勝を確信し、先走って盛り上がっている。

　そして、全校生徒が見守るなか、最後の三クラスが同時に発表された。

　その結果を見て、Ｇ組・Ｃ組・Ｈ組全すべてのクラスの生徒が言葉を失った。

　生徒会が掲かかげるボードの一位の部分には、【Ｈ組】と書かれていた。

　一いつ瞬しゆんの間を空けて、ウチのクラスのヤツらが歓かん喜きの声を上げた。信じられない。

「だから言ったろ、心配すんなってよ！」

　ダイキのテキトー発言につっこむことも忘れ、全員が喜びに震ふるえていた。

　盛り上がりは準備作業が終しゆう了りようしたときの比ではない。いつのまにか、みんな泣いていた。

　言うまでもなく、丸岡は号ごう泣きゆうしている。丸岡の泣き顔を見て、思わず胸が熱くなった。

　気づいたら俺の頰ほおにも涙なみだがつたっていて、慌あわてて腕うでで涙をぬぐう。ヤバイ。

「よし、丸岡を胴どう上あげしようぜ」

　ダイキの呼びかけで、怯おびえる丸岡をみんなで胴上げした。

　それを、学年主任の馬場が慌てて止めに入る。

「危ないから、やめんか！」

　駆かけ寄ってきた馬場に、俺は思わず訊たずねた。

「どうしてＨ組を勝たせてくれたんですか？　あんなに怖こわがらせたのに」

　すると、馬場は顔を赤くして、「それは……」と言葉に詰つまった。

「お化け屋や敷しきなんだから、怖ければ怖いほど評価が高まるのは当たり前だろうが」

　当然のように言うのを聞いて、俺は馬場のことを少しだけ見直した。

　馬場はそのギョロッとした目を見開いて、クラスのヤツら全員に声をかける。

「いいかお前ら、打ち上げでハメを外し過ぎて、この勝利に泥どろを塗ぬるなよ」

　おそらく、去年の【飲酒事件】のことを言っているのだろう。去年、優勝したクラスの先せん輩ぱい方が打ち上げで酒を飲んだことがバレて、停学処分を食らっていた。

　いつもは口うるさく感じる馬場の小こ言ごとも、なぜか今日は素す直なおに聞くことができた。

　そして胴上げからおろされた丸岡が、クラスを代表して答える。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです。僕たちは社会人になるまで取っておきますから」

　丸まる岡おかはさらっと、いつかこのクラスで集まって酒を飲むことを宣言した。

　クラスのヤツらは「おい、勝手に決めるな」と言いつつ、満まん更ざらでもなさそうである。

　馬ば場ばは「ならいい」と言い残して、離はなれていってしまった。

　キーちゃんが「よし、打ち上げは丸岡のウチのラーメンだ！」と宣言した。

　それを聞いたクラスメイトが、一いつ斉せいに同意の歓かん声せいを上げる。

　俺は兄貴の話を羨うらやましそうにする丸岡を思い出して、また目め頭がしらが熱くなる。

　すると、チャラ男おの三み浦うらがさらりと言った。

「知ってるか。丸岡のヤツ、他校の女子が会いに来てたんだぜ。しかも、超ちよう美人」

　他ほかのヤツらが「噓うそだろ、マジかよ」「彼女？　なあ、彼女？」と驚おどろいていた。

　すると、丸岡は「アキはそういうんじゃなくて」と、しどろもどろになっている。

　うっかり名前を暴ばく露ろしてしまったばかりに、「アキちゃんっていうのかよ」と、からかわれているのだから救えない。

　丸岡は「勘かん弁べんしてよ、アベ君も一いつ緒しよに来てたんだから」と必死に弁解していたが、すかさず「アベ君って誰だれだよ」と、みんなから総ツッコミを食らっていた。

　他のクラスのヤツらは、Ｃ組のクラスリーダー・木き村むらの断だん髪ぱつ式を見守っていた。

　最後の最後まで「やめてくれ！」と情けなく叫さけぶ木村を見て、胸がすっとする。

　ダイキも気づいたらしく、「俺にも刈からせろ！」と輪に向かって駆かけていった。

　体育館全体を眺ながめながら勝利の余よ韻いんに浸ひたっていると、不意に声をかけられた。

「ヤッチ、優勝おめでとう」

　Ｇ組のクラスリーダーの鉄てつと、副リーダーのマコトだ。二人とは小学校からの付き合いで、二人は俺のことをいまだに昔のあだ名の【ヤッチ】と呼んでいる。

　ダイキとも小学校からの付き合いだが、いつからか【タケ】に呼び名が変わっていた。

「ありがとう。でも、半分は鉄たちのおかげだろ？」

　俺は風かざ見みに話を聞いたことを伝えた。すると、鉄が言った。

「あの風見って子が、いつも遅おそくまで頑がん張ばってたのを知ってたからな。一人で黙もく々もくと模造紙にペンを走らせてる姿が昔のマコトに重なって、放ほうっておけなかったんだよ」

　それを聞いて、隣となりのマコトが少し照れくさそうな表情をしている。

　俺は小学校時代のマコトが、最初は誰とも喋しやべらずにノートで遊んでいたことを思い出した。それを変えたのが、同じクラスになった鉄なのだった。

「あのカタカナのメモの時点で、気づくべきだったよ」

　今さらながら、小学校のときに【カタカナのメモ】が流は行やったのを思い出した。

　もともと、隣のクラスのヤツらのところに、次々とカタカナで書かれた謎なぞのメモが届いて、いつの間にかクラスの問題が解決していた、という事件がきっかけだった。結局、その犯人は分からずじまいだったけれど、それからしばらく、ウチの小学校では【カタカナのメモ】を送るのが流は行やったのである。同じ小学校のヤツの関かん与よを疑うべきだった。

「懐なつかしかっただろ？」

　と、イタズラっぽく笑う鉄てつの隣となりで、マコトが呆あきれたような顔をしている。

「僕は、バレるからやめなって言ったんだけどね」

　確かに気づくべきだった。自分の勘かんの悪さに悔くやしくなる。

　そんな俺を無視して、鉄が言った。

「なあ、あのときのメモ事件の犯人、誰だれだったか知ってるか？」

「えっ？」

「あっ、ヤッチ、知らなかったんだ」

　と、マコトが驚おどろいている。二人は知っているのだろうか？

　すると、鉄がもったいぶるように言った。

「隣のクラスの担任だった岡おか田だ先生だよ。ほら、あの冴さえないメガネの」

「えっ」

　驚いた。記き憶おくは曖あい昧まいだけど、俺たちの担任の田た中なか先生とは正反対で、クラスの問題を解決できるような先生ではなかったはずだ。とても信じられなかった。

「やっぱ、信じられないよな」

　鉄に聞かれて、俺は頷うなずく。すると、マコトが横から付け加えた。

「噂うわさで聞いたんだけど、岡田先生は学校を辞やめた後、どっかの離り島とうで酒屋をしながら、島の子どもたちに勉強を教えてるらしいよ。結構、子どもたちにも慕したわれてるんだってさー」

「なんか想像できないよな」

　確かに、あの根ね暗くらで冴さえない先生からは想像できない。でも、そういえば丸まる岡おかは岡田先生のことを【恩師】と話していた。メモ事件の真相を知っていたのだろうか？

　俺がぼんやり考えていると、鉄は悔しそうに言った。

「それにしても、まさか優勝をかっさらわれるとは思わなかった。サワコが悔しがってたぜ」

　マコトも「そうそう」と呆れたような顔をしている。

「ヤッチは昔からそうだよね。おいしいところをしれっと持っていくというか。小学校んときの給食争そう奪だつジャンケンでも、異様な強さを見せてたし」

　それは【音】の力を借りていたわけで。今では少し悪かったと思っている。

　俺は話を戻もどして、あらためて二人に感謝した。

「ウチのクラスがまとまったのは、鉄とマコトのおかげだよ」

　もちろん、それだけじゃないけれど、と心の中で思う。

　ウチのクラスが団結したのは、ウチのクラス一人ひとりのおかげだ。

　最初にきっかけを作った丸岡やダイキはもちろんだし、それに本気でついていった他ほかのヤツらのおかげでもある。

　全員が本気になったから、土ど壇たん場ばでの大逆転優勝を果たすことができたのだ。

　不意に、井いの上うえにぶつけた言葉を思い出す。

　──自分の退たい屈くつを人のせいにするなよ。

　これまで学園祭を台無しにしていたのは、退屈を人のせいにしていた自分たちだった。

　それと同じように、俺は【音】が聞こえることを理由にして、人との間に壁かべを作っていた。

　でも、そんなのは馬ば鹿かげている。言い訳に過ぎないと、今なら分かる。

　なんだか、これからは【音】と上う手まく付き合っていけるような気がした。

　鉄とマコトは最後まで悔くやしそうにしていたが、最後は「おめでとう」と締しめくくった。

　そのとき、ダイキが突とつ然ぜんやってきて、話に割って入った。

「鉄てつ、最後の学園祭は俺の勝ちだな」

　勝ち誇ほこるダイキに、鉄は呆あきれたような顔をしている。

「ホント、事あるごとに【対たい抗こう意識】燃やすの、やめてくれない？」

「おっ、なんだ、負け惜おしみか？」

　ニヤニヤするダイキに、鉄はうんざりしたようにタメ息をついた。

　それを見ていたマコトは「相変わらずだなー」と笑っていた。

　小学生の頃ころの三人を知っている俺としては、少々感かん慨がい深い。

　当時は険悪なムードだった三人が、今は和解して仲がいいことを素す直なおに嬉うれしく思う。
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　鉄てつとマコトは「じゃ、またあとで」と言って、クラスの輪に戻もどって行った。

　ダイキは「サワコにも自じ慢まんしてくる」と言い残して、二人のあとを追いかけて行った。

　三人が去っていくのと入いれ替かわりで、風かざ見みがとことこと駆かけ寄ってきた。

「タケ君、私、みんなにちゃんと謝れた。あのまま黙だまってたら、きっと私だけみんなの輪に入れなかったと思う。気づいてくれて、本当にありがとう！」

　風見は満面の笑えみで言った。良かった、もうすっかり気持ちは晴れたらしい。

　何の前まえ触ぶれもなく、その笑顔がいいなと思った。

　ああ、俺は風見に惹ひかれているのだろうか？

　遠くのほうで、かすかに【ＹＥＳの音】が鳴った。








【ＥＮＤ】
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　三月三日、ひな祭り。ついに、この日がやってきた。

　もう何日も前から、ダイキの頭には《リベンジ》のことしかなかったのだ。

　忘れもしない、先月のバレンタインデーのこと。ダイキはクラスでただ一人だけ、人気ナンバーワンメニューの《チョコレートケーキ》を食べることができなかった。それだけじゃない。いじめの容疑をかけられて、担任に何時間もこってりと諭さとされたのである。

　それもこれも、全すべてはアイツらのせいだった。

　鉄てつとマコトのコンビに、クラスメイトを焚たきつけたサワコ、そして雰ふん囲い気きに流されて担任にチクッたクラスのヤツら。アイツら全員に復ふく讐しゅうしなければ気が済まなかった。

　ダイキは、自宅の冷蔵庫に貼はってある献立表を睨にらみつけた。

　目線の先には、ひな祭りの特別メニューである「三色ババロア」の文字。菱ひし餅もちをイメージしたそのデザートは、バレンタインのチョコレートケーキにも劣おとらない人気を誇ほこっている。

　復讐の手始めに、まずはこのデザートを奪うばってやることに決めていた。人気メニューを食べられない悔くやしさを、クラスのヤツら全員に味わわせてやるのだ。今日の放課後には、アイツらから奪ったババロアを一人占めしているだろう。想像するだけで気分がよかった。

　この日のために、何日も前から計画を立てて来たのである。

　ダイキは、いつもよりも少し早めに家を出た。




　　　　　　　　　※




　八時十分頃ごろ、俺が登校したとき、五年二組の教室はいつもより騒さわがしかった。

　トモヒロの席を中心に男子が集まって、何やら話し合っている。何の騒ぎだろうか。

　不思議に思っていると、すでに登校していたマコトに声を掛けられた。

「テッちゃん、おはよう」

　俺は自分の机に鞄かばんを置きながら、「おはよ」と軽く返した。

　そして、「あれ、なんの騒ぎ？」と、トモヒロたちのほうを顎あごで示す。

　すると、マコトは男子の集団を見ながら、「ああ、アレね」という感じで軽く頷うなずいた。

「なんか、サッカーのミニゴールのネットがなくなってるんだってさ」

「サッカーのゴールネット？」

　──言いながら、今日は俺たち五年生の《グラウンド使用日》だったことを思い出した。

　三月に入ったばかりで外はまだ寒いが、いつもなら多くのクラスメイトが朝から校庭でサッカーをしている時間帯だ。それが、ゴールネットがなくなったせいで中止になったのだろう。トモヒロたちは、せっかくのグラウンド使用日にゴールが使えないことを愚ぐ痴ちっていたのだ。

「そういえば、古くなったゴールネットを交換するって話が出てたよな」

　俺が言うと、サッカーに興味がないマコトは「そうだっけ？」と首を傾かしげていた。

　以前ならば、こうした騒ぎの中心にいるのはダイキだった。しかしダイキは今、自分の席でひとり携帯ゲームをしている。グラウンド使用の騒ぎには、全く興味を示していなかった。

　全てのきっかけは、先月のバレンタインデーのこと。それまで《王様》のごとく振る舞っていたダイキとその取り巻きを、担任の田た中なか先生が呼び出してじっくり諭したのだ。それから、ダイキたちはおとなしくなり、以前のように幅を利きかせることはなくなっていた。

　同時に、クラスの様子も少し変わった。

　ダイキが《王様》の地位を放ほう棄きして他のヤツらから距きょ離りを取ったあと、その後あと釜がまとして男子の中心になったのはトモヒロだった。トモヒロはもともとダイキのやり方に納なっ得とくできなくて、以前からダイキの下にはつかずに中立派を保っていた数少ない男子だった。

　あの事件のあと、トモヒロに話しかけられた。

「なあ、ダイキを懲こらしめた《ジャンヌ・ダルク》って鉄なのか？」

　俺は驚おどろきつつも、「そんなわけないだろ」と、きっぱりと否定しておいた。実際、途中までは俺の計画だったけど、最後の仕上げはマコトとサワコがしてくれたのだ。

　トモヒロは「ふうん」と、納得したのか、してないのか、曖あい昧まいな反応を示していた。

　あれから、ダイキからの《リベンジ》を警戒していたが、今のところその兆候は一切ない。でも、あのダイキが反省して心を入れ替えたとはどうしても思えなかった。

　平へい穏おんな日々が、逆に不ぶ気き味みだった。

「それより、今日のデザートは《三色ババロア》だよ」

　前の席に座るマコトが、机の中から三月の献立表を出して眺ながめている。

　三色ババロアは、バレンタインのチョコレートケーキと並ぶ人気メニューだった。菱餅をイメージしたデザートで、苺いちご・バニラ・抹まっ茶ちゃの三色のムースが絶妙なバランスで構成されている。そのふわふわでサッパリとした口当たりが人気の秘密だった。

「今日も《争そう奪だつジャンケン》になるかな？」

「さあ、どうだろうな」

　俺は曖昧に答えながら、薄うす井い君の席をチラリと見た。まだ来ていない。

　一時期、薄井君は学校に来ていなかった。そのせいで、ウチのクラスではデザートや人気のおかずが一つ余り、毎日のように給食争奪戦が繰くり広げられていた。不登校の原因はダイキのいじめだったらしいが、詳しいことは知らない。それがマコトの働きかけによって、少しずつ顔を見せるようになっていたけれど、まだ休みがちで遅おくれて登校することも多かった。果たして、今日は来るのだろうか。

「もし争奪ジャンケンになったら、今日は《パー》が狙ねらい目だよ」

　マコトは手元のノートを見ながら言った。そこには、これまでの争奪ジャンケンで、先生がいつ何を出したのか細かく記録されているのだ。やっぱり、マコトは変わっている。

　そう思いつつも、俺はマコトの情報を頭の片かた隅すみにメモした。




　あっという間に午前の授業が終わり、給食の準備時間になった。

　今週は俺たち四班が給食当番だった。四班は俺とマコトに薄井君、そしてサワコと女子二人の計六人。結局、薄井君は来なかったので、今日は五人で給食を準備することになる。

　まあ、一人少ないくらい、たいした問題ではない。

　四時間目の体育が終わって、体育館から出るときにサワコに声を掛けられた。

「私たち先生に呼ばれてるから、職員室に寄ってから行くね」

「分かった。先に行ってる」

　俺とマコトは同じ班の女子と分かれて、先に三階の《パントリー》に向かうことにした。

　パントリーとは、給食を一時的に保管しておく部屋のことだ。四時間目の授業中に、各階のパントリーに給食の食器や食缶が届くことになっている。そして四時間目の授業が終わると同時に、各クラスの給食当番が手分けして自分のクラスに運ぶのである。

　俺たちは三階の水飲み場で手を洗ってから、廊下の端はしにある部屋へと向かう。

　そして、パントリーの扉を開けると、顔にひんやりとした空気がぶつかった。

　三階のパントリーには、二段の棚に五年生と六年生の給食が置かれている。直射日光が当たらないように窓にはカーテンが閉められていて、少し薄うす暗ぐらい。

　二段の棚には仕切りのようなものはなく、食缶やバット、食器カゴ、牛乳パック、ババロアの袋などがクラスごとに雑然と置かれている。五年生と六年生合わせて二百人分近い給食が納められているので、かなりの量だった。

「僕たちが一番乗りみたいだね」と、マコトが得意気に言った。

「少し早く終わったからな」

　体育の授業は、マットなど用具の後片付けがあるので、いつも少し早く終わるのだ。体育は一組と二組の合同で行っていて今日は一組のヤツらが後片付けだから、二組の俺たちのほうが早く到着したのだろう。一番乗りだからといって、別にいいことは何もないけれど。

　俺は、味み噌そ汁しるの食缶の上に牛乳パックの束たばを乗せて、二つ同時に持った。かなり重い。別に決まりがあるわけではないが、重いものは男子が担当することになっているのだ。

　マコトも「よいしょ」と、食器の入った重いカゴを手に取っていた。小柄なマコトよりもサワコのほうが力はありそうだけど、そこはマコトにもプライドがあるのかもしれない。

　五年二組の棚には、ちらし寿ず司しのバットとおかずのバット、半はん透とう明めいの大きな袋に入れられた約三十個の三色ババロアが残っている。あとはサワコたち女子だけでも運べるだろう。

　もし、サワコたちの帰りが遅かったら、俺たちがもう一往復すればいい。

「それにしても寒いね。パントリーってこんなに寒かったっけ？」

　マコトに訊きかれて、俺は「給食が傷いたまないようにだろ」と、ぶっきらぼうに答えた。

　パントリーには暖房器具がないし、三月に入ったとはいえ、まだまだ冬の寒さなのだ。

　そのとき、四時間目の授業終了を告げるチャイムがなった。

　パントリーを出ると、廊下には人が増えていた。トイレや手を洗いに行く人も多い。

　五年二組の教室に入るとき、サワコたち女子とすれ違った。

「なんだ、早かったな」

　俺が声を掛けると、サワコが笑顔で言った。

「なんか私の勘かん違ちがいだったみたい。別に用事はなかったんだって。給食取ってくるねー」

　同じ班の女子たちを見送って、俺とマコトは給食の準備を開始した。

　すると、それから一分も経たたずに、サワコたちがパントリーから残りの給食を運んできた。

　でも、おかしい。女子の一人が手ぶらで帰って来たのだ。

「あれ？　ババロアは？」

　俺が訊たずねると、サワコが驚いたような顔をした。

「えっ、鉄たちが運んでくれたんじゃないの？」

「いや、持ってきてないぞ」

　俺の言葉に、サワコは眉まゆをひそめた。

「でも、ウチのクラスの棚にはなかったよ」

「そんなはずないって。さっきまであったんだから」

　俺が言うと、隣となりにいたマコトも「うん、間違いなくあったよ」と頷いた。

　それを聞いたサワコは、他の女子と顔を見合わせる。

「でも、見当たらないんだってば。ちょっと、鉄も来てよ」

　サワコに言われて、俺とマコトはパントリーに向かうことにした。女子たちもついてくる。

　五年二組の教室からパントリーは目と鼻の先だ。同じ階の廊下の突き当たり。わずか教室、二つ分の距離だ。五年三組の教室の前を通り過ぎて、すぐにパントリーに到着する。

　扉を開けると、中には隣のクラスの給食当番が二人いた。

　俺は構わず、自分たちのクラスの棚を確認する。でも、一目で分かった。

　──五年二組の棚には、もう何も残っていなかったのだ。

　おかしい。さっきまで、ここには間違いなく《三色ババロア》の袋が置いてあったのに。

「ね、見当たらないでしょ」と、サワコが不安そうな顔で言った。

　俺はとっさに、パントリーにいた隣のクラスの給食当番に声を掛けた。

「ゴメン。その袋、ちょっと見せてくれる？」

　ババロアの袋を持っていた女子は戸惑いながらも見せてくれた。

　半透明の袋には、黒のサインペンで大きく「５の３」と書かれていた。ウチのではない。

　念のため、他のクラスの棚も確認したが、五年二組の袋はなかった。

　部屋の中を探そうにも、パントリーはもともと棚があるだけのシンプルな部屋だ。ババロアが隠かくれるスペースなんてどこにもない。

　──ウチのクラスのババロアは、どこへ消えてしまったのだろう。

　さっき、俺とマコトが来たときには確かにあった。でも、そのすぐあと、サワコたちが来たときにはもうなくなっていた。その間、一分もない。パントリーは廊下の突き当たりだから、廊下の反対側に持ち出されることもありえない。あと、考えられるのは……。

「なあ、パントリーに来るまでに、ババロアの袋持ったヤツとすれ違わなかったか？」

　俺が訊ねると、サワコは一いっ瞬しゅん、考えてから答えた。

「……いなかったと思う。ババロアは楽しみにしてたから、もしも見かけたら覚えてるはず。うん、絶対すれ違ってない」

　それを聞いた他の女子も「うん、うん」と同意した。

　三人が三人とも見ていないと言うのだ。サワコたちの証言は信用できるだろう。

　ということは、ババロアはパントリーから出ていない。でも、パントリーにババロアはない。五年二組のババロアはまるで《神隠し》にでもあったように忽こつ然ぜんと消えてしまったのだった。

「と、とにかく田中先生に相談してみようよ」

　マコトの提案に、俺は頷いた。

「サワコたちは先生に伝えてきてくれ。俺たちは念のため、他のクラスに紛まぎれてないか確認してから戻る」

　サワコは「分かった」と言って、他の女子とパントリーを出ていった。

　女子たちを見送ってから、俺たちもパントリーをあとにする。

「大変なことになっちゃったね」

　マコトに声を掛けられて、俺は「そうだな」と静かに頷いた。

　──まさか、ババロアが消えてしまうなんて。




　結局、五年生と六年生の教室を全てまわったが、五年二組のババロアは見つからなかった。

　仕方なく、クラスに戻って給食の準備を始める。田中先生がババロアの件をみんなに説明してくれたが、クラスメイトの戸と惑まどいと怒いかりがひしひしと伝わってきた。

　無理もない。ひな祭りの《三色ババロア》は、バレンタインの《チョコレートケーキ》にも負けない人気メニューなのだ。みんな、楽しみにしていたに違いない。

　給食当番である俺たち四班の面々にとっては、まさに針のむしろだった。

　目の前に並ぶクラスメイト一人ひとりの食器に、ちらし寿司や味噌汁を順番によそうのだが、通り過ぎていくクラスメイトの視線が痛い。とても目を合わせられなかった。

　そんな中、不満を直接ぶつけてくるヤツもいた。

「おい、どうなってるんだ。てめぇら、ちゃんと捜したのかよ」

　顔を上げると、目の前に巨漢のヒロシが立っていた。もともとダイキの取り巻きの一人で、クラスメイトを痛めつけることを楽しんでいたヤツである。

　ヒロシの隣には、同じく取り巻きのヤマダが笑いながら立っていた。

　俺は目の前の二人に、ムッとして答える。

「だから、消えたんだって。先生の説明、聞いてなかったのか？」

　口調にトゲがあったからか、マコトが「ちょっと、テッちゃん」と脇わき腹ばらを小突いてきた。

　実際、ヒロシの癇かんに障さわったらしい。

「おい、お前ら。自分たちの立場が分かってねぇようだな」

「立場？」

　俺が聞き返すと、ヒロシは「そうだよ」と眉まゆを吊つり上げる。

「みんな、クチには出さないけどな。ババロアがなくなったのは、お前らのせいだと思ってるんだよ。どう責任を取るつもりだ、あん？」

　給食をよそう列が止まって、他のクラスメイトがざわつき始める。面めん倒どうなことになったが、間の悪いことに頼たのみの田中先生はいない。

　いや、それを承知でヒロシは突っ掛かって来ているのだろう。

「そんなの、知らないって」

　俺が投げやりに答えると、ヒロシはムカついたのか眉み間けんにしわを寄せる。

「知らないだと？」

「ああ。別に俺らのせいじゃないから」

「おいおい、そんな言い分が通用すると思ってるのかよ。俺は許さねぇぞ」

「別に許してもらう必要もないし」

「あん？」

「後がつかえてるから、とりあえず先に進めよ」

　ヒロシは後ろの列をチラリと見ると、「ふん」と言ってようやく隣にずれた。

　そして、今度はちらし寿司をよそっているマコトに突っ掛かる。

「おい、マコト。お前はどう責任取るつもりだよ、あん？」

「えっ、ぼ、僕？」

　マコトが怯おびえた声を出すと、巨漢のヒロシは満足そうに笑みを浮かべる。

「そうだよ。てか、ババロアの件も、どんくさいお前が何かヘマしたんじゃねーの？」

「し、してないよ」

「まあ、いいや。お前、明日のデザート、俺によこせよな」

「えっ」

「当たり前だろ！　こっちは楽しみにしてたババロアが食べられなくてムカついてるんだよ。ババロアをなくした責任を取って、俺に代わりを差し出すのが当然だろうが」

「そ、そんな……」

「なんか文句あるのか、あん？」

　巨漢のヒロシに凄すごまれて、マコトは「いや、別に……」と下を向いてしまった。

「ふん、分かればいいんだよ、分かれば。明日、忘れるなよな」

　ご機き嫌げんな様子で席に戻ろうとするヒロシを、俺は静かに呼び止めた。

「待てよ」

「あ？」

　ヒロシが振り返る。

「……俺が見つけてやるよ」

「は？」

「だから、俺がババロアを見つけてやるって言ってるんだよ。それで、文句ないだろ」

　それを聞いたヒロシは、隣にいたヤマダと顔を見合わせて、にんまりと笑った。

「おい！　聞いたか、みんな。鉄がババロアを見つけてくれるってよ」

　ヒロシが大声で宣言すると、クラスメイトから「おおー」と歓声が上がった。

「もし見つからなかったら、みんなの前で土ど下げ座ざしてもらうからな」

「お前こそ、もし俺が見つけたら、マコトに頭下げろよな」

　すると、ヒロシは小こ馬ば鹿かにしたように「ふん」と鼻を鳴らした。

「見つかるといいけどな。本当は、サワコが全部食っちまったんじゃねーの？」

「テメェ！」

　ムカついて呼び止めたが、ヒロシは笑いながら行ってしまった。

　すると、サワコが「鉄、落ち着いて。気にしてないから」と、俺の肩に手を置いた。

　思わず、ドキリとしてしまう。俺は「お、おう」と答えて、給食をよそう作業を再開した。

　目の前に並ぶクラスメイトからお椀わんを受け取って、あさりの味噌汁を入れる。

　お椀を手渡そうと顔を上げると、目の前にいたのはヤッチだった。

　ヤッチは、飄ひょう々ひょうとした摑つかみどころのない性格で、デザートの争奪ジャンケンでは驚きょう異いの勝率を誇る不思議なヤツである。実は、ダイキを懲らしめる作戦も手伝ってもらっていた。

　そんなヤッチを目の前にして、俺はなんだか申し訳なくなった。

「ヤッチ、ゴメンな。ババロア、なくしちまって」

　俺が謝ると、ヤッチは表情を変えずに言った。

「別に、鉄が悪いわけじゃないだろ」

　そのまますぐに行ってしまったが、ヤッチに言われるとなんだか嬉うれしかった。

　ふと顔を上げると、少し離はなれた位置にいるダイキと目があった。

　その瞬間、ダイキがかすかに笑ったような気がした。

　ダイキはすぐに目をそらしたから、本当に笑っていたのかは分からない。

　でも、もし笑っていたとしたら、それはどういうことだろう。

　──もしかして、今回の《ババロア事件》はダイキの仕し業わざなのだろうか？




　給食の準備が完了した時間は、いつもよりも少し遅かった。

　俺たち四班の面々も給食当番のエプロンを外して、自分の席に座る。

　ウチのクラスでは、給食は班ごとに席をくっつけて食べることになっていた。

　席につくなり、向かい側に座るマコトが声を掛けてきた。

「テッちゃん、さっきは助けてくれてありがとう」

「ああ、気にすんな。マコトは何も悪くないんだから」

「でも、テッちゃん。あんなこと宣言しちゃって良かったの？」

　マコトが困ったような顔で言う。「あんなこと」とは、ババロアを見つける件だろう。

「そうだよ、鉄。何か当てでもあるの？」

　隣に座るサワコがちらし寿司をスプーンに乗せたまま、訊いてきた。

「大だい丈じょう夫ぶ。なんとかするって」

　とは言ったものの、正直、当てなんか何もなかった。

　あのときはマコトを助けるために、つい後先考えずに宣言してしまったのだ。

　──一体、誰だれが、どんな目的で、どうやって、ババロアを消したのだろうか？

　全てが謎なぞだった。何が何だかさっぱり分からない。不思議な事件である。

　とりあえず、俺は犯人の目的から考えてみることにした。

「犯人はなんでババロアを奪ったんだろうな？」

　俺が疑問を口にすると、マコトもサワコも黙だまってしまった。もしかしたら、ババロアが一瞬で消えたことが衝しょう撃げき的てき過ぎて、犯人のことまで頭が回っていなかったのかもしれない。

　少し考えてから、サワコが答えた。

「人気のデザートだから、いっぱい食べたかったんじゃない？」

「三十個も？」

　普通に考えて、一人で三十個も食べられない。

　それに、人気のデザートが食べたいだけで、こんな大きな事件を起こすだろうか。

　もし俺が犯人だったら、袋から何個か持ち去って終わりにする。そうすれば、こんな大ごとにはならないし、最初から足りなかったということで片付くかもしれないのだ。

「何か別の目的があるんじゃないか？」

　俺が口にすると、サワコが首を傾げた。「何か別の目的？」

「例えば、《リベンジ》とか」

　──言いながら、ダイキの顔が頭に浮かんだ。

　先月、ダイキはクラスで一人だけバレンタインのチョコレートケーキを食べられなかった。しかも、クラスメイトの告発を受け、いじめの容疑で先生にこってりと諭されたのだ。

　あのときの恨うらみと怒りをクラス全体に向けてもおかしくない。

　今回の事件は、五年二組全員に対する《リベンジ》だったのではないか。

「リ、リベンジ？」

　怯えた声を出したのはマコトだ。臆おく病びょうな性格は変わっていない。

　俺は声のボリュームを落として、「先月のバレンタインのな」と付け加えた。

　それだけで、誰のことを言っているのか伝わったのだろう。マコトもサワコも黙った。

　数秒後、サワコが小声で言った。

「あのときの仕返しで、全員のババロアを奪ったっていうの？」

「まだ分からないけどな」

　そう答えつつも、犯行の動機としては十分だと思った。給食の恨みを給食で晴らす。負けず嫌ぎらいでプライドの高いダイキの考えそうなことである。

「そういえば」

　と、マコトが思い出したように言った。

「ダイキ君、体育の時間に抜け出してたよ。しばらくして戻って来たけど」

「なにそれ、怪しい。やっぱり、ダイキが犯人だよ」

　サワコが興こう奮ふんするのを、俺は「ちょっと待てって」と落ち着かせた。

「ババロアが消えたのは、体育の授業が終わってからだろ」

　それを聞いて、サワコは「あっ、そっか」と矛む盾じゅんに気づいたようだった。

　ただ、一方で「怪しい」というのも事実だ。もしかしたら、このダイキの行動に何かヒントがあるのかもしれない。もちろん、決めつけるのは危険だけど。

　そのとき、教室の後ろの扉が開いて、同じ班の薄井君が入って来た。

　一瞬、教室内がざわついたが、薄井君が遅れて登校してくるのは珍めずらしいことではないので、クラスメイトはすぐに興味を失ったように、それぞれの会話を再開した。

　近づいてくる薄井君に、マコトが声を掛ける。

「ウス君、遅かったね。今日は来れないのかと思ったよ」

「まだ、朝はしんどいときがあって。給食当番の仕事できなくてゴメン」

「気にしなくて大丈夫だよ。あと、代わりに金魚のエサもあげといたから」

「いつもありがとう。明日は早く来れるように頑張るよ」

　薄井君は机の横に鞄を置くと、自分の分の給食を取りに向かった。

　俺はその後ろ姿を見送りながら、正面に座るマコトに訊ねた。

「薄井君って、なんで《生き物係》になったんだ？　係は他にもいろいろあるのに」

　学校を休みがちな薄井君に、毎日仕事がある《生き物係》は向いてないように思えた。

　すると、マコトがおかずをスプーンですくいながら答えた。

「動物が好きなんだよ。ウス君の家では二匹もワンちゃん飼ってるし」

「へえ」

　俺はなんとなく薄井君の様子を眺めながら、味噌汁を口に運んだ。少しぬるい。

　少しして、薄井君は席に戻ってくるなり首を傾げた。

「今日は《三色ババロア》の日だと思ったけど、どうしたの？」

　どうやら、クラスメイトの机にババロアが見当たらないことに気づいたらしい。

　マコトは俺のほうをチラリと覗うかがってから、バツが悪そうに答えた。

「実は……なくなっちゃったんだ」

「なくなった？」

「うん」

「袋ごと全部？」

「そう、五年二組の分全部。パントリーから消えちゃったんだよ」

　事態を吞のみ込めていない薄井君に対して、マコトが事件について詳しく説明した。

　体育の授業が終わったあと、パントリーから一瞬にしてババロアが消えてしまった様子を。

　マコトは最後に、声のボリュームを落として付け加えた。

「だから今、クラスがちょっとピリピリしてるんだ」

「そうだったんだ……。僕はもともとアレルギーで食べれないから気にしないけど、楽しみにしていた人にとっては残念だったね。でも、誰がこんなこと？」

　薄井君が不思議そうに呟つぶやいたが、俺たちは誰もその問いに答えられなかった。

　──一体、誰がウチのクラスのババロアを奪ったのだろうか？




　一時のチャイムが鳴って、日直が「ごちそうさま」の号令を掛けるのと同時に、クラスメイトが一斉に教室を飛び出していった。グラウンドや体育館で遊ぶのだろう。

　そんなクラスメイトを尻しり目めに、俺たち四班の面々は給食の片づけを始めた。使い終わった食器や空からになった食缶は、給食当番が《パントリー》に戻すことになっているのである。

　俺はさっさと食器の入ったカゴを持って、教室からパントリーへと向かった。

「待ってよ、テッちゃん」

　振り返ると、すぐ後ろに味噌汁の食缶を持ったマコトがいた。

「なんだよ」

「ババロアを捜すんでしょ？　僕も手伝うよ」

「何を今さら。最初からそのつもりだって」

　俺が答えると、マコトはなぜか嬉しそうに「だよね」と何度も頷いていた。

　パントリーの扉を開けると、中には他のクラスの給食当番が何人かいた。彼らは持ってきた食缶やバットを自分のクラスの棚に置いて、すぐにパントリーを出て行った。

　俺は五年二組の棚に、持ってきた食器のカゴを置く。その隣に、マコトが食缶を置いた。

「で、どうするの？」

　マコトに訊かれて、俺は黙った。

　さて、どうしよう。実のところ、ババロアの手掛かりは何一つないのだ。

　あのとき、俺とマコトがパントリーを出てから、サワコたちが来るまで、一分もなかった。その一瞬の隙すきに、この部屋にあった五年二組のババロアは消えてしまったのである。

「ババロア、どこに消えたんだろうな？」

「えっ？」

　マコトがキョトンとしている。

「だから、それを捜してるんでしょ？」

「まあ、そうなんだけど」

　普通に考えて、《神隠し》みたいに物が消えるなんてことはありえない。

　パントリーにないのだとしたら、誰かが部屋の外へ移動させたのだ。でも、サワコたちの証言から、廊下に持ち出したとは考えにくい。だとしたら、パントリー内にあるはずなのだが、この部屋にはババロアを隠すスペースなんてどこにもないのだ。

　さっきからババロアの行方を考えているけれど、いつも同じところで行き詰づまるのである。

　──一体、ウチのクラスのババロアは、どこに消えてしまったのだろうか？

　あらためて部屋の中を捜そうにも、パントリーは棚があるだけのシンプルな部屋だ。いくら薄暗いとはいえ、ババロアが見当たらないことは一目で分かる。

「あっ」

　そこでふと、ある可能性に思い至った。

　なぜ、今の今まで気付かなかったのだろう。部屋の外は廊下だけじゃなかった。

　俺は窓に駆け寄って、パントリーのカーテンを勢いよく全開にする。

「テッちゃん、どうしたの？」

　マコトが驚きの声を上げている。俺は構わずに言った。

「外に投げたんじゃないか？」

　幸い、パントリーの窓は校舎の裏側に面している。授業中は人が来る心配はない。

　窓から外に放り投げて、後から回収すればいいのだ。

「でも、ここ三階だよ」

　マコトに言われて、俺は言葉に詰まる。

　確かに、三階の高さから落としたら、ババロアはグチャグチャになってしまうだろう。

　いいアイデアだと思ったが、一瞬で否定されてしまった。

「去年ならまだしも、今年は絶対にありえないよ」

「え？」

　マコトの言葉が妙に引っかかった。

「なんで、去年ならありえるんだ？」

「忘れちゃったの？　ほら、去年までは硬い段ボール箱に入れられてたじゃないか」

　そうだっただろうか。給食のババロアが何に入れられていたかなんて、全く覚えていない。こうしたどうでもいいことを覚えているなんて、やっぱりマコトは変わっている。

　窓から落とすのは無む謀ぼうだったかと思ったが、そこで再び閃ひらめいた。

「なあ、犯人が二人組だとしたら、どうだ？」

「どういうこと？」

　マコトに訊かれて、俺は得意気に答える。

「だから、窓から落とす人と外でキャッチする人がいたらってことだよ」

　──言いながら、ダイキがババロアの袋を落として、ヒロシが受け取る様子が頭に浮かんだ。ダイキの取り巻きで巨漢のヒロシなら、十分にキャッチすることができるだろう。

「うん、それはあるかも」

　マコトも顎に手を当てて頷いている。そうとなれば、早く確認したほうがいい。

「確かめるから、マコトはここにいてくれ」

　俺はマコトに簡単に作戦を説明して、勢いよくパントリーを飛び出した。




　急いで階段を駆け降りると、昇降口で靴くつを履はき替えて、校舎の裏側へと向かう。

　途中、グラウンドの前を通ったとき、トモヒロたちがドッジボールをしているのが見えた。そのまま校舎をぐるりとまわって、校舎の裏側へとまわり込む。ウサギ小屋を横切ると、パントリーの窓が視界に入った。窓からマコトが顔を出して、手を振っている。

「テッちゃん、こっちだよ」

「オッケ」

　俺は軽く手を上げて、マコトのいる窓の真下へと近づいていく。

　──ヌチャリ。ぬかるみに足を取られた。

　校舎の裏側は日陰になっているので、一昨日の雨がまだ乾いていないのだ。

　俺はなるべく靴が汚れないように、一歩一歩、慎しん重ちょうに窓の真下へと近寄っていった。

　真下に到着して見上げると、すでにマコトがババロアに見立てた袋を準備していた。

　作戦は単純。実際に袋を落として、キャッチできるのか確かめてみるのだ。

「テッちゃん、落としていい？」

　マコトに訊かれて、俺は「ちょっと、タイム」と足元に視線を落とした。

　キャッチの衝撃でぬかるみに足を取られないように、足場を固めようと思ったのだ。

　──が、そこであることに気づいた。

　どうやら、俺の考えは間違っていたらしい。

「マコト、中止だ。落とさなくていい」

　俺が三階に向かって叫ぶと、マコトが身を乗り出して首を傾げた。

「テッちゃん、どうしたのー？」

　俺は質問には答えずに、黙って地面を睨みつけた。

　──ぬかるんだ地面に、自分以外の足跡が一つもなかったのである。

　少なくとも雨が降ってから、この近くには誰も来ていない。

　ババロア捜しは、振り出しに戻ってしまった。




　教室に戻る途中、校舎の昇降口で何やら揉もめ事が起こっていた。

　グラウンドで遊んでいたトモヒロたちが、隣のクラスのヤツらと言い争っているのだ。

　口論の輪から少し離れたところにヤッチがいたので、俺は声を掛けた。

「ヤッチ、なんの騒ぎ？」

「ああ、鉄」

　ヤッチは俺に気づくと、「実はさ……」と簡単に事情を説明してくれた。

　なんでも、ドッジボールの最中に一組と二組のボールが入れ替わって、二個のボールがそれぞれどちらのクラスの物か判わからなくなってしまったらしい。色はどちらも青で同じだったが、古さに多少の違いがあったため、新しいほうの取り合いになっていると言うのである。

「どっちでも、そんなに大差ないと思うけどなー」

　俺が感想を呟くと、ヤッチも「俺もそう思う」と呆あきれているようだった。

　ヤッチはもともと口数が多くなく、他人にあまり関心を持たない性格だったが、俺の行動が気になったらしい。珍しく、ヤッチのほうから訊ねてきた。「鉄はババロア捜しか？」

「うん、まあ。でも、全然ダメでさ」

　窓の外に落とすというのはなかなか良いアイデアだと思ったのだが、その形跡はなかった。結局、消えたババロアの行方は分からないままなのである。

　俺は藁わらにもすがる気持ちで、ヤッチに訊いてみた。

「なあ、ヤッチ。ウチのクラスのババロアは、どこに消えたんだと思う？」

　俺は少しでもヤッチが考えやすいようにと、これまでの経緯と状況を簡単に説明した。

　すると、説明を聞き終わるや否いなや、ヤッチは飄々と答えた。

「それなら、答えは一つしかないよ」

「えっ」

　俺は驚いた。戸惑いながら「どこ？」と訊ねると、ヤッチは「空」と短く答えた。

「空？」

「うん。校舎の中になくて、地面にも落ちた形跡がないなら、空しかないよ。ほら、鳥がババロアの袋を持って飛んでいったとか」

　そんな馬鹿な、と思ったが、ヤッチは冗じょう談だんを言っている風ではなかった。

　やっぱり、ヤッチは不思議なヤツである。




　五年二組の教室に戻ると、マコトが出迎えてくれた。

「テッちゃん、どうして途中でやめちゃったの？」

「それは……」

　俺が足跡の件を説明すると、マコトは状況を理解して残念そうに呟いた。

「そっか。良い考えだと思ったのに……」

　俺は「また、考えるさ」と短く答えて、自分の席に座った。

　すると、ちょうど外から戻って来た巨漢のヒロシが、俺を見つけて近寄ってくる。

「おい、ババロアは見つかったのかよ」

　そのにやついた顔に腹が立って、俺は目を合わせずに、全力で無視を決め込んだ。

　だが、ヒロシは気にした様子もなく、突っ掛かって来る。

「その顔はまだ見つけてないんだな。いいか、忘れるなよ。このまま見つけられなかったら、みんなの前で土下座してもらうからな」

　俺は頰ほお杖づえをつきながら、「分かってるって」と答えた。

「ふん、ならいいけどよ。せいぜい、頑張れよ」

　ヒロシは自分の勝利を確信した様子で、不細工な笑みを浮かべながら去っていった。

　──なんで、俺がアイツに馬鹿にされなきゃいけないんだよ。

　そのとき、グラウンドで遊んでいたクラスメイトたちが、続々と戻って来た。

　教室内が一気に慌あわただしくなる。

　クラスメイトの中に、ヤッチとトモヒロの姿を見つけた。どうやら、外でドッジボールをしていたヤツらも帰って来たらしい。隣のクラスとのボール問題は解決したのだろうか。

　そんなことを漠然と考えていると、不意にトモヒロの声が聞こえてきた。

「なんだ、これ？」

　声のほうに視線を向けると、トモヒロの手には何やら半透明の物体の束が握にぎられていた。

「これ、ババロアのスプーンじゃね？」

　トモヒロの「ババロア」という単語に、クラスメイトが一斉に反応する。

「うそ、どこにあったの？」

「ババロア本体は？」

「どれ、どれ、見せて！」

　トモヒロの周りに人がわっと集まって、教室は一瞬にしてパニック状態になった。

「これ、ダイキの机からはみ出てたんだよ」

　トモヒロの口から「ダイキ」の名前が飛び出して、クラスが一瞬静まった。下へ手たに騒いで仕返しされることを恐れたのかもしれない。でも、教室にダイキ本人がいないことが分かると、すぐにまた騒がしくなる。誰かが「アイツが犯人かよ」と言っているのが聞こえてきた。

　そんな中、一人だけ同調しないヤツがいた。

「てめぇ、なに勝手にダイキ君の机を漁あさってるんだよ」

　ダイキの取り巻きの一人であるヒロシが、発見者のトモヒロに食ってかかる。

　だが、最近クラスの中心になりつつあるトモヒロも負けていない。

「別に漁ってないから。ダイキの机の中からはみ出てるのが見えたんだって」

「はっ、だからって勝手に取ってんじゃねーよ」

「なんでそんなに焦ってるんだよ。もしかして、お前も共犯なのか？」

　共犯関係を疑われて、ヒロシが怯ひるんだのが分かった。

「お、俺は関係ないって」

　明らかに声が小さくなっている。ヒロシも心の中では信じ切れていないのかもしれない。

　その様子を見て、トモヒロがニヤリと笑った。

「『俺は』ってことは、やっぱりダイキは関係あるのかよ」

「ち、ちげーよ。と、とにかく、俺はなんにも知らねーからな」

　巨漢のヒロシは体を小さくして、クラスメイトの輪から離れて行った。

　教室内には様々な憶おく測そくが飛び交い、一気にヒートアップした。

　が、次の瞬間、クラスは一瞬にして静まり返った。

　──ダイキが戻って来たのだ。

　クラスメイトの視線がダイキに集まる。五年二組の教室に変な空気が流れる。

　自分の席に向かうダイキが、クラスの異変に気付いた。

「なんだよ、俺の顔になんかついてるか？」

　ダイキの問いかけに、誰も答えないし、誰も目を合わせない。

「なんだよ、なんか言えよ」

　ダイキが苛いら立だって凄んでも、誰も反応しない。

　取り巻きのヒロシですら、机に突っ伏して目を合わせないようにしていた。下手に関かかわって共犯にされてしまうことを恐れているのかもしれない。

　そんな中、トモヒロが口を開いた。

「みんな、《ババロア泥棒》とは喋しゃべりたくないってさー」

　ダイキは「は？」とトモヒロのほうに顔を向けた。

「てめぇ、なに言ってんだよ」

　詰め寄るダイキに対して、トモヒロが机の上に何個も連なったスプーンの束を放り出した。

「これ、ダイキの机の中にあったんだけど、どういうこと？」

　スプーンを見たダイキは、カッと目を見開いた。

「おい。これ、どこにあったんだよ」

「だから、ダイキの机の中にあったんだって。どういうことか、みんなに説明してくれよ」

　トモヒロの言葉に同調するように、クラスメイトの視線がダイキに集中した。

　ダイキはようやく事態を吞み込めたらしく、苛立っているのが伝わってくる。

「知らねーよ。誰だよ、俺の机に変なもん入れたヤツ」

　ダイキが「おい！」と凄むと、クラスメイトは一斉に視線をそらした。

　でも、トモヒロは引くつもりはないらしい。

「知らないじゃ納得できないから、きちんと分かるように説明してくれよ」

「てめぇ、あんまり調子に乗るなよ」

　ダイキは相当頭に来ているらしい。拳こぶしを握りしめて、トモヒロに詰め寄る。

　二人が今にも取っ組み合いのケンカを始めそうだったので、俺は思わず止めに入った。

「おい、二人とも落ち着けって」

　すると、トモヒロが不満を漏もらした。

「鉄、なんで止めるんだよ」

「そうだ、余計なことするんじゃねーよ」

　どうやら、ダイキも納得していないらしい。

　クラスメイトの視線が俺たち三人に集まる。一いっ触しょく即そく発はつのムードに息を吞んでいるようだ。

　そのとき、教室の扉が開いて田中先生が入って来た。

「どうしたー、席に座れー」

　先生の合図とともに、クラスメイトは一斉に自分の席に座った。

　ダイキとトモヒロも、不満そうな顔をしながら、自分の席へと戻っていった。

　そんな二人のことを、クラスメイトは興味津しん々しんといった感じでチラチラと眺めている。

　口には出さないが、みんな、ダイキがババロア事件の犯人だと思っているようだ。

　確かに、ダイキには十分な動機もある。そして、「スプーン」という証しょう拠こも見つかった。

　──やはり、ダイキが五年二組のババロアを奪った犯人なのだろうか？

　俺がぼんやりと考えていると、マコトがぽつりと言った。

「でも、ダイキ君があんなミスするかな？」

　その言葉を聞いて、俺はハッとする。

　確かに、言われてみればおかしいかもしれない。

　あの悪知恵の働くダイキが、あんな分かりやすいミスを犯すだろうか？

　いや、ダイキに限ってありえない。だいたい、考えてみれば、仮にダイキが犯人だとして、わざわざスプーンを机に入れておく必要がないのだ。

　ミスではないのだとすれば、これは一体、どういうことなのだろう？

　わざと自分が疑われるように仕向けた？

　でも、なんのために？

　いや、もしかしたら──ダイキは、誰かに罪を着せられたのかもしれない。




　そうこうしているうちに、五時間目の授業が始まった。

　俺には時間がなかった。どんなに遅くとも《帰りの会》までにババロアを見つけなければ、ゲームオーバーだろう。俺は算数の授業そっちのけで、事件について考えた。

　とりあえず、一いっ旦たん、事件を整理してみることにする。

　四時間目の体育の授業が終わったあと、俺とマコトはパントリーに給食を取りにいった。

　このときには、ババロアの袋を確認している。でも、このすぐあとにサワコたちが来たときには、すでにババロアはなくなっていた。一体、どこに消えてしまったのだろうか。

　と、いつもここで考えが行き詰まってしまう。

　まさか、ヤッチの言うように鳥が持っていったわけではないだろう。

　ただ、分からないからといって、いつまでも同じところで止まってはいられない。仕方なく少し見方を変えてみることにする。

　──なぜ、犯人はあのわずかな隙にババロアを奪ったのだろう？

　考えてみれば、なんだか変な感じがした。ババロアを奪うだけなら、別にあのタイミングでなくてもいいのではないか。なぜ、あのわずかな隙を狙ったのだろうか。

　一瞬で消えたことにばかり気を取られていて、その理由については全く考えていなかった。

　俺たちを驚かせたかったのだろうか。それとも、特に深い理由はないのだろうか。

　ぼんやりと考えを巡らしていると、俺はあることに気がついた。

　ちょっと待て。もしもあのとき、俺とマコトがババロアを持って行ってしまったら、犯人はどうするつもりだったのだろうか。ババロアを奪えなくなってしまう。

　計画の重大な欠陥のように思えたが、すぐに思い直した。

　おそらく、犯人は知っていたのだ。俺たちの班では、男子が重い物を運ぶことになっているということを。だから、最初にババロアは運ばれないと踏ふんだのだ。

　でも、そこで新たな疑問が生まれた。

　では、もしもあのとき、サワコたち女子のほうが先にパントリーに到着していたら、犯人はどうするつもりだったのだろうか。やっぱり、ババロアを奪えなくなってしまう。

　一体、どういうことだ？

　不思議に思ったが、そこでサワコとのやり取りを思い出した。

　確か、サワコたち女子は体育のあとに先生に呼ばれていたと話していた。

　俺は気になって、小声で隣に座るサワコに話し掛ける。

「なあ、サワコ」

　すると、サワコが顔を上げて「なぁに？」と小声で返してくる。

「体育のあと、先生の用事ってなんだったんだ？」

　俺が訊ねると、サワコは一瞬考えてから「ああ、アレね」と呟いた。

「さっきも言ったけど、私の勘違いだったみたい」

「勘違い？」

「うん。なんか、体育の前に『四班の女子は体育のあと職員室に寄るように』ってメモがあったから行ったんだけど、田中先生に別に用事なんてないよって言われちゃって」

「なんだ、それ？」

　そんなことがあるのだろうか？

　そもそも、先生がそんなメモを残すだろうか。先生なら直接声を掛けるような気がする。

　まあ、大おお雑ざっ把ぱな性格のサワコは、そんな細かいことは気にしなかったんだろうけど。

　そこで、俺はある可能性に思い至った。

　もしかして、そのメモは犯人が残したのではないだろうか。

　なんのために？

　サワコたち女子をあとから来させるために。

　そして、あのわずかな隙にババロアを奪うために。

　そうなると、犯人はやはり、あえてあのタイミングを狙ったことになる。

　なぜ、犯人はあのわずかな隙を狙ったのだろうか？

　俺たちがパントリーに到着する前ではダメだったのだろうか？

　犯人の狙いは分からなかったが、少しずつ答えに近づいているような気がする。

　犯人はどんなトリックを使って、一瞬でババロアを奪い去ったのか？

　体育の時間に抜け出したというダイキの行動は、今回の件と関係があるのか？

　なぜ、ダイキの机の中から、ババロアのスプーンが出てきたのか？

　ダイキはババロア事件の犯人に罪を着せられたのだろうか？

　様々な疑問が頭の中をグルグルと回っているが、あと少しのような気がする。

　あと少しで、全てのピースが上う手まく嵌はまるような気がするのだ。

「あっ」

　思わず、呟いた。

　不意に、俺はあることを思い出したのだ。

　──あのとき、なぜあの人物は「あんなこと」を言ったのだろうか？

　もしかして、あの人物が事件に関わっているのかもしれない。

　もし、そうだとするなら──少しずつ事件の全体像が見えて来るような気がした。

　一つの事実から、全てのピースがあるべきところに上手く嵌まっていった。

　そして、授業が終わる頃には、ひとつの答えに辿たどり着いたのである。

「……そういうことだったのか」

　思わず呟くと、隣の席のサワコが「え、なに？」と首を傾げていた。

　俺は「いや、なんでもない……」と呟いた。




　五時間目の授業が終わったあと、俺はダイキをパントリーに呼び出した。

「おい、なんのつもりだ？」

　どうやら、ダイキは急に呼び出されてイライラしているらしい。

　キレ気味の相手に、俺はなるべく冷静に答えた。

「ババロア事件の真相が分かったんだ」

　すると、ダイキは少しだけ怯えたような表情を見せた。

　でも、それは一瞬のことで、すぐに表情を引き締しめて挑いどむような目つきに変わる。

「へえ、ウチのクラスのババロアは、どこに消えたんだよ」

　そう、ババロアの行方が最大の謎だった。

　でも、その謎もようやく解けた。やはり、俺の考えは間違っていなかったのだ。

「あのとき、ババロアは外にあったんだろ？」

　外という単語を聞いて、ダイキは曖昧な笑みを浮かべた。

「窓から落としたとでも言うのかよ」

　そんなことをしたら、せっかくのババロアが台無しになってしまう。

　俺は「違う」と否定した。窓の外には「落とす」以外にも選せん択たく肢しがあったのだ。

「窓の外に吊るしてあったんだろ？　サッカーのゴールネットで」

　ダイキの表情が少しこわばるのが分かった。どうやら、当たりだったらしい。

　ヤッチに感謝しなければいけない。最初は「空」なんてありえないと思っていたが、それが「空中」という考えにつながったのだ。そして、「吊るす」という選択肢に思い至ったときに、今朝の出来事を思い出したのである。

　──サッカーのミニゴールのネットがなくなってるんだってさ。

　考えてみれば、もし用務員さんがゴールネットを「交換」したのだとしたら、新しいネットが張られていなければおかしい。古いネットが先に外されている状況は奇妙だったのである。

　そうして、サッカーのゴールネットで窓の外に吊るす、という考えに至ったのだ。

　だが、ダイキはすんなり認める気はないらしい。

「待てよ。あんな短時間で、そんな大がかりな仕掛けが作れると思うのか？」

　確かに、ダイキの言う通りだった。

　このトリックを思い付いたときに、自分でも全く同じことを思った。

　俺とマコトがパントリーを出てから、サワコたち女子が来るまで、わずか一分ほど。そんな短時間で、ゴールネットを使って窓からババロアを吊るすことなんて不可能だろう。しかも、いつ他のクラスの給食当番が入ってくるかも分からない状況なのだ。

　でも、もしゴールネットでババロアを吊るしたのが、もっと前だったとしたら？

「仕掛けたのは、体育の授業中だったんだろ？」

　言いながら、マコトの証言を思い出していた。

　──ダイキ君、体育の時間に抜け出してたよ。しばらくして戻って来たけど。

　このときに、ダイキはパントリーに忍び込んで、窓からババロアを吊るしたのだ。

　カーテンレールに括くくりつけたゴールネットのヒモが外へと伸びていたから、窓を完全には閉めることが出来なかったのだろう。どうりで、いつもより部屋が寒く感じたわけである。

「おいおい、ちょっと待てよ。お前、大事なことを忘れてないか？」

　ダイキの次の台詞せりふは予想がついた。

「ババロアが消えたのは、体育の授業が終わった後だって言うんだろ？」

　俺が先回りして言ってやると、ダイキの表情から笑みが消えた。

　そう、全ての謎はもう解けているのだ。

　もし、体育の授業中にネットを仕掛けてババロアを外に吊るしていたとしたら、あのとき、俺とマコトが見たババロアの袋はなんだったのだろうかと、ずっと不思議だった。

　でも、昼休みに起こった《ボール事件》がヒントになって閃いた。

　──ドッジボールの最中に、一組と二組のボールが入れ替わってしまったボール事件。

　ババロアの件も、同じようなトリックだったのだ。

「俺たちが見たのは、五年二組のババロアじゃなかったんだろ？」

　あのとき、自分のクラスの棚にババロアの袋があるのは確認したが、袋に書かれたサインペンの文字まではチェックしなかった。おそらく、五年二組の棚にあったのは、どこか別のクラスのババロアだったのだろう。あの時点では、全てのクラスの棚にババロアがあるかなんて、注意深く見ていなかったのだ。マコトにも確認したが、記憶は曖昧だった。

　ダイキはババロアを外に吊るしたときに、このトリックも仕掛けておいたに違いない。

　おそらく、隣のクラスのババロアだ。体育の片付けで、隣のクラスの給食当番が俺たちより先に来ないことを知っていたはずだから。そして、俺とマコトがパントリーでババロアを確認したあと、ダイキはすぐにババロアを元の棚に戻したのだろう。

　このトリックを使えば、ババロアが一瞬で消えてしまったように見えるのである。

　ずっと不思議だったのだ。

　──なぜ、犯人はリスクを冒おかしてまで、あのわずかな隙にババロアを奪ったのか？

　──なぜ、俺とマコトがパントリーに来る前ではダメだったのか？

　全ては、俺とマコトが来るまで、五年二組のババロアはパントリーにあったと見せかけるための《アリバイ工作》だったのだ。そして、このアリバイ工作を使って得をするのは、体育の授業を途中で抜け出したダイキ、ただ一人なのである。

「なんだよ。全部バレちまってたのか……」

　ダイキが不ふ貞て腐くされたように言った。

　俺はそんなダイキのことをじっと見ながら、ババロア事件の動機を訊ねてみる。

「……なんで、こんなことしたんだよ」

　すると、ダイキはつまらなさそうに「フン、分かってるだろ？」と吐はき捨てた。

「バレンタインのリベンジのつもりだったのか？」

　俺の問いかけに、ダイキは無言で頷く。

「なんのために、お前らの班が悪者になるような計画を立てたと思ってるんだよ」

「えっ」

　言われるまで、全く気づかなかった。あのタイミングでババロアを奪ったのは、給食当番だった俺たち四班の面々に責任を負わせるためでもあったのか……。

　不意に、ヒロシの憎にくたらしい顔が頭に浮かんだ。

　──もし見つからなかったら、みんなの前で土下座してもらうからな。

　俺が黙っていると、ダイキは最後に負け惜おしみのように呟いた。

「まあ、今、ババロアがどこにあるかは知らないけどな」

　──やっぱり。やっぱり、そうだったのか。

　ダイキは俺が慌あわてると思って白状したのだろうが、むしろ想定通りだった。

「ババロア、誰かに《横取り》されたのか？」

　俺が訊ねると、ダイキは驚いたような表情をしていた。

　どうやら、俺の推理は当たっていたらしい。

　昼休みのスプーン騒ぎだけが、どうも納得できなかったのだ。

　せっかく疑われないように計画を立てているはずなのに、あえて自分に疑いの目が向くようなことをするとは思えなかった。ということは、ダイキは誰かに嵌められたのである。

　途中まではダイキの計画だったが、何者かが途中でババロアを横取りしたのだ。

　──では、誰がダイキを嵌めたのか？

　それは、「あんなこと」を口走った人物。俺の推理が正しければ、そろそろ来る頃だろう。

　そのとき、ちょうどパントリーの扉が開いた。

「テッちゃん、連れてきたよ」

　振り向くと入口に立っていたのは、マコトと──薄井君だった。

「なんだよ、お前ら」

　ダイキが戸惑っている。どうやら、誰に嵌められたのか気づいてなかったらしい。

「ババロアを横取りしたのは、薄井君だよ」

　俺が答えると、ダイキは信じられないという表情をしていた。

　気持ちは分かる。薄井君は遅れて登校してきたし、アレルギーでババロアは食べられない。普通なら真っ先に容疑者から外れるだろう。

「本当かよ」

　半信半疑のダイキに対して、俺は頷いた。

「そうだよね、薄井君？」

　声を掛けると、薄井君も静かに頷いた。マコトが上手く説得してくれたらしい。

「おい、どういうことか説明しろよ」

　ダイキは訳が分からないという様子だった。仕方がないので説明してやることにする。

「見られてたんだよ。ババロアを窓から吊るすところを」

　ダイキが体育の授業を抜け出して、ババロアを窓の外に吊るしていたときのことだ。

　あの時間帯、本来なら校舎の裏側に人はいないはずだったが、たまたま遅れて登校してきた薄井君がいたのである。おそらく、ウサギ小屋のそばに。動物好きで《生き物係》の薄井君は教室に向かう前にウサギの様子を見ていたのだろう。

　そのとき、ダイキがババロアを吊るしているところを「偶然」目撃したのだ。

　そして薄井君は、それを《横取り》することを思いついた。ダイキが体育館に戻ったのを見計らってパントリーに忍び込み、ババロアを他の場所に移したのである。

　昼休みのスプーン騒ぎから、ずっと不思議だったのだ。

　ダイキが奪ったはずのババロアを《横取り》した犯人がいるとしたら、その人物は一体いつババロアを見つけたのだろうか、と。

　でも、考えてみれば、ババロアを見つけられたのは薄井君しかいなかったのである。

　それに、俺は薄井君が遅れて登校してきたときのことを思い出した。

　あのとき、マコトに「ババロアがなくなった」と教えられて、薄井君は言ったのだ。

　──「袋ごと全部？」って。

　俺もすっかり忘れていたが、去年までババロアは「段ボール箱」に入っていたのだ。遅れてきた薄井君が、今年のババロアが「袋」に入っていたことを知っているはずがないのである。

　この一言をきっかけに、俺は今回の真実に辿り着いたのだった。

「だからって、なんで？」

　ダイキの質問に、薄井君は黙って下を向いていた。だから、俺が代わりに答える。

「いじめの仕返しだよ」

　薄井君が学校に来れなくなったのは、ダイキのいじめが原因だったのだ。だから、薄井君はダイキの罪を知らしめて、クラスメイトから嫌われるように仕向けたのである。

　でも、ダイキは予想外だったのか、驚いたような表情をしている。

　もしかして、自分が薄井君をいじめていたことを忘れてしまったのだろうか。

　それとも、自分が仕返しされるとは思ってもいなかったのだろうか。

　ダイキは戸惑いがちに呟いた。

「なんだよ、仕返しって。もう随ずい分ぶんと前のことじゃねーか」

　全く反省した様子のないダイキに対して、薄井君の目には明らかに怒りが宿っている。

　薄井君はとうとう、自分の想おもいを吐き出した。

「そっちは過去のことでも、僕は学校にいけなくて、ずっと苦しんでたんだよ」

　薄井君がストレートに怒りをぶつけたので、ダイキは黙った。

　今回の事件は、ダイキも薄井君も、二人とも《リベンジ》が目的だったのだ。

　二人の間に微妙な空気が流れる。俺は間に割って入った。

「そろそろ《帰りの会》が始まる時間だ。ババロアを持って教室へ戻ろう」

　ババロアが消えてしまってから、ずっと気になっていた。

　──五年二組のババロアは、どこに消えてしまったのだろうか、と。

　でも、横取りしたのが薄井君だと気づいて、ババロアの在あり処かは予想がついていた。

「一階の《生き物係の部屋》に隠してあるんだろ？」

　あそこは動物のエサのストックが置いてあるだけなので、滅めっ多たに人は近寄らない。俺も存在を知っているくらいで、一度も立ち寄ったことはなかった。隠し場所には最適なのである。

　どうやら俺の推理は当たったらしく、薄井君はコクリと頷いた。

　その様子を見て、ダイキが怒りを表に出す。

「クソ、余計なことしやがって。お前ら、これで終わりだと思うなよ」

　薄井君は更さらなる仕返しを恐れているのか、震ふるえながら小さく身を縮めていた。

「ダイキ、やめるんだ。早く教室へ戻ろう」

　俺が提案すると、ダイキがどこか投げやりに反発した。

「フン、どうせ、今回のことをクラスのヤツらにバラすつもりなんだろ」

　それを聞いたマコトが、「当たり前じゃないか」と怒った。

「二人とも、自分のしたことをみんなの前で謝らなきゃ」

　マコトの考えは、きっと正しいと思う。でも、俺の考えは少し違った。

「クラスのヤツらには言わないよ」

　俺が言うと、マコトが「えっ」と驚いた声を出した。

　ダイキも薄井君も驚いたように、俺のほうをじっと見つめている。

　すぐさま、横からマコトが反対してきた。

「テッちゃん、そんなのダメだよ。二人とも、悪いことをしたんだから」

　マコトの気持ちは痛いほど分かる。でも、それじゃ解決しないような気がするのだ。

「なあ、マコト。これ以上、クラスを混乱させる必要はないんじゃないか？」

「えっ」

　五年二組は、ダイキが《王様》のように振る舞い始めてからおかしくなった。

　そして、バレンタインの件をきっかけに、クラスの雰囲気は更におかしくなっていった。

　一見、落ち着いたように見えるけれど、実際にはダイキたちと距離を置いたに過ぎない。

　このまま、ダイキたちを悪者にするのは簡単だけど、これ以上、溝が深まってしまったら、ウチのクラスは二度と一つにはまとまらないだろう。

　まとまらないどころか、クラス内の《対立》は深まっていくような気がするのだ。

　──リベンジしても、何も解決しない。

「俺もバレンタインのときにダイキにリベンジしようと作戦を立てたけど、《仕返し》をしても意味がないって分かったんだよ」

　──あのとき、マコトに止められて気づいたのだ。

　相手と同じことをやり返しても意味がない。どこかで終わらせなければいけないのだ。

「だから、ダイキも薄井君も、もう《仕返し》はやめて、全部水に流そうぜ」

　ダイキも薄井君もマコトも、俺の話を黙って聞いていた。




　教室に戻ると、《帰りの会》が始まる直前だった。

　どうやら、間に合ったらしい。

　俺は教室の入口に立って、帰り支じ度たくで騒がしいクラスに向かって声を張り上げた。

「おい、みんな。ダイキと薄井君が《ババロア》を見つけてくれたぞ！」

　クラスメイトが一斉に俺のほうを向く。

　そして、視線はダイキの手元のババロアの袋に集中した。

「おお、マジで！」

「ダイキ君と薄井君が！」

「スゴイ、どこにあったの？」

　と、クラスメイトは興奮して、ダイキと薄井君のもとに駆け寄った。

　ダイキと薄井君が揉みくちゃにされながら、クラスメイトにババロアを配り始める。

　どこにあったのか、という質問には、二人とも曖昧に答えていた。

　輪の中心にいたトモヒロが、ダイキに声を掛ける。

「スプーンの件で、疑って悪かったな」

　ダイキは「別に」とぶっきらぼうに答えている。複雑な心境なのだろう。

　でも、これでトモヒロとダイキの関係が、少しでも良くなればいいのだけど……。

　俺はみんなの輪から抜け出して、教室の後ろにある自分の席に座る。

　すると、巨漢のヒロシが近寄って来た。

「ふん、命拾いしたな。見つけてくれたダイキ君に感謝するんだぞ」

　ムカついたけど、グッとこらえた。「そうだな」と落ち着いた調子で答える。

　すると、ヒロシは満足したのか、笑いながら行ってしまった。

　その様子を見ていたマコトが口を尖とがらせる。

「本当なら、テッちゃんがあんなこと言われることないのに！」

　悔しそうにするマコトを見て、俺は少しだけ悪いことをしたような気がした。

「悪かったな。本当なら、ヒロシがマコトに頭を下げるはずだったのに」

　すると、マコトは慌てて首を横に振る。

「いいんだよ、僕のことは全然。ただ、本当はテッちゃんが見つけたのに……」

　マコトは「本当にこれで良かったの？」と訊いてきた。

　俺はクラスのみんなが笑っている姿を見ながら、「さあな」と答えた。

　別にヒーローになりたいわけじゃないし、事件が無事に解決したなら問題ない。

　ふと、ヤッチが満足そうな顔でババロアを手にしている姿が目に入った。

　やっぱり、これで良かったのだ。俺は「サンキュ、ヤッチ」と心の中で感謝する。

　ヤッチの「空」というヒントがなければ、きっと答えには辿り着けなかった。

　そのとき、サワコが両手にババロアを抱えて戻ってきた。

「ほら、二人の分のババロアも貰もらって来たよ」

　俺とマコトはお礼を言って、サワコからババロアとスプーンを受け取る。

　ふと、顔をあげると、サワコが俺の顔をじっと見つめていた。

　思わず、ドキリとする。最近、サワコと目が合うとなんだか緊きん張ちょうするのだ。

「なんだよ」

　わざとぶっきらぼうに訊ねると、サワコは上目づかいで言った。

「本当は、鉄が見つけたんでしょ？」

「えっ」

　俺が間の抜けた声を出すと、サワコはふっと笑った。

「やっぱり、そうだ。鉄の顔を見れば、何でも分かるんだから」

「なんだよ、それ」

　戸惑いながら言い返すと、サワコは満面の笑みで言った。

「ありがとね！」

　俺は照れていることを悟られないように、「お、おう」とぶっきらぼうに答えた。

　サワコが分かってくれているというだけで、なんだか報むくわれた気分になった。

　そのとき、薄井君が席に戻ってきた。手にはババロアを持っていない。

「あれ、ウス君。ババロアは？」

　マコトが訊ねると、薄井君は言いづらそうに頭をかいた。

「実は、ダイキにあげたんだ。どうせアレルギーで食べられないし、和解の印に」

「もう、許してあげたの？」

「分からない。でも、《仕返し》は良くなかったと気づいたから。ありがとう、鉄くん」

　薄井君に感謝されて、嬉しい気分になる。どうやら、俺の考えが伝わったらしい。

　このことがきっかけで、ダイキも考えを改めてくれるといいんだけど……。

　まあ、あのダイキのことだから、そこのところは期待できないだろう。

　すると、田中先生が「帰りの会、始めるぞー」と呼びかけた。




　帰りの会が終わって、みんなが帰り支度を始める。

　俺とマコトも、後ろのロッカーに掛けてある上着を取りに行った。

　そして、ジャケットを取って席に戻ると、机の上に《ババロア》が置いてあった。

「えっ」

　俺と同時に、前の席に座るマコトも声を上げていた。

　マコトが振り返る。

「もしかして、テッちゃんの机にも？」

　どうやら、マコトの机にもババロアが置いてあったらしい。

　よく見ると、ババロアにはメモが張り付けてあった。
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『　これで、チャラだからな！　』




　──これって、もしかして。

　俺は「なあ、サワコ」と呼びかけた。

「このメモ用紙、お前のところに届いたのと一緒じゃないか？」

　サワコはメモを手に取って、軽く首を傾げた。

「あっ、そうだと思う。でも、それがどうかしたの？」

　俺は慌てて首を振った。

「いや、別に」

　体育の授業の前に先生が残したものだと、サワコが勘違いしたメモ。

　つまり、これは──。

　きっと、アイツなりの和解のつもりなのだろう。まったく、素直じゃないんだから。

　俺とマコトは、顔を見合わせて吹き出した。





【ＥＮＤ】
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　卒業式を間近に控えた、三月のある日。

　校庭の隅すみで、六年三組のタツヤは一人、黙もく々もくと穴を掘っていた。

　いつもなら、とっくに眠っている時間。親には内ない緒しょで家を抜け出してきた。本当はアイツも誘さそいたかったけれど、さすがに無理だということは分かっている。

「ふう」

　タツヤは息をついた。スコップを木に立てかけて、穴の深さを確認する。

　──そろそろ、いいだろうか？

　タツヤは家から持ってきた長方形の缶を手に取る。もともとは海の苔りが入っていた缶で、家にあった缶の中で一番大きな缶だった。

　缶の蓋ふたがきちんと閉まっていることを確認して、穴の底にそっと置いた。そして、その上にスコップで土をかけていく。埋うめる作業は、掘るよりもずっとラクだった。

　元通りに土をかぶせて、最後にスコップで地面を叩たたく。

「よし」

　傍はたからは、缶が埋まっているとは分からない。偶然、見つかることはないだろう。

　──これを掘り起こすのは、図書室の謎なぞを解いた者だけだ。

　すでにヒントは残してある。果たして、この缶を見つけるヤツは現れるだろうか？




　　　　　　　　　※




　二時間目は、体育館で卒業式の練習だった。

　俺たち五年生は送る側として、合唱と呼びかけの練習をすることになっている。

「テッちゃん、相変わらず歌へたっぴだね」

　合唱練習の合間に、隣となりに座るマコトが無む邪じゃ気きに笑ってくる。

　俺は「ほっとけ」とぶっきらぼうに返した。これだから合唱練習は嫌きらいなのだ。

　歌が苦手なのは自分でも分かっていたけど、だからといって歌わないのは負けたような気がするから、開き直って大きめの声で歌うことにしている。笑いたいヤツは笑えばいい。

　そのうち、《呼びかけ》の練習が始まった。呼びかけは、在校生から卒業生への贈る言葉だ。贈る言葉といっても、先生が考えた台詞せりふを覚えて発表するだけだけど。

「六年生のみなさん、卒業おめでとうございます！」

　在校生代表のあとに続いて、「おめでとーございまーす！」と全体が声を張り上げる。

「はい、ストップ！」

　担任の田た中なか先生が、呼びかけ練習を中断させた。どうやら、間の取り方が悪かったらしい。前の台詞が終わったあと、一、二、と心の中で数えてから台詞を言うように教わる。

　面めん倒どう臭くさいけれど、六年生を追い出す上で欠かせない儀ぎ式しきなのだ。

　もうすぐ俺たちは、五年生から六年生になる。

　クラス替えは二年ごとだから、学年が上がっても特に変わることはないけれど。強しいて挙げるとすれば、クラスの雰ふん囲い気きが一時期よりも良くなったことくらいだ。

　数日前の《ババロア事件》がきっかけだったと思う。でも、もう誰だれの話題にも上らない。最近の関心事は、もっぱら「田中先生が結婚するかもしれない」という噂うわさだった。

　田中先生は人気が高いから、クラスの女子を中心に騒さわいでいるのである。

　まあ、俺はまったく興味なかったけれど。




　退屈な卒業式練習が終わって、体育館からそれぞれの教室へと戻る。

　二時間目と三時間目のあいだは、二十分の休み時間だ。教室内はとにかく騒がしい。

　自分の席につくと、マコトが話しかけてきた。

「テッちゃん、実は朝からずっと見せたかったものがあるんだ」

「なんだよ、あらたまって」

　俺が聞き返すと、マコトは一冊の本を机の上に出した。

　それは、『謎のポンコツ海かい賊ぞく島じま』という児童書だった。読んだことはなかったけど、三人組の小学生が活かつ躍やくする人気シリーズである。表紙には、図書室のシールが貼はられていた。

「なに、これ？」

「図書室から借りてきた本なんだけど。見てよ、このページ」

　マコトは『謎のポンコツ海賊島』のあるページを開いて、俺に見せてくる。

　ざっとページを眺ながめてみるが、多少古いくらいで、特に変わった様子はなかった。

「別に普通の本じゃんか」

「よく見てよ、ここだよ」

　マコトは片手で本を開きながら、ページのある一箇所を指で示した。

　顔を近づけて覗のぞきこむと、そこには文字の横にインク染じみのような《黒い点》があった。

「このインクの染みがどうかしたのか？」

「僕も最初はただの汚れか、インクの染みだと思ったんだ」

「違うのかよ」

「うん。実は同じページに他ほかにも《黒い点》があるんだけど、よく見てよ」

「ん？」

　あらためて本を眺めてみると、さっきまでは気づかなかったが、確かにマコトの言うように他にも《黒い点》がいくつかあるようだった。でも、だからなんだと言うのだ。

　俺が不思議に思っていると、それに答えるようにマコトが言った。

「《黒い点》の左横の文字を順番に読んでみて」

「点の横の文字？」

　俺は訝いぶかしく思いながらも、言われた通りに《黒い点》の横の文字を辿たどってみた。

「えっと、まずは《た》だろ。で、次は…………《す》、そして……《け》──」

　そこで、黙った。

　次の文字が予想できたのだ。案の定、視線の先には《て》の文字がある。

　──たすけて。

　そのまま夢中で《黒い点》を追いかけると、意味の通る文章が浮かび上がる。

　──たすけて、だれか、おねがい。

　不意に誰かに呼ばれたような気がして、思わず鳥肌が立った。

「なんだよ、これ」

　俺が呟つぶやくと、マコトは静かに頷うなずいた。

「誰かが助けを求めてるんじゃないかな？　他のページにも同じような文章が隠かくれてたよ」

　マコトの言うように、これは誰かの《ＳＯＳ》なのかもしれない。

　でも、どうして？

　まだ状況を整理できずにいると、マコトが言った。

「ねえ、ちょっと調べてみない？」

「えっ」

「これがなんなのか気になるし、誰かの助けになるかもしれないでしょ？」

　マコトがいつになく積極的なので驚おどろいた。でも、確かにメッセージの謎は気になる。

「よし、調べてみるか。どうせ、暇ひまだし」

　俺が答えると、マコトの表情がパッと明るくなった。

「そうこなくっちゃ」




　俺たちは五年二組の教室を飛び出して、二階の図書室へと向かった。

　ウチの小学校の図書室は割と規模が大きい。本棚には古い本から新しい本までギッシリと並んでいて、部屋の中央には広い読書スペースが設けられている。休み時間に図書室を訪れたことはなかったが、意外と利用者は多いようだった。

「ねぇ、この本の貸出カードってあるかな？」

　マコトが、貸出カウンターにいた図書委員の女子に声を掛けた。

　すると、その女子は「あっ、うん」と言って、引き出しから貸出カードを探し始めた。

　図書室で本を借りる際には、それぞれの本の表紙裏に備え付けられている貸出カードに、自分のクラスと名前を書いて提出することになっている。つまり、貸出カードを見れば、過去にその本を借りた人物が分かるようになっているのだ。

「あった。これ？」

　カウンターに置かれた貸出カードには、『謎のポンコツ海賊島』と書かれている。

「あっ、これだ」

　マコトが頷いて、貸出カードを手に取る。

「これ、ちょっとのあいだ、借りてもいいか？」

　俺が横から訊ねると、図書委員は困った顔をしながらも「いいよ」と言ってくれた。

　俺とマコトは中央の読書スペースに移動して、並んで椅い子すに腰掛ける。

　あらためて貸出カードを眺めてみると、意外と多くの人がこの本を借りているようだった。ざっと十人くらいの名前が並んでいる。その最後には、マコトの名前があった。

「マコトの前に借りたのは、六年生か……」

　俺が呟くと、マコトも横から覗きこんだ。

「六年三組、遠えん藤どうあゆみさん？　返したのは、つい一週間前だね」

「とりあえず、この人から当たってみるか」

「そうだね」

　俺たちは念のため、貸出カードにある他の名前とクラス、借りた時期も全すべてメモ用紙に書き写しておいた。これで、いちいち貸出カードを確認しに来なくても済むだろう。

　図書委員にカードを返却して、俺たちは図書室を後にした。




　結局、六年生の教室に行く前に、休み時間が終わってしまった。

　あの本を借りていた六年生には、昼休みにじっくりと話を聞きに行くことにする。

　三・四時間目は図工だった。今日の授業は木版画の続き。下絵を描いた版材を彫ちょう刻こく刀とうで丁てい寧ねいに彫っていく。彫り終わった人から、墨すみをつけて紙に刷ることになっていた。

　俺は版材を掘りながら、あのメッセージについて考える。

　──たすけて、だれか、おねがい。

　一体、誰が、どんな状況で、あのメッセージを残したのだろうか？

　普通に考えれば、これまでにあの本を借りた人の誰かだろう。でも、その状況がイメージできなかった。《ＳＯＳ》のサインを残すくらいだから、何かピンチに陥おちいっているのだろうけど、だからといって図書室から借りた本にメッセージを残す状況が思い浮かばないのだ。

　だいたい、気づいてもらえる保証はない。図書室の本は古い物も多いし、落書きされていることもある。マコトは妙に細かいことにこだわる性格だから気づいたかもしれないが、普通の人ならあんな小さな《黒い点》は見過ごしてしまってもおかしくないのだ。

　わざわざ気づいてもらえる確率の低い方法で助けを求める。

　そんな状況があるだろうか？

　他に助けを求められる人がいなかった？

　でも、じゃあ、どうして図書室の本に？

　考えれば考えるほど、意味が分からなかった。




　三時間目が終わって、つかの間の休み時間に入る。

「テッちゃん、版画進んだ？」

　マコトが近寄ってきて、無邪気に声を掛けてくる。

　なんだよ。例のメッセージの謎について考えていたのは、俺だけかよ。

　俺がムッとした表情をすると、マコトは首を傾かしげる。

「どうしたの、テッちゃん。進まなかったの？」

「例の謎について、考えてたんだよ」

　少し乱暴な調子で答えると、マコトは不思議そうな顔をした。

「えっ、だって昼休みに話を聞きに行くんでしょ？」

「そうだけど。マコトはあのメッセージ、不思議に思わないのか？」

　俺は、図書室から借りた本に《ＳＯＳ》のサインを残す不自然さについて説明した。

　わざわざ気づいてもらえる確率の低い方法で助けを求める、その状況についてである。

　すると、話を聞き終わったマコトは「うーん」と唸うなった。

「確かに、言われてみればおかしいね。どんな状況でアレを残したんだろう？」

「なっ、不思議だろ？　でも授業中に考えて、ひとつだけ思い浮かんだ状況がある」

「えっ、ホント？」

　驚くマコトに対して、俺は軽く頷いた。

「あのメッセージを残した人は、どこかに監禁されてたんじゃないか？」

「か、監禁？」

　マコトの声が裏返る。突とっ拍ぴょう子しもない話に驚いているようだ。

「まあ、聞けって。どういう状況かは分からないけど、どこかに監禁されてる子どもがいた。で、その監禁されてた子どもは毎日、犯人から食事と退たい屈くつしのぎのアイテムを与えられてた。そのアイテムっていうのが、図書室で借りてきた本だったというわけだ」

　この考えだと、本を借りた人物とメッセージを残した人物は別ということになる。

　マコトは数秒間考えて、ようやく俺の話を理解したらしい。

「じゃあ、その監禁から逃のがれるために、あのメッセージを残したってこと？」

「そういうことだな」

　これなら、あんな回りくどい方法で助けを求めた説明もつく。本が図書室に返される前に、犯人にメッセージが見つかってしまったら、自分の身が危ないからだ。だから、あえて気づいてもらえる確率が低い方法に賭かけるほかなかったのである。

　監禁されていた期間にもよるが、もしかしたら『謎のポンコツ海賊島』のほかにも、何かメッセージが残されている本があるのかもしれない。

　騒がしい教室のなかで、マコトが少し声のトーンを落として言った。

「じゃあ、あの本を借りた人が犯人ってこと？」

「どうだろう？　本を借りた本人じゃなく、その親が《誘ゆう拐かい監禁犯》とかな」

　例えば、父親が子どもを誘拐してきて、どこかに監禁する。そして、退屈しのぎを与えるために、自分の子どもに学校の図書室から本を借りて来るように命令するとか……。

　するとマコトは一いっ旦たん黙だまって、何かを考えているようだった。

　そして一言。

「テッちゃん、コナンの見過ぎじゃない？」

　──言われて、言葉に詰つまる。

　自分でも薄うす々うす感じてはいたのだ。理屈は通るかもしれないけど、とてもありえないと。

　でも、そんな突拍子もない妄もう想そうが必要なくらい、あのメッセージは不可思議なのである。

「……とりあえず、前に借りた人に話を聞いてみようぜ」




　その日の昼休み、さっそく六年三組の遠藤あゆみさんを訪ねた。

　結果から言えば、空振りだった。

　遠藤さんは、あの《黒い点》には気づかなかったらしい。そもそも、借りたはいいけれど、忙しくてきちんと読む前に返してしまったというのだ。

　──借りたのに、読まずに返した？

　それを聞いて一いっ瞬しゅん、例の《誘拐監禁説》が頭をよぎる。そこで念のため、本当に念のため、例の考えをぶつけてみたのだが、ふざけていると思われて怒おこらせてしまった。

　俺たちは謝って、そそくさと六年三組の教室を後にしたのである。

　そこから気持ちを切り替えて、貸出カードの他の人物を当たることにしたのだが、四人目に話を聞いたところで気持ちが折れてしまった。

　どの人物も今回の謎とは関係ないように感じたし、みんなの記き憶おくが曖あい昧まいで、手掛かりとなる情報をまったく得られなかったのである。

　結局、この方法では一生かかっても謎は解けないと悟さとったのだった。

　放課後の教室で、マコトが途方に暮れたように言った。

「テッちゃん、これからどうしようか？」

　俺は言葉に詰まる。完全に行き詰まってしまった。

　すぐに何か手掛かりが見つかると思っていたが、どうやらその考えは甘かったらしい。

　それに考えてみれば、ただのイタズラという可能性もあるのだ。

　あの謎のメッセージは、気づいた人を振り回すための罠わなかもしれないのである。

　誘拐や監禁という話よりも、そっちのほうがずっと現実味があった。

「とりあえず、今日はこの辺にしようぜ」

　俺たちは調べるのを打ち切って、家に帰ることにした。




　翌日、少し遅おそめに登校すると、マコトが興こう奮ふんした様子で待ち構えていた。

「テッちゃん、遅いよ」

「なんだよ、朝っぱらから」

　俺が席に座るのを待たずに、マコトは机に『謎のポンコツ海賊島』の本を開いた。

「これなんだけど、ちょっと見てほしいんだ」

「また、その本かよ」

　正直、少しうんざりした。

　昨日は時間を無む駄だにしたような気がして、悔くやしかったのである。

「そう言わないで。きっと驚くからさ」

　その得意気な様子に、少しだけ興味を持った。

　もしかしたら、例の件で何か分かったのかもしれない。

　黙って本に視線を落とすと、開いてあったのは本の最後のページ。本来なら図書室の判はん子こが押されているだけのページだったが、一面に下へ手たくそな落書きが描かれていた。

「この落書きがどうかしたのか？」

「違うよ、ここだよ」

　マコトは本の最後のページの一番下を指で示した。

　顔を近づけると、そこには落書きに紛まぎれて、小さな文字が書かれていた。




『　宝の地図は太陽の光を浴びない場所に隠した　』




「なんだ、これ？」

　俺が驚いた声を出すと、マコトは誇ほこらしげに答えた。

「宝の地図に続くヒントだよ」

「宝の地図？」

「そうそう。昨日帰ってから、あらためて本を調べてて見つけたんだよ。《黒い点》の謎に気を取られてたけど、他にも重要なメッセージが隠れてたみたい」

　マコトの言っていることは分かったが、なんだか肩かた透すかしを食らったような気分だった。

　俺はてっきり、昨日のメッセージの謎が解けたのだと思ったのである。

「これは、ただの落書きじゃないか？」

　俺が冷めた調子で言うと、マコトは少しむくれた。

「なんで、そう思うのさ」

「だって、それ海賊が登場する本だろ？　誰かがそれっぽいことを書いただけじゃないのか。だいたい、《黒い点》の謎はどうしたんだよ」

　真っ向から反論されて、マコトは言葉に詰まった。

「あ、あの《ＳＯＳ》のサインはこの本に興味を持たせて、この《宝の地図》のメッセージを見つけさせるための仕掛けだよ」

　そんな馬鹿な。

　その主張は、《誘拐監禁説》と同じくらい無む茶ちゃ苦く茶ちゃだった。

「それは、ちょっと無理があるんじゃないか？」

「どうしてさ。実際にこうして僕が見つけたじゃないか。それか、《黒い点》のメッセージのほうが、ただのイタズラだったんじゃない？」

　ダメだ。すっかり、《宝の地図》のメッセージに心を奪うばわれてしまっている。

　コイツは臆おく病びょうなくせに、変に頑がん固こなところがあるのだ。

　なぜ、どちらもイタズラかもしれない、という発想にはならないのだろうか？

　俺がタメ息をつくと、不意に横から声を掛けられた。

「朝から本なんて開いて珍めずらしい。どうしたの？」

　顔を上げると、そこには登校してきたばかりのサワコが立っていた。

　思わず、ドキリとする。最近、なんだか前よりもずっと可か愛わいくなったような気がするのだ。あのガサツなサワコと話すだけで緊きん張ちょうするなんて、意味が分からなかった。

「あっ、サワちゃん、おはよう。いいところに来てくれた」

「おはよ。いいところって、なになにー？」

　マコトは机の上の本を取って、サワコの目の前に掲かかげた。

「ほら、これだよ。ここに《宝の地図》に続くヒントが書かれてるんだ」

「宝の地図？」

「そうそう。ほら、ここだよ」

　マコトが指で示す部分を見て、サワコは弾んだ声を上げる。

「なにこれ、面おも白しろそう！」

　興味を持ってもらって嬉うれしいのか、マコトの表情がパッと明るくなった。

「やっぱり、そうだよね。ほら、テッちゃん、この反応が正解だよ」

　マコトは満足そうに何度も頷いている。

　──なんだよ、二対一になったからって急に強気になっちゃって。

　俺は少し不ふ貞て腐くされながら、肝かん心じんのメッセージの中身について訊きいてみる。

「分かった、分かった。百歩譲ってそれが本当に《宝の地図》に続いているとして、じゃあ、その《太陽の光を浴びない場所》ってどこだよ。そんなのいくらでもあるじゃんか」

「それは……」

　マコトが急に小さくなる。まだ、答えには辿り着いていなかったらしい。

　まあ、このメッセージに答えがあればの話だけど……。

　マコトが諦あきらめて泣きを入れてくるかと思ったが──ここで予想外のことが起きた。

「なんだ、そんなの簡単じゃん」

　サワコはそう言うと、マコトから『謎のポンコツ海賊島』を奪い取ったのだ。

　──そして、本の表紙を外し始める。

　図書室の本は表紙がなくならないように専用のセロハンテープで本体と留められているが、それを爪でバリバリと豪ごう快かいに剝はがし出したのだ。

「おい、噓うそだろ……」

　俺は思わず呟いた。マコトも呆あっ気けに取られている。

　だが、当のサワコは俺たちには構わず、一気に本の表紙を剝がした。

　すると、取り外した表紙の裏側に、なにやら小さな文字が書かれているのが見えた。

　太陽の光を浴びない場所──それは、表紙で隠れていた部分のことだったのである。

　サワコは満足気に笑っている。

「やっぱり。ほら、見て」

　差し出された表紙の裏側には、サインペンで文章が書かれていた。




『


卒業生が去ったあとの主役へ。




よく見つけたな。おめでとう。




でも地図は怪盗Ｘに奪われた。




宝が欲しいのなら追いかけろ。







卒業生Ｔ＆Ｍ　　　




』






「……マジかよ」

　俺が呟くと、メッセージを読み終えたマコトが興奮して言った。

「スゴイ、これは卒業生から僕たち在校生への挑戦状だ！」

　なるほど。卒業生が去ったあとの主役というのは、俺たち在校生のことか。

　Ｔ＆Ｍというのは、きっとこの謎を残した卒業生のイニシャルなのだろう。

「それにしても、よく分かったな」

　俺は心からサワコを称たたえた。表紙の裏側なんて、普通は思いつかない。

　すると、サワコは得意気にピースした。

「私、なぞなぞとか好きなの。でも、これはどういう意味だろ？」

　謎の文章を眺めながら、首を傾げている。文章の内容によると、宝の地図は怪盗Ｘに奪われたらしい。次のヒントなのだろうが、何を意味しているのかさっぱり分からなかった。

「……怪盗Ｘってなんだよ」

　結局、三人とも分からないまま、《朝の会》が始まる時間になってしまった。

　それから一時間目も、二時間目も、怪盗Ｘのことが頭から離はなれなかった。

　おそらく、マコトもサワコも同じだろう。たまに、サワコの唸り声が聞こえてくる。

　担任の田中先生が何度かサワコのほうをチラリと見ていたが、特に声は掛けていなかった。サワコがいきなり勉強熱心になったと思ったのかもしれない。

　俺たちは授業を受けるフリをしながら、怪盗Ｘの謎を解くために頭を働かせた。

　そして、二時間目の授業が終わると同時にマコトが声を上げた。

「テッちゃん、分かったよ！」

　その声を聞いて、サワコが駆け寄って来る。

「分かったって、さっきの怪盗Ｘの謎について？」

「そうだよ」

　マコトは自信満々に答えた。どうやら、本当に謎が解けたらしい。

「一体、あのメッセージは何を意味してたんだ？」

　俺が訊ねると、マコトは俺とサワコの顔を交こう互ごに見てから、もったいぶるように答えた。

「たぶんだけど、怪盗Ｘはポンコツ三人組の宿敵のことじゃないかな？」

「ポンコツ三人組の宿敵？」

　俺とサワコが同時に聞き返した。すると、マコトがコクリと頷く。

「どこかで聞いた名前だと思ったら、ポンコツ三人組シリーズに登場するキャラだったんだ。なんでもっと早く気付かなかったのか、逆に不思議なくらいだよ」

　なるほど、どうりでいくら考えても分からないわけだ。

　ポンコツ三人組シリーズを読んだことがない俺には、分かるはずがなかったのである。

「ちょっと待って、《ポンコツ三人組シリーズ》ってなに？」

　サワコが一人、ポカンとしている。

　どうやら、「ポンコツ三人組」という単語すら聞いたことがなかったらしい。

「サワちゃん、知らなかったんだ。この本のシリーズのことだよ」

　マコトが例の『謎のポンコツ海賊島』を机から出して、サワコに見せる。

「全部で五十冊以上ある人気シリーズなんだけど、その中にポンコツ三人組と怪盗Ｘが対決する作品があるんだよ。きっと、その本の中に《宝の地図》があるんじゃないかな？」

　その説明を聞いて、サワコは「なるほどー」と感心していた。




　俺たちは、さっそく二階の図書室へと向かった。

　二時間目と三時間目のあいだは二十分休みだから、まだ時間はたっぷりとある。

「本当だ、たくさんあるんだね」

　サワコが、ポンコツ三人組シリーズの本棚の前で驚いていた。

　その横で、マコトが指で一冊ずつ本を数えるように、目当ての本を探している。

「あった、これだ」

　マコトが本棚から一冊の本を抜き取った。

　題名は『ポンコツ三人組 対 怪盗Ｘ』というシンプルなもの。表紙には、シルクハットをかぶった怪盗Ｘと、それに立ち向かうポンコツ三人組のイラストが描かれていた。

「やっぱり、メッセージは表紙の裏側だよね？」

　マコトが周囲をキョロキョロ見渡しながら、恐る恐ると言った感じで訊いてくる。

「そうじゃないか？」

　俺が答えると、マコトは「だよね」と肩をすくめる。

　図書室で表紙のセロハンテープを剝がすことに、ビビっているのだろう。

　気持ちは分かる。もし先生に見つかったら、こってり絞られること間違いなしなのだ。

　すると、そんな俺たちを見たサワコがタメ息をつく。

「もう、二人とも男らしくないなー。貸して。私が剝がしてあげる」

　そう言って、マコトから本を奪い取る。

　そして、そのまま豪快に表紙のセロハンテープを剝がし始めた。

　俺とマコトは慌あわててサワコの横に立ち、他のヤツらから見えないように壁を作る。

「ほら、できた」

　差し出された表紙の裏側には、やはりサインペンで小さな文字が書かれていた。




『


卒業生が去ったあとの主役へ。




よく見つけたな。おめでとう。




でも、ひと足遅かったらしい。




宝の地図は地球を飛び出した。







卒業生Ｔ＆Ｍ　　　




』






「また、新しいメッセージだ。今度はなんだ？」

　俺が顎あごに手を当てて考えていると、サワコがすかさず横から答えた。

「地球を飛び出しただから、宇宙に関する話じゃない？」

「あっ、それなら『ポンコツ宇宙大旅行』っていう作品があるよ」

　マコトが本棚からそのタイトルの本を抜き出した。

　それをサワコが受け取って、また同じように豪快に表紙を外していく。

　一度やってしまったからか、もうあまりヤバイと思わなくなっていた。

　一分と掛からずに、表紙と本体とを切り離すことに成功する。

　今度の表紙の裏側にも、やはり新たなメッセージが書かれていた。




『


卒業生が去ったあとの主役へ。




よく見つけたな。おめでとう。




でも、宇宙人にやられて帰き還かん。




裏山に不ふ時じ着ちゃくして助けを待つ。







卒業生Ｔ＆Ｍ　　　




』






「また、新しいメッセージだ」

「なんだか、『ウォーリーをさがせ！』みたいだね」

　マコトの言いたいことは分かった。『ウォーリーをさがせ！』は、ウォーリーを見つけるだけじゃなく、様々な探し物のヒントが、こんな感じで巻末に書かれているのである。

　俺がメッセージについて考えていると、またもやサワコが横から答えた。

「うーん、裏山に不時着だから、山関係の作品なんじゃない？」

「あっ、それなら、これかも」

　マコトは、本棚から『ポンコツ山岳救助隊』という作品を抜き出した。

　表紙には、ポンコツ三人組が大自然に立ち向かっているイラストが描かれている。

　四度目ともなれば、もう慣れたものだ。サワコは当たり前のように表紙を外していく。

　そして、本体と切り離された表紙の裏側にはやはり、小さな文字が書かれていた。




『


卒業生が去ったあとの主役へ。




これが、最後のメッセージだ。




おれたちが宝を埋めた場所は、




これまでの文章に隠れている。







卒業生Ｔ＆Ｍ　　　




』






「えっ、これで終わり？」

　俺は戸と惑まどいの声を洩もらした。

　前回までは割と分かりやすいヒントだったのに、最後の文章はまるで意味が分からない。

　これまでの文章に、それらしい箇所なんて一切見当たらなかったのだ。

　調子の良かったサワコも、最後のメッセージには手間取っているらしい。

「ここまであっさり来たと思ったら、最後にやっかいな謎が残ってたね」

　むしろ分かりやすい謎を出題することで、本当の謎に注目が集まらないようにしたのかもしれない。そうだとしたら、俺たちはまんまと相手の罠にハマったことになる。

[image: ]

　すると、表紙を持っていたマコトが呟いた。

「なんだろう、これ？」

　マコトの手元を覗きこんでみると、背表紙のところにも小さな文字が書かれていたのだ。




『　どうしても分からないなら、百円持ってきたら答えを教えてやるぜ（笑）　』




　どうやら、俺たちは出題者におちょくられているらしい。

　そもそも「Ｔ＆Ｍ」が誰だか分からないし、仮に分かったとしても相手はすでに卒業してしまっているのだから、答えを聞きにいけるはずがないではないか。

「俺たち、完全に馬ば鹿かにされてるぞ」

　俺がタメ息をつくと、サワコが頰ほおを膨ふくらませた。

「もー、悔しい。この謎、絶対解いてみせるんだから」

「うん。せっかくここまで来たんだから、絶対にお宝見つけようよ」

　マコトもやる気満々だ。

　確かにここまできたら、謎を解き明かさないとスッキリしない。

「よし、やってやろうぜ」

　俺たちはメッセージが残されていた本を三冊とも借りて、図書室を後にした。




　その日の授業には、まったく身が入らなかった。

　ポンコツ三人組シリーズに残されていた謎のことで、頭がいっぱいだったのである。

　──おれたちが宝を埋めた場所は、これまでの文章に隠れている。

　例のメッセージは全て国語のノートに書き写していたが、サッパリ分からなかった。

　俺たち三人は授業そっちのけで、ノートの文字とにらめっこしていた。

　暗号にありがちな《タテ読み》や《ナナメ読み》に答えが隠れているのではないかと探してみるも、意味のつながる文章はとうとう浮かび上がってこなかった。

「どうだ、何か分かったか？」

　給食の時間にマコトとサワコに訊いてみたが、二人とも進展はないようだった。

「もしかして、お宝なんて最初からないんじゃないか？」

　手詰まりな状態が続くにつれ、手の込んだイタズラという考えが膨らんできたのである。

　でも、マコトがそれを否定した。

「いや、お宝はあると思う。ゴールがないのに、こんな手の込んだ仕掛けは作らないよ」

　それを聞いたサワコが、「私もそう思う」とマコトに同調した。

「鉄てつも諦めないで、もうちょっと考えてみようよ」

　サワコに見つめられて、俺は言葉に詰まった。こういうふとした瞬間にドキリとするのだ。

「べ、べつに俺は諦めたわけじゃないから」

「ならいいんだけど。誰が最初にこの謎を解けるか競争だからね」

　サワコが楽しそうに笑うのを見て、「ああ、こういう面もあるんだな」と思った。

　同じクラスになってからちょうど一年くらいだけど、サワコがこうした謎が好きで、意外と負けず嫌いなところは初めて知った。

　その日はとうとう謎が解けないまま、家に帰った。




　翌日、登校するのは少し気が重かった。

　例の謎について一晩考えてみたのだが、サッパリ分からなかったのである。

　マコトかサワコが先に謎を解いていたらと思うと、どうにも悔しい気持ちになるのだ。

　五年二組の教室に入ると、俺を見つけたマコトが駆け寄ってくる。

「テッちゃん、待ってたよ！」

「もしかして、謎が解けたのか？」

　俺が自分の席に座りながら訊ねると、マコトは首を横に振った。

「違うんだ。ちょっと、これ見てよ」

　目の前に広げられたのは、一冊の本だった。

　ページを閉じてしまわないように指で押さえながら表紙のタイトルを確認すると、『ポンコツ山岳救助隊』とある。

　どうやら、昨日図書室で借りたポンコツ三人組シリーズの一冊らしい。

「この本がどうしたんだ？」

「実はこの本にも、あの《黒い点》のメッセージがあったんだよ」

「えっ」

　──例の「たすけて」というメッセージが、頭に浮かぶ。

　驚いて本を覗きこむと、確かに《黒い点》がいくつかあるのが分かった。

　最初の文字は《た》、そして次の文字は《つ》……。そのまま《黒い点》の文字を追いかけていくと、意味のある文章が浮かび上がってくる。

「……タツヤ、ありがとう？」

　俺は間の抜けた声を出してしまった。

　てっきり、また助けを求めるメッセージが残っているものだと思っていたのだ。

「なんだ、これ？」

　俺が訊ねると、マコトは首を軽く横に振る。

「分かんない。昨日家に帰ってから何か他にヒントがないかって借りてきた本を眺めてたら、その《黒い点》があるのを見つけたんだよ。でも、意味は全然分からなくて……」

　そのとき、教室の扉が開いて、サワコが登校してきた。

「おはよー、二人とも。例の謎、解けた？」

　サワコの質問に、俺とマコトはどう答えたものか困ってしまった。

　──謎は解けるどころか、増えてしまったのだから。




　マコトが新たな謎を持ってきたせいで、今日も授業にはまったく集中できなかった。

　──たすけて、だれか、おねがい。

　──タツヤ、ありがとう。

　この二つのメッセージが何を意味しているのかは分からなかったが、一つだけ考えたことがある。それは、この「タツヤ」というのは、宝の地図のヒントに登場する「卒業生Ｔ＆Ｍ」のひとり「Ｔ」ではないかということ。

　つまり、《黒い点》のメッセージは、ＭからＴへ送られたものじゃないかと考えたのだ。

　──Ｍが誰かに助けを求めて、Ｔ（タツヤ）がＭのことを救った。

　──そして、ＭはＴ（タツヤ）に感謝の言葉を送った。

　その様子を想像してみるが、状況がまったくイメージできなかった。

　何かの事情で本の中に《ＳＯＳ》のサインを残すことはあるかもしれないが、感謝の言葉までわざわざ本の中に残す意味が分からないのである。

　それに、同じ本には《宝の地図》のヒントも残されているのだ。

　もう訳が分からなかった。

　結局、何も進展がないまま時間だけが過ぎていった。




　ようやく宝の隠し場所に近づき始めたのは、五時間目の授業が始まった頃ころだった。

　──おれたちが宝を埋めた場所は、これまでの文章に隠れている。

　このヒントを受けて、それ以前のメッセージにばかり気を取られていたのだが、それは間違っていたらしい。この文章にこそ、ヒントが隠されていたと気づいたのだ。

　──宝を「埋めた」場所。

　うっかり見過ごしてしまっていたが、どうやらお宝は地面に埋まっているらしいのである。どうして今の今まで気づかなかったのだろうか。これは、重要なヒントだった。

　このヒントを受けて、最初に頭に浮かんだのは《裏山》というキーワードだった。

　──裏山に不時着して助けを待つ。

　この《裏山》というのは、ウチの学校裏に広がる山のことを指しているのかもしれない。

　そうだとしたら、一気にゴールに近づいたことになる。俺は興奮しながらメッセージを見直していったのだが、そこから先はどうにも上う手まくいかなかった。

　……ダメだ。

　目ぼしいヒントが見つからない。

　そもそも裏山は広大で特徴が少ないから、範囲を絞り込むのは難しいのだ。

　自分がお宝を埋めてヒントを残すとしたら、絶対に裏山は選ばないだろう。

　なんだか、相手の手の平の上で踊おどらされているような気がして悔しかった。

　いや、発想は悪くないはずだ。

　お宝を埋める場所には限りがある。

　図書室にヒントを残すくらいだから、考えられるとしたら学校の敷しき地ち内ないくらいだ。

　だとしたら、少ないヒントで候補を絞り込めないこともない。

　俺は深呼吸をしてから、もう一度、本に残されていたメッセージを見直していった。

　そして、六時間目の授業が半分くらい終わった頃に「おや？」と思った。

　引っかかったのは、全てのヒントに登場している文章だ。

　──卒業生が去ったあとの主役へ。

　俺たち在校生のことを指しているのだろうと深くは考えていなかったが、あらためて見返してみると、どうにも大おお袈げ裟さで回りくどい表現のような気がする。

　なぜ、出題者は単純に「在校生へ」と書かなかったのだろうか？

　考えれば考えるほど、おかしいように感じた。

　もしかしたら、この文章にお宝の隠し場所が込められているのかもしれない。

「あっ」

　──気づいてしまえば、あっという間だった。

　そうか、そうだったんだ。

　お宝が埋められているのは、あそこだったんだ。




　放課後、俺とマコトとサワコは校庭の隅にいた。

　みんなが下校して人がいなくなるのを待ってから、穴を掘り始めたのである。

「本当にここにあるのかな？」

　マコトが不安そうに訊くので、俺は「大だい丈じょう夫ぶだって」と力強く答えた。

　自信はあった。

　用務員室から無断で借りてきたスコップで、ザクザクと掘り進めて行く。

　その様子を、サワコが「がんばれ、二人とも」と見守っていた。

　俺たちが掘っていたのは、校庭の隅にある《桜の木》の根元だった。

　──卒業生が去ったあとの主役。

　やはり、あのメッセージは宝の隠し場所を示していたのだ。

　三月の卒業式を終えて卒業生が去ったあとの主役とは、つまりは四月の主役を指していた。そして四月の主役とは、俺たち在校生のことではなく、満開に咲き誇る《桜の木》を示していたのである。

　ウチの学校には、校庭の隅に一本の立派な桜の木があったのだった。

　──ザクッ！

　しばらく掘り進めると、スコップの先が何かに当たった。

　慎しん重ちょうに土を避よけていくと、穴の底から何やら金属の箱が現れた。

「あっ、宝の箱だ！」

　叫んだのは、マコトだった。

　サワコも「スゴイ、スゴイ」と興奮している。

　自信はあったが、まさか本当に宝の箱を掘り当てるなんて。

　穴から金属の箱を取り出すと、それは何か大きめの缶のようだった。

「……本当にあった」

　掘り起こした缶の表面は、錆さびてしまっていた。

「開けてみようか」

　表面の土を払って、缶の箱を恐る恐る開けてみる。

　すると、中からはビニール袋に入れられた一冊の本が出てきた。

「本？」

　サワコが不思議そうに首を傾げる。

　袋から取り出した瞬間、マコトが「ひっ」と小さく悲鳴を上げた。

　その本の表紙に、不ぶ気き味みな《死神》が描かれていたからだ。

　それは、ポンコツ三人組シリーズの一冊で、『ポンコツ三人組と死神人形』という本だった。

　臆病者のマコトではないが、その不気味なイラストに俺も思わず鳥肌が立った。

　俺とマコトが言葉を失っていると、サワコがあっけらかんと言った。

「これ、図書室の本じゃない？」

　言われて初めて気がついた。確かに、本の表紙には図書室のシールが貼ってある。

　──なぜ、宝の箱から図書室の本が出て来るのだろうか？

　不思議に思いながら本をめくろうとすると、マコトが「ちょっと待って」と止めた。

「なんだよ」

「呪のろわれたりしないかな？」

　臆病者のマコトはすっかり、腰が引けてしまっている。

「ゲームでは、よくあるんだよ。宝箱に呪いのアイテムが入ってることが……」

　すると、そんなマコトの背中をサワコが思いっきり「パン！」と叩いた。

「もう、マコトは本当に憶病なんだから。大丈夫だって」

「痛いよ、サワちゃん」

　そんな二人を尻目に、俺は本の表紙をめくろうとした。

　──そのときだった。

「お前たち、そこで何やってるんだ！」

　後ろから誰かに声を掛けられて、心臓が止まるかと思った。

　振り返ると、そこには担任の田中先生が立っていた。

　ヤバイ、最悪のタイミングで先生に見つかってしまった。




　俺たちは田中先生に、五年二組の教室に連行された。

　それぞれ椅子に座らされて、田中先生も自分のパイプ椅子に腰をかけた。

　てっきり怒られると思っていたのだが、そうはならなかった。

　不意に、田中先生が笑った。

「まさか、お前たちが見つけるなんてな」

「えっ」

　俺たち三人は同時に驚きの声を洩らした。

「先生、それどういう意味？」

　サワコが訊ねると、田中先生は少し照れ臭そうに言った。

「そのタイムカプセルは、俺が子どもの頃に埋めたんだよ」

　俺たちは驚き過ぎて、声にならなかった。

　でも、そこで思い出した。

　──田中先生はこの学校の卒業生で、下の名前は「タツヤ」だったということを。

　どうして、今まで気づかなかったのだろう。

　先生は大人だから、あのメッセージの「タツヤ」とはまったく結び付かなかったのだ。

　まさか、あの謎のメッセージが十年以上も前に残されたものだったなんて。

「お前たちがポンコツ三人組の話をしてるのが聞こえたから、まさかとは思ったんだ」

　ああ、そういうことか。

　どうやら、俺たちは最初から先生にマークされていたらしい。

「でも、なんであんなヒントを残したの？」

　サワコが不思議そうに訊ねると、先生は「う、うん」と曖昧に頷いた。

「……ある女の子との約束だったんだよ」

　そう言って、田中先生はぽつりぽつりと話し始めた。




　先生は小学校六年生のときに、クラスの学級委員だったという。

　そしてその当時、先生のクラスには学校に来られない女の子が一人いたらしい。

　不登校というわけではなかった。その女の子は難しい病気で、ずっと入院していたのだ。

　最初こそクラスのみんなで千羽鶴を折ったり、交代でお見舞いに行ったりしていたが、入院が長引くうちに、クラスメイトたちは病気の女の子のことを少しずつ忘れていった。

　そんな中、学級委員だった先生だけは、足しげく病室へ通っていたのである。

　女の子は退屈を持て余していたので、先生は図書室で借りた本を届けるようになった。

　最初は学級委員の仕事として始めたことだったが、何度も病室に通って女の子と会話を重ねるうちに少しずつ仲良くなっていったという。

　その女の子が一番好きだったのが《ポンコツ三人組シリーズ》だった。小学生の主人公たちが、毎回いろんな謎に立ち向かっていく物語が、たまらなく好きだったらしい。

　女の子は外へ出られない悔しさや寂しさを、三人組の冒険で紛らわしていたのだ。

　二人は、借りてきた本の話を中心に、いろんな話をするようになった。

　いつしか、学校が終わると同時に病室へ向かって日が暮れるまで女の子とお喋りするのが、先生の日課になっていたのだった。

　そして、卒業式を間近に控えた頃、女の子は手術を受けることになった。

　先生にはよく分からなかったが、どうやら命に関かかわる手術らしいことを知った。でも、手術をしなければ長くはないらしく、女の子には選択肢がないらしいことも同時に知った。

　それなのに、女の子は「どうせ死ぬんだから手術なんて受けない」と手術を拒否したのだ。これには、女の子のお父さんもお母さんも、病院の担当医も困ってしまった。

　それを説得したのが、田中先生だった。

　──きっと、いや絶対に大丈夫だから。

　──手術を受けたら、十年後も、二十年後も、元気に生きているはずだから。

　女の子に将来を考えさせるために、先生はタイムカプセルを埋めることを提案した。

　──いつか、一緒に掘り起こそう。だから、病気や手術なんかで死ぬなよ。

　最初は頑なだった女の子も、少し興味を持ったようだった。

　もうひと押し。

　先生はタイムカプセルを宝物に見立てて、後輩たちに宝の地図を残すことを提案した。

　──学校に宝箱のヒントを残して、後輩たちが探せるようにしようぜ。

　その提案に、女の子は食い付いた。もともと冒険やミステリが大好きな女の子なのだ。

　さっそく次の日から、先生と女の子は病室で一緒に、宝箱へと続くヒントを作り始めた。

　──卒業生Ｔ＆Ｍから後輩たちへの挑戦状、なんてどうだ？

　宝箱の隠し場所やヒントの内容について、遅くまで話し合った。ポンコツ三人組の冒険にも負けないほどの刺激的な毎日に、女の子は少しずつ生きることに前向きになっていった。

　全ての謎を残して、いよいよ宝の箱を埋める前日、病室で女の子が呟いた。

　──後輩たち、見つけられるかな？

　先生は病室の椅子に座りながら、「どうだろう？」と首を傾げた。

　──俺たち二人で考えた謎だから、そうそう解けるヤツなんて、いないんじゃないか？

　──わからないよ。もしかしたら、《ポンコツ三人組》みたいな後輩が現れるかも。

　楽しそうに微笑む女の子に、先生はひとつ提案をした。

　──じゃ、二十年後に一緒に掘り起こして確認しようぜ。箱が埋まったままかどうか。

　──え？　う、うん。いいけど。

　──そのとき、もしお前が一人だったら、俺が結婚してやるよ。

　女の子は「ば、ばっかじゃないの」と答えて、二人は無邪気に笑いあった。

　タイムカプセルを埋めることに意味があったから、埋めるものは何でも良かった。

　でも、《ポンコツ三人組》の本にヒントを忍しのばせているうちに、埋めるモノを決めた。

　女の子の手術が成功するようにと、ゲンを担かついで《死神》を埋めることにしたのである。

　──手術のあいだ、《死神》は土の中で眠ってやがれ。

　そして、今日まで『ポンコツ三人組と死神人形』は穴の中に埋まっていたのだった。




　俺は話を聞きながら、今回の件の全体像をようやく理解した。

　あの《黒い点》のメッセージは、話に登場する女の子が残したに違いない。

　──たすけて、だれか、おねがい。

　これは、病気から逃れたい想おもいが込められていたのだ。

　きっと誰にも弱音を吐はけずに、こっそりと本にメッセージを残したのだろう。

　思えば《監禁》という推理は、当たらずとも遠からずだったのかもしれない。

　俺はふと思いついて、手元の『ポンコツ三人組と死神人形』の本をペラペラとめくった。

　なんだか、この本にもメッセージが残されているような気がしたのだ。

　すると、七ページ目にあの《黒い点》が見つかった。

　声に出さずに《黒い点》の横の文字を追いかけて、俺は驚いた。

　──タツヤ、だいすき。

「えっ」

　見てはいけないものを見てしまったような気がして、俺は慌てて本を閉じた。

「どうした、鉄？」

　話をしていた田中先生が、俺のほうを見た。

　俺は先生に伝えるべきか否か迷った末に、先生に訊いてみた。

「先生、その女の子が本にメッセージを残してたの、気づいてた？」

「メッセージ？」

　先生は知らない風だった。

　マコトとサワコは、不思議そうに俺の顔を見ていた。

　俺は覚悟を決めて、『ポンコツ三人組と死神人形』のページを開いて渡した。

「文字の横にいくつか《黒い点》があるでしょ？」

「ああ」

「その《黒い点》の横の文字を順番に読んでみてよ」

　先生は言われた通りに、本の文章を目で追っていた。

　そして、驚いた表情を見せる。どうやら、メッセージの内容を理解したらしい。

「……気づかなかったよ」

　先生が呟くのを聞いて、俺はなんだか切ない気持ちになった。

　女の子は、直接想いを伝える勇気はなくて、気づいて欲しいような、気づいて欲しくないような想いで先生へのメッセージを残したのだろう。

　いや、それとも自分の気持ちを封印するつもりで、土の中に埋めたのだろうか。

　考えてみれば、数日後に死んでしまうかもしれない状況で告白するのは、成功しても失敗してもツライものだ。だから、女の子は自分の気持ちを押し殺したのかもしれない。それでも、その気持ちをなかったことにはしたくなくて、あの本に残したのだろうか。

　──だとしたら切ない。

「その女の子の手術は成功したの？」

　サワコが恐る恐る訊ねると、田中先生は遠い目をして優しく微笑ほほえむだけだった。

　どちらか判断がつかなかったが、それ以上、問い詰めるのはなんだか怖かった。




　帰る頃には、外はすっかり薄暗くなっていた。

　マコトの家は線路の反対側だから、途中で別れた。

　今、俺はサワコと二人で歩いている。

　家が近いから何度も一緒に帰ったことがあるが、二人きりという状況に緊張する。

「なんだか、切ない話だったな」

　俺が話しかけると、サワコは軽く首を横に振った。

「私は、実はハッピーエンドなんじゃないかって勝手に思ってるんだ」

「どうしてだよ？」

　結局、女の子の想いは届かなかったし、手術が成功したかもわからないのだ。

　でも、サワコは微笑みながら言った。

「最後に女の子の名前を訊いたの、覚えてる？」

「ああ、ミナミちゃんだっけ」

　ヒントにあった「Ｔ＆Ｍ」は、ＴはタツヤのＴで、ＭはミナミのＭだったのだ。

「実は、先生の結婚相手もミナミっていうんだよ」

　サワコが言うには、先生が婚約指輪を買うところを偶然見かけた保護者がいたらしい。

　田中先生は保護者のあいだでも人気が高いから、その噂は一気に広まって、サワコの耳にまで入ってきたという。

「その結婚相手が、入院していたミナミちゃんと同じ人だって言うのかよ」

　俺が訊ねると、サワコは「わかんない」と答えた。

「でも、そうだったら素す敵てきじゃない？」

「えっ」

「小学校の幼おさな馴な染じみと結婚なんてさ。すっごく素敵だよ」

　言われて、ドキリとした。

　俺とサワコも小学校の幼馴染だということを、分かって言っているのだろうか？

「それに二人の結婚の直前に、私たちがあれを見つけたなんて、なんか運命的じゃない？」

　サワコに見つめられて、俺は心臓が飛び出るんじゃないかと思った。

「ぐ、偶然だろ」

　思わず言ってしまう。運命だなんて言われて気恥しかったのだから仕方ない。

　俺は気を紛らわすために、ジュースを買うことにした。

「サワコも飲むか。おごってやるよ」

「えっ、いいの？」

　サワコがパッと表情を明るくする。

　自動販売機の前で小銭を出したとき、俺はふと止まった。

　──どうしても分からないなら、百円持ってきたら答えを教えてやるぜ（笑）

「なんだよ、これもヒントだったのかよ」

「えっ、なに？」

　不思議そうな顔をするサワコに、俺はそっと百円玉を見せた。








【ＥＮＤ】
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　夏休みを間近に控えた、ある日の早朝。

「こりゃ、大変だ……」

　用務員のおじさんは、目の前の光景を眺ながめながら呟つぶやいた。

　校舎の壁に沿って並べられていたアサガオの鉢植えが、メチャクチャにされていたのだ。

　倒たおれた鉢からは土がこぼれ、地面にはツルを巻きつかせる棒が散乱している。それも一つだけではなく、クラスの半分ほどの鉢植えが攻こう撃げきされていた。

　毎年、アサガオの鉢植えは、一年生の夏休みの宿題に使われることになっている。学校で種を植えてから、終業式の日に家に持ち帰って観察日記をつけるのだ。

　用務員さんの頭に、一年生の子どもたちがショックを受ける様子が浮かんだ。

「キ、キミがやったのか？」

　用務員さんは、目の前にいる少女に訊たずねた。

　物音が聞こえて現場に駆けつけたときには、すでに事件は起こった後だった。

　そして、現場にはこの少女だけが立っていたのである。

　用務員さんはもう一度、慎しん重ちょうに問いかけた。

「どうなんだい？」

　すると、目の前の少女は静かに頷うなずいた。




　　　　　　　　　※




　今日も朝から暑い。蟬せみがうるさい。

　六年二組の教室の扉を開けると、もう大半のクラスメイトが登校していた。

　同じ班のマコトも、すでに自分の席についていた。自由帳と睨にらめっこして、なにやら夢中でイラストを描いている。おそらく、新しい《武器》を描いているのだろう。

　マコトは少し前から、自分だけの《武器図ず鑑かん》をつくる遊びにハマっているのだ。ゲームの攻略本や図書室の本を参考にしながら、いろいろな武器を描いていた。

　正直なところ、その遊びの何が面おも白しろいのか、俺には全く分からなかったけれど。

「おはよ」

　俺が声を掛けると、マコトが顔を上げた。

「ああ。テッちゃん、おはよ。今日はいつもより遅おそいね」

「そうか？」

　俺は曖あい昧まいに答えると、肩にかけていた鞄かばんを自分の机の横にかけた。

　すると、マコトが思い出したように訊きいてきた。

「そうだ、テッちゃん。新しい武器、考えてきてくれた？」

　──げ、朝イチから来たか。

　そうなのだ。昨日、マコトに「テッちゃんも、何かカッコイイ武器を考えてよ」と、頼たのまれていたのだ。もしセンスの良い武器を描けたら、マコトの《武器図鑑》に載せてくれるらしい。その特典は全く嬉うれしくなかったけれど、マコトがしつこく頼んでくるので、仕方なく考えてやることにしたのだった。あまり、というか、全く乗り気ではなかったけれど。

「ああ……考えてきたぞ」

　渋々といった感じで答えると、マコトは目を輝かがやかせる。

「さすが、テッちゃん。仕事が早いねー。さっそく、見せてよ」

　マコトにせがまれて、俺は鞄の中からノートの切れ端はしを取り出した。

「ほら、これ」

　俺が差し出した紙のイラストを見て、マコトが首を傾かしげる。

「……これ、なに？」

　見て分からないのだろうか？

　こうして、あらためて問われると、なんだか恥はずかしい。

　仕方なく、俺は武器について説明してやった。

「ひのきの棒」

「ひ、ひのき？」

「そうだよ。見れば、分かるだろ？」

「いや、分かるけど、それただの木の棒じゃん」

　まあ、その通りだ。でも、冒険ＲＰＧには欠かせない装備である。

「初期装備として、図鑑に載せていいぞ」

　俺は快く使用許可を出したが、マコトは首を横にブンブン振った。

「い、いや、遠えん慮りょしとくよ。カッコ悪いからさ」

「カッコ悪いってなんだよ」

　こっちは頼まれたから、せっかく王道の武器を描いてやったというのに。

　マコトにあっさりと斬きり捨てられてムッとしていると、チャイムが鳴った。

　教室で騒さわいでいたクラスメイトたちが、朝の会に備えて一斉に自分の席へと戻っていく。

　そこで「おや？」と思った。隣となりの席のサワコが、まだ来ていなかったのだ。

　寝坊か、風か邪ぜでも引いたのか？

　そんなことを思っていると、教室の扉が開いて、担任の田た中なか先生が入ってきた。

　そしてその後ろから、俯うつむいて入ってくる女子がいる。

　──サワコだ。

　どうしたのだろう。いつもの元気で明るいサワコとは、まるで別人だった。

　遅ち刻こくギリギリで先生に怒おこられたのだろうか。それとも、体調でも悪いのだろうか。

　教きょう壇だんに上がった先生と別れて、サワコは自分の席へと歩いてくる。

　席についたタイミングで、隣の席の俺は小声で話しかけた。

「サワコ、何かあったのか？　元気ないぞ」

　すると俯いていたサワコが少し顔を上げる。目が合ったが、いつもの覇は気きはなかった。

　サワコは「別に……」と短く答えると、すぐに目をそらした。

　やっぱり、いつものサワコではない。一体、なんだというのだろう。

　前の席に座るマコトも心配そうに、サワコの様子をうかがっていた。

「起立！」

　日直の声に合わせて、六年二組の全員がその場に立ち上がる。

　そのまま日直の号令に合わせて、「おはようございます」と挨あい拶さつし、再び着席した。

　朝の会がスタートして、田中先生が連絡事項を話し始める。

「最近、この学校の周りに不審者が出るらしいから、みんな気をつけろよ」

　突然の物ぶっ騒そうな話題に、教室内が一気に騒がしくなった。

　先生は「ほら、静かにー」と言って、不審者の話を続ける。

　なんでも、校門から少し離はなれたところで、ウチの学校の子どもたちをじっと眺めている男が目撃されたのだとか。まるで、イタズラする子どもを品定めしているかのように。

　クラスの女子が「コワイ」と言っているのが聞こえてきた。

「先生たちも見回りを強化するけど、みんなも帰り道はくれぐれも気をつけるんだぞ」

　そう締しめ括くくると、田中先生は次の連絡事項に移った。

　不審者の話の他ほかには、取りたてて重要な話題はなかった。

　朝の会が終わりにさしかかった頃ころ、クラスメイトの一人が言った。

「先生、一年生のアサガオがメチャクチャにされたってホント？」

　すると、田中先生は困ったような顔をした。

　ショッキングな話題に、他のクラスメイトも再び騒がしくなる。「なにそれ」「マジかよ」と事件について知らないヤツが多いようだったが、中には「あっ、それ知ってる」と事件について何か情報を持っているヤツもいるようだった。

　ふと、隣の席のサワコを見ると、下を向いてなんだか怯おびえているように見えた。

　気のせいだろうか。一体、どうしたのだろう。

　事件について先生が何か答える前に、巨漢のヒロシが口を挟はさんだ。

「その犯人は《サワコ》だって噂うわさがあるけど、それマジ？」

　その瞬しゅん間かん、俺はカッとした。

　──アイツ、また適当なこと言いやがって。

　サワコがそんなことするはずないのに、面白がって濡ぬれ衣ぎぬを着せるヒロシにムカついた。

　言い返そうかと思ったが、サワコ本人が反論するだろうと思い、グッと我が慢まんする。

　でも、当のサワコは俯いたまま、何も言わなかった。

　何かが、おかしい。いつものサワコなら、負けずにヒロシに言い返すか、「そんなはずないじゃん」と明るく笑って受け流すはずなのに……。

　見かねた先生が割って入ってヒロシをたしなめるかとも思ったが、その予想も外れた。

　クラスメイトの視線が先生とサワコに集まる中、二人とも黙だまったままだったのである。

　そんな空気に我慢できず、俺が代わりに否定してやった。

「サワコが犯人？　そんなわけないだろ」

　すると、それを聞いたクラスメイトたちも、俺の意見に同意する。

「やっぱり、そうだよね」

「サワちゃんがそんなことするはずないよね」

　と、女子を中心に多くが頷いている。教室内の緊きん張ちょうが少し和やわらいだ。

　でも、そんな雰ふん囲い気きを再び変えたのは──サワコ本人だった。

「……ゴメン、みんな。私がやったの。ごめんなさい」

　──え？

　予想外の展開に、教室内は静まりかえる。

　おい、なにを言ってるんだよ、サワコ。そんなはずないじゃないか。

　そう思うのだが、なぜか言葉が上う手まく出てこない。

　すると、田中先生が真剣な顔で口を開いた。

「サワコは自分のしたことを認めて、さっきまで一いっ緒しょに片付けをしてたんだ。あとで一年生の教室にも先生と一緒に謝りに行くことになってる。それで、この件はおしまいだ」

　──そんな。

　サワコ本人だけじゃなく、田中先生まで事件のことを認めてしまった。

「だから、みんなも騒がないように。分かったなー」

　戸と惑まどうクラスメイトに対して、田中先生はそう締め括った。

　でも、俺は納なっ得とくできなかった。

　確かに、サワコは女のくせにジャンプを読んでいたり、給食の争そう奪だつジャンケンに参加したり、男おとこ勝まさりなところもあるけれど、人が嫌いやがることをするようなヤツじゃない。

　それは、これまでの付き合いで分かっている。

　一年生のアサガオを台無しにするようなヤツでは、絶対にないのだ。

「なあ、サワコ。何かの間違いなんだろ？」

　隣の席のサワコに声を掛けたが、サワコは伏し目がちに言った。

「ゴメン、鉄てつ。この件はもう放ほうっておいて」

　ハッキリと突き放されて、俺はそれ以上、話を続けることが出来なかった。




　一時間目は理科だった。

　朝の会が終わって、理科室へ移動する途中、マコトが話し掛けてきた。

「テッちゃん、何かの間違いだよね」

　どうやら、マコトも俺と同じ考えのようだ。

「当たり前だろ。サワコがあんなことするはずない」

「だよね。でも、じゃあ、なんでサワちゃんは自分がやったなんて言ったんだろ？」

　──そう、そこなのだ。

　サワコ本人が、自分が犯人だと認めている意味が分からないのだ。

　本当にサワコが、一年生のアサガオをメチャクチャにしたというのだろうか？

　いや、ありえない。

　サワコは間違っても、そんなことをするようなヤツじゃない。

　でも、このままだと噂が広まって「サワコは酷ひどいヤツ」というレッテルを貼はられてしまう。

　アイツのことをよく知りもしないヤツらが陰口を叩たたく様子を想像して、無む性しょうに腹が立った。

　サワコが軽けい蔑べつされたり馬ば鹿かにされたりするなんて、我慢できない。

　──となれば、やることは一つだ。

「何があったのか、俺たちで解き明かそうぜ」

　俺の提案を聞いて、マコトは顔をパッと明るくした。

「そうだよ。僕たちで、サワちゃんの無実を証明するんだ」




　一時間目の授業が始まっても、全く集中できなかった。

　理科室では、班ごとに一つの机を囲むことになっている。サワコもマコトも同じ班だから、同じ机を囲んでいるが、サワコは俺たちと全く目を合わせようとしなかった。

　他の班のヤツらもサワコのことが気になるらしく、チラチラと視線を送ってきていた。

　まるで腫はれ物に触さわるようなクラスの雰囲気にムカついた。

　結局、サワコは誰だれとも言葉を交わすことなく、一時間目は終わってしまった。




　一時間目の授業が終わって、俺とマコトは、まず田中先生に話を聞くことにした。

　理科室から教室に戻る途中の先生を捕まえて、後ろから声を掛けた。

「先生、ちょっと」

　すると、先生は振り返って、少し驚おどろいた顔をした。

　でも、すぐに用件を察したのか、隣にいた女子たちに「先に行ってなさい」と声を掛ける。そして、周りに人がいなくなるのを待ってから、先生は口を開いた。

「サワコの件だよな？」

「そうだよ。何かの間違いなんでしょ？」

　マコトがすがるように訊ねると、先生は困ったような顔をした。

「……俺も最初に話を聞いたときは何かの間違いだと思ったんだよ。曲がったことが大嫌いで正義感の強いサワコに限って、あんなことをするはずがないってな」

「じゃ、どうして？」

　俺が訊ねると、先生は小さく唸うなった。

「うん……それが、俺にもよく分からないんだ……」

「えっ？」

　俺たちが驚いた顔をすると、先生は真剣な顔で続けた。

「今朝、用務員さんが物音を聞きつけて駆けつけたときには、現場にはサワコしかいなかったらしい。それで用務員さんが訊ねたら、サワコは自分がやったと認めたらしいんだが……」

　サワコは自分から罪を認めている。どうやら、それは間違いないらしい。

　──でも、どうして？

「サワコは、なんでそんなことを？」

　俺が訊ねると、先生は「そこだよな……」と頷いた。

「俺も気になって聞いてみたんだが、結局、最後まで理由は教えてくれなかった」

　自分の罪は認めているのに、その理由は言えない。

　──そんなことが、あるのだろうか？

　分からない。でも、もしかしたら、その理由に何か秘密があるのかもしれない。

　すると、田中先生が言った。

「なあ、お前ら、もし何か分かったら先生にも教えてくれないか？」

「えっ」

　俺とマコトが驚いた顔をすると、先生は少し声のトーンを落として言った。

「いや、本人が言いたくないなら仕方ないとも思ったが、何か誤解があるならこのまま終わりにしたくないと思ってな。鉄とマコトなら、この気持ち分かるだろ？」

　先生の言いたいことは分かった。

　俺とマコトも同じ気持ちだったから、二人とも素直に頷いた。




　二時間目は、算数だった。

　俺は計算問題を解くふりをしながら、事件について考えていた。

　今朝、一年生のアサガオの鉢植えが滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにされた。用務員さんが物音を聞きつけて現場に駆けつけたときには、すでに事件は起こった後だったらしい。

　そこにいたのが、サワコだ。

　でも、サワコがやった証しょう拠こはない。動機もない。あるのは、サワコの証言だけ。

　やはり、サワコが一年生のアサガオをメチャクチャにしたなんて、信じられなかった。

　でも、サワコ本人は「自分がやった」と認めてしまっている。

　──一体、これはどういうことなのだろうか？

　あれこれ考えてふと頭に浮かんだのは、何かの事故だったというケース。わざとではなく、何かの間違いでアサガオを台無しにしてしまったのではないかと考えたのだ。

　でも、すぐに思い直す。もしも何かの事故や間違いで台無しにしてしまったのだとしたら、サワコは言い訳せずに、きちんとその理由を説明するはずだ。曲がったことが大嫌いなサワコが、自分の罪を認めておいてその理由を説明しないのはやはり不自然だった。

　そのとき、ふと思った。

　──もしかして、誰かを庇かばっている？

　本当は誰か別の人物がアサガオを台無しにして、サワコがそれを庇っているケースだ。サワコの性格を考えると、こっちのほうがありそうな気がする。例えば、一年生が誰か嫌いなクラスメイトの鉢植えを滅茶苦茶にしたところを、サワコが偶然見かけたとか。

　でも、そうなってくると、今のままでは情報が足りない。

　俺は次の休み時間になったら、とりあえず現場に足を運んでみることに決めた。




　算数の授業が終わって、二十分間の休み時間。

　俺とマコトは、さっそくアサガオ事件の現場に向かうために階段を降りていた。

「なあ、サワコは誰かを庇ってるんじゃないか？」

　授業中に考えていた内容をぶつけると、マコトは「ありえるかもね」と答えた。

「サワちゃんは優しいから、誰かを守ってるのかも。でも、もしそうなら、本当の犯人にきちんと罪を償つぐなわせないと……」

　マコトの気持ちは分かる。でも、少し気が早い。

　まずは、何があったのか事件の真相を解き明かすことが先である。

　俺たちは昇降口で靴くつを履はき替えると、外に飛び出した。

　校庭でサッカーをする下級生を尻しり目めに、そのまま校舎の壁に沿って、アサガオ事件があった現場まで一直線に走っていった。

　三十秒足らずで、アサガオ事件の現場へと到着する。

　一年生のアサガオは、校舎のちょうど南側の壁に沿って並べられていた。

「えっ」

　現場に近づいて、俺とマコトは声を揃そろえて驚いた。

　想像していたよりも、ずっとずっと被害が大きかったからだ。

　すでに片付けられていたが、土や棒が散らばっていた範囲は分かる。おそらく一個や二個ではなく、クラスの半分くらいの鉢植えが台無しにされたのだろう。

　──これを、サワコがやった？

　ありえない、と思った。

　いくらサワコが男勝りだとはいえ、被害の状況が大き過ぎる。

　女子が一人でやるには、時間も労力も掛かり過ぎるような気がした。

　おそらく犯人は男子。それも低学年じゃなく、高学年の仕し業わざのような気がする。

　そして、何かの間違いや事故という線も消えた。故意でなければ起こり得ない被害だ。

　ただそうなると、サワコが誰かを庇っているという推理も怪しくなってくる。

　そんな人物を、サワコが庇うという状況がイメージできないのだ。

　──一体、どういうことなのだろう。

　考えを巡めぐらせていると、後ろから声を掛けられた。

「キミたち、なにか用かい？」

　振り返ると、そこには用務員さんが立っていた。

　水の入ったバケツを持っている。片付けきれなかった土を洗い流すのかもしれない。

「いや、アサガオ事件のことが気になって……」

　俺が答えると、用務員さんは何か推し測るように俺たちの顔を見た。

「……もしかして、今朝の女の子のお友だちかい？」

「えっ？」

　マコトが驚いた声を出す。

　すると、用務員さんは軽く頷いた。

「いや、キミたちもあの女の子が犯人じゃないと思ってるんだろう？」

「キミたちも？」

　俺が聞き返すと、その疑問に答えるように用務員さんは言った。

「いや私もね、片付けているときに、ふと思ったんだ。これだけのことを、女の子一人で出来るだろうかってね。だから、キミたちも同じなんじゃないかと思ったんだよ」

　なるほど、用務員さんもサワコ犯人説に疑問を抱いだいていたのか。

「他に怪しい人は見かけなかったんですか？」

　マコトが訊ねると、用務員さんはバケツを置いて顎あごに手を当てる。

「私が駆けつけたときには、あの女の子以外にいなかったよ。ただ……」

「ただ？」

「……なぜか分からないが、片づけをしているときに、鉢植えの近くにヒマワリの種を見つけたんだ。事件と関係があるのかは分からないがね」

　──どうして、事件現場にヒマワリの種が？

　分からなかったが、現場で得られる情報はこれ以上なさそうだった。

　俺とマコトは用務員さんにお礼を言って、戻ることにした。




　二十分間の休み時間は、まだ残っている。

　俺たちは教室に戻る前に、一年生の教室に寄ってみることにした。

　アサガオを台無しにされたクラスのヤツらに会っておこうと思ったのだ。もしかしたら、事件について何か知っている人物がいるかもしれない。

　一年生の教室へと続く廊下を並んで歩いていると、前方に田中先生とサワコが一年一組の教室から出てくるのが見えた。俺とマコトは慌あわてて物陰に隠かくれる。

　すると、先生がサワコの肩をポンと叩いているのが見えた。どうやら、先生とサワコは一年生にアサガオ事件のことを謝りに来ていたらしい。先生とサワコが廊下の向こう側に歩いて行くのを確認してから、俺とマコトは一年一組の教室に向かった。

　扉を開けると、教室内はざわついていた。

　一年一組の担任が、俺とマコトの顔を交こう互ごに見ながら訊いてきた。

「なんだ、お前ら」

　休み時間に先生が残っているなんて予想外だった。

　臆おく病びょうなマコトが俺のシャツを軽く引っ張る。「出直そう」という合図だ。

　でも、そんな悠ゆう長ちょうなことを言っている場合ではない。

「あの、アサガオ事件のことでちょっと聞きたいことがあって……」

　俺が素直に答えると、先生は「ふん」と軽く鼻を鳴らした。

　門前払いを食わされると思ったが、そうはならなかった。

「田中先生から話は聞いてる。お前らが話を聞きに来るかもしれないってな」

　驚いた。

　まさか、田中先生が根回しをしておいてくれるなんて。

「じゃ、俺は職員室に戻ってるから好きにしろ。くれぐれも、下級生をいじめるなよ」

　そう言い残すと、一年一組の担任は教室から出ていった。

　俺とマコトは入れ違いで教壇に上がって、教卓に軽く手をついた。

「なあ、みんなの中で、今朝のアサガオ事件について何か知ってる人はいない？」

　できるだけ優しい調子で訊いてみたが、教室内の反応は薄うすい。

「どんな小さなことでもいいんだけど……」

　──シーン。

　教室内を見渡してみたが、結局、みんな無反応だった。

　それから聞き方を変えていくつか質問をしてみたのだが、期待する答えは返ってこなかった。

　もしかしたら、本当に誰も何も知らないのかもしれない。一年一組のアサガオが滅茶苦茶にされたから何か知っているヤツがいるかと思ったけれど、どうやら勘かんが外れた。

　仕方なく帰ろうとしたとき、それまで黙っていたマコトが口を開いた。

「ねえ、この中に、ヒマワリの種を持っている人いないかなぁ？」

　すると、「えっ」と呟いて、隣のヤツと何やらヒソヒソ話す男子がいた。

「後ろのキミ、何か知ってるのか？」

　反応を示した男子に呼びかけると、少し躊躇ためらいがちに答えた。

「……コンちゃんが、アサガオじゃなくヒマワリを育てたいって言ってた」

「コンちゃん、誰だ？」

　俺が訊ねると、その男子は隣の机を指した。

　でも、その席には誰も居ない。俺が首を傾げると、その男子が言った。

「コンちゃん、今日休みだから……」

　細かい話はよく分からなかったが、どうやら「コンちゃん」という男子が、アサガオじゃなくヒマワリを育てたがっていたらしい。話を聞いた印象では、クラスのお調子者という感じ。だが、学校を休んでいるなら事件との関係は薄いように感じた。

　──そもそも、ヒマワリの種が事件と関係ないのだろうか？

　そろそろ二十分休みが終わるので、俺たちは軽くお礼を言って教室をあとにした。




　三時間目の授業が始まってからも、俺は事件のことを考えていた。

　最初は、サワコが誰かを庇っているのだと思っていた。誰かが事故か何かで一年生のアサガオを台無しにしてしまったのを見かねて、罪を被かぶってあげたんじゃないか、と。

　でも、現場を見る限り、事故や何かの間違いということはありえない。何者かが自分の意思で一年生の鉢植えを滅茶苦茶にしたのだ。

　おそらく、男子の仕業だと思う。それも高学年の体格が大きなヤツ。一年生に恨うらみを持っていたのか、ただムシャクシャしていたのか、ただ面白がってやったのか……。

　いずれにせよ、サワコが誰かを庇っている、という推理は怪しくなってくる。

　一体、誰が、何のために、アサガオを滅茶苦茶にしたのだろうか？

　サッパリ、分からなかった。

　ふと、隣の席のサワコに視線を送る。

　サワコ本人に真相を訊ねるのが一番早いのだろうが、サワコは俺やマコトと一切視線を合わせようとしなかった。この件に関しては、構わないでほしいということなのだろう。

　このままだと、「サワコが犯人」ということで落ち着いてしまう。

　それだけは、嫌だった。




　今日は、一日があっという間だった。

　なんとかサワコから話を聞けないかとタイミングを探っていたが、結局は無理だった。

　何の話も出来ないまま、サワコは《帰りの会》が終わると同時に帰ってしまった。

　あとを追いかけようかとも思ったが、ウザがられるだけだろうからやめた。

　仕方なく、今日はマコトと一緒に帰ることにする。

　その前に、マコトが「図書室に本を返しに行く」と言うから、教室で待つことにした。

　教室は掃除が終わって、数人が残っているだけだった。

　俺は、窓の外を眺めながら、再び事件のことを考え始める。

　結局、今日はサワコの無実を晴らすことは出来なかった。もう、クラスではサワコが犯人ということで落ち着いてしまっている。みんな、腫れ物に触るようにサワコと接していた。

「ははっ、それサイコー」

　後ろから、ヒロシの下品な笑い声が聞こえてきた。

　振り返ると、巨漢のヒロシとその腰こし巾ぎん着ちゃくのヤマダが何やら騒いでいる。

　手元を見ると、黒のサインペンが握られていた。

　ラクガキ？

　そこでハッとする。

　ヒロシたちが落書きをしていたのは、サワコの席だったのだ。

「お前ら、何してるんだよ」

　俺が怒ど鳴なりつけると、ヒロシが顔を上げた。

「あ？　なんか文句あるのかよ？」

　巨漢のヒロシに凄すごまれて、少しビビった。

　教室に残っていた他のクラスメイトも会話をやめて、俺たちに注目している。

　でも、ここで引くわけにはいかない。

「サワコの席にイタズラしたら、俺が許さないぞ」

「ぷっ」

　ヒロシが吹き出した。

「前から思ってたけどよ、もしかしてお前、サワコのこと好きなんじゃねーの？」

「バ、バカ言うなって」

　とっさに否定したが、自分でも驚くほど動どう揺ようしていた。

　もしかしたら、耳が真っ赤になっているかもしれない。

「あれー、照れてるんじゃないの？」

　腰巾着のヤマダが、ヒロシの隣で笑っている。

「ふざけんなよ。とにかく、サワコの机に落書きなんてやめろよな」

「ふん、犯人の机に『犯人』って書いて何が悪いんだよ」

　ヒロシが悪びれた様子もなく言った。

　それを聞いて俺はカッとなる。サワコを傷つけるヤツは許さん。

　ぶん殴なぐってやろうかと思ったが、思わぬ邪じゃ魔まが入った。

「お前ら、何してるんだ？」

　声のほうを見ると、教室の入口にダイキが立っていた。

　ダイキはもともとクラスの《ボス的存在》だったが、最近は妙みょうに大人しくしている。

「あっ、ダイキ君」

　ヒロシが言った。コイツとヤマダは、もともとダイキの取り巻きなのだ。

「お前ら、そんなくだらないことしてないで、行こうぜ」

「オッケ、すぐ行く」

　ヒロシはダイキに答えると、俺のほうに向きなおった。

「ふん、命拾いしたな。ダイキ君に感謝しろよ」

　ヒロシは捨て台詞ぜりふを吐はくと、ヤマダと一緒にダイキのもとへ駆け寄った。

　そして、そのままどこかへ行ってしまった。

　──くそ、ムカつく野郎だぜ。

　俺はイライラしながら、サワコの机の落書きを消すことにした。

「鉄、手伝う」

　顔を上げると、目の前にはヤッチが立っていた。

　ヤッチは、飄ひょう々ひょうとした摑つかみどころのない性格で、いつも何を考えているのか分からない少し不思議なヤツである。口数は多くないが、男子からも女子からも人気があった。

「ヤッチ、ありがとう」

　俺は掃除用具入れから洗剤と綺き麗れいな雑ぞう巾きんを取り出して、一枚をヤッチに渡した。

　サワコの机には、黒いサインペンでデカデカと『犯人』と書かれていた。

　無言でせっせと拭ふいていると、ヤッチが言った。

「さっき、ダイキは鉄のことを助けたんだよ」

「は？　なんでそんなこと」

　──ありえない。

　でも、ヤッチは自信ありげに言った。

「ダイキなりにこれまでのこと、悪かったと思ってるんじゃないかなー」

　そんなはずないじゃないかと思いながらも、ヤッチに言われると、間違いじゃないような気がしてくるから不思議だ。

「ふん、別に関係ないけど」

　俺は興味ないふりをして、サワコの机を拭く作業に戻った。

　そのまま二人でしばらく拭き続けたが、文字は薄くなったが全すべては消えなかった。

　明日、サワコがこの机を見たら、きっとショックを受けるに違いない。

　仕方なく、俺は自分とサワコの机を交換することにした。

「ヤッチ、悪いけど俺の机を持って」

　俺がサワコの机を持ち上げると、ヤッチは俺の意図を察してくれたらしい。

　ものの数秒で、二人の机を交換することが出来た。

「これで、よし」

　そのとき、マコトが図書室から戻ってきた。

「遅くなってゴメン、待った？」

「いや、別に」

　俺が曖昧に答えると、マコトは不思議そうに首を傾げた。

「それよりさ、なんでテッちゃんとサワちゃんの机を入れ替えてたの？」

　どうやら、マコトは廊下から、俺たちが机を入れ替えているところを目撃していたらしい。

「ああ、これな」

　俺はマコトに、ヒロシたちの落書きの件を説明した。

　すると、事の成り行きを理解したマコトはつまらなさそうな顔をする。

「なんだー。僕はてっきり、テッちゃんが恋のおまじないでも始めたのかと思ったのに」

「なんだよ、それ」

　言いながら、俺はむせそうになる。

　さっき、ヒロシにサワコとのことを冷やかされたことを思い出したのだ。

「あっ、テッちゃん、知らなかったんだ」

「だから、何がだよ」

「最近女子たちが騒いでる、好きな人と机を交換すると恋が叶かなうってヤツ」

　マコトの話を聞いて、思わずドキリとする。

　その話が本当だとしたら、もしかしてサワコとの恋が叶うのだろうか？

　俺は一瞬想像して、慌てて頭を振った。










　翌日、サワコは普ふ段だん通りに登校してきた。

　簡単な挨拶は交わしたが、今日も朝から元気がない。

　ただ、昨日とはほんの少しだけ印象が違った。

　サワコが俺のほうを少し意識しているような気がするのだ。

　もしかしたら、本当は俺に助けを求めたいのかもしれない。何か言いたいことがあるのかもしれない。そう思ったのだが、結局、サワコから声を掛けられることはなかった。

　クラスのヤツらは、やはりサワコのことを《アサガオ事件》の犯人として見ているらしい。数日前までクラスの人気者だったサワコに対して、どこか距離を置いているように感じる。

　その様子が歯がゆくて、一刻も早く、サワコの罪を晴らしてやりたいと思った。

　でも、どんなに考えても、事件解決の糸口は見つからなかった。

　ただひとつ、気になることがあった。

　現場に落ちていたヒマワリの種のことが気になって、念のため、一年一組の「コンちゃん」と呼ばれる男子に話を聞きに行ったのだが、今日も休みだったのだ。

　二日続けて学校を休むことなんて、別に珍めずらしいことではないかもしれない。

　でも、妙に気になった。

「もしかして、昨日、コンちゃんは学校に来てたんじゃないか？」

　俺の思い付きに、マコトは驚いた顔をした。

「えっ？　休みだったじゃん」

「学校の授業はな」

「えっ、どういうこと？」

　意味が分からない様子のマコトに、俺は自分の考えを説明した。

「昨日朝早く、コンちゃんはみんなに内ない緒しょでヒマワリの種を埋うめに来たんだ。でも、なんかの事件に巻き込まれて学校が始まる前に家に帰った、とかさー」

　最初は、事件当日にいなかったのだから、アサガオ事件とは無関係だと決めつけていたが、それは間違いだったのかもしれない。

　あの瞬間だけ、学校にいたという可能性も考えられるのだ。

「そんなことってあるかな？」

　マコトは半信半疑だったが、他に目ぼしい手掛かりもない。

　結局、俺とマコトは学校が終わると同時に、コンちゃんの家に行ってみることにした。




　コンちゃんの家は、一年一組の担任に教えてもらった。

　線路のこっち側で、学校からそれほど離れていなかった。俺の家にも意外と近い。

　表札には「今こん野の」とあった。どうやら、コンちゃんのコンは、今野のコンらしい。

　豪華な門構えに少しビビったが、勇気を出してインターフォンを押してみる。

「ピンポーン」

　数秒後に「はーい、どちら様ですか？」と、インターフォンから聞こえてきた。

　なんと答えたものかと迷ったが、「コンちゃんと同じ学校の生徒です」と答えた。

　すると、「あっ、はい」という声の後に、ガチャリと受話器を置く音が聞こえた。

　しばらくして玄関の扉が開いて、上品そうなお母さんが出てきた。

「キミたち、ウチのトシ君になんの用？」

　トシ君とは「コンちゃん」のことだろう。お母さんは少し警戒しているように見えた。

　無理もない。いきなり、知らない上級生が押し掛けて来たのだ。

「いや、ちょっと学校のことで聞きたいことがあって」

　俺が説明すると、お母さんはおもむろに腕を組んだ。眉まゆも少し上がっている。

「ウチの子、昨日学校から帰って来てから何かに怯えてるみたいなんだけど、アナタたち何か知ってるかしら？」

　言葉は丁てい寧ねいだが、何か疑われているらしい。

　もしかして、俺たちがコンちゃんに何かしたと思っているのだろうか？

　いや、それよりも──

「昨日学校からって、昨日、学校に来てたんですか？」

「朝早く家を出てったけど、すぐに体調が悪いって帰って来たのよ」

　やっぱり、俺の推理は当たっていたらしい。

　昨日、コンちゃんは学校に来ていたのだ。そして何か事件に巻き込まれたに違いない。

「コンちゃんは、他に何か話していませんでしたか？」

　俺が急に話に食いつくと、お母さんは少し戸惑った表情をした。

「いきなり、なに？」

「すみません。実は昨日の早朝、一年生のアサガオが滅茶苦茶にされる事件が起きたんです。その事件について、コンちゃんが何か知ってるんじゃないかと思って」

　俺が説明すると、お母さんは組んでいた腕を崩くずした。

「……分かったわ。二人とも入ってちょうだい」

　お母さんに案内されて、俺たちは家の中へと入っていった。

　コンちゃんの家はリビングがとっても広く、ソファもフカフカだった。

　お母さんが二階からコンちゃんを連れてきて、向かい側のソファに並んで座った。

　初めて見るコンちゃんは、小学一年生にしては大きく見えた。一年一組のクラスメイトからはお調子者だと聞いていたが、今はどこか怯えている印象が強い。

「初めまして、コンちゃん。ちょっと聞いてもいいかな？」

　俺が声を掛けると、コンちゃんは静かに頷いた。

　さっそく質問を投げかける。

「昨日の朝、何があったか教えてくれないか？」

　すると、コンちゃんは少し舌足らずな喋しゃべり方で答えた。

「ヒマワリの種、埋めに行った」

　どうやら、現場に落ちていたヒマワリの種はコンちゃんの物で間違いないらしい。

「それで、誰かと会ったのかな？」

　俺が訊ねると、コンちゃんは怯えたように頭を抱えた。

「……会ってない」

「えっ」

　俺とマコトは言葉に詰まった。

　まさか、ここで躓つまずくとは思わなかった。

　その様子を見て、お母さんがコンちゃんの肩を抱える。

「トシ君、大だい丈じょう夫ぶ。どうしたの？」

　だが、コンちゃんは怯えたように震ふるえるばかりだった。

「六年生のお姉ちゃんに会わなかった？　後ろで髪を結んでる」

　マコトが優しい口調で訊いてみた。

　すると、コンちゃんはピクッと反応した。

　そして、頭を抱えたまま、小さな声で「……会った」と答えた。

　どうやら、サワコとは会ったらしい。

　でも、どうして最初の質問では「会ってない」と答えたのだろうか？

　分からなかったが、続けて質問をしてみた。

「お姉ちゃんと何を話したか覚えてる？」

　すると、コンちゃんは頭を下げたまま、首を横に振った。

「そっか、覚えてないか……」

　そこで、ある可能性に思い至った。

「もしかして、アサガオのところには他にも誰かいたのかな？」

　すると、コンちゃんはこれまで以上に強く頭を抱えて、震え始めた。

　一体、どうしたというのだろう。

　それまで見守っていたお母さんも心配になったのか、コンちゃんのことを抱きしめる。

「トシ君、大丈夫だからね。どうしたの？」

　お母さんがなだめるも、コンちゃんは頭を抱えて震えている。

　結局、コンちゃんは怯えたまま、それ以上は何も話してくれなかった。

　お母さんが「ごめんなさいね」と言って、玄関先まで見送ってくれた。

　コンちゃんが心配だから、あとで落ち着いたら病院に連れていくと話していた。

　一体、コンちゃんの身に何が起きたというのだろうか？




　俺とマコトはコンちゃんの家を後にして、そのままサワコの家に行くことにした。

　コンちゃんからはあまり話は聞けなかったが、真相には近づいているような気がする。

「現場には、サワコとコンちゃんの他にもう一人いたんだ」

　歩きながら呟くと、隣でマコトが頷いた。

「僕もそう思う。そして、そいつがアサガオを滅茶苦茶にした犯人だ」

「うん、間違いない」

　やっぱり、サワコは犯人じゃなかった。

　そして、コンちゃんの怯えた様子から、もう一つ考えられることがあった。

「サワコは誰かを庇ってるんじゃなく、誰かに脅おどされたのかもしれないな」

「えっ」

「小学一年生とはいえ、あんなに怯えるのは、よっぽどのことだぞ」

「確かに。コンちゃん、ずっと震えてたもんね」

　よほど、恐ろしい思いをしたのだ。

　もしかしたら、サワコも怯えていたのかもしれない。

　そう考えると、犯人像はだいぶ絞しぼられてくる。サワコは男勝りで、六年生で一番体の大きなヒロシが相手でも、一歩も引かない度胸を持っている。

　そんなサワコが怯えているのだとしたら、相手は同じ小学生とは考えづらい。少なくとも、中学生か高校生、もしかしたら大人ということも十分に考えられる。

　犯人が中学生以上だと考えれば、想像以上に被害が大きかったことの説明もつく。

「テッちゃん、犯人はもしかしたら大人かもね」

　急に言われて驚いた。

　どうやら、マコトも同じように考えていたらしい。

「俺も犯人は中学生以上なんじゃないかと思う」

　ただ、やはり疑問は残る。

　どうして、そんな人物が小学校にいたのだろうか？

　そして、一年生のアサガオを滅茶苦茶にする理由があったのだろうか？




　あれこれ考えているうちに、サワコの家に到着した。

　新しいアパートの二階。何度か遊びに来たことがあるが、なんだか緊張する。

　扉の前で俺が躊躇っていると、マコトが横からチャイムを押した。

「ピン、ポーン」

　ヤバイ、まだ心の準備が出来ていない。

　一瞬戸惑ったが、しばらく待っても中からは誰も出てこなかった。

　どうやら、中には誰もいないらしい。どこかに、出かけているのだろうか？

　仕方なく、サワコには明日学校で話を聞くことにした。










　翌日、学校でサワコに話を聞くつもりだったが、当のサワコは学校を休んでいた。

　仕方なく明日になってから話を聞こうと思ったが、その次の日もサワコは学校を休んだ。

　二日連続の休み。風邪ではないと思う。

　もしかしたら、事件のせいで休む理由があったのかもしれない。

　急に心配になって、放課後にマコトと二人でサワコの家に行くことを決めた。

　気になって休み時間に一年一組にも行ってみたが、コンちゃんは今日も休みだった。

　結局、なんの進展もないまま、一日があっという間に過ぎてしまった。

　帰りの会が始まって、田中先生が連絡事項をいくつか話すのをぼんやりと聞いていた。

「この前も話したけど、学校の周りに《不審者》が出るらしいから気をつけろよ」

　そのキーワードを聞いて、「もしかして──」と思った。

　どうやら、マコトも同じことを思ったらしい。思わず顔を見合わせてしまった。

　もしかして──アサガオ事件の犯人はその不審者なのではないだろうか。

　どうして、今まで気づかなかったのだろう？




　放課後、俺たちはサワコの家に向かって歩いていた。

「テッちゃん、やっぱり怪しいよ」

　マコトが興奮しながら、アサガオ事件の犯人＝不審者説を力説した。

「きっと、人ひと気けがない朝早くに、子どもを物色してたんだよ」

「うーん、どうだろうな」

　俺は少し慎重に考えていた。

　最初は俺も「もしかして──」と思ったが、仮にそうだとしても、やはりアサガオを滅茶苦茶にする理由が思いつかない。それとも、実際にはたいした理由など無いのだろうか。

「まあ、サワコに聞けば分かるだろう」




　学校を出て二十分ほどで、サワコの家に到着した。

　アパートの二階に上がってすぐに、今日は俺がチャイムを押した。

　ピン、ポーン。

　待ってもなかなか出てこないので、三回連続でチャイムを押してみた。

　すると不意に扉が開いて、隙間からサワコが顔を出した。

「……鉄、どうしよう、わたし……」

　──えっ、なんで？

　なぜか、サワコは今にも泣きそうだった。想定外のことに俺は戸惑ってしまう。

「お、おい、どうしたって言うんだよ。とにかく、中に入れてくれ」

　俺が頼み込むと、サワコはコクリと頷いて、部屋の中へと案内してくれた。

　玄関で「お邪魔します」と挨拶するが、中から返事はない。サワコのウチは共働きだから、この時間帯はサワコ以外に誰もいないのだ。

「で、どうしたんだよ」

　俺が腰をおろしながら訊ねると、サワコは答えに詰つまっていた。

　動揺しているようにも、少し怯えているようにも見える。

「サワちゃん、どうしたの、大丈夫？」

　マコトが心配したように声を掛けるが、サワコは俯いたまま黙ってしまった。

　アサガオ事件の件で、何かショックなことでもあったのだろうか。

「なあ、きちんと話してくれないと分からないぞ」

　俺が困った顔をすると、不意にサワコの目から涙がこぼれた。

　そして、すがるように静かに口を開いた。

「……どうしよう。私のせいで、同じ学年の女の子が……」

　──同じ学年の女の子？

　一体、サワコは何の話をしているのだろう。アサガオ事件の件じゃないのか？

「サワコ、もっと分かるように説明してくれないか」

「ゴメン、そうだよね……」

　サワコは涙を手で拭ぬぐうと、静かに話し始めた。

「実は、アサガオを滅茶苦茶にしたのは私じゃないんだ」

「知ってるよ。サワコがそんなことするはずないって、最初から分かってた」

　俺が当たり前のように答えると、サワコは嬉しそうにはにかみながら、涙を拭った。

　隣でマコトも「そうだよ、サワちゃん」と頷いている。

「……ありがとね、二人とも」

　サワコは嬉しそうにお礼を言うと、続きを話し始めた。

「あの日、少し早めに学校に行ったら、アサガオの鉢植えの前で誰かが揉もめてたの」

　サワコが不審に思いながら声のほうへ近寄っていくと、そこには低学年の男の子と四十代くらいのおじさんが何やら揉めていたらしい。

「その男の子は『コンちゃん』って名前で、ヒマワリの種を埋めに来たんだよね？」

　マコトが得意気に言うと、サワコは驚いていた。

「どうして、知ってるの？」

「僕たち、いろいろ調べたんだよ」

「そうだったんだ、私のためだよね……」

　サワコは少し複雑な表情を浮かべたが、マコトはすぐに首を横に振った。

「調べたくて調べたんだから、気にしないでよ」

　サワコは「うん、ありがと」と、気を取り直して話を先に進める。

「おじさんは、自分の娘を捜してるって言ってた」

「自分の娘？」

　俺が聞き返すと、サワコは「そう」と頷いた。

「生き別れになっちゃった娘。あの日はアサガオのネームプレートに娘の名前がないか見に来てたみたい。たぶん、学校の周りで目撃された不審者も、このおじさんだと思う」

　──マジかよ。

　まさか、本当に例の不審者がアサガオ事件の犯人だったなんて。

　それにしても、生き別れになった娘を捜しているとは思いもよらなかった。

　サワコの話に寄れば、アサガオを調べに来たおじさんと、ヒマワリの種を埋めに来たコンちゃんが偶然鉢合わせてしまったと言う。そこで、おじさんがどうして一年生の鉢植えしかないのか訊ねたが、コンちゃんは怯えてしまって上手く答えられなかったらしい。

　それで、おじさんは腹を立てたのだ。

「おじさんの娘は六年生らしいから、目当ての鉢植えがなかったのね。そこで私が二人のあいだに割って入ったんだけど、おじさんの怒いかりは収まらなくて……」

　おじさんは、サワコが六年生だと知ると、娘のことを知っているか訊ねてきたという。

　──娘さんの名前は倉くら田たアキ。

　隣のクラスに転校してきた女子で、美人で目立っていたから当然サワコも知っていた。

　だから軽い気持ちで、「知っている」と答えてしまったと言う。

　──でも、それが間違いだった。

　おじさんはニヤリと笑うと、「住所を教えろ」と凄んできた。

　サワコはこの辺で「何かおかしい……」と感じたらしい。もしかしたら、倉田さんがウチの学校にいることを教えてはいけなかったんじゃないかと後悔したと言う。

「住所は知らないと答えたら、『噓うそをつくな』って怒鳴られて。住所を教えなきゃ、男の子を蹴けり飛ばすって脅されて……」

　でも、サワコは答えようにも、本当に住所は知らなかった。

　すると、遂ついにおじさんは怒り狂って、アサガオの鉢植えを蹴り倒し始めたという。そして、クラスの半分くらいの鉢植えを台無しにしたくらいで、おじさんは言ったらしい。

『いいか、俺のことを誰かに喋ったら、お前ら二人とも見つけ出してブチ殺してやるからな。もし見回りが強化されたりしたら、この学校の生徒を片っ端から蹴り飛ばしてやる。鉢植えもお前がやったことにしろよ、いいな。俺はやるって言ったらやるからな』

　──これには、サワコもビビったと言う。

　アサガオを蹴り飛ばす時点でマトモじゃない。本当にやりかねないと思ったのだろう。

　サワコが男の子をその場から離れさせると、入れ替わりで用務員さんが駆けつけてきた。

　そこで、サワコはとりあえず自分がしたことにしたのだった。

「私が本当のことを言って、誰かが巻き添えになったらと思ったら怖くて……」

　サワコの気持ちは分かる。サワコは人のことを第一に考える性格なのだ。

　でも、まだ玄関先での話につながっていない。

　──どうしよう。私のせいで、同じ学年の女の子が……。

　サワコは激しく動揺していたが、今の話ではそこまで心配しなくてもいいように感じる。

「なあ、サワコ。いくらそのおじさんに娘がウチの学校にいることを教えちゃったからって、そこまで責任を感じる必要はないんじゃないか？」

　俺の問い掛けに、サワコは首を横に振った。

「実は、話にはまだ続きがあるの……」

「えっ」

「もし倉田さんがあのおじさんから逃げているとしたら、大変なことをしちゃったと思って、事件のあった日に倉田さん本人に正直に打ち明けて謝ったの。そしたら、驚いていたけれど、許してくれて。十分に気をつけるから、心配しないでって」

「……それなら、問題ないんじゃない？」

　大人しく話を聞いていたマコトが口を挟むが、サワコはまた首を振る。

「でもね、事件の次の日から倉田さん、学校休んでるの。家から連絡もないんだって」

　──マジかよ。

　もしかして、倉田さんはおじさんに家を突き止められてしまったのだろうか？

　最悪の事態が頭をよぎったが、まだ決めつけるのは早い。

「もしかしたら、ただの風邪かもしれないだろ？」

「私もそう思って、一昨日の放課後に倉田さんの家を調べて様子を見に行ったの」

「えっ」

　──そうだったのか。

　一昨日、サワコの家に行ったときに留守だった理由が分かった。

「で、どうだったんだ？」

　俺が訊ねると、サワコは首を横に振った。

「チャイムを押したんだけど、誰も出てこなくて。もしあのおじさんに捕まってたら……」

　サワコは今にも泣きだしそうだった。

　最悪のケースを想定して、恐ろしくて、学校に来れなかったのだろう。

「分かった。これから倉田さんの家に行ってみようぜ。それでハッキリするだろ」

　俺が提案すると、マコトが「そうだよ」と乗っかった。

「僕たちがついてるからさ、心配しないでよ」

　すると、サワコは「ありがと、二人とも」と、再び涙をこぼしていた。




　倉田さんの家は、サワコの家からそれほど遠くなかった。歩いて三十分も掛からない距離。少し古めのアパートの二階だった。廊下の奥の「二○四号室」である。

　家を訪問して何事もないのが一番だったが、どうやらそうはならなかった。

　アパートの近くに来た頃、倉田さんの家から男が出てきたのだ。

「あ、あのおじさんだ」

　物陰に隠れながら、サワコが怯えたように言った。

　突然のことに俺は驚いた。なんというタイミングだろう。

　アパートから出てくるおじさんを確認して、少しビビった。これまで話にしか聞いていなかったが、実際には坊ぼう主ず頭あたまの厳いかついオヤジだったのだ。ハッキリ言って恐こわい。

「テッちゃん、どうしよう？」

　マコトもその坊主オヤジの姿を見てビビったのか、すっかり動揺してしまっている。

「どうしようって言われてもな……」

「警察に連絡するとかは？」

　マコトが提案したが、サワコがそれに待ったをかける。

「でも、なんて通報するの？」

　確かに、サワコの言う通りだ。

　生き別れになった娘に再会したからって、罪に問われるとは思えない。

　最悪の場合、イタズラだと思われて、俺たちのほうが怒られてしまうかもしれない。

「しょうがない。とりあえず、あとをつけようぜ」

　この提案にマコトもサワコも同意した。三人で距離を取りながら、坊主オヤジを尾行する。

　どこに向かっているのだろうか？

　分からなかったが、途中で事件が起こった。

　人通りの少ない路地裏で、坊主オヤジの目の前に何者かが立ちはだかったのだ。

　その人物を確認して驚いた。学年のほとんどの生徒から「ダメ教師」と馬鹿にされている、六年一組の担任の岡おか田だ先生だったのだ。

　──なんで、あの先生が？

　意味が分からなかったが、それは先生と坊主オヤジの会話から分かってきた。

「なんだ、お前？」

　坊主オヤジが首を傾げる。すると、岡田先生が消え入りそうな声で名乗った。

「アキさんの担任の岡田です」

「けっ、担任のセンコーが何の用だよ」

「もしかして、アキさんを監禁してるんじゃありませんか？」

　──監禁だって？

　俺たちは陰に隠れながら、互いの顔を見合わせた。

　物騒な言葉にも、ダメ教師の岡田先生の行動にも、驚いていた。

「はっ、何を馬鹿なことを言ってるんだよ。俺はアイツの父親だぜ。一緒に暮らすのが当たり前だろうが。変なイチャモンつけてるんじゃねーぞ」

「じゃ、アキさんの無事を確認したら、今日のところは引き下がります」

「だから、ゴチャゴチャうるせーんだよ」

　坊主オヤジが、岡田先生の脇わき腹ばらを思いっきり蹴り飛ばした。

　岡田先生は堪たまらず膝ひざをつく。でも、先生は坊主オヤジの足に腕を絡からませた。

「チクショウ、離せよ！」

　坊主オヤジは摑まれていないほうの足で、岡田先生のことを何度も踏ふみつけた。

　俺たちはあまりの光景に言葉を失っていた。

　マコトが小声でささやく。

「ねえ、テッちゃん。このままじゃ、岡田先生が死んじゃうよ」

「分かってる……」

　頭では分かってるが、どうしていいか分からなかった。

　岡田先生に加勢したところで、返り討ちに遭あうだけだ。

　モタモタしているうちに、坊主オヤジの足から岡田先生の腕が外れた。

　その瞬間、坊主オヤジは思いっきり、先生の腕を蹴りつけた。

「チッ、手間取らせやがって」

　唾つばを吐き捨てて、坊主オヤジは行ってしまった。

　取り残された先生は、呻うめきながらうずくまっている。大丈夫だろうか？

「テッちゃん、どうしよう？」

　とりあえず、先生の介かい抱ほうをしたほうがいいかもしれない。

　そのとき、サワコが言った。

「二人は岡田先生についてて。私はおじさんを追いかける。もともと私が悪いんだから」

「おい、追いかけてどうするんだよ」

　聞き返した時には、サワコはすでに駆け出していた。

　サワコを一人で行かせるわけにはいかない。

　俺とマコトは心の中で岡田先生に謝って、サワコのあとを追いかけた。







　俺とサワコは、学校の裏山のプレハブ小屋に監禁されていた。

　あのあと、坊主オヤジが食事と買い物を済ませてアパートの近くまで戻ったところ、警察が倉田さんのアパートを取り囲んでいて、坊主オヤジは慌ててその場を逃げ出したのだった。

　それを俺とマコトとサワコの三人は、逃がすまいと追いかけたのである。

　今考えると、馬鹿だったと思う。でも、あのときはそれが正しいと思っていたのだ。

　結局、学校の裏山に逃げてきた坊主オヤジのあとを追いかけているときに、尾行がバレて、俺とサワコは捕まってしまったのだった。

　俺とサワコは手首と足首をロープで縛しばられて、裏山の奥の小屋の床に転がされていた。

　坊主オヤジは俺たちを縛り上げると、すぐにどこかへ行ってしまった。もしかしたら、混乱のなか取り逃がしたマコトのことを捜しに行ったのかもしれない。

　俺とサワコは横たわりながら、マコトが助けを呼んで来てくれることを願った。

　あれから、たぶん二、三時間は経過している。もう、外は暗くなっていた。

　この小屋はもともと無人で、坊主オヤジがこの街で娘を捜しているあいだ、ねぐらに使っていたところらしい。普段、学校では裏山には入らないように指導されているので、誰かが侵入してくる心配はほとんどない。

　──もう、坊主オヤジは戻ってこないかもしれないな……。

　壁に寄り掛かりながら、そんなことを思っていると、隣に座るサワコが呟いた。

「ゴメンね。私のせいで……」

　サワコのほうを見ると、唇くちびるを嚙かんで俯いていた。責任を感じているらしい。

　坊主オヤジに尾行がバレて逃げ出そうとしたとき、サワコが木の枝に躓いて転んだのだ。

　俺はマコトに先に行くように叫びながら、サワコの所に駆け寄って手を差し伸べたのだが、結局、二人まとめて捕まってしまったのである。

「別に。サワコのせいじゃないって……」

　あのとき、俺がもっと早くサワコのもとに駆け寄っていれば。

　俺が自分の反応の鈍にぶさにムカついていると、サワコは穏おだやかな声で言った。

「鉄、ありがとね」

「え？」

　突然、感謝されて俺は間抜けな声を出してしまった。

「なんだよ、突然。結局、二人とも捕まっちゃったじゃんか……」

　俺が言うと、サワコは首を振った。

「ううん、さっきのことだけじゃなくて。鉄にはいつも助けてもらってるような気がするよ。アサガオの件も信じてくれて、ありがとね」

「最初から、サワコが犯人じゃないって分かってたからな」

「うん、ありがと……」

　そのとき、隣に座っていたサワコが縛られたまま、俺の肩にそっともたれかかった。

　サワコの汗とシャンプーの香りが混ざった匂においがした。思わず、ドキリとする。

「ど、どうしたんだよ」

「う、うん」

　サワコは曖昧に頷くと、そのまま黙ってしまった。

　緊張で疲れてしまったのだろうか。それとも不安なのだろうか。怯えているのだろうか。

　分からなかったが、俺は縛られたまま、とにかく肩を貸してやることにする。

　体中の全神経が肩に集中したような感覚になって、気が気じゃなかった。

　そのままの状態で何分経たったか分からなかったが、ふと顔を上げて俺は驚いた。

「わっ」

　──心臓が止まるかと思った。

　サワコも驚いて、慌ててバッと体を離す。

　視線の先には、小屋の窓からのぞいている人影があったのだ。

　人影は二つ。目を凝こらすと、窓の外に立っていたのはヤッチとダイキだと分かった。

「な、なんで？」

　俺が呟くと、ダイキが呆あきれながら答えた。

「せっかく助けに来てやったのに、お前らイチャイチャしやがって」

「べ、別にしてないから」

　言いながら、自分の顔が真っ赤になるのが分かった。

　サワコも恥ずかしいのか、「コホン」とひとつ咳せき払ばらいをしてから言った。

「そんなことより、どうして二人が？」

　すると、そのとき入口の扉が開いて、そこからマコトが顔を出した。

「僕が二人に助けを求めたんだ」

　──マコト、無事だったのか。

　それよりも、きちんと助けを呼んで来てくれたことに嬉しくなる。

　ダイキとヤッチもプレハブ小屋に入ってきて、俺たちの縄なわを解き始めた。

　マコトたちがカッターを持ってきてくれていたおかげで、すぐに自由の身になった。

　──ヤッチはともかく、まさかダイキに助けられるとは思わなかった。

　まだ、全てのわだかまりがなくなったわけじゃないが、これは大きな借りである。

「でも、どうして警察に連絡しなかったんだ？」

　俺が訊ねると、マコトが肩をすくめた。

「下手に警察に言ったら、あのおじさんが暴走するんじゃないかと思って。だから、ヤッチとダイキ君に頼んで、慎重にこのプレハブに近づいて来たんだよ」

　──言われて気づいた。

　そうか、もう助かった気でいたが、あの坊主オヤジは捕まったわけではないのだ。

　無事に山を降りるまで、安心できない。

「マコトの言う通り、あのオヤジはヤバイ。戻ってくる前に早く山を降りよう」

　俺が提案すると、「待って」と呼び止められた。

　──サワコだ。

「どうしたんだよ、サワコ。早く山を降りようぜ」

　モタモタしていれば、いつ坊主オヤジが戻って来るか分からないのだ。

　でも、サワコは首を横に振った。

「ちょっと待って。なんとか、あのおじさん、捕まえられないかな？」

　──捕まえる？

　一体、何を言い出すのだろう。

　俺が反対する前に、ダイキが真っ向から反対した。

「なに言ってるんだよ、サワコ。馬鹿なこと言ってないで、ほら早く行こうぜ」

「そうだよ、サワちゃん。そんな危ないことしないで、早く逃げようよ」

　マコトも反対したが、サワコはまた首を横に振った。

「待って。このまま逃げ出したら、あのおじさんも逃げ出して、また誰かが被害に遭うかも。もしかしたら、復ふく讐しゅうに来るかもしれない。それって怖いよ」

　言われてハッとした。確かに、サワコの言いたいことも分かるような気がする。

　でも、危ないって気持ちのほうが大きい。小学生が大人を捕まえるなんて不可能だ。

　一刻も早く山を駆け下りて、警察を頼ったほうがいいと思った。

　が、口から飛び出したのは、全く別の言葉だった。

「なあ、ダイキ。なんとかならないかな？」

「お前まで何を言い出すんだよ。馬鹿言うなって」

　ダイキは呆れている。

「別にアイツと殴り合おうって訳じゃないんだ。ほら、このプレハブ小屋って《引き戸》だろ。あのオヤジが入った瞬間に、つっかえ棒をしたら閉じ込められないかな？」

　俺の言葉に、その場にいる全員がプレハブ小屋に視線を送った。

　窓には板が打ちつけられているから、入口を塞ふさいでしまえば外には出られない。

　あのオヤジが戻ってきてプレハブ小屋に入った瞬間に、つっかえ棒をするだけ。

　単なる思い付きだったが、悪くない作戦のように思えた。

　それに、もしかしたらサワコは自分が事件のきっかけを作ったことに責任を感じているのかもしれない。もしそうだとしたら、なんとか犯人を捕まえてやりたい。

「なあ、みんな、やってみないか？」




　俺、ダイキ、マコト、サワコの四人は、物陰に隠れて息を潜ひそめていた。

　ヤッチだけは、先に山を降りて警察に連絡してもらうことになっている。本当はサワコにも山を降りてほしかったが、作戦に参加すると言って聞かなかったのだ。

　俺たちはプレハブ小屋の入口が見える位置で、ひたすら息を潜めていた。

　物陰に隠れてから、どれくらい時間が経っただろうか。

　痺しびれてきた膝を伸ばそうとしたとき、遂に──あのオヤジが現れた。

　手にはビニール袋を持っている。どうやら、コンビニで食料を調達して来たらしい。

　俺は木の棒を握り締めて、頭の中で作戦を確認する。

　──あのオヤジがプレハブ小屋に入った瞬間に、つっかえ棒をするだけ。

　作戦は至ってシンプルだ。

　そうしているあいだも、オヤジはのそのそと小屋へと近づいていく。

　思わずゴクリと唾を吞のみこんだ。まだ、我慢だ。プレハブ小屋に入る瞬間を狙ねらわなければいけない。タイミングを誤れば、返り討ちに遭ってしまう。

　横を向くと、隣にいたダイキと目が合った。お互い無言で頷く。

　そして遂に、オヤジがプレハブ小屋の扉を開けて、中へと足を踏み入れた。

　──よし、今だ。

　俺たちは、小屋に向かって一斉に駆け出した。

　数秒後、ダイキが勢いよく扉を閉めた。

「おい、なんだ！」

　オヤジの叫び声が聞こえてくる。

　俺はすかさず、握っていた木の棒を小屋の扉に押し嵌はめた。

　──やった、成功だ。

「何しやがる、この野郎。あのガキどもは、どこ行った！」

　小屋の中で、オヤジが叫びながら暴れている。まだ状況が吞み込めないらしい。

　──あっけない幕切れ。

　まさか、こんなに上手くいくとは思わなかった。

「やったね、テッちゃん」

　マコトが後ろで、胸を撫なで下ろしている。

　その隣でサワコも、ホッとしているようだった。

「やったな」

　ダイキが声を掛けてきた。

　俺が「そうだな」と返そうとしたとき、事件は起きた。

　ガシャン──ガラスの割れる音。

　最初、何が起きたのか分からなかった。

　音のほうに視線を送ると、地面に板が落ちていた。

「お前ら、そこを動くなよ！」

　視線を上げて、小屋の中のオヤジと目が合って、ようやく事態を察知した。

　オヤジが窓に打ちつけられた板を破は壊かいして、外に出ようとしているのだ。

　どうして、そんな簡単なことに頭が回らなかったのだろう。小学生の力では出る手段がなくても、大人ならいくらでも出られたらしい。

「マズイ、逃げろ！」

　叫んだときには遅かった。

　オヤジが窓枠を乗り越えて、こちらへと向かってくる。

　俺はマコトが持っていた木の棒を奪い取って、オヤジに向かって投げた。

　だが、簡単に避よけられる。

　振り返って逃げようと思ったが、不覚にも尻もちをついてしまった。

「テッちゃん！」

　マコトの叫び声が聞こえるが、体が上手く動かない。

　気づいた時には、目の前で坊主頭の厳ついオヤジが俺のことを見下ろしていた。

「あんまり、大人を舐なめるなよ」

　──蹴られる！

　と、覚悟した瞬間、「はうっ」という呻き声と共に、目の前オヤジが崩れ落ちた。

　すると、後ろから木の棒を持ったサワコの姿が現れた。

　どうやら、その棒で殴ったらしい。

「鉄、大丈夫？」

　俺は起き上がりながら、「助かった。ありがとう」と答えた。

　すると、ダイキがプレハブ小屋の扉を開けて、中からロープを持ってきていた。

「これでコイツを縛ろう」

　ダイキの提案で、気絶しているオヤジを縛り上げて、小屋に転がしておいた。

　あとから警察の人に捕まえに来てもらうことにする。

　俺たちはそのまま山を下りることにした。

　山を下りる途中で、隣を歩いていたマコトが呟いた。

「ひのきの棒、図鑑に加えようかな」

　──おそらく、さっきのサワコの一撃に衝しょう撃げきを受けたのだろう。

　あんなに馬鹿にしたくせに、と思ったが、面めん倒どう臭くさいので「勝手にしろ」と答えてやった。










　あの日、山を下りるとパトカーが集まっていて、俺たちは保護された。

　そのあと、警察がプレハブ小屋に向かったが、坊主オヤジの姿はなかった。

　気絶から回復して、縛られたまま逃げ出したのかもしれない。詳細は分からなかったが、とにかく坊主オヤジはいなかった。これには、サワコががっかりしていた。

　でも、それから数日後、警察が裏山に隠れていた坊主オヤジを捕まえたという話を聞いた。坊主オヤジから逃げるように転校していった倉田さんのもとにも連絡がいったというから、これで安心して眠れると思う。

　俺たちは念のため、病院で検査を受けたり、カウンセリングを受けた。

　結局、一日だけ入院して少し元気になってから、俺たちは親にも先生にも警察にも、こっぴどく叱しかられた。あんなに激怒している田中先生は、初めて見たかもしれない。

　元気になったら、もう夏休みに入っていた。

　夏休み中の登校日に、久しぶりにサワコと二人っきりで下校した。

「鉄、アサガオ事件ではいろいろとありがとね」

「なんだよ、急にかしこまって」

「いや、きちんとお礼言ってなかったからさ」

　面と向かってお礼を言われると、なんだか恥ずかしい。

　別に大したことをした訳じゃなく、むしろ最後はサワコに助けてもらったのに。

　照れ臭くて、少し話題を変えた。

「そういえば、アサガオ事件で一つだけ分からなかったことがあったよ」

「えっ、なに？」

　サワコが歩きながら、首を傾げている。その仕草が可か愛わいくて、思わずドキリとする。

　だが、そんな気持ちを悟られないように、俺は答えた。

「いつも遅く登校するサワコが、あの日に限って、なんであんなに早く登校したんだよ」

　用務員さんの話じゃ、まだほとんどの生徒が登校していない時間帯だった。

「そ、それはっ」

　サワコが珍しく、戸惑っている。

　どうしたのだろう。人には言えないような理由なのだろうか？

「なんだよ、教えてくれないのか？」

「いや、そういうわけじゃないけど……」

「なんだよ、歯切れが悪いなぁ」

　すると突然、サワコが上目づかいで訊いてきた。

「鉄も、あの日が何の日か、知ってるでしょ？」

「えっ」

　考えてみたが、全く分からなかった。

　すると、サワコが「もうー」と頰ほおを膨ふくらませた。

「ほら、あの日は、私と鉄の《真ん中バースデー》でしょー」

「えっ」

　──聞いたことがあるぞ。

　真ん中バースデー。確か、二人の誕生日のちょうど真ん中の日だ。

「でも、それがどうしたんだ？」

「もう、とぼけちゃって」

「なにが？」

　俺が聞き返すと、サワコは「だからー」と、じれったそうに言った。

「好きな人との《真ん中バースデー》に、机を交換すると恋が実るっておまじない」

「えっ、え？」

　──好きな人との《真ん中バースデー》？

　それって、つまり………サワコが俺のことを好きってことにならないか？
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　頭の中が混乱していると、サワコが言った。

「でも、あの日はアサガオ事件に巻き込まれて、結局、机を交換できなかったんだ」

　そういうことだったのか。

　──でも、待てよ。

「俺、あの日、サワコと机を交換したぞ」

　ヒロシが書いた落書きが消えなくて、自分の机と交換したのだ。

「……知ってるよ」

「えっ」

「あの日、交換できなくて落ち込んでたら、次の日に机が変わってたから驚いちゃった。本当は鉄もあのおまじない、知ってたんでしょ。とぼけちゃって」

「えっ」

「私、鉄からは女子だって認められてないと思ってたけど、両想いだったんだね」

　そう言って、恥ずかしそうにはにかむサワコは、最高に可愛かった。

　プロセスはちょっとおかしなことになってるけれど、これはこれで結果オーライだ。

　俺は心の中で、落書きをした巨漢のヒロシに感謝した。





【ＥＮＤ】












あとがき




　はじめまして、アズミと申します。

　人生初の【あとがき】ということで困っています。何を書けばいいんでしょう？

　う～ん……人生初といえば今日、社会人六年目にして初めて【始末書】を書きました。

　僕の勤める会社は意外とセキュリティにうるさく、オフィスフロアに入室する際には、セキュリティカードが必要になります。防犯や機密保持の観点から、このカードの取とり扱あつかいには慎しん重ちようにならなければいけないのですが、本日、このカードを紛ふん失しつしてしまったのです。しかも、その紛失の仕方が【アレ】だったので、上司にも呆あきれられてしまいました。

　その、人生で初めて書いた【始末書】の文面は次の通りです。




　　■セキュリティカード紛失の件について




《紛失時の詳しよう細さい》

　二〇一四年四月七日、十時二十分頃ごろ、新宿○○○タワービル○階の男子トイレにて、個室で大を流そうとした際に、カードホルダーの隙すき間まからセキュリティカードがスルリと便器に落ちてしまい、そのまま流れてしまいました。




《今後の再発防止策》


・ボロボロのカードホルダーを新しいものに変へん更こうする。

・トイレを流す前には、きちんと確かく認にんする。






　──書いていて悲しくなりました。いい大人になって自分は何を書いているんだろうか、と。

　勤務中にセキュリティカードをトイレに流してしまうなんて前ぜん代だい未み聞もんの珍ちん事じだったらしく、人事部の人も対応に困っていました。「ほんと、気をつけてくださいよ」と苦笑い。

　というわけで、今日は人生で初めて【あとがき】と【始末書】を書いた記念すべき日です。

　こんな【おっちょこちょい】が書いた小説ですが、よろしくお願いします。




　最後に感謝の想おもいを。大学時代から僕の夢に付き合ってくれたヒロキさん、担当編集としてたくさんアイデアをくださった黒くろ崎さきさん、鋭するどいツッコミで作品の矛む盾じゆん点をついてくださった小こ林ばやしさん、素す晴ばらしいイラストで作品に魂たましいを入れてくださったすきまさん、そのほか、この本に関かかわってくださった全すべての方に感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
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アズミ

北海道生まれのポンコツ。就職活動中に人生初の〝カツアゲ〟に遭遇し、泣きながら面接に行ったところ「可哀想だから採用！」と会社の偉いおじさんに拾ってもらう。仕事をしながら小説家を目指し、このたび晴れてデビュー。趣味はフットサル。
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イラスト／すきま

もう

ごめんなさいしか

言えません。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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初出




「給食争奪戦」は第20回電撃小説大賞〈電撃文庫MAGAZINE賞〉を受賞し、「電撃文庫MAGAZINE Vol.36」（2014年3月号）に掲載されました。

「消しゴムバトル」は「電撃文庫MAGAZINE Vol.37」（2014年5月号）に、「万引き競争」は「電撃文庫MAGAZINE Vol.38」（2014年7月号）に掲載されました。

文庫収録にあたり、加筆・訂正しています。




「転校少女」「学園祭を台無しにしたのは誰だ」は書き下ろしです。




「給食リベンジ」は「電撃文庫MAGAZINE Vol.39」（2014年9月号）に、「図書館ミステリ」は「電撃文庫MAGAZINE Vol.40」（2014年11月号）に、「容疑者サワコ」は「電撃文庫MAGAZINE Vol.41」（2015年1月号）に掲載されました。
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給きゅう食しょく争そう奪だつ戦せん




【電子特別版】
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※2014年6月10日発行の電撃文庫『給食争奪戦』初版に基づき制作
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